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第 9 回 日 本 閣 吾 會 綿 會 記事 


昭和 25 年 4 月 4 日 於 東京 大 学 医学 部 大 講堂 


Proceedings of the 9th General Meeting of the Japanese Cancer 
Association 
held on April 4, 1950, at Tokyo University » 


ER CAR): こと れ か ら 第 9 回 日 本 冶 學 會 費 省 を 開く 。 開 貧 に 営 り 申し 逃 べ る べき 事 も 
HSB, 時 間 の 関 係 上 閉 會 の 時 まで 保留 する と と と し , 「 開 會 の 辞 ] な し で 直ちに 演説 の 日 程 


て 入 ダ 。 





演 設 ・ PAPERS READ 


1. Meningioma の 分 類 mms, 精 谷 宗男 
RA EEE MIRE) 
Classification of meningiomas. TATSUZI ITO, MUNEO KASUYA 


昨年 度 の 本 學會 で 20 flo x =v YA —~ OAPI CRE TL EN FET AICO 
CD LL MN ROCHA HALTOM 3 例 と 其 後 入手 し た 9 例 を 加 へ て 32 Alk 
し こと れ に 伊藤 の わ 有 する 米 國 例 55 例 を 参考 と し て 特に 本 腫瘍 の 分 類 に つい て 再 概 し た 。 本 腫瘍 
の 分 類 に つい て は Hortega, Globus, Bailey & Bucy, 並 に Cushing に 負 ょ 、 所 が 多い , 就 
中 Cushing の 詳細 に し て 遺漏 な い 分 類 法 が 最も 質 用 的 で ある と と は 昨年 度 の 本 學會 で 強調 し 
TECHS, 併 し 氏 の 分 類 も る 必 ら ず し る 完璧 と は 云 へ ず 展 る 便 定 の 困難 に 憶 遇 する と と が ある 


の で 全 骸 と し て は 氏 の 分 類 法 に 従 うべ き で ある と 考え る が 細目 に つい て は な お 訂正 , 補 追 を 要 
し な お 検討 の 鱗 地 あり と 思う 。 - | 


1. Cushing の 分 類 法 の 中 最も 問題 に な る の は 
Type I. Non-reticulin- or collagen-forming meningothelial tumors 
Var. 1. Cells evenly distributed in sheets 
Var. 2. Cells in alveolar arrangement 
.3. Spindle cells in interlacing bundles 
. 4. Combination of variants 1, 2 and 3 
Type II. Meningothelial tumors of whorl pattern with tendency to form reticulin 
or collagen 
61 





. 1. Variously distributed spindle, round and polyhedral cells 
. 2. Combination of Type I, var. 1 or 2, with whorls 

.3. Uniform small whorls 

. 4. Compact psammoma bodies 


O-HTSO TER. ANTUWZ. し か し Cushing は 此 等 雨 型 は 本 質 的 に 異 る る の で な 
く 後者 に は 著 明 た 渦 装 絞 の 形成 と 織 維 形成 が ある と と で , MAPSMINL CHSZLKI THOT 
本 の 如き は 若 し ゃ る 渦 状 紋 が 非常 に 多く な い 場 合 に は 1 BM CRS 1) に 入れ る べき で ある 
と し て いる 。 此 の 渦 状 絞 形成 の 程度 如何 に よ ょ つて 1 型 と る な り 型 と も な る と 云う 曖昧 さ が 
抑 * 雨 者 の 鐵 別 を 困難 な らし め て いる 所 以 で ある 。 加 有 之 繊維 形成 の 有無 と いう 要素 が 加 は る た 
め に 更 ら に 此 の 分 類 を 複雑 化し て いる 。 し か ゃ 渦 状 紋 自 購 織 維 形成 が ある 例 も あり 全然 な い 
例 も ある の で ある 。 親 る と と か ら L, Kal LT, Mie Il と の 混同 が 質 際 上 非常 に 多い と 
と は 事 質 で ある 。 CCC] 型 は その まま に 織 維 形成 が な いと と に 重 由 を お き , II 型 は 繊維 形 

よど うか , 換言 せ ば Cushing の II Ho 


with 以下 を 省く か 或 は with の 次 に or without の 2 字 を 挿入 し 亜 型 は その まま と し て は 


どう か 。 

2. II 型 は 良性 織 維 形成 性 の る の を まとめ て ある が , 繊維 闘 に 肛 膜 皮 細 胞 群 が 相 営 般 島 風 
状 と 散在 する 例 が 恨 見 られ る 。 そ と で 本 型 の 第 4 wi L LT with islands of meningoth- 
elial cell を 加 へ ぁ る べき だ と 思う 。 

3. IVER V 型 に つい て は 異議 が な い 。 

4. VI 型 は 肉腫 任 の も る の すべ て を 包含 し て いる が Cushing と 同様 大 部 分 第 1 MMOH 
細胞 型 に 属し 第 2 MO BMY CCushing は 1 例 の み ) に 相 営 する も る の は 1 例 も な か つ 
た 。 た だ 2 例 の 肉腫 性 に は 違い な い が 上 記 の 雨 亜 型 の 何れ に も る 属し な いも る の に 遭遇 し た 。 多 ち 
多 形 性 の 中 細胞 が 蜂 宮 汰 に 夫 殖 し た 毛細 血管 内 は 充 浦 し , し か る 其 の 壁 内 皮 細 胞 と 密接 な 開 係 
を 有する 部 分 も あり 或 は 咽 に と れ と は 無 開 係 に 管内 に 集 狂 し て いる 部 分 も ある 。 嗜 銀 織 維 は 密 
に 細胞 聞 に 入り 込ん で いる 部 分 と 比較 的 粗 な 部 分 と が ある 。 此 の 様 な 像 は 第 IV 型 の 血管 形成 
性 の る の と る 異な り 他 に と れ と 類する 型 を 見 出し 得 な た い 。 適 営 な 名 稽 が な い が 卓 に 第 3 TB L 
し て 症例 の 増加 を まつ と と と し た い 。 | 

5. VII, VIII RIX HOT, KA RIB RHEO BOLOVTRI1 例 る 経験 し た か つた 。 








2. 悪性 腫瘍 の 類別 診断 に 関す る 一 考察 


北村 四郎 < 新潟 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
An inquiry concerning the differential diagnosis of malignant tumor. 
SHIRO KITAMURA 


痛 腫 と 肉腫 を 組織 華 生 移 的 な 見 地 に 立っ て 必 別 する 事 は 理想 で ある が , 現在 の 病理 組織 學 の 
段 階 で は 雨 者 を 明確 鑑別 する 事 は 極め て 困難 な 場合 も ある 。 演者 は 未熟 た 冶 腫 87 Pl, 肉腫 
42 例 , 更に 雨 者 の 何れ と も 決し 難い 10 例 に つい て 検討 を 加え た 結果 , 一 鷹 結論 を 得 た の で と 
と に 報告 する 。 

先 づ 第 一 に 痛 腫 と 肉腫 の 最も 明確 な 司 別 と な る の は 周知 の 如く 時 資 状 像 と 腺 構造 の 有無 で あ 
OD, 演者 の 松 索 し た 例 で は 蜂 高 汰 肉腫 は 無く , 内 皮 上 腫 と 冶 腫 の 屋 別 に つい て は 割愛 する 事 に 
L, 黒色 肉腫 に つい て は 後 逃 する 。 従 っ て と れ ら の 特性 を 有 したい 冶 腫 と 肉腫 の 司 別 と し て 先 
づ 第 一 に 加 げ た い 事 は 冶 腫 で は 如何 に 未熟 を な る の で も 腫瘍 細胞 が 肉腫 細胞 に 比 し 比較 的 廣 い 面 
に 於 て 互 に 相 接 する 性 質 を 有する 事 で ある 。 郊 ち 多 角形 の 細胞 が 千 の 甲 の 如く に 接する の が 
原則 で あっ て , CASES HMB EAS SKS, BELA DR CHIESA DS AIRE THO THE 
THEIR EN: BENDER. ARE REN IST BRET, 唯 此 の 際 此 の 
MED HARD» 5 Rosette OPM EMR Lefhemee ¢( SHAIEA SNS. PoC L7 
い ぃ の は 交 細 胞 が 非 上 皮 性 組織 の 表面 を 被覆 し ょ うと する 性 質 を 保持 し て いる 事 で ある 。 MOM 
細胞 は 上 逃 の 性 質 と 相 侯 っ て 間 質 持 し て 直角 林立 する か 。 多角 形 細胞 の 場合 は 腐 い 底面 を 
以 っ て 間 質 に 附 着 する 傾向 を 持つ 。 此 の 性 質 は 便 性 痛 の 極端 な 場合 も 同様 で , BRITA TB 
極め て 織 た 線維 の 表面 に 冶 細 胞 が 之 を 被覆 する 如く ずら り と 並ん で いる 。 第 三 に 好 銀 線維 の 
態度 で ある 。 演者 は Pap 氏 法 を 用 いた の で ある が , 一 般 に 肉腫 で は 冶 腫 に 比 し 好 銀 線維 は 腫 


瘍 細胞 間 に 比 較 的 多量 に は いる が , 冶 腫 に 於 て も 少量 の 好 銀 線維 形成 が 見 られ る 宮 が ある 。 演 
者 の 場合 園 形 細胞 肉腫 は 他 の 肉腫 に 比 し 好 銀 線維 形成 は 極め て 少な く , BRET CS A 


に 散在 する 織 能 た 結 締 織 線 維 が 細く 暑 染 する 外 少量 の 線維 形成 が 見 られ た 。 駐 還 純 痛 で 冶 巣 が 
極め て 小さ い 場合 も 導 集 内 に 少量 の 好 銀 線維 が 見 られ た だ け で 肉腫 の 好 銀 線維 と の 司 別 が つか 
た なくなる 。 之 に 反し 紡 鍵 形 細胞 肉腫 で は 好 銀 線維 は 殆 ん ど 個 え の 細胞 問 に は いる が , PRTG 
胞 痛 で は 之 が 丹 様 の 場合 供 か に は いる だ け で ある 。 以 上 好 銀 線維 の 態度 は 過剰 に 條 値 評 償 し て 
も る ならない し , 過少 に 見 て も な ら な い 。 第 四 に 細胞 の 形態 で ある が , MICHA BO 
で も 多角 形 又は 息子 伏 の も の が 多く , 財形 万 至 は 紡 鍵 形 の る の は 少な い 。 之 に 反し 肉腫 で は 細 
WAM, 骨膜 性 肉腫 を 除き 較 形 刀 至 は 編 畠 形 の も る の が 多く , 多角 形 妃 至 は 同形 の 細胞 は 少な 
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Wo 勿論 是 も 比較 的 な 問題 で ある 。 PRICBROW, RCH AAMC IX 86 例 中 71 Plz 
HAVE C HSOCHL, 肉腫 で は 22 例 中 15 例 に 明確 で 殆 ん ど 差 を 見 な い 。 桜 小 購 の エ オ ジン 
色調 る 腺 冶 や 基底 細胞 冶 で は 比較 的 多く 草 純 癌 で は 極め て 少な た い の に た 百 レ , 一 般 肉腫 に 於 て は 
少な く , 細 繝 肉腫 で は 多く 認め られ る 。 Ko ten 50d る 痛 腫 と 肉腫 の 二 別 を 論ずる 事 
は 出來 な い 。 更 に 原形 質 の 多 節 , 其 の 色調 .,。 ク ロマ チン の 多少 を 以 て 論ずる 事 も 困難 で ある 。 
又 血 管 と 腫瘍 細胞 と の 開 係 に 於 て も 基底 細胞 冶 は 特に 血管 と 密接 な 闘 係 を 示し レ , 肉腫 と 同様 に 
I SEO SMRICICIAINT SAS, 血管 内 皮 細 胞 は 保持 され て お り , 雨 者 の 司 別 と し て は 多く を 符 
ずる 事 は 出来 な い 。 以 上 種々 の 事 賀 を 考慮 し, 演者 は 未熟 な 痛 腫 と 肉腫 の 鑑別 に あたり , bit 
OBB RGA L し て 決定 せん ょ する - 立場 を 取る 者 で ある 。 
DEORE L り 黒 色 肉 腫 7 PIC RN EMI TER, 従 來 黒色 肉腫 と 呼ば れ て いる も の は 肉腫 
様 の 部 分 に 於 て も 一般 肉腫 の 性 質 は 少な く , な し ろ 上 皮 性 乃至 は 細 網 肉腫 に 類似 の 性 状 を 示 し , 
銀 の 態度 は 策 上 皮 性 腫瘍 に 於 ける が 如く で ある 。 又 一 見 診断 の 困難 な る 10 例 に つい て 機 討 を 
加え を た 結果 2 例 に 於 て 診断 不能 の もの も る あっ た が , HO— PH SGM CARE AAI). a> 
PREM AMDPAHO る の で , 他 の 一 例 は HIPS BMAD 列 断 に 苦し むる も の で あ 
る 。 以 上 に よっ て 明か な 如く 冶 腫 と 肉腫 の 鑑別 は 極め て 困難 な 場合 が あり , 時 に は 不能 で も る あ 
る 。 暫 に 冶 腫 と 内 皮 腫 の 間 に も 同様 の 事 が 言 は れ , 上 逃 の 所 主 黒 色 肉 腫 , Embryonales Ad- 
enosarcom, Seminom, BRHFATIEHE, MVPD SLE, 非 上 皮 性 と 速 断 し 難 ほ きも の 多々 
あり , 且 又 腫瘍 母 細胞 の 誤 生 學 的 段階 の 位置 的 ずれ に 依り 病 腫 又は 肉腫 と 断定 し 難い 種々 複 茜 
な る ig の 存 在 す < る : 事 は 理論 BAT る 2 容認 され る : 事 で ’ 演者 は か か る 見 地 か ら , ER 性 又は 非 上 
皮 性 と 剣 定 し 難い 腫瘍 を 一 鷹 中 間 太 瘍 と 呼 自 し, 今後 の 研究 に 侯 つ の が 最も 合理 的 な 手段 と 考 
附 | 
生島 #: AOGRLe cH M Xerodermapigmentosum が あり , Rw CHEE eS platten- 
epithel Krebs の 形 を 呈し , Basal zellen Krebs の 型 を 示し て いた と と を probe に ょ り 検 し 得 て 
いた 例 で 光世 腫 甲 移 に 於 て は 全く spindelzellen sarkom の 型 を 示し て いた 例 を 経験 し た が , これ ら 
(LURE FTE ULAR LURK BIC spindelzellen Krebs と 決め た の で 一 部 の み を 見 た 場合 に は 全く 
Sarkom の 像 で あつ た 。 移行 型 の 追求 が 重要 と 思う 。 
AH: LRPEOMMMCES KRM THEAR HER I EZ SF FT FH, HELREOAT 
すか 癌 全部 で すか ? ( 之 は 上 只 上 皮 が 表面 に ある Wo り ま し た )。 実際 組織 像 
DAT ( 殊 に 1 小 部 の み の ) 癌 か 肉腫 か の 決定 は な む な づ か し い 。 る 癌 像 を 見 出し 
ves EEE CH FRE TE. We eee 
る 事 が よく ある が , 少く 共 其 1 部 は 韓 移 部 の 構造 に 適応 し た Organ mimicry と 解 し た い 。 








3. 細胞 と 線維 と の 空間 的 関係 より 見 た る 柚 性 腫瘍 の 構造 に 
関す る 基礎 的 病理 組織 学 的 研究 
所 安夫 , 斎藤 藤 二 郎 東京 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
Fundamental studies on the pathohistological structure of the 


malignant tumors in the light of reciprocal relation between cells 
and fibers. YASUO TOKORO, TOJIRO SAITO. 


ある 増殖 環境 CRAM HL) CHC PANTIC RAT 2 IG MDS c OBE L OIC HE Zi 
AAAI LO Bl BAI RMB ACH EUT Lick OMIA LORE REL OOBE 
723. 2222 En ¢ RS L OPA OMANI AH BR ICIS ¢ EHER FR OM 
ERROR Te TORTE L LT C MME L OR SBME EO 
EOWA oT HEL ZUR ARBEIT LO MICS # va) Mic HICH 
FESOOSBURICO & FEM BRAT EET Feo PAPE BTC 5 [ES RES ro Er 
で 合計 150 例 を と を る 。 TORRENT EP TD PEP: SHE LESER 
DAT ゃ 試み た 。 Hille & PRE L O— MAI Zs FABIO MAO MAAS O HMO RBC CT 
ある 。 以 下 研 究 成果 を 概括 LIFE BIC HET So 

I. 腫瘍 細胞 胞 巣 縄 論 

(A) まず 増殖 する 細胞 及び 増殖 環境 に 就 て は 次 の 質 件 (素材 の 正常 構造 ) を 知ら ね ば な ら 
ぬ 。 (1) 名 細 胞 に 就 て は - ヶ 上 皮 性 は 肥 垢 輪 邸 の 一 部 分 の み 間 葉 線維 と 隣接 し 得る に すぎ 才 そ の 
Dimension は 一 般 に 大 , 非 上 度 は 原則 と し て 胞 内 の 全 周 に 間 葉 線維 を めぐ らし 或 は 何等 れ の 


分 化 能 を 示し 得る 基質 内 に 包 埋 され る 。(2) 丈 環 境 に 就 て は > 間 葉 性 環境 の 意味 に 於 て 犬 骨 
=F HANS. IB 1, 粗大 た 豊富 な 腸 原 性 組織 の 密 在 せ る る の ( 挿 稚 腺 , FUR, 卵 菓 等 ) 
第 2, 粗大 な た 腰 原 線維 に 寧ろ 乏しく 粗 凝 用 原 に 征 富 みそ の 他 細 網 線維 と 膜 様 に 分 化し た 基質 
より な る も の (消化 管 壁 , 泌尿 生殖 管 壁 等 ) 第 3, 少量 の 血管 周 園 用 原 の 他 は 殆ど 全部 格子 汰 
線維 の 細 綱 より な る も の 且 そ の 量 的 比 に より 多少 趣 を 異 に す ( 腎 , 肺 , 心 , AI, 更に 肝 , 


PE, HER, FBS. 

(CB) 人 上 の 珠 件 を 考慮 の 下 に ある 環境 内 で 或 る 細胞 が 増殖 する に 伴い 生ずる 相互 交 渉 の 機 

構 乃 至 機 終 は 線維 形態 移 的 見 地 の み か ら す れ ば 表 の 如き 相 闘 陸 し た 一 群 の 現象 中 に 求め られ よ 

う 。 多 (1) 上 皮 細 胞 の 結合 の 解離 名 離 散 換言 すれ ば 上 皮 細 胞 が 克 第 に 間 葉 線維 と 全 周 に 互 り 

隣接 する 事 (2) 非 上 皮 細 胞 の 主として 分 化 に 基く 結合 状態 の 巻 化 (3) 細胞 が 間 葉 に 及ぼ す 増 
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生 的 刺激 能力 C4) 前 者 に よる 間 葉 線維 の 離 開 (5) 細胞 胞 職 内 又は その 近接 基質 内 の 細 網 線維 
新生 等 。 之 等 に 基き 例え ば 細胞 集 園 は 一 個 の 細胞 に 迄 個 内 化 さ れ 別 の 見 地 か ら は 環境 線維 が 分 
CR) し て 増殖 細胞 半 中 に 人 交 き 込ま れ 出 病 時 た る 細胞 と 線維 と の 開 係 が 錯 負 する 。 

CC) か くし て 腫瘍 構造 仁 た る 胞 業 は 炊 の 如く に 分 析 さ れる 。 胞 巣 は 本 來 内 容 と それ を 容 
MSZk PSS. M—-HCH A (増殖 細胞 ) OFA ICA CHE (細胞 周 園 の 間 葉 組織 ) 
の 組成 如何 で 種 え な る 類型 が 生ずる 。 内 容 (細胞 集 園 ) は (1) BHR て 細胞 の モザ イク か , 
その 網 か 抗 在 細胞 か ) (2) 細胞 の デイ メン ジョ ン (3) 集 園 構成 細胞 の 敷 C 大 な る 靖 集 結合 か 
個 職 化 さ れ た 一 個 か ) Sc ko CML, BE Ha) は (1) 閉鎖 の 工 合 (開放 は 胞 菓 の 
概念 を 破る ) (2) 歴 の 厚 さ は 在 等 か 不在 等 か (3) 璧 の 性 状 は 在 等 か 不 規 則 か 等 に よ つ て 同じ 
SETS. その 組合 せ は 理論 的 な 全て の 形態 を 生む 。 然 し 現 質 に 問題 と な る 基本 型 は それ 程 
多い も る の で は な い 。 そ と で CD) 細胞 の 増殖 進入 に 伴い 生ずる 環境 の 線維 形態 學 的 な 仕切 り 司 
神 多 胞 巣 は 炊 の 三 基本 型 を 持つ に 到 る 。 勿論 胞 菓 自 朋 の 大 小 は 別 で ある 。 第 1 型 。 粗 大 腸 原 組 
FIT & SPEED BEA て 内 部 に は 原則 と し て 細胞 線維 な く 細 胞 敷 は 自由 )。 第 2 型 , 粗 大 
騰 勿 組織 の 分 散華 薄 化 に よる 一 部 爵 原 一 部 細 綱 性 の 太 さ の 不在 等 た な 時 に 開放 無味 の 二 割 (内 部 
の 細 網 線維 は 前 者 程 意 味 な し , 間 葉 の Induction 的 新生 , 細胞 敷 大 骸 減 少 す る )。 第 3 WM, Fr 
完全 に 細 網 性 の 概ね 在 等 な 閉鎖 性 の 司 割 て 時 に 不在 等 で 征 不 完全 な 閉鎖 も る ある 即 Retikulo- 


sierte Zellhaufen) 色 存 脱 原 が 分 散華 薄 化 し 且 刺 激 され 増殖 し て 生じ た 細 網 線維 に よる 硬 害 
と 細胞 自 骨 と 葬 生 的 素材 的 に 開 了 油 を も る つ 細 網 に よる 呈 割 と に 根本 的 の 差 は 恒 別 し 得 た いと 考 ぇ 
る 。 第 1 型 及 第 3 型 が 痛 や 肉腫 の 決定 の 考 寮 に 営 り 相 営 重大 な 意味 を る つが 第 2 Mtoe 


販 の 立場 に 於 て 最も 重要 で ある 。 

Il. 蜂 癌 状 構造 の 本 態 

蜂 癌 汰 構造 こ は 要 する に 般 上 の 胞 巣 分 析 の 結果 得 ら れ た 一 型 式 見 受 巣 の 内 容 と 克 と の 線維 形 
態 的 封 陣 が 極め て 目立つ も の 工 境 が 粗大 且 豊 富 な 脱 原 性 で を と に 増殖 する 細胞 集 園 が 大 きく 
それ が 周 園 間 葉 を 刺激 せ ず 内 部 に 細 綱 を 人 半 き 込ま ず 下 等 に 閉鎖 性 に 司 割 され た 第 1 型 の 極致 に . 
相 常 する 。 し か る に 第 1 型 は 病 育 に 伯 う 相 ケ 交渉 に 起因 し て 確 餅 第 2 型 第 3 型 へ と 移動 する 
事 が 訟 明 さ れ た 。 痛 腫 の 典型 像 は 確 に 第 1 型 を 主 租 と する が 時 あっ て 第 1 型 を か き (例え ば 環 
境 如何 に より ) また 第 2 第 3 型 を 主 と す る (oA) 他方 肉腫 は 第 2 , 第 3 型 を 主 と 
する 事 に 異論 は な い が 第 1 型 を 示す 場合 が ある (軟部 筋肉 性 肉腫 や 締 経 性 肉腫 その 他 )。 Maik 
が 細 綱 線維 を 保有 せ ぬ と いう 所 見 の 意味 付け に は 胞 集 の 概念 , 胞 梨 自 骸 の ディ メン ジョ ン の 取 
り 方 を きめ て 置か ね ば な ら ぬ 。 

III, 胞 菓 の 各論 と 腫瘍 構造 の 種 え な る 問題 

胞 巣 縄 論 を 裏付け る 各論 的 内 容 と , RER b HE LA ALO AE kb Ari 
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の 構造 の 問題 と に 就 て 若干 の 成果 を 結論 約 に 要約 し て みよ ょ う 。* 
IV. WBC AMORA ATR 

IG ICH > CALERA OME Ckataplasie の 一 の 表現 ) に つれ て 第 1 型 - ヶ 2 型 -~ 3 
型 の 道 を 辿り 環境 の 影響 が 大 きく 周 園 間 葉 を 増生 させ る 能力 (細胞 と 線維 と の 密 な 縄 絡 ) は 細 
胞 の 性 格 に よっ て き 一 定 せ ず ず 負 に 前 立 腺 , 心 , 肺 , H, 胃 等 区 於 て 少く と る も 営 初 の 胞 巣 は 同一 


で な い 。 勿論 第 1 型 の 極限 を 最高 指針 と する が ①- ヶ ②), ①② っ る, ®>®, ®>®, @ EB 


う 各種 の 組み 合せ が 認め られ る 。 肉腫 に あっ て は 第 1 型 は 速 か に 経過 され 寧ろ それ に 乏しく 環 


境 の 影響 は 前 者 程 意 味 お が な く 第 2 , 第 3 型 を 専有 する 。 あ る 場合 に は 一 見 胞 業 の 基本 概念 を 列 
想 さ せな い が (線維 肉腫 ) それ は 鱗 り に も 組 密 不 規則 な 線維 綱 ま た は 束 が 細胞 の 仕切 り LA 
見 逃さ せる 和久 に すぎ ぬ 。 特異 な 衣 育た を も る つ 痛 で も る ( 非 定型 的 肺 痛 の 如き ) 可 成 そ れ を まね る 事 
が ある 。 各 胞 集 型式 の 量 的 比重 を 別に し 画 に 悪性 種 の と り 得 る 胞 業 の み ヒ 着眼 する と 絶 欄 的 な 
導 と 肉腫 の 線維 形態 上 の 議 別 の 根 搬 は 相 営 稀 薄 化す る 。 環境 に よる 細胞 の 必 切 り の 極致 爺 一 個 
の 細胞 の 細 網 線維 に ょ る 園 続 CEinzelumrahmung ) (i Je M (Ric if UCICME L7CHEROM MK 
構造 に 基く 腫瘍 の 性 質 (組織 義生 的 ) 側 定 の 意味 を 動 描 させ る 。 全 富野 の 條 値 や 量 的 開 係 が そ 
と で 必須 の 條 件 と な る 。 Malignoma な る 概念 は 決し て 唐 智 で は な い 。 

V. 細胞 と 線維 と の 第 極 的 な 底 間 的 闘 係 の 卿 一 

細胞 と 線維 と の 立 贈 的 「 ょ より そい | は 特定 筒 所 の 個々 の 細胞 と 線維 と の 相 開 の み に 着 目 すれ 
ば 果して 痛 と 肉腫 と で 差別 が ある で あろ うか 。 それ は 第 3 型 胞 菓 の 極限 (Einzelumrahmung ) 
に 就 て 連 績 切片 法 を 以 て 比較 すれ ば よい 。 胞 職 の 一 部 また は それ に 近接 し た 基質 内 に 細 綱 線維 
新生 を 示す 肉腫 ( 細 網 肉腫 ) と 細胞 結合 が な ほどけ 周 園 細 網 と 緊密 に て ん らく し た 靖 腫 CHAR 
TEER) LICR TEMP HAM, 線維 肉 太 その 他 と を 比較 すれ ば 解決 の 鍵 が 
奥 を えら れる 。 その 結果 現在 の 所 如何 な る 「 よ り そ い 」 規準 を と つて も 明確 な る 誠 別 を 帝 見 し 
得 な た か っ た 。 
VI. 環境 間 葉 の 被 刺激 性 

増殖 細胞 の 性 状 自 中 に より 周 園 間 葉 が 刺激 新生 され る 能力 に 差 の 存する は 申す 迄 る な い 。 例 
ALCS L7H AE LE LH, 或 は 腎 に 見 られ る 副腎 腫 と 腺 筋肉 腫 と 細 網 肉腫 等 
に つき 特に 腫 間 境 界 部 の 組織 像 を 製 察 す れ ば 解明 され る 。 冶 腫 に 於 て も 千 巻 高 別 で ある 。 例 え 
ば 腎 で は 増殖 細胞 の 侵入 する 境界 部 の 細 尿 管 相 な の 間 を 占め る 細 網 線維 の 量 の 比較 が 一 目 以 て 
その 具 像 を 奥 え る 。 
VI. 全 覗 野 の 意味 (腫瘍 の 可 及 的 大 た る 領域 
胞 菓 各 型 の 各 ぇ の 量 と その 移行 の 有 様 を 知 徐 する 般 に 全 覗 野 CRON BUR) LDHIO te E 
な る 。 Bl WABORN HAS MPMI SMC BIAL 85. 全般 的 検討 は 勿論 で ある 。 
67 





VIII. ROEM, HL ZORA 
HAOAA RANI Z) RENT 5. AREBEDFEBENT AR L RNC IRR At vo I 
た る Stroma 4—HENA MF HMRMOMKT D 0 MHTENBMFRAKS He & ANZ 
と いう 愛 避 し 難い 宿命 に NOTH OK BARD SEE EN FEAR ROM ER 
DIESES UIER Nd EHF. Lb LIMBIC HAR BB © L MGGME PT Ic re 
を 何れ も る Stroma と 云う な ら ば (例え ば 偶然 , (HA) も 早 腫 瘍 内 の 間 葉 が 意味 を 失う し , さ 
り と て 統 上 の 余 等 の 見 地 で 間 質 を 概念 付け る 限り 上 に 逃 べ た 運命 る も る やむを得 な たい 。 Stroma と 
は その 様 な る の で ある 。 粗 大 た 脱 原 性 の 間 質 の み に 注 目 す れ ば その 量 は 可 成 り la a 
HEC INTC LE LEME BUI. TOKIO L り 方 の 困難 た る 事 は 例え ば Ulcuskrebs に 
その 訟 左 を 見 る 。 和 め 財 肛 性 の 潰瘍 に 織 柄 し た 癌 の Stroma の 境 上 界 を 何 護 に と る か を 思え を ば 
自 づ と 全然 と する で あろ う 。 

IX. 線維 化 に 至 す る 腫瘍 細胞 の 能動 的 及び 受動 的 態度 

細胞 が 何等 か の 道 を 介し て 環境 の 線維 化 を 落 起 する 場合 HERS EEE) と 逆 に 換 め 
線維 埼 生 を 示す 環境 へ 細胞 が 進入 する 場合 HUBER) と の 二 者 に 於 て 細胞 と 線維 と の 
[寄り添い] の 微細 型式 に 絶 笛 的 な 差 は 見 出さ れ な い 。 差異 は 蜜 ろ 細胞 に 隣接 する 間 葉 が 充 質 
用 原 性 か 粗 細 網 性 か に 強く 左右 され る 。 一 旋 疹 彰 冶 で は 既成 の 充 近 脱 原 組織 が 進入 細胞 を 虚 
脱 に 誘い 他方 潮間 性 便 化 癌 で は 進入 細胞 が 細 網 増生 的 に 働く が 故に , 勿論 雨 者 に 於 ける 「 よ り 
zu) の 殊 さ は 途 か に 前 者 に 著しい 。 

X. SHPEL RARE BEL ODI 
BEAFNRBIITCHLTZLS Cit OFFERS DV) 壊死 は 強 さ に 於 て 必 し も 多 型 性 と 在 
行 せ な ぬ 。 桜 分 像 の 増加 は 概ね 多 型 性 を 強め る 。 多 型 性 と 桜 分 像 が (1) 共に 鉄 如 又 は 軽微 。 (2) 
一 方 が 明瞭 。 他 方 軽微 。 (3) 共に 明 誠 又 は 高度 の 3 組合 せ は 大 寺 全 例 の 1/3 づつ を 占め る 。 船 
Esche (Formation) や 痛 肉 腫 や 便 化 性 腫瘍 に 就 て は 都合 上 省略 する 。 





4. 胃 六 の 組織 発生 に 就 て 
MACH ( 新 潟 大 学 医科 大 学 病理 学 数 室 , 新潟 県 衛生 試験 所 病理 部 ) 
On the histogenesis of cancer of the stomach. SHICHIRO USUDA. 


余 は 避 性 腫瘍 の 柳生 原因 の 開明 を 終局 の 目的 と し て 検索 中 の も る の な る が , Hie MRA IC 
は 先 其 の 組織 殴 生 を 地 知 せ ざ る 可 か ら ず , 依 て 其 れ を 知る 包め に 先 悪 任 腫 の 代表 者 た る 骨 滞 を 
ER, 其 の 組織 琶 生 に 就き 検索 せる も る の に て , 多少 の 結果 を 得 た る を 以 て 立 に 報告 す 。 
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其 の 結果 は 大 豚 Moskowicz, Orator。 町 井 氏 等 の 胃 滞 の 組織 芝 生 に 関す る 業績 と 一 致す 。 
Krb BAAR, 病理 抑 教室 に 於 ける 外 來 臨床 手箱 的 摘出 組織 検査 材料 の 内 胃痛 例 
160 例 を 基 と し , 其 の 他 圭 照 例 と し て , 胃潰瘍 及 割 概 例 の 胃 多 敷 を 用 ぃ , AMOMRMEB + & 
索 革 る る の な り 。 

検索 法 は 主 と し て 形態 的 方 法 に し て 型 の 如 し 。 胃痛 は 正常 胃 粘 膜 内 の 所 主夫 殖 中 柚 と 呼ば れ 
る 部 位 の 不偏 細胞 より 由 來 する 。 不偏 細胞 は 胃 の 種々 な 疾患 に 約 生 する 面 て 之 の る ゃ の は 種々 の 
方 向 に 分 化 或 悪化 する 能力 あり 釘 正常 骨 粘 膜 上 皮 細 胞 , 腺 細 胞 , 胃 粘 膜 内 腸 上 皮 細 胞 , SE 
胞 等 に な る , 不偏 細胞 は 是 様 に multipotent な る 故 悪性 化 の 能力 が ある 。 之 の 内 和 違 型 細胞 の 
或 者 は 其 病 現 の 始め に 於 て 既に 形態 的 並 生物 學 的 牛 型 並 自 策 性 を 示し , 悪性 腫瘍 の 性 状 を 示 
する の あり , ME SRAM PORAICIPAL, HOMME HR LAIR S HRS 
る , WAR OMS HRORS1eSRMICA CSRS, 然し 新 る 違 型 細胞 必ず し る 悪性 腫瘍 
と な る も の に 非 ら ず , 丈 の 如く 種々 の 運命 を と る 。 

a) FLO MEINE LS, MRS Mon REN より 消失 する も の 


REZMERFL THREE ERIEL HTTP A 325, 之 の 際 生 物 移 の 一 般 的 法則 
に 従い 義 育 に 分 化 が 伴い , ERIC MEL CRA ASIEF BERN L Bo 
c) 他 の 一 部 は 引 績 き 増 殖 毅 育 する が , 分 化 は 起 ら まず , 寧ろ 異化 が 起り , MERLADER 


所 詩 前 侵 触 冶 CPund 1948) £75. > BEFORMAIC SRI, Rid S 40 CIRM Krypten- 
krebs (HE) と 命名 せん と す 。 

d) 腺 社 痛 は 其 の 痛 細 胞 が 或 る 敷 量 以上 に な る と 量 的 作用 に より 直接 , 間接 に 基底 遇 で を 傷害 
突破 し て 固有 層 牙 粘膜 下層 内 に 侵入 を 始め る 疲 侵 触 性 痛 と な り 胃 冶 が 完成 する 。 

不偏 細胞 の 義生 より 其 れ が 完成 され た る 靖 腫 と なる 迄 の 期間 は 相 営 永き 時 日 を 要する も の と 
推定 され る , 其 の 理由 は 不偏 細胞 の 義生 は 主として 若年 者 て 30 一 40 代 ) に 認め ら る る が , A 
性 販 或 は 痛 性 は 比較 的 高 年 者 て 4060 代 ) に 認め ら る る に 依る 。 多 胃 痛 が 主として 調 年 者 に 多 
き は 其 の 義生 の 始め より 完成 迄 に 永き 期間 を 要する が 一 つの 原因 と 考え られ る 。 

悪性 化 せ る 倍 型 細胞 は 始め 敷 個 の 腺 集 内 に 限局 し て る が , 痛 細 胞 が 増加 する と 腺 祥 の 基 克 膜 
ERUL TREE EDS, 其 の 基底 膜 の 突破 こよ ょ り 悪 性 度 が 表現 きれる, ERHOLEN 
は 仲 ネ 強固 に し て 腺 細 胞 の 脱出 不可 能 な る が , 病 的 に は 白血球 , PERSO 蛋白 溶解 作用 , 
Pepsin の 消化 作用 或 冶 組 織 の 夫 殖 に 件 う 機械 的 並 化 學 的 作用 等 に より 溶解 , 粗 隔 さ れ 騰 出 が 
行 は れる も の と 推定 され る , 之 れ に 反し て 粘膜 筋 暦 の 突破 は 容 易 な り , 之 は 生理 的 に 既に 多 敷 
の 孔 あ り 部 血管 河 巴 管 等 の 通過 に 伴い 其 の 周 圏 に 間際 が 存する か ら で あ る , LOCHAROR 
WHO CHEN RB YD EBT. 

69 





叉 換 細 胞 が 基底 膜 を 突破 する 際 に 胃 冶 の 第 一 次 組織 型 が 定 る , BLAM OBL ASH 
SPCR CD, 能 き 時 或 頁 けた る 時 に は 痛 細 胞 は 自由 と な り 浦 募 痛 と な る , 何 一 般 的 に 見 
CHAIR (CHR, 高 年 者 或 組 電 痛 に 晶 痛 多き は 冶 細 胞 想 の 箱 和 有力 の 強弱 に 依る 
迄 も な い が , 其 の 箱 和 力 の 強弱 が 何 に ょ り 定 る か は 何 充 分 明 で な い が , - OR 
CLA a IS EF ICE OBA HASH SOL, HHO BEE REICH 
2 AFR -RROPERIC WT BL DL Br IND, PALA HMO HATE HH 7 5 FE A 
LUSCH L DO, 然 ら ざる 時 は 腺 痛 と な る も の 多き が 如 し , DEREN 
組織 の 増殖 に 伴い 二丈 的 に 織 化 を 起す も る の あ り 。 導 組 織 の 胃 内 増殖 に 伴い 骨組 織 に 反 應 が 起 る 
が , 其 れ は 主として 茨 症 性 反 應 で あつ て , 固有 層 内 に て は 主として 財形 細胞 浸潤 , 粘膜 下層 内 
に 於 て は 主として 結合 織 の 増殖 な Do 
月 内 に 於 ける 病 組 織 の 増殖 は 皆 自 華 性 sich heraus な り , 只 極 め て 稀 に 隣接 細胞 の 績 贅 性 

痛 化 が 認め られ た り 。 

_ 上 記 組 織 柄 生 の 検索 より , 骨 冶 義生 の 問題 は 不信 細胞 の 問題 と 考え ら る 多 冶 放 と た る べき 不 
訪 細 胞 が 如何 に 義生 し 或 は 如何 に 癌 化す る か が 問題 で , 胃 冶 柄 生 の 原因 績 生 は 営 然 之 の 踊 に 於 
て 解決 さる べき も る の と 思 慌 す 。 

武藤 幸治 : NNOWERECHTR 1) ME 2) 後天 的 癒 発生 殊 に Konjetzny の 慢性 炎 に 
くも の 3) 先天 的 組織 時 形 に 基く 癌 4) 形 壮 発生 不明 の 四 つ が ある と 坪 う 事 は 数 科 書 的 通念 の 様 で 
すか ら 。 今 述 べら れ た 胃癌 の 肖 織 発生 論 は 以上 の 何れ に も 認め られ る の で す が そ れ と も ある 特定 の 場 
合 を 論じ ちら れ て いる の で すか 。 そ の 点 を お お 伺い し た いと 思い ます 。 


MEER: 演 者 の 胃癌 の 組織 発生 模型 は 犬 体 腺 交 に 就 て の も の で , 各 混 織 型 の 胃癌 に 就 て は 赤 各 特 
有 な る 湖 織 発生 の 型式 が ある も の と 考える, 然し 其 の 根本 的 の 点 に 於 て は 大 差 な きも の と 考え る 。 


5. HOT CHAPS OBR 今井 2, 田中 健蔵 


CAMA ¥ 2 PES F 部 bb 病理 学 数 室 ) 
Relationship between growth of gastric cancer and stromal reaction. 
TAMAKI IMAI, KENZO TANAKA. 


SANG IC ts CI RENIICD 5 STEEL TI, EPR er (固有 間 質 の 形 
成 は 別 ) と が あげ られ る 。 わ れ わ れ は , 従来 と か く 鮮 明 を 鉄 いで いた , CHLMBEA LOR 
HAIR CERT S7eH, 計 100 例 鱗 の 胃 冶 割 検 例 お よび 手術 釣 出 例 か ら , 骨 壁 お よび 痛 塊 の 
廣 範 園 を 含む 切片 を 作り , 組織 所 見 の 分 析 を お と な つて きた た 。 

月 痛 の 紙 育 状況 に は 治 長 が あり , BEN Ar LEI) & Schub 期 と が 必 別 きる べき と 
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LDS, 剤 検 例 と 手術 例 の 比較 組織 學 的 板 討 に より 最も よく 理解 され る と と に つい て は , 昨年 の 

AHLEN, その 後 , 上 逃 の 如き 間 質 反 應 は , 主として と の Schub に 詩 應 し て 局 
部 的 に 招致 され る と と を 知り を た 。 

胃痛 の 組織 像 は 部 位 に ょ り 多 様 で ある が , KHOKAHMLLT, RH, PRB, CEAMO 
お よそ 3 型 (稀有 型 は 除く ) を 抽出 する と と が で きる 。 そ し て , と れ ら の 上 皮 竹 損 質 が 固有 間 
質 (ある い は 後 逃 の 反 鷹 間 質 ) CRUEL CHAT SRD, NIEREN Cw URED 

ある と み ら れ る 。 と れ に 圭 し , か か る 痛 質 質 の 1 部 また は 諸 所 で , し ば し ば 該 賀 質 が 固有 間 
質 を 誘う と と な く , BACH EA) ン バ 管 腔 な ど に 浸潤 増殖 する の を 見 れ ば , われ わ 
Wit, と れ を Schub の 組織 像 と 解す る の で ある 。 

と の 義 育 Schub は 冶 塊 の 局部 る 々 に 小 規模 に 電 帝 ある い は 多義 する と と も 多い が , また し 
ば し ば 組織 除 や リンパ 管内 た など に 大 規模 に 振 が る と と が あり , と の 際 ほ と ん ど , Mise HA 
RMI CELEBS. SLT, か か る Schub の 振 が り が 廣 尋 な の を 見 れ ば , TOMA 
商 な る 王 育 状況 下 に ある べき と と が 推定 され る 誠 で あつ て , その 極端 な 像 は , 腫瘍 死 を と げた 
Fae PIP, 術 後生 存 期間 の 短 か い 奮 出 例 に 多く 見 られ る 。 

次 に 間 質 反 鷹 の 最 定型 的 と 思わ れる 像 を 例示 する と 

まず 腺 型 癌 の 場合 を 例 に と る と , 腺 構 に 接し 茸 液 あ る い は 諸 種 血 液 細胞 の 浸潤 , な いし 肉芽 
組織 の 形成 を 見 る と と が 多い が , その 部 を 精査 する と , 腺 上 皮 が 外 方 へ 分 出し つつ ある 像 が ょ 
く 見 受け られ る 。 す な わ ち , と れ は 痛 宮 質 の 局部 的 Schub に 圭 應 し て 起 つ た 間 質 反 應 の 定型 
的 所 見 と 見 られ る と 思う 。 時 と し て 間 質 に 特に 好 中 性 多 形 桜 白血球 の 浸潤 が 強く , これ より さ 
ら に 膜 瘍 類似 の 所 見 を 中 する と と も る ある 。 と れ は , 従来 と か く 2 表 的 感染 と 英作 ある 如く 考え 
られ 勝ち で あつ た よう だ が , Het, その 中 に , 芽 出 し て ば ぼら ば ら に な つた と 思わ れる 痛 
細胞 , な いし その 毅 性 像 を 見 出す と と が 稀 で な く , COL SA AMES BRIT SH Lhe 
瘍 細胞 の 多 敷 の 含 速 な 崩壊 と 開 係 が ある よう に 見 える 。 

と の よう な 小 規模 の Schub が 頻繁 に 多 華 し た と 思わ れる 腺 痛 で は , その 間 質 が 廣 く 了 肉芽 組 
織 様 化 し , 静 で 定型 的 の 硬 性 腺 癌 へ 移行 する よう な 像 も 追跡 し うる 。 

中 質 型 聞 に お いて も と れ と 凡そ 同様 の 所 見 が 認め られ る 。 

Ke, びまん 型 浸潤 痛 で ある が , Schub fect o> OM MMIC, 幸 液 ある い は 細 
胞 の 渉 出 , ある い は 肉芽 組織 の 夫 殖 等 が 逐 炊 起 つ て 硬 性 痛 に 営 る 像 に 移行 する の を 諸 所 認め 
So し か し 腫瘍 細胞 の 増殖 が 緩 優 と 思わ れる 例 で は , 渡 出 等 の 急性 反 鷹 像 は 著 明 で な いこ と と が 
ある 。 

な お , びまん 下 オ 痛 で は 時 と し て や や 限局 性 の Granuloma 様 形 成 を 見 る と と が ある 。 し か 

て , 一 般 に 了 肉芽 組織 性 反 鷹 部 で は 腫瘍 細胞 が 多 形 的 と な り , 間 質 反 鷹 と 異型 よ の 間 に 何等 か 

71 





の 開 作 お が ある と と を 示す よう に 見 える 。 

と の よう に , RRL, 腫瘍 語 育 の Schub に 圭 應 し て 起 る 生 骨 反 應 と 見 ざる を を な い 
よう で あつ て , 同一 標本 中 に 時 期 と 程度 を 異 に する Schub と 間 質 反 鷹 の 像 が 諸 所 に 同時 に 認 
め ら れ う る と と が , 胃痛 組織 像 を し ば し ば 多彩 的 な らし め る 原因 の 一 つと な りう る と と る を 耕 定 
され な い の で は な か っ ろ うか 。 : 

いずれ に し て も , この よう に 反 鷹 性 に 増殖 し た 結合 組織 は , AERO AIA ¢ ital & 
る べき も る の で あろ うか ら , 優 に と れ を 反 鷹 聞 質 と 呼ぶ と と と し , その 意義 は 別に 考え て みた い 
の で ある 。 

Mt = 

所 安夫 : 系 浴 症 を 胃癌 に 責 て 惹起 する その 区 料 は や は り 肉 著 災 で あたえ られ る の で せ う か 。 Xr 

DREHTE EFL L CA SHER EEK ARADO [HM DER TFT SAW RY 

OMA Rir~ kT 52-4 RIF MAWHEID ¢ EICHE RGF AH RITKABBHCSSzce 

も 胃癌 の 一 般 組 織 像 を 理解 する 上 に 注目 すべ き で せら うか 。 MAMLPSLWICLANMOM: LS 

えて いま ares 

太田 邦夫 : 欧 程 お 話 を 師 つた 腺 韻 中 の 臓 瘍 に つい て で あり ます が , 私 共 は , 殊 に 分 化 の すす ん だ 飼 

ち 腺 管 構造 の 発達 し た 型 に 於 いて , 管内 往 に 感染 が 底部 に 進入 し , 冶 塊 底部 境界 層 に 膜 場 を つく る こ 

と を 極 め て し ば し ば 見 ます 。 か か る 型 は , Wii Borrmann II 型 に 頻度 が 高い も ので, 私 は 管内 性 
感染 の 明か な 証左 と 考え る 。 

BE MB: 起床 上 秋 症 姓 症 師 を 合併 し て いる 腫瘍 で 化学 療法 に より その 症状 が 軽快 する 場合 が 少 

あり ませ ん が , 折る と と か ら , MBM 3 Bw RIGEBILO 5 う ち に は 感染 に よる も の が 可 成 

る の で は あり ませ ん か 。 

今井 環 : MBA. PHMMAPHCHS( LORE CHR. 開 質 反応 と Induktion と の 関 

係 を どう 説明 すべ きか , SREP CT. 

太田 君 へ 。 2 区 的 感染 だ と すれ ば , ヴ 主として 骨 内 腔 か ら ょ 考え ね ば な り ま すま い が , 大 きい 切片 を 

作 つ て 維 察 し ます と , それ と し て は 位置 的 に つど う の 悪 ぃ 所 見 が 多々 見 られ まず 。 し か し , 2ER 

染 が あれ ば 正 血 球 洲 潤 が 起り 得る と いう と と 自体 は 否定 され る も の で は あり ませ ん 。 た だ 癌 腫 CEL 

LCE) の 場合 の それ は 感染 に よる と みな す 根 拠 に 乏しい ょ うら です 。 BBE MAB BEY 

見 な いこ と も あり ます が , それ は 癌 瀬 胞 の 委 遠 な 崩壊 と 関係 が ある か ら と 考え ます 。 

梶谷 君 へ 。 湯 織 学 的 に 自 血 球 浸潤 が 強く て も 発熱 な ど な い 例 が あり , 局部 的 な 組織 所 見 を 臨床 症状 
と 直 粘 きせ る と と は な か な か 人 簡単 で は な いと 思い ます 。 





6. 所 講 化 生 性 胃 英 の 形態 発生 に つい て ABBR 


On “Metaplastic Gastritis.” Some consideration on its histogenesis. 
KUNIO OOTA Cancer Institute and Pathological Department of Tokyo 
Medico-Dental College i 


My chief concern in this paper is to find out if there is any morphological link 
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between the dynamics of metaplasia and cancerogenesis in the gastric mucosa. 

Over 250 stomachs,* resected either because of cancer or of ulcer of the stomach 

(or duodenum), were studied. For detailed histocytological studies strips of mucosa, 

placed in various fixatives within 10 minutes after clamping arteries, were used. 
1. On the modes of decrease in number of the glands: 

Decrease in number of the glands in advanced stages of metaplasia is one of 
the most notable phenomena which should be clarified systematicaliy. In an unit 
area of gastric mucosa atrophy of tubuli or a tubulus occurs either prior or suc- 
cessive to metaplasia. 

Decrease in number of the glands prior to metaplasia takes place 1. by way of 
direct compression-atrophy exerted on the glands by such phenomenon in the 
interstitium as acute cellular infiltration, granulomatous change and proliferating 
lymphfollicles ; 2. by degeneration following retention of secretions because of 
compression exerted on distal part of a gland by the same occurrences as (1) 
above ; 3. by way of simple primary atrophy, which is more or less characteristic 
to carcinoma-stomachs. Thus the number of potential metaplastic tubuli may be 
diminished before metaplasia gets started. 

Many tubuli disappear in the course of following metaplastic processes. In 
early stages of metaplasia, 1. incipient metaplasia may obstruct the neck of a 
gland and render it atrophic ; 2. the same process may cause a sort of autodigestive 
liquefaction of the deeper part of the tubulus. As metaplasia advances, 3. compres- 
sion may be exerted upon a tubulus either by hypertrophic metaplastic tubuli in 
its neighborhood or by such interstitial processes as mentioned above ; 4. secretory 
retention in a metaplastic tubulus may end in a ‘‘mucusgranuloma”’ or its scar; 
or 5. infection may cause erosion of the epithelium of a metaplastic tubulus which 
also can leave scar as its aftermath. 

In such manner many preformed tubuli are sacrificed by the completion of 
metaplasia. When the stationary stage is reached, further changes of metaplastic 
tubuli are seen rather rarely. 

II. On systemic and non-systemic metaplasia. 

The whole metaplastic process can reasonably be classified into two categories 
as to its further development in a glandular tubulus. 

A. Systemic metaplasia, predominating in generalized metaplasia of the gastric 
mucosa, usually starts at the neck of the gland, whence its progress can be traced 
gradually on one hand down into the depth of the gland concerned and on the 
other, up through the foveola to the surface epithelium. The down and upward 


progresses do not necessarily go hand in hand: usudlly one or the other pre- 





* by good will of the Surgical Department of Cancer Institute Hospital (Chief Surgeon: 
Dr. T. Kajitani) 
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dominates. This type of metaplasia is always indirect: as new epithelium pro- 
liferates and extends the older becomes suppressed and finally gives way to the 
newcomer, that is, replacement occurs. The metaplastic epithelium shows many 
mitotic figures at the advancing edge and the older one various types of regres- 
sive changes. These phenomena occur as a rule within the preformed tube of 
basement membrane. 

B. Non-systemie metaplasia means such type of metaplasia which is seen 
either in the surface-foveolar epithelium or in the depth of a tubulus, having a 
tendency to be restricted in rather confined area and consequently playing little 
part in severe metaplastic process of the whole gastric mucosa. 

Isolated groups of celis with striated margins, mingled with a few goblet-cells, 
are occasionally seen among otherwise normal surface-foveolar epithelium. This 
local change always remains but a localized one. Hamperl has suggested pos- 
sibility of direct metaplasia in this occurrence. Finding of “ indifferent cells” is 
not uncommon in such areas. 

Often in the fundus the depth of a tubulus shows accessory cell-metaplasia, 
while its neck part still maintains normal composition of specific cells. This causes 
scattered incidence of “pseudopyloric glands ” independent of metaplastic pro- 
cesses in the more distal parts of the tubuli. 


III. Various types of systemic metaplasia and its wave-attack 
mode of propagation. 


The following four kinds of systemic metaplasia are seen in a foveola-tubulus- 
system. 1. Accessory cell-metaplasia is the most common in the fundal area 
(‘‘ pseudo-pyloric glands”’ of Stoerk.) This type of metaplasia is just as labile as 
the pyloric glands before general advance of metaplasia and is very liable to be 
followed by (2) & (3) below. 2. Foveolar-epithelial metaplasia starts primarily 
or after (1) above and is seen both in the fundal and the pyloric gland regions. 
It may reach a stationary stage and cause widespread foveolar-epithelial hyper- 
plasia (polyps) of the gastric mucosa, or more often it may induce intestinal- 
glandular metaplasia in the area concerned. 3. Intestinal-glandular metaplasia 


can emerge not only primarily in any area, but also can occur secondarily to the 


first and second types of systemic metaplasia. Even the fourth type below may 
finally change to this type. It can be regarded as the most stable stage of the 
metaplastic processes. Some metaplastic glands of this type have marked tendency 
to proliferation, showing many mitotic figures, forming an apparent increased 
glandularity by dichotomic division of the base of the glands endosed in basement- 
membranes. Heterotopic growth within or beyond the muscularis mucosae is not 
very uncommon to this type. But, more often they come to a standstill within 
the mucosa. In the latter case mitotic figures become scarce in number and, when 
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they have reached stationary stage, Paneth’s cells make their first appearance 
in the utmost depth of the metaplastic tubuli. 4. Indifferent cell-metaplasia. 
Indifferent celis are poorly defined. Such cells lack any evidence of differentiation 
either resorptive or secretory. They have lower height and basophilic cytoplasm 
and more or less central location of nuclei, rich in mitotic figures. They often 
appear in tiny groups in front of any other kind of metaplasia as a transitory 
stage and may also, though rarely, make systemic progress. This type of meta- 
plasia is rather rarely seen in large part of the gland. 

It should be emphasized that these types of systemic metaplasia occur in a 
mode of wave-attack : that is, one'type of metaplasia of a gland will be followed 
by the other types. Often the first type of metaplasia has not yet completed 
before the second type occurs in the same tubulus. . Often the accessory cell- 
metaplasia remains as a permanent change, or this may only be a transitory 
stage and then foveolar epithelium will replace the gland and in turn will be 
replaced by the intestinal-glandular epithelium. 

The whole progression is, it seems, directed to the more stable stage of meta- 
plasia and tends not to be reversible in most cases. But, on the other hand, close 
attention must be paid to the fact that every type of epithelial cell of the gastric 
mucosa, except those highly specialized ones (chief cells, pyloric gland cells and 
probably also parietal cells,) potentially can be converted, through mitotic divi- 


tion, into indifferent cells. 


The whole progress might be recapitulated as follows: 


— indifferent cell metapl. 
A 


A 





Zu Accessory-cell-metap].——_— 7 | 
Normal、 + Foveolar epithelial metapl.———— u \ 
"> Intestinal glandular metapl.—- ーーーー —+ Ca. 


IV. On possible connection between the metaplastic process 
and cancerogenesis in the gastric mucosa. 

As has been emphasized before these metaplastic processes are, in the majority, 
directed toward stability, which does not lead to carcinogenesis. Only the follow- 
ing three conditions in the whole phenomenon of gastric metaplasia may be thought 
to have some relation to cancerogenesis: a. wide-spread indifferent cell-metaplasia, 
b. intestinal-glandular metaplasia in its labile stages and c. proliferating foveolar- 
epithelial metaplasia. This study was done by the aid of Scientific Research Grants. 


of the Education Ministry. 





7. WIR ORBAN LE LORS Ba Ren 


Clinical typing of stomach cancer and its significance. 
TAMAKI KAJITANI. 


分 類 法 と 各 型 の 頻度 : Mikulicz, Borrmann 2X Backen, Hie BSCR 
ける 靖 浸 潤 形 態 に より 限局 型 C 限 ), 中 間 型 て 中 ), BEM CR) 分類 し た 。 
限 : 膨 乳 性 増殖 の 傾向 が 編 く , 浸潤 が 比較 的 限局 する も の 。 
中 : 浸潤 性 増殖 の 傾向 が 明 で ある が , 境界 が 可 成り 鮮明 な も の 。 
2: 浸潤 性 夫 殖 の 傾向 が 著 明 で , 境界 が 素 鮮明 た も の 。 
第 1 表 | 型 の 剣 定 は フォ アマ リン 固定 標本 に 割 を 加 
切除 例 204 例 C1946 年 9 月 一 1949 年 12 月 ) えて 観察 する と と に ょ り 容 易 で あり , 我々 の 
ee BEYER ZI RO TS, 手術 定例 
Bi * | BE | FO の 型 と よる 分 類 は 第 1 表 の 如く で ある 。 
Fu eo oezxos 各 型 に 属す る 胃 冶 の 浸 湯 の 度 さ を 比較 する 
開腹 術 を 施行 し 型 を 列 定 し 得 た 全 260 例 と 第 2 表 の 如く , 大 差 は み ら れ な い 。 肉眼 的 
SUR 12 DEN 102227 772 20 1092 2077 
6 coo だ る の く , 怒 組織 移 的 に も 各 型 の 間 に は 可 成り の 差 


71 (27%) 189 (73%) 260 aes 6 1 ee 
nite ates er < % 異 が ある 故 , Ata >—TEOwRBH 

















M.-2 3 HEEFODRrE GEE 





5 6 7 | 11 12 広範 囲 
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5 | 6 
18 | 19 


の いい | 中 


| 
| 








を 備え を て いる も る の が 多い と 考え 鹿 い 。 

WRB: x OMIT HEPC 大 多 敷 は 既に 骨 此 拒 へ の 瘍 の 直接 或 は 間接 の 獲 化 を 
示し て お り , と の 凶 膜 の 所 見 は 開腹 直後 の 型 の 列 定 に 最も 重要 で ある 。 限 に 於 て は 背 膜 は 塊 潜 
に 隆起 し , 症 性 乃至 娠 浪 性 胡 化 を 示し 或 は 隣接 臓器 に 癒着 し て , 冶 細 胞 は 直接 表面 と 露出 し 
だ いと と が 多く , 双 樹 根 汰 に 擬 膜 下 の リ SFE CEG LORIE HICH SCL BBS 
2, 帝 化 の 範 園 は 胃 刻 浸潤 の 範 園 に 比 し て 比較 的 狭い (第 3 表 , 良 )。 SICKLE 
RIA Sy ICIS LMI ZEA CHAISE, ER, BMA, 用 様 等 の 構造 を 呈し , 
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券 化 の 範 園 $ 可 成り 廣 い とこ と が 多い <〈 第 3 表 , 系 3 & 
不良 )。 新 る 茜 膜 の 所 見 は 血行 の 正常 に 保持 骨 茸 騰 面 の 肉眼 的 所 見 に ょ る 分 類 
され て いる 開放 直後 に 最 る 鮮明 で , seem ON Farm 
の 組織 像 る 想像 され る 。 Be VR 
BEBE: BLO BARS HEICO 

いて 調査 する と , Pskomi ces, am | Bu: 

性 腹膜 韓 移 , リン ペ 分 韓 移 の 頻度 に 於 て 限 と 第 4 表 
淫 の 間 に 著 し い 開 き が ある が , 血行 性 韓 移 は 人 
限 に 少く な い 。 病 菓 が 別 出 され な か つた 手術 | 度 内 | サンバ 節 | 用 

EACHKOBILDSMEHELRR SEM "I men 5 
CS) 204 例 と 同期 間 ) を 加え , 22260 例 中 8109 40Gr13)|10294%) 

大 邊 的 誠 法 区 終 つ た 117 Alec, その 理由 294 A7CEIT 17368576) 

を 調査 する る 略 同様 の 傾向 が み ら れ た 。 (第 5 ZH) 


% 5 R RSF MOMM 




















例 数 描 種 | リン パ 和 人 静 OK | 癒着 淫 油 





m m 型 C71) | 20 28x) | te ee ia | 6 


ft [iA 2 EIA (189) 97 (51%) | 8 | 27 | | ae” 





型 と 組織 像 : 型 と 組織 像 と の 開 係 を 調査 する に , 第 6 表 の 如く , Mic AiR wR ee 
EL, 浸 は 小 胞 菓 性 優性 痛 低 傾く 。 


% 6 表 型 と 組織 学 的 診断 





S.S. A.P.M. | A.T.M.| A.G. 
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に a ee 38 
hr Wes | 21 
ie 4 33 
| 34 | 92 








0 38 

18 

a 16 

9 | 36 10 72 





FRE: S.M. Ca simplex medullare. 
S.G. Ca simplex gelatinosum. 
S.S. Ca simplex scirrhosum. 
A.P.M. Adenoca papillare medullare 
. Adeno tubulare medullare 
Adenoca gelatinosum 
Adenoca tubulare scirrhosum 
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第 7 表 NOM LEME 以上 の 調査 成績 か ら 我 々 は 各 型 に 
nang BEBE 於 ける 病 菓 進展 形式 を 第 7 表 の 如く 
限 mies C Vy TE ) 大 胞 集 癌 
NAT; AT GE HEE 考え た い 。 
中 {Es CV v SFT, 血行 , 播種 ) 

ae ae Pee u 型 の 臨床 的 制定 : oo Fl 

er (9 YıTJ TEAR, MT) WES bs 4 
Wes (播種 , リン パ 行 ) AESEHEBEN 人 is EHER I XD ER 

ee, er) or x a A レ wi 

RER. MD * 的 容易 で ある 。 1) 陰影 鉄 損 に 隣接 
FS AFEORA ck, 2) ERR EKER (鮮明 度 , DER AM SICH 
ける 移行 部 の 角度 )。3) 鉄 損 部 内 面 の 性 状 , Bot, 芸 縮 等 。 以 上 の 如き る の を 目標 と し て 検査 
し た 。 症例 を X 線 的 限 CX 限 ) LE CK) 

と 2 分 する と 第 8 表 の 如く で ある 。 
型 の 臨床 的 意義 : 閣 腫 に は 草 に 形態 的 の 
19 | ß 差異 の み で な く , その 増殖 速度 の 差異 の 存 す 
る と と る bat (a nara ら な い が , 然 し 限 に 於 て 
は 上 逃 の 色々 の 理由 か ら , 根治 手術 施行 春 が 

9 表 

開腹 術 を 罰 行 し 型 を 列 定 し 得 : 大 で ある 。 記 に 反し 淫 に 於 て は 根治 の 希望 が 
全 症 例 に 於 ける 根治 手術 施行 率 甚だ 少 い (第 9 表 )。 MMOD 





2 駐 線 検査 に よる 分 類 


| 


xm | xe | xm | 
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た 


根治 手術 | 生息 手 衝 on 要 で ある 。 
5172%)| 20 | 7 治療 に 営 つて , 限 で は 殊 に リン ボ 系 統 の 脳 
Ps | = 清 に 主力 が 注 が る 可 き で あり , CABIN 
CME IS RG OME OV FEES 

ML, FROMTHE & HicRl versende 
結語 : R~ORMARMD 5 AMO 肉眼 的 分 類 法 は 痛 の 進展 形式 に 於 て 可 成 り 特 徴 を 把握 し 
た 分 類 法 で ある 。 了 臨床 上 型 の 側 定 は 比較 的 容易 で あり , 又 胃 痛 の 治療 上 重要 な 役割 を 果す 可 き 


る の と 信 ず る 。 





8. AFA IC TS SHAMIORER Ic OC 星野 智雄 


On the findings of cancer cells on the serous surface of 
cancer-stomach. 
TOMOO HOSHINO (Surgical Division, Hospital of Cancer Institute) 


During the past few years, the cytological study on malignant cells has much 
progressed. The honor of initiating this trend belongs in large part to Dr. George 
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N. Papanicolaou who in 1928 described malignant cells of uterine cancer in smears 
of vaginal fluid. Since then there have been several studies emphasizing the 
usefulness of body fluids and secretions in the diagnosis of cancer of internal 
organs, namely, uterus, prostate, bladder and lung. 

I have studied the macroscopic, histologic and cytologic findings on the serous 
surfrce in 72 cases of cancer-stomach, operated on at the Cancer Institute during 
the last 8 months. 

The following samples were obtained just after laparotomy from serous surface. 
A, smears by the small absorbent cotton; B, smears by the edge of knife; C, 
smears at sound serous surface by knife (control); and D, cells in ascites. These 
were stained by Papanicolaou staining and Giemsa staining. For histologic speci- 
mens, small pieces of serosa and muscularis were obtained soon after the resec- 
tion of stomach, stained by hematoxylin-eosin. 

The relation between the forms of stomach-cancer (localised form, infiltrated 
form, and intermediate form) and the cases in which cancer-cells are positive in 


smeare is shown in Table 1. 


Table 1. Cancer-cells in smears 








brake Caes A B C D A+B B+D A.B+D Total” 
Localis. f. TREE 0 3 
+3 Oo: 3 


4 











Intermed. f. 7 





“ Infitr. f. 47 ws 


0 
0 


The cells in smears are coelothelial cells, red blood cells, leucocytes (neutrophil, 
eosinophil, and basophil), mononuclear cells, plasma-cells, histiocytes and cancer 


cells. 
19 cases of infiltrated form had disseminations in Douglas cavity which were 


ascertaind at operation. 
The relation between these disseminations and smears is shown in Table 2. 





Ca.cell positive 





The macroscopic findings on the serous surface of stomach-cancer were as. 


follows: 1. furs-like 2. tendon-like 3. fine-granulated 4. gelatinous 5. tree- 


root-like 6. gross-granulated 7. nodulated 8. inflammatric-cicatric. 
The form of cancer and the danger of dissemination may be supposed from 


these aspects, by referring to Table 3, which shows the relation between the 


macroscopic findings and smears. 








Type | 
Form Bene 
Localis. i. ner eee ere 
Ca-cells (+) case 
Intermed. f. 





~ Ca-cells (+) case 
Infiltr. f. 24 





Ca-cells (+) case 6 





Histologic specimens (serosa and muscularis) were obtained from 67 cases soon 


after the resection of stomach. 


Table 4: The histologic classification of cancer and the exfoliation of caccer-cells. 


Localis. f. intermed. f. infiltr f. 


Adenocarcinoma tubulare 2 (1) 1 (1) 9 (3) 
” tubulare medullare 11 (1) 5 (2) 
” scirrhosum 1 (1) 2 (1) 
„ gelatinosum 











Carcinoma simplex medullare 
” 7 。 scirrhosum 
„ 7/ gelatinosum 





Number in ( ) is the cases positive in smears. 
Table 5 shows that the grade of infiltration towards the surface is parallel with 


the exfoliation of cancer cells. 


Table 5 Localis, f. Intermed. f. Infiitr. f. 





Ca-cells in muscularis 





a ge pe 





Ca-cells in subserosa 
(not beneath the surface) 9 (1) 3 (0) Ue 19 (4) 


Ca-cells directly beneath 
the surface 1 (1) 2 (2) 


0 








_Ca-cells affect the surface 
Number in ( ) is the positive cases in smears. 

Conclusion: (1) In 26 cases were cancer cells positive in smears obtained from 
the serous surface of 72 cases of stomach cancer in recent 8 months. (2) We can 
suppose the form of stomach-cancer and the danger of exfoliation by the macros- 
copic findings of serous surface. (3) 67 histologic specimens show that the grade 
of infiltration towards the surface is parallel with the exfoliation of cancer cells. 
(4) As cancer cells on the serous surface of cancer-stomach are exfoliated spontane- 
ously or scraped easily, much attention has to be paied at clinical examination 
or operation, especially in the infiltrated form. 

In our Cancer-Institute, serous surface is wrapped with towel or gauze, so as 


the cancer cells do not exfoliate at operation. 
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9. Papanicolaou 氏 塗 抹 標 本 法 に よる 表意 診断 の 債 値 
RBI 東北 大 学 医学 部 大 里 内 科 ) 
Value of Papanicolaou’s smear method in diagnosis of gastric cancer. 
KYOICHI ODA. 

緒言 及 術 式 。 悪 性 腫瘍 の 細胞 移 的 診断 は 際 床 家 の 展 < 試み る と とろ で ある が , 近年 米 園 の 一 派 
SHAT MOAR OF, 諸 器 官 の 分 泌 液 排 世 液 に 就き 塗 抹 標本 に 依る 悪性 腫瘍 の 診断 を 企 て 
る も の 多く , 胃液 中 腫瘍 細胞 の 概 出 の 可能 性 を 示唆 する と と ろ あ り , 余 は 了 臨 床上 胃痛 と 診断 さ 
れ た 32 例 を 含む 胃 疾 患 139 例 に 就き その 胃液 塗 珠 標本 を 松 し た 。 染 色 術 式 は Papanicolaou 
氏 染 色 法 並 に Haematoxylin-Eeosin 染色 を 用 い , 比較 的 新鮮 な 細胞 の 検出 を 目的 と し て , 約 
100 c.c. の 生理 的 食 刻 水 に て 注入 洗浄 し その 採取 液 を 以 て 標本 作製 に 供し た 。 

正常 及 非 痛 性 疾患 に 於 る 所 見 。 胃液 中 細胞 成分 と し て は , 胃 上 度 細 胞 肥 種々 えな 遊 出 細 胞 の 
他 , 口腔 食道 更に 呼吸 緒 に 由 來 する 細胞 を 含む せ 。 これ 等 の 中 , MMW to 鑑別 上 注意 すべ き 
は , 組織 球 性 細胞 の 一 系 列 及び 獲 性 又は 再生 時 の 胃 粘 膜 細胞 が その 形態 に 諸 種 の 獲 形 を 示す 場 
FT, 共に 一 個 の 細胞 を 以 て は 弟 別 情 々 困難 で ある 。 か か る 細胞 成分 は 胃痛 の 胃液 中 に も 種々 
な 相 を 呈し て 現れ る 。 

胃液 中 冶 細 胞 所 見 並 に 診断 規準 。 冶 細胞 の 一 般 的 特徴 と し て 多 敷 観察 者 の 認 む る 中 を 総 合 す 
れ ば , 細胞 及 桜 の 異形 並 に 不 整 , 染色 性 の 元 進 及 異 染 性 , 桜 構造 の 粗 密 不 整 殊 に 異常 に 大 な る 
Br, 及 非 定形 的 分 裂 像 等 で ちる 。 勿論 か か る 所 見 は 許 は ば 量 性 を 示唆 する “HY THE 
状 で あり , 塗 抹 標本 に よる 腫瘍 細胞 診断 の 根 提 は , と れ 等 特徴 的 性 伏 を より 多く 指摘 する と と 
に 依っ て , その 診 断 を 訓 り 少く する に ある 。 

面 し て 胃液 中 に 浮 溜 する 細胞 は その 消化 作用 を 受け 多少 と る 獲 性 を 示し て お り , HIER 
期 の 腫瘍 細胞 に 乏しい 。 従 っ て 現在 胃液 標本 に よる 各 性 腫瘍 の 診断 は 敷 個 の 細胞 の 塊 を 以 て な 
さる べき で あり , と れ に 依り 相 接 する 細胞 間 の 非 再 椿 性 及 配 列 の 無 概 性 等 を 有力 た 診断 規準 に 
加 へ うる と 思う 。 

騰落 腫 場 細胞 の 塗 抹 標 本 所 見 と 組織 標本 所 見 と は 一 見 か な D OFS DV, 余 は 手術 に より 摘 
出し た 新鮮 な 腫瘍 の 沖 瘍 面 粘液 及 腫 瘍 自 自 の 塗 抹 標 本 を 概 し , と の 間 の 移行 を 確認 し 炊 の 踊 を 
注意 し た い 。 1) 塗 抹 標 本 で は 細胞 は 賠 形 に 近づき その 多 形 性 を 減ずる 。 桜 に も と の 傾向 が あ 
So 2) 組織 標本 で は 細胞 の 境界 は 不鮮明 で ある が , 塗 抹 標本 で は むし ろ 鮮 明 で ある 。 3) 原 
形質 は 遊離 の 際 そ の 一 部 を 失い 易い 。 4) 概 は 濃縮 し た も の が 多い 。 

自 験 例 成 績 (表示 )。 胃痛 の 過 企 敷 の 例 に 於 て は 反 飛 胃液 を 探 取 し 標本 を 作製 し た 。 第 一 回 
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A) 具 床 上 胃癌 と 診断 きれ た も の 32 例 


了 PC See pl | 
例 数 | "an: | kh hh | 


17(53%)) 

4 | 

ir od bol 

We itt BAD IS PEAT Sk 3 | 3 














X-FRHLMEERE 
あ Bt iL 








B) WEL Zn acc ょ り 胃 癌 を 確認 し た も ゃ も の 7 ” 


te tk OK OR a BE に m a 学 => a 





ae 24 ER 2 例 
(手術 開 肛 の み に て 湯 織 学 前 検索 を 行 は ず ) 
は | ン KE QA, うち 1 例 は 胃 親 膜 全く 公 さ れず 





Cj LRRD 2 i SW Sie %D 107 AM 


ap Ruane em 抹 標 本 成 
陽 性 | Re 


a 
は 
48 3% 2 
4 
0 











数 





47 1 
12 0 





* らち 1 例 ( 際 床 診断 胃潰瘍 ) は 手術 開腹 に ょ り 胃 後 膝 に 発し た 胃癌 RE) ES ride 


に 於 て 陰性 で あり その 後 陽性 と 診断 され た も る の 2 例 あ る 。 又 非 痛 性 疾患 で 陽性 標本 を 得 た 4 Hil 
中 反 徐 検査 し 得 た 3 例 は 毎回 陽性 で あっ た 。 

Hl, 1) 胃癌 の 任 敷 に 於 て 胃液 塗 抹 標 本 は 陽性 で ある 。 丹 様 痛 , 腺 癌 は 比較 的 早期 に 直接 
朋 腔 面 に 直 出 し 潰瘍 を 形成 し 易く , 標本 陽性 例 は か か る 種類 の 痛 有 性 な らん こと が 想像 され る 。 
2 ) 胃 韻 中 標本 陰性 例 の 相 営 敷 は 便 冶 に 属す る る の で ある 。3) 臨床 上 非 痛 性 疾患 と 診断 され た 
者 で 標本 陽性 の 場合 , 殊 に 反 履 陽性 を 示す 時 は , 余 の 1 例 に 見 る 如く とれ を 晶 に 陽性 誤診 と レ 
て 看過 する と と は 許さ れ な い 。 諸 概 査 を 進め , 又 そ の 経過 に 注意 を 挽 う べき で ある 。 4) Ak 
中 腫瘍 細胞 の 陽性 は 直ちに 胃 の 冶 腫 を 意味 し たい 。 食道 癌 の 1 例 及 胃 摘出 術 の 後 胃痛 の 肺 臓 韓 
位 を 來 し て 員 立 中 腫 揚 細胞 陽性 の 1 例 に 於 て 胃液 標本 陽性 を 経 潤し た 。 

以上 に より 本 法 は 草 狼 に て 胃 冶 を 診断 し 得る る の で は な い が 。, REL PAT SHAE 
補助 診断 法 と な り 得 る 。 更 に 際 床 上 骨 韻 と 診断 され た 者 の 標本 陽性 は これ に 細胞 學 的 論 拓 を 奥 
え , 非 冶 性 疾患 に 至 し て は 一 層 厳 密 な 検索 を 促す る の で ある 。 








10. 胃 意 所 属 光 巴 腺 甲 移 に 関す る 組織 学 的 研究 see 
(岡山 大 学 医学 部 津田 外科 数 室 ) 
Histological studies on metastases to regional lymph nodes in 
gastric cancer. TOSHIMASA TAKIZAWA 


DIRK 85 Als ra AE 296 個 に つい て 組織 學 検索 を 行い 炊 の 如き 結果 を 得 た 。 
I. (RRC SHRMBN MRA LMR LOR 1) 組織 學 的 分 類 と 轄 移 と の 開 係 に つ 
いて 見 る に , 全 例 の 84.7% に 韓 移 例 を み , HR 875%, AERIS 58.8%, 混合 型 は 
88.8%, その 他 は 100% に 韓 移 例 を み , 彫 柱 上 皮 冶 が 他 に 比 し て 著 る し く 低 奉 を 示し て いる 。 
2) Borrmann の 肉眼 的 分 類 と 韓 移 と の 開 係 に つい て みる に , Borrmann の 型 は II 
(33%), IV® (29.4%), II (24.7%) の 順に 多く , 韓 移 例 は II Wo 68%, II 型 の 9%, 
IV Hom 96% で II 型 が も っ と も 低 奉 を 示し た 。 耐 し て II MAHL MAS 43.50% を 占め , 
周 柱 上 友 癌 の 70% は II 型 で あっ た 。 

3) Broders の 悪 注 度 敷 を 腺 痛 お よび 混合 型 の 42 例 選 窯 用 し た が , 悪性 度 敷 の 高い る の 人 ほ 
ど 韓 移 座 は 高く な つて いる と と を 示し た 。 


4) 20 例 の 胃 周 園 全 光 巴 腺 を 鏡 概 し , 韓 移 の 状況 を , FAME hcHBnAuwdo, PEROP 
敷 以 下 に 韓 移 の ある もの, PHY ECHB0S S404 LOZROWCHKHOSDSALOOAR 
に 分 け て 次 の 事項 に つい て 検査 し た 。 

原義 痛 細 胞 の 楼 の 在 均 の 大 さ の 大 小 と 韓 移 と の 間 に は 特別 の 開 係 は な く , KORZDOTEE 
DRS OR MREES HE SER ENFE bh, BORGES: RARRSEEE 


BoD Hirt DR 

GERN DD, HER, mato UM, 多 概 白血球 の 浸潤 の 強弱 と 韓 
移 と の 間 に 特 別 の 開 係 は 認め られ な か っ た が , 形質 細胞 の 出現 の 強い る の ほど 韓 移 伴 FE は 低い 傾 
向 が 見 られ た 。 

II. HEREMORBETZESL 1) 骨 周 囲 全 光 包 腺 の 42.896 に 韓 移 を み , NO 
は 大 群 の も る の より る 韓 移 奉 は 高く (58% :30%) な か ん ずく , 左 胃 動 脈 領 域 の る の の 602, FF 
動脈 幹 領域 の る ゃ の の 64% ほ 韓 移 を 見 た 。 

2) END 3%, 中 の 34.7%, 大 の 522 cHBEA, 大 きい も の ほど 韓 移 奉 は 培 し て 
いる が , 小さ いも る の は 必ず し る 韓 移 が な いと は 云え 才 , 又 大 きい も の は 必ず し る 韓 移 が ある と 
は 云え を な いと と を 示 し て いる 。 轄 移 洒 包 腺 の 大 きい も の の 方 が 腺 内 痛 散 育 の 程度 は 一 般 に 強い 
が , 大 きい も の に お いて も 必ず し る ゃ 高度 の 痛 開 育 を お と し て いる も の が 多い と は 云え を な い 。 
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3) 115 個 の 光 巴 腺 の 被膜 を 測定 し て 見 る に , 被膜 の 厚 さ は 15-342. TEFAAOHENR 
に お いて は 韓 移 の ある も の の 方 が 韓 移 の な いも の より も る 被膜 の 厚い る の が 多く , RIO RRR 


増殖 に よっ て , 腺 内 冶 の 無制限 的 義 育 を 抑制 する 一 因 と な っ て いる も の の よう に 考え られ る 。 

4) 腺 内 芽 中 心 の 義 現 状況 は 韓 移 の な い 光 己 腺 で は 大 きい も る の の 方 が や や 杉 現 の 程度 は 張 い 
ょ う で あり , 原義 冶 よ り 較 隔 部 仁 に ある も の の 方 が 直接 部 の る の に お ける より 義 現 の 程度 の 纏 
いも の が や や 多く 見 られ た 。 韓 移 の ある も る の に お いて LFPDOBRARMIABOR VAR 
に お ける と 大 差 な く , 芽 中 心 内 細胞 の あら われ 方 も 種々 で , Hc IC WL CRO 
能 的 役割 を 演じ て いな いよ うに 考え られ る 。 

5) KERNOMERFEBSLS, こと に 網状 織 内 皮 細 胞 の あら われ 方 は 韓 移 の な いも の の 方 
が 韓 移 の ある も る の より も ゃ 一 般 に 強く , HRBOBSBZLOCHVTAÄR HR FR EODBUN BDIE 
ど 一 般 に 強く あら われ て いる も の が 多い 。 

6) 手術 時 胃 幸 膜 下 に 墨汁 を 注入 し て みる と , 墨汁 が 腺 内 に 侵入 し な いよ うな も の は 高度 の 
WBECHTLICENU, 回 汁 を 全般 的 に と る よう な も の で は 韓 移 は 認め られ 才 , 部 分 的 に 墨汁 を 
と る よう な も る の で は 白く の と る 部 が 主として 墨汁 を と ら な い 痛 で あり, FREE NR 
の 所 在 お よび 韓 移 程 度 を ほぼ 了 知 する と と が 出來 る 。 

Ill. 原 葬 癌 組織 像 と 韓 移 冶 組 織 像 と を 比較 し て みる と , HET 92.8%, BEL RT 
は 72.7% (RB LILIES RORE ATSB, 混合 型 に お いて は 同様 の 像 を 呈 す る 
も る の は 10% に すぎ ず , 70% AERO EL. 





ll. 口腔 及び 上 無道 交 の ラジ ウム ュ ム ? 治療 成績 RAR 


Result of radium treatment on carcinoma of oral cavity and 
upper air passage (3 years experience in our clinic) 
KEMPO TSUKAMOTO (Radiological Division, Hospital of Cancer Institute) 


In the treatment of cancers of oral cavity and upper air passage, radiation 
treatment is to be preferred as the first treatment to surgery, even in the so 
called ‘‘ operable cases ”’, because of their high response to radiation therapy, and 
also of their accessible sites with radium application. * 

It has become evident to radiotherapeutists that as for the therapeutic effects. 
by radiation treatment in this field better results are attained than by purely sur- 
gical one, so far as it concerns the treatment of primary growth. But the therapeu- 
tic effect on secondary metastasis in lymph nods in these cases, which so often 
grow out even in their early stage, are not so easily attained by radium as their 
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primary lesion. Further investigation is necessary for the full explanation of 
this fact. During 3 years, since Sept. 1946 to Oct. 1949, after reopening of our 
hospital after the war, there were 261 cases of cancers in this field under treat- 
ment in our radiological division. There were 74 cases of carcinoma of larynx, 
52 cases of tongue, 39 of maxillary antrum, 39 of pharynx, 13 of alveolus, 9 of 
thyroid gland, 8 of buccal surface of cheek, 6 of palate, etc. 

For the radiation treatment of these cases I principally used radium. Chief 
methods of our radium treatment were intratumoral radium needle or radon gold 
seed implantation and radium needle insertion close to cancer, to provide the most 
effective and homogeneous irradiation for the tumor, without giving severe damage 
to the surrounding normal tissue. I believe that these methods should be regarded 
as the best way of treating cancer of these kinds. In some cases, we combined 
also surface irradiation with radium, such as radium collar, or beam radiation 
and X-ray treatment as subsidiary method. 

The results which we obtained are summarized in the following table. As it 
shows, in cases of carcinoma of larynx, tongue, nasopharynx, palate, lip and 
cheek, we could attain fairly good result, while in maxillary antrum, orifice of 
pharyngeal oesophagus and alveolus it showed only poor result. From these 
facts, it is clear that there exists a distinct difference in curability of cancer with 
radiation treatment, according to its site or organ, from which tumor arises. So 


I think it note worthy that in spite of our efforts in radiation technique which 
provides sufficient and fair distribution of radiation doses against tumor tissue, 
the carcinoma showing the same histological picture, but arising from a certain 
organ or tissue, always shows poor effect, This fact can not be explained clearly 
unless we assume that the radiosensitivity of cancer cells is influenced by their 


different surroundings. 











Result Survival without symptom more than 
| 
| 
Site | 3 yrs. | 2 yrs. 1 yr. 1/2 yr. Total 
2 5 17 (85%) 
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16 29 (54%) 
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5 7 (33%) 
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12. X AHO A AM ic RIES HB, 特に 抑制 効果 に つい て 
山田 松 男 , 新井 恒 人 C 和 歌 山 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
On the infiuences of X-ray irradiation upon the Yashida sarcoma, 
with especial reference to its inhibiting effects. 
MATSUO YAMADA, TSUNETO ARAI. 


a 


Sf AARC RIES XR BN OBS & IE LIES CBS 2 XB © [ERK EC 
iT) BRT 80-1408 OF MOKRRICH 0.03cc 移植 , 移植 4 一 5 日 後に XX 線 (二丈 
EME 135KV, 二 次 電 流 4mA, IER Cu 0.5 及 Al 1.0mm, 放射 野 , 腹部 5X5cm, 皮膚 
焦 息 距離 23cm) 放射 , 時 間 的 に 腹水 採取 後 , 血球 計算 器 及 ギ ー ム ザ 染 色 に て 計 敷 検 鏡 。 半 照 
5 AIO Pig AM 15 A, MMP 13.0g 減少 。 順調 経過 例 35 例 中 , 一 時 放射 (50 
6007) 5 例 は 下 均 生存 日 敷 10.5 ACAI ICH LARA IAMEE REEF. 次 で 分 割 放射 を 行 
う 。507 毎日 一 3 日 間 忠 (全量 2007 内 外 ) 放射 7 例 中 , 治癒 3 例 生 命 延長 1 例 , 治療 の 内 2 
例 は 場 細胞 の 増殖 極 く 初期 の 放射 例 。 1007 宛 毎日 3 AR CHE 4007 内 外 ) 放射 6 例 
中 , 治癒 1 例 全 例 共 抱 生 命 延長 。2007 宛 毎日 一 2 日 間隔 て 全量 8007 内 外 ) 放射 3 例 中 , 治 
1 例 生命 延長 1 例 。3007 宛て 全量 6007 一 18007 ) 放射 4 例 中 , A PAMPER EFA” 
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1007~2007r~3007 KR 3007~2007~1007 放射 4 例 中 , AMR LRRD. 移植 1 一 6 日 
前 1007-5007 放射 4 例 は 何れ も 生命 延長 せ ず 。 放射 後 の 腹水 細 胞 縄 敷 の 影響 は 線量 , 放射 時 
期 , 細胞 増減 の 遅 速 及 腹水 量 等 に ょ り 多 少 異 る る 増 殖 初期 の 放射 で は 一 時 減少 し 炊 で 主として 

好 中 球 の 増加 に 伴い 3 一 12 時 間 頃 迄 増加 し 好 中 球 の 減少 に つれ 概ね 24 時 間 後 に 減少 し 再び 増 
IM ERITREA OD ar 24 時 間 頃 迄 減少 後 更に 埼 加 。 末期 放射 で は 
増減 不定 。 放射 後 の 腫瘍 細胞 敷 も 概ね 之 に 準じ 波状 推移 を 示し 殊 に 放射 後 24 時 間 頃 に は 其 の 
比率 を 減ずる を 常 と し 極め て 有数 放射 許 に は 特に 減少 度 高く 腹水 は 透明 化す 。 放 射 後 の 溢 出 細 
胞 の 遂 動 は 移植 時 反 應 に 類似 する も 特に 好 中 球 , 昌 球 , リン バ 球 及 り ン バ 球 様 細胞 の 遊 出 及 持 
績 が 移植 時 に 比 し 強い 。 有 数 放射 計 に は 殊 に 三種 の 細胞 の 活動 が 逐次 著 明 と な る 。 反 之 , RAR 
数 の 場合 は 此 等 細胞 の 浪 出 極め て 軽度 で 持 績 も 赤 短 い 。 附 奥 線量 別に 之 を 観る と , 5007 内 外 
の 初期 一 時 放射 で は 細胞 綿 敷 及 腫瘍 細胞 は 一 時 其 の 比 座 を 減じ 其 の 際 多 く は 24 時 間 頃 迄 腫瘍 
MMO bi, 限界 不鮮明 , HI, ZUR, 分 像 減少 等 を 認め る が 其 の 後 速 か に 
其 の 形態 を 修復 し 増殖 す 。 清 出 細胞 は 放射 後に 財 徴 た 移植 土 反 應 を 呈す る の み で 特記 分 割 放射 
量 2007 以下 の 場合 に 比 し 好 中 球 等 の 出現 が 少 い 。 谷 5007 内 外 の 連 績 放射 例 で は 副作用 強く 
生命 延長 は 期待 し 難い 。 3007-2507 Bilal BN PIC LAG MICAS SBE A x EN TS 
AU SDBH MICO MSE, 2007 敷 回 放射 例 で は 細胞 絶 敷 及 腫 揚 細胞 は 3 時 間 目 頃 迄 増 
加 し 静 で 減少 する 例 が 多い が 概ね 24 時 間 頃 ょ り 洋 増 。 腫 瘍 細胞 の 閥 性 像 は 放射 23 GIs 
り 放射 回 敷 を 重ね る に 従い 相 営 高度 た る に 拘ら ず 殊 に 全量 10007 以上 に 及ぶ と 副作用 を 加 へ 生 
命 延長 は 期待 し 得 て も 結局 は 牙 る 。 此 の 場合 渡 出 細胞 は 前 二 者 に 比 し 其 の 獲 動 が 強い 。1007 宛 
(全量 4007 内 外 ) 分 割 放射 例 で は 細胞 綿 敷 及 腫瘍 細胞 は 2007 FE er ERDE EN 
So MBIT ES Ma OBE 758 BRIS 1~2 回 , 時 に 3 回 放射 後 も 軽微 で 4 回 以降 に 騨 瘍 細 
胞 自 租 の 閥 性 と 相 侯 つ て 可 た な り 著 明 な る 形態 的 毅 化 を 呈 す 。 多 ち 放射 に よる 破壊 の 像 は 念 激 で 

TRENTEHERTERL SCH DZ. 腫瘍 細胞 の 消長 に 應 じ 渡 出 細胞 特に 好 中 球 及 和 之 に 績 いて 昌 
ER, リン バ 球 及 り シバ 球 様 細胞 の 増加 及 喰 細胞 の 活動 が 著 明 で 且 持 績 す 。 本 例 で は 全 例 に 堆 重 
挫 加 し 生命 延長 , 何 治療 例 を 得 。507 宛 (全量 2007 内 外 ) 分 割 放射 例 で は 1007 He REIT He 

・ し 細胞 縄 敷 及 腫瘍 細胞 の 減少 度 静 く 且 形態 的 導 化 も 少 い が 放射 後 の 小 出 反 應 が 強い 。 従 つて 増 
殖 初期 の 未だ 腫瘍 細胞 の 少 い 時 期 か ら 放射 する と 副 作用 殆ど な く 且 生命 延長 し 又 治 癌 例 を 得 。 
移 丁 前 放射 例 で は 生命 延長 は 期待 し 難い が 通 常 移植 時 反 應 に 比 し 放射 後 及 移植 後 共に 特 居 好 中 
球 の 出現 持 績 が 強く 現れ る 。 

- 以上 の 連 験 成績 か ら 文 線 放射 の 吉田 肉腫 に 及ぼ す 抑 制 記 果 は 移植 後 早期 は 勿論 , 移植 4-5 
HAI 1007 GEHE 4007 内 外 を 毎日 或 は 2~3 日 間 滑 で 分 割 放射 の 場合 が 最も る 有 邊 で 移植 
6 日 以降 或 は 腫瘍 細胞 805 以上 に 増殖 せる 場合 は 其 の 和 麗 果 著 し く 減 動物 の 生命 延長 は 期待 
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し 難く 及 全 線量 10007 以上 に 及ぶ 時 並 に 末期 に 於 ける 放射 例 は 副作用 の 角 め 好 結 果 を 得 ず 。 
腫瘍 細胞 に 封 す る 叉 線 放 射 の 直接 作用 の 開 奥 は 考慮 され る が 其 の 抑制 過程 に 於 て 分 割線 量 1007 
内 外 放 射 時 の 腫瘍 細胞 の 毅 性 乃至 破壊 像 は 軽微 な る に 拘ら 極め て 有数 に 作用 する 工 , 有数 放 
射 例 に 於 ける 多 敷 の 好 中 球 , HER, I VERY SSR OK ES EI HT 
並 に 放射 後 の 太 瘍 浸潤 組織 に 於 て 時 に 茨 症 性 肉芽 太 様 所 見 を 時 する 彼 等 より 駐 線 放射 後 の 吉 田 
PA SES PY 1 AES HY AH © PEAY Ze STG & RT SPHERE RASHES HLS. LOR 
LEVER KE OS EICH TFT S PH LICE CHS, 


附 議 
LAER: Wi, 腫瘍 細胞 の 夫 減 を 示す グラ フ の 縦 軸 は 何 を 単位 に され た の で すか 。 
新井 信人 : 1.0cmm 内 の 腹水 沖 胞 総数 及び 明 水 沿 胞 の 百分率 を 図示 す 。 





13. 吉田 肉 省 に 及ぼ す ラ ドン の 影響 un 3 Ak 実 , APR 
C 大 阪 大 等 微生物 病 研究 所 山口 内 簿 ) 
Effect of radon on Yoshida sarcoma. HISASHI YAMAGUCHI, 
MINORU NISHIMOTO, YUICHI TANAKA. 


Hf AAMC RIES FF YD ORMICR CLE ICEASOMBR Ick» BREONRMCLS 


る が , 河野 氏 の 質 験 は ラチ ヂ ウム ュ 針 を 用 い ガ ンマ ー 線 に 依る 影響 の 観察 が 主 で あっ た 。 BEAT 
ンマ ー 線 妃 比 し て 廷 か に 強大 た アルファー 及 び ベ ー タ ー 線 の 生物 學 的 作用 に 注目 し , FAHRER 
に 達し た ラド ン を オレ フ 油 に 溶解 せしめ 此 を 直接 吉田 肉腫 ラッ テ の 腹腔 中 に 注入 し , 其 の 細胞 
BSB EME IK GE TT IC RIE TF HS BH LZ. 

見 ち 腹 水 移植 直後 に ラド ン オ レフ 油 0.5 ミリ キュ リー1 回 注入 せる 5 例 に 於 て 其 の 生存 期間 


は 下 均 8 日 で あり , 半 照 群 に 比 し て 答 々 早期 に 死亡 せる 令 は あっ た が , 着 見 に 於 て 腫瘍 細胞 に 
依る ゃ と 思 は れる 浸潤 は 殆ど 皆無 或 は 軽微 で あり , 腹水 も 赤 才 うじ て 其 の 存在 を 認め 得る 程度 で 
あっ た 。 次 腹水 移植 後 3 日 目 に ラテ ドン オレ フ 油 0.5 ミリ キュ ー リ ー1 回 注入 せる 10 Bl, 4 
日 目 に 0.7 ミリ キュ ー リ ー1 回 注入 せる 6 例 に 於 て 其 の 生存 期間 は 企 均 14 日 で あり , WR 
oA 11 日 に 比較 し て 稽 え その 生命 の 延長 を 見 た 。 本 宴 澤 に 於 て は 大 漁 膜 , 生殖 器 系 及び 腎 
臓 周 園 組織 に 極め て 軽度 の 浸潤 肥厚 を 認め た に 過ぎ な い 。 ME 16 例 中 2 PIC Ch KOH, 
腫瘍 細胞 の 淫 潤 に 依る 胸腔 光 巴 腺 の 高度 腫 岩 を 認め た 。 
腫瘍 細胞 は ラド ン オ レフ 油 注 入 直 後 よ り 傷 害さ れ , 約 1 書 夜 前 後に し て 其 の 傷害 度 は 最高 に 
達する 様 で ある 。 湊 出 細胞 の 増加 が 極め て 著 明 で ある が , 原形 質 の 軟化 朋 壊 より 始ま る 細胞 の 
BULISMAGORRER, 脱出 と 進み , 原形 質 , 桜の 識 胞 形成 赤 甚 だ 著 明 で ある 。 其 の 影響 は 
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鍋 り 分 像 桜 細胞 の みな ら 才 静止 要 細 胞 に 封 し て も る 著しい 傷害 を 奥 へ る が , 面 も 条 健 全 な 細胞 が 
選 縮 し た 沢 態 で 混在 する の を 発 れ 得 た い 。 克 に 由 水 移植 後 3, 6, 9, 12 日 目 と 前 後 4 回 に 芯 
り ラ ドン オレ フ 油 弧 量 0.9 ミリ キュ ー リ ー を 分 割 注入 せる 18 例 に 於 て 其 の 生存 期間 は 最長 32 
日 , 最短 8 日 , Py 20 日 で あり , 殆ど が 大 油膜 と 生殖 器 系 組織 の 一 部 に 非常 に 軽 徹 な 浸潤 を 
認め た に 週 ぎ ず , 腹水 細胞 に 於 て も 健全 な 細胞 は 極め て 少く 殆ど が 第 二 期 型 大 型 細胞 の 傷害 さ 
れ た も る の の 集積 の 様 な 像 を 星 し , 小型 細胞 は 稀 居 し か 認め 得 た か つた 。 洛陽 細 胞 の 増加 の 著 明 
た も の に 特に 生命 の 延長 が 認め られ る 様 で ある 。 半 ち 本 質 験 の 結果 , hiker BOF FY 
オレ フ 油 を 反復 注入 する 方 法 が 動物 簡 と 害 の 少 い 最も 洲 果 的 な 延命 策 で ある 様 に 思 は れる 。 

腹水 は 通常 白濁 し た 一 見 膜 性 を 思 は し な る も る の と され て 居る が , ラド シン で 諾 置 し た 場合 多く 
御 透 明 の 油性 或 は 透明 な 水 様 性 の 感じ を 抱か せる も る の で あり , KB RNICH YD IE RD 
の が , 比較 的 早期 に 水 様 性 を 時 する る の より 生存 期間 が 延長 され る 様 で ある 。 

ラド シオ レフ 油 の 注入 質 験 に 於 て , 生命 の 延長 を 見 た 腫瘍 ラッ テ に 於 て る 腹水 量 が 甚だ 少く 
組織 浸潤 も 極め て 軽度 で あり , 中 に は 移植 陰性 例 た り し や を 括 は し むる も の に 再三 遭遇 し た の 
CHAACORL, 更に は 河野 氏 の ラ ヂ ウ ュ 針 に て 虚 置 せ し 腹水 の 次 代 移植 富 験 と を 比較 圭 照 
FSHC, 死亡 時 殆ど 腹水 を 認め 得 た か つた 腫瘍 ラテ ッ テ の 腹腔 を 生理 的 食 障 水 で 洗 汐 し た 液 
0.3cc を 移 西 し た 2 例 で 陽性 例 と し て 16 日 の 生存 期間 を 示し た 。 次 に 比較 的 腹水 の 豊か な ラ 
ドン 記 置 テッ テ の 腹水 を 0.5cc の 多量 を 移植 し た 場合 , 生存 日 敷 17 日 と 云う 3 例 の 陽性 例 に 
遭遇 し 得 た 。 MRORBS 例 に 於 て も 17~18 日 と 云う 生命 の 延長 を 見 て , 少く と る 本 質 験 に 
開 す る 限り 移 西 さ れ た 腫瘍 細胞 の 敷 に 敵 す る 問題 より ゃ 移植 され た 腫瘍 細胞 の ラド ン オ レフ 油 
に て 家 つ た 影響 と 云う 中 に より 多く の 問題 が 残さ れん て いる と 思う 。 告 此 の 第 3 代 移 植 動 物 は 正 
・ 常 の 吉田 肉腫 テッ テ と 何等 異 る 所 な く 下 均 11 日 で 死亡 し た 。 河野 氏 の ラ ヂ ッ ウム ュ 針 虚 置 腹水 の 
次 代 移植 動物 は 其 の 殆ど が カ ヘ へ キシ ー 様 状態 を 呈し て 10 日 前 後に 死亡 せる 例 に 比較 し て , It 
の 結果 は 私 達 に 取 つ て 最も 興味 と 開 心 を 抱か せる も る の で ある が , 此 の 原因 に 就 て は 条 今 後 の 研 
究 に 光 つ て 解明 し て 行き 度 い と 思う 。 





14. Butter yellow 投 興 の ラッ テ 肝 細胞 に 興 え る 影響 に つい て 


DH BABE, ABR 〈 太 阪 大 学 医学 部 解 削 学 数 室 ) 
Effect of butter yellow feeding on rat liver cells. KOZO TAKAKI, 
YOSHIO ONO. 


ERNFHOHRFEZNCTFT SR, ラッ テ を 4 群 に 分 ち , 1) A 群 に は 白米 の み , 2) BH 
に は 白米 , オリ ー ブ プ 油 , 3) C 群 に は 白米 , オリ ー ブ 油 , D.A.B., 4) D 群 に は 白米 , オリ ー 
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プ 油 , D.A.B., 肝臓 粉末 を 夫々 5, 10, 15, 25, 40 APPL, 最終 給食 後 24 HILL 
て 一 座 放 細胞 を し て 静止 の 汐 能 と 置 いた 後 。 信 一 度 30 分 間 を 限り 同一 錠 料 を 奥 へ , TORE 
前 及び 食後 1. 3, 6, 12 時 間 を 経て 民 殺 し た 。 研 究 材料 は 毎 常 肝 臓 第 2 葉 か ら 採 取 し , 検出 方 
法 は 現在 常用 され る 組織 學 的 , 組織 化 學 的 , 細胞 學 的 方 法 を 可 及 的 多 敷 用 い 縛 合 的 観察 を 志 し 
た 。 得 た 結果 の 大 要 は 衣 の 如く で 詳細 は 各 失 常 者 か ら 報告 させ る 。 1 

1) 肝 指 敷 。 余 等 の 宮 験 に お ける D.A.B. 投 奥 の 影響 は 15 日 目 に 於 て 現れ , 25 日 に 至り て 
鳥 々 題 閉 と な る 。 此 肝 重 の 増加 は 肝 末 添加 群 に 於 て る 現れ る が , 此 方 は より 早く 10 HACE 
に 相 営 の 増加 を 示し た 。 

2) 毛細 騰 管 径 。 食 後 毛細 騰 管 は 太く な り , 3 時 間 後 を 頂 跡 と し , 12 時 間 後に 略 々 蒼 に 復 す 
る 。 然 る に C, D 群 で は 25 日 以後 に 至れ ば 此 糞 動 は 負 調 を 呈し , 40 日 群 に 於 て は 12 時 間 後 
る 相 営 の 太 さ を AF So WC 群 で は 日 を 重ね る に 應 じ て 細 く な り , 15 日 頃 が 最も 細く , 25H 
頃 よ り 再 び 太 く な る 。 

3) 膳 管 上 皮 に 桜 分 仙 像 現れ , 小葉 周遊 部 特に グリ ッ ン 氏 博 か ら 小葉 内 人 に 向っ て 増殖 進入 
し , 肝 細 胞 は 島 喚 状 を な し て , LDOTCANS. HRA POM C 群 15 HICME D, 25 
日 で 鍋 時 ん と な り 小 葉 は 縮小 する 。D 群 に 於 て る 培 殖 , ひい て は 肝 細 胞 島 は 形成 され る が , 
40 日 に 初め て 認め られ , 面 も 軽度 で 且 少 敷 の 例 の み で ある 。 


4) 肝 細 胞 柱 は 給食 3 一 6 NAICS REERBL, 仁 赤 腫 大 する を 常 と する る D.A.B. 
CAS MC, 給食 3 時間 後 に も 濃縮 せる あり , 食事 に 再 す る 影響 不着 明 , 他 面 25 日 に 
至れ ば 巨大 桜 出 現し 念 速 に 夫 敷 する 。 肝 末 添 加 群 で も 巨大 桜 は 現れ る が 40 日 に 於 て 面 も 極め 
て 少 毅 出現 する に 週 ぎ な い 。 

5) グリ ュー ゲン 。 食 後 1 時 間 で 出現 し , 3 時 間 で 最高 に 達し , ili 5. Seiner 
各 例 に 共通 で ある が , 40 日 を 経る と DAB. を 加 へ た も の で は 著しく 供 量 で 糖 代 謝 の 奏 へ て 


いる 事 が わか ちろ 。 

6) 蛋白 質 。 ベ ル グ の 所 詩 播 取 歪 白色 ち リボ 桜 酸 は 早 き は 1 時 間 , 遅く も 6 時 間 に は 高い 
oS, 其 曲線 は A 群 最も 整然 , B 群 之 に 次 ぎ C, DRCHALI WS. IL C 群 で は 20 日頃 
ee u ee eae 
減数 に 代 る に 区 存 細胞 の 代償 と 考 へ られ る 。 

7) 脂質 。 オ リー ブ 油 連 績 投 奥 の 角 一 書 夜空 腹 時 に る 肝 細 胞 か ら 脂 質 は 消え ず , 殆ど 線 て の 
細胞 に 可 た り 大 量 を 認め る 。 そ の 最も 多き は B 群 で , C HCATRMRCH a2, 15 日 に 比 
すれ ば 40 日 は 著しく 低位 で 給食 の 影響 は 全然 現れ な い 。 又 脂質 の 現れ 方 も 種々 で ある 。 

8) ミト コン ドリ アプ ア 。 変 腹 の 後 給食 する と 「 ミ ト ] は 太く な り , BisdbEL7)=-77, 
脂質 粒 の 生成 低 重 大 な る 役割 を 演 す る 。C 群 で は 小葉 を 形成 し て いる 細胞 で は 「 ミト 」 は 先 ブ 
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太く なり, ROMIAICA CHR CHREBRTS (C 15 日 )。 之 に 反し 小葉 周 衝 に ゃ 早く 
Beer Renz TR fz bl は 甚だ 繊細 で 全く 静止 型 で ある 。 た 
だ 小 脂 質 粒 の 増加 し つつ あり と Es Tr 太く 之 に 積極 性 を 認め る 。 HABT T 

fob] は グリ ュー ゲン , 脂質 の 表れ る 時 に は 太い 。D 群 で は 「 ミト 」 の 凝集 は 遅れ 40 日 に 
CHIDO Till FIC SOA, - 

9) プラ スマ ー ル (水深 性, アルコ ュ ホ メ 溶 性 の フ オ イル ゲン シ 陽 性 物質 )。 C 群 で は 全般 に B 
群 に 比 し 染色 の 度 強 く 特 に 15 日 に 於 て 著 明 , COR MBL BRE YDB ESe 

10 ) モ と ョ リン 。 廣瀬 氏 の 組織 内 検出 法 に よる と B 群 15 日 で は A 群 よ り 減少 する 。 特 に 小 
葉 周 江 部 に 著しく 40 日 で 更に 若干 減少 する 。C 群 10 Hicic Ml MeOR, 15, 40 日 で は 減少 , 
比 時 ヒョリ ン は 連 珠 汰 短 福 汰 等 を 呈す る 。 之 に ょ つて と ョ リン の 減少 と 細胞 内 脂質 と の 間 に 相 
PANIED SPASM AILS» 

ll) EF 2 vARUD SAMCMUCHORKROMRWHKE UTHRF So Tic D.A.B. 
RHIC KOT VA は 著 明 な 減少 を 示し , HRERMTFTNKTOBRER Bw. V.D sar 
する が VA の 様 に 著 明 で な い 。 此 減少 は D.A.B. Bil 25 日 後に 現れ る 。 

12) フォ ス フ ァ ター ゼ 。 グ リセ ュ 焼 酸 ウ ツー ダ を 基質 と し アル カリ 並 に 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ 
を 概 し た と と ろ , B 和 群 で は 甘 度 に 増量 する に 過ぎ な い が , C 群 で は 著 明 に 増量 する 。 そ の 病 現 
FSIS HT, 40 日 に 訟 て は 甚だ 題 著 と な る 。 肝 未 深 加 は と の 増量 を 静 ら し め る 。 





15. 各種 薬物 の 吉田 肉腫 に 対す る 増殖 阻止 作用 (第 二 報 ) 
TEURER, 西原 哲三 東京 大 学 柿沼 内 科学 数 室 ) 浮田 恵 之 進 , 井口 定男 (EMRK) 
RA F 〈 予 防衛 生研 究 所 化学 部 ) 

Screening test of the chemical compounds which inhibit Yoshida 
sarcoma. TSUNESHIGE ROKUJO, TETSUZO NISHIHARA, TADANOSHIN 
UKITA, SADAO IGUCHI, AKIRA TSUMITA. 


FES O(L BPE MICS SIAL UC, 昨年 に 引 績 き 種 え な る 化 學 物質 の 吉田 肉腫 
に 至 す る 増殖 阻止 作用 を 観察 し た 。 

#83 60~100gm の 白 展 に 腹水 接種 後 72 一 76 時 間 ょ り 原 則 と し て 検 帆 を 蒸溜 水 に 溶解 $ レ 
く は 懸 濁 せ し め て 連日 腹腔 内 注射 を 行 つた 。 委 果 の 便 定 は 腹水 塗 抹 標本 に 依る 形態 的 胡 化 を 主 
と し , 生存 期間 を あわ せ 鈴 穴 し た 。 

は と むぎ の 抽出 物 は 昨年 有 訪 成分 が Aceton 可 溶 で 油 状 を 星 す る 部 分 に ある と と を つき と 
め た が , その 後 化 學 的 性 状 に 開 し て は 浮田 , JF ICR D PRR ASIED OL, 各種 溶媒 に 依る 抽出 
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PCE CHES AIC, 有数 成分 は 石油 ニー テル 可 溶 の 夫 酸 曹達 可 溶 の 酸性 部 で , 0.1cc 1 回 の 
皮下 注射 で , 24 時 間 以 内 に 腹水 は 透明 に な り , 腫瘍 細胞 殆 ん ど 認め られ ず ず , と の 状態 が 3~4 
日 績 く こ と と が 鶴 察 され た 。 億 し と の 部 分 は か な り の 毒性 を 有する 。 

Hydantoin AH FEOHH TRIERER OLD DLL, その 後 多 敷 の 白 孔 に 就 い 
TERROR, 阻止 作用 を 認め 得 な か っ た 。 Ethyl hydantoinate (10mg/1cc, 10mg を 
1cc の 蒸溜 水 に 溶解 も し く は 懸 濁し め て 腹腔 注射 を する と と を 意味 す 。 以下 之 に 準 ず ), 
Isoleucylhydantoin (10mg/1cc, 10mg/1cc 油 溶 皮 下 ), Histidinhydantoin (10mg/1cc), 
Benzalhydantoin (10mg/1cc, 10mg/1cc 油 溶 皮下 ), Hidantoinpropionic acid (10mg/1cc), 
Casein 水 解 物 よ り 得 た 各種 Hydantoin 混合 物 (10mg/1cc), Acetylurea (10mg/cc), All- 
oxan (5mg/0.5cc) に は 阻止 作用 を 認め 得 な い 。 

含 硫 有 機 化合 物 は 種 え な る 生物 學 的 活 圭 が 知ら れ て いる が , 2’-Aminothiazolo-(4’, 5’-5, 
6) chinoline (10mg/1cc)。 2-Furyl-4-carboxy-thiazolidine (10mg/1cc)。 2-Phenyl-4- 
carboxy-thiazolidine (10mg/1cc), 2-Phenyl-N-acetyl-4-carboxy-thiazolidine (10mg/ 
lec), 2-Benzyl-4-carboxy-thiazolidine (10mg/1cc), 4-Carboxy-thiazolidine (10mg/ 
1cc), Rhodamine (10mg/1cc), Thiocaffeine (10mg/1cc), 2-Amino-6-sulfamino-benzth- 
iazol (10mg/1cc), 2-Thion-4-methyl-6-oxopyrimidine (10mg/1cc), 2-Thiol-4-methyl- 


6-oxopyrimidine (10mg/1cc), 5-Isobuty1-3-ally1-2-thio-hydantoin (10mg/1c) に は 著 し 


い ぃ 阻止 作用 を 認め な か っ た 。 

a fie Phenyl 基 を 有する 脂 酸 は 。 MWC LUE AT 20TH os, a-Phenyl- 
capric acid (5mg,0.5cc, Na 墜 と し て 溶解 , 以下 同じ ), @-Phenylmyrcitic acid, a-Phe- 
nylpentadecanoic acid, a-Phenyl-palmitic acid の うち 後 二 者 に か な り の 増殖 阻止 作用 あ 
り , #kic a-Phenylpalmitic acid に 強い 。 併 し 毒性 る か な りあ り , 生存 期間 は 延長 せしめ 得 
な い 。 

Apochinchonidin (10mg/1cc), 4-Oxy-pyridine-N-oxide (10mg/1cc), FFHILIKb Kn- 
ight 合成 培地 で ぶどう 球菌 に 翌 し 6400 萬 倍 の 抗菌 性 の ある と と を 報告 され た 3-n-Decanoyl- 
* 4-hydroxy-coumarin (5mg/1cc 油 溶 ) に は 著しい 作用 は 認め られ な い 。 

Ribose の Aldehyde 基 が 還元 され を た Adonite (10mg/1cc), 酵母 桜 酸 (10mg/1cc), 最近 
生物 學 的 活性 に 於 いて 問題 と た つて いる 牛 の 額 下 腺 ょ り 得 た Mucin (10mg/1cc) KERLO 
開 係 に 於 いて 試み られ た が , 著しい 形態 學 的 郷 化 は 認め られ な か っ た 。 

Penicillin 自身 は 腫瘍 に 下す る 増殖 阻止 作用 は な い が , 粗 Penicillin は 有する と いう 報告 | 
に 依り , Zit Penicillin 分 解 物 に 依る る の で は な いか と いう 考え で ,・Penicillin G fiz 
100°C, 30 分 加熱 (10mg/1cc) 試み た が 何等 の 増殖 阻止 作用 を 認め な か っ た 。 
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16. 吉田 肉 性 に よる 悪性 腫瘍 化学 療法 の 実験 的 研究 C1) 
石 館 守 三 , BHA Experimental studies on chemotherapy of 
malignant growths using Yoshida sarcoma, (I). 

TOMIZO YOSHIDA, HARUO SATO, BUNRYU NAGASAWA, AKIRA ATSUMI, 
HIROSHI SATO, KOKICHI KOBAYASHI, KUNIJIRO HOSOKAWA, 
KYUYA NAKAMURA. (Department of Pathology, Tohoku 
University Sendai) MORIZO ISHIDATE, YOSHIO SAKURAI 


(Iatro-chemical Institute of Pharmacological Research Foundation, Tokyo) 


As Yoshida made in 1947 at the general meeting of the Pathofogical Society 
of Japan a general report on Yoshida sarcoma, a new strain of transplantable 
ascites-sarcoma of the rat, it was remarked that this sarcoma is not only useful 
for the fundamental researches on chemotherapy of cancer, but also makes up 
the deficit of ordinary experiments of cancer chemotherapy employing subcutaneous 
tumor animals. Preliminary experiments with 45 chemical substances were con- 
cluded in animals bearing Yoshida sarcoma (T.Yoshida, 1949. Yoshida sarcoma, 


an ascites tumor. ‘‘Gann’’, Vol. 40, P.1.) 


In 1949 we have more systematized our researches in this direction under 
cooperation of Ishidate and Sakurai of the Iatro-chemical Institute who supply us 
with chemical substances to be tested. So that the so-called ‘‘ screening-test ”’ 


with various chemicals is being carried on. 

Steps of our screening-test employing animals bearing Yoshida sarcoma, a 
fluid tumor in the peritoneal cavity, differ in many points from the ordinary 
course of sifting by subcutaneous nodular tumor animals. 

They are as follows: 

A) 1) Determination of M.T.D. (maximal tolerated dose) 
2) Intraperitoneal injection* in rats, bearing about 3—4 days old Yoshida 
sarcoma**, of a dose closed to M.T.D. 
3) Examination of the tumor-ascites at 1/2, 1, 3, 6, 12, and 24 hours after the 
injection. 
In fresh materials : 

a) Number of tumor cells in 1 cmm tumor-ascites ; grade of decrease in 

number caused by the treatment ; tempo of its recovery in 24 hours. 
In Giemsa-stained smear preparations : . 

b) Evaluation of cellular changes produced by the treatment, in nucleus, 

protoplasm, and chromosome. 


93 





c) Gross estimation of the proportion of damaged to the total tumor cells, 
taking the progression and regression of the changes into considerations. 
d) Cellular reactions: (After the injection of any substance reactive emigra- 
tion of neutrophiles, eosinophiles, and monocytes are seen in the tumor 
tissue i. e. in the tumorascites which has been before the injection in a 
state of almost pure culture of tumor cells. The degree of this reaction 
differs-widely by substances. Therefore, attention must be paid to the amount 
of the reactive cells, and to the räpidity of their appearance and disap- 
pearance. At the same time, this observation may serve as a control, inform- 
ing an eventual toxity of the substance tested against normal tissue cells. If 
the damages of tumor cells are intensive, and on the contrary, the ap- 
pearance of reactive cells are plenty and continuous without showing any 
evident degenerative changes in them, the substance tested could be regarded 
as desirable.) 

4) After 24 hours, if the animals survived, the tumor-ascites is examined 
once a day until its death. Whether a prolongation of life may be caused 
by a single dose or not? Cause of death and grade of tissue invasion of 
the tumor cells are examined by autopsy. 

1) Substances which passed the screening A, are examined further as to 
whether they may be able to produce a recovery from the disease or at 
least a prolongation of life, by repeated administrations of a half lethal 
dose or minimal effective dose at suitable intervals. 

2) When the effect of a substance is definite by direct intraperitoneal applica- 
tion, then its effect is examined further by the way of subcutaneous injec-. 


tion. 


Notes: *) If a substance is hard to dissolve in aqueous or oil medium, it is introduced 


into the peritoneal cavity as a suspension 

**) Usually at 3—4 days after the intraperitoneal transplantation of the tumor-ascites 
the peritoneal fluid of the animals presents a state of a pure culture of tumor cells. 
Before every injection this state of the tumor is confirmed by smear examination of 
the ascites. By this examination it is almost exactly decided whether the tumor may 
later spontaneously regress or not. But, in cases where the tumor cells completely 
disappear from the peritoneal cavity after a single or repeated doses, it is determined 
after about a month, by re-transplantation of the tumor cells in the same animal, whether 
the regression may be actually caused by the treatment or it may belong to a spontan- 
eous regression depended on an individual disposition of the animal, though the spontan- 
eous regression of this tumor is very rare; only in about 2% of all transplanted animals 
eccurs the spontaneous regressisn in about 7 一 8 days after the transplantation, while 
the remaining 98% animals die in an average life time of 12 days, of widely extended 
malignant invasion of tissues and tumor-ascites production, (On the rate of transplan- 
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tability of Yoshida sarcoma in rats see the report of Haruo Sato in this journal.) 


Substances tested and results. 

So far 45 substances were tested, and they may be devided into 3 groups: 1. 
antibiotics against bacteria and viruses, 2. known therapeutics of the protozoal 
diseases as malaria, kala-azar and amebiasis, 3. urethan, nitrogen mustards, 
antagonists of folic acid 一 those which are now under consideration to be effective 
on sarcoma or leukemia. 

Among them Sb-preparations from the 2nd group and several compounds belong- 
ing to the 3rd group were effective and further examinations are going on. The 
gross findings of several representative substances may be briefly mentioned : 

Sb-preparations : 

4 compounds were tested, all showing similar effects.: Pyknosis with caryor- 
rhexis. They may be regarded as nuclear poisons. Chromosomes are almost 
free from damages. Reactive neutrophiles and monocytes are plenty and con- 
tinuous, closely resembling those in spontaneous regression. Decrease in number 
of tumor cells continues very long. In one case, after the injection of a single 
dose of 200mg the tnmor cells disappeared almost completely during about 10 
days and then recidivation ‘occurred, consequently the life of the animal was pro- 
longed over 2 times the average (12 days) of untreated tumor animals. The 
effect so far may be compared with that of nitrogen mustards. 

Nitrogen mustards: The effect of Methyl-bis-(b-chloroethyl) amine is superior 
to that of tris-(b-chloroethyl) amine. A single dose of 0.5mg of bis- prolonged the 
life of tumor animals by more than 10 days, while tris- in the same dose only by 
a few days. This difference accords with that in cellular findings: acute cellular 
injuries confirmed in 1—3 hours after the injection is violent and extended by 
tris-, but they are transitory and cease in 24 hours without showing any evident 
damages in mitosis figures, while by bis-, after the acute damages (chiefly caryo- 
lysis) which are comparatively mild and confined and cease sooner, evident 
damages are confirmed in the mitosis which increases thereafter. Segregation 
and coagulation of chromosemes are evident, scattering of them are also found. 
This long lasting action of bis-compound, especilly on mitosis, may be responsible 
for its effect of prolongation of life of the tumor animals. Several related com- 
pouds are under research. 

Aminopterin: The effect of this substance (administered in the form of sus- 
pension) does not appear until 48 hours after the injection. After 48 hours pik- 
nosis, caryolysis, and especially vacuolar degeneration of cytoplasm are remarkable. 
The changes continue 3—4 days long and the life of tumor animal is as much 
prolonged. Several related substances are tested, presenting somewhat resembling 
action to aminopterin. 
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附 講 

ZEMMAEEB: Nitrogen Mustard (N.M.) が 非常 に 有効 で も つた 艇 成績 は 握 味 深く 寿 聴 し まし た が , 
その 中 で どれ が 一 息 よ く 効 きま し た か ふ ?ーーSH の 生化 学 的 な と と を 多少 と も 研究 し て いる 者 と し て , 
その 作用 北韓 に つい て 生化 学 的 知見 を 一 寸 御 追加 し ます 。 Bartlett 等 に よる と N.M. は Choline 
VL AED % Hic Choline 原 の 酵 素 を 強く 阻止 する よう で す が , 他 面 N.M. は や は り SH と ょ 
CH233 SH 系 の 毒物 で もち つて , 最近 我々 の 研究 に ょ る と 汽 柄 脱水 素 酵 素 を も 抑制 し Cystein に 
ょ つて 再 農 活 され る よう で す 。( ュ ハク 醒 股 水素 酵素 の 阻止 は 著 明 で は な い が ) その 他 ) Hexokinase, 
算入 アド ウゥ 琶 々 化 酵 素 が 人 華 きれ る 由 で す 。 看 一 寸 つけ 加え ます 。 

武田 勝男 : LD 今 是 泌 使わ れ た 薬剤 で 完全 治癒 が 認め られ まし た か , 2) colchicin を その 後 使 つ 
て いら れ ま すか 。 私 の 方 で は urethane, nitrogen mustard, colchicin を 使 つ て 見 て いま すか 
colchicin は 適当 の 方 法 で 完全 治癒 が 成立 する 。 人 HT So 

吉田 富 三 : 私 共 の 実験 で は tris ょ り は bis DFRHSHKEC MAES. ARE DUB. X 
れ は 顕微 短所 見 と も 合致 し て 面白 い 。 


17. 吉田 肉 性 を 接種 せる ダイ コク ネズ ミ 血 清 に 於 ける 酸 滴 反 應 


に つい て BERR (ix 微生物 研究 所 , HE) 


Acid turbidity reaction of serum of rats implanted with Yoshida 
sarcoma. ROKUGO HIBI. 


OF. RS RR AIOE ES ee ee 
xner-Jobling #¥4 = I HAH, ExXK RAIASA7IHRAZHIM, 丸谷 系 ダイ コク ネ 
ズミ 肉腫 及び 加藤 系 家 兎 肉腫 に 座 い て 移植 後 第 7 日 以降 は 著 明 に 本 反 鷹 陽性 た る 及び 交叉 試験 
に て 動物 肉腫 , 動物 痛 腫 の 鑑別 償 定 可能 た る 事 を 績 表 し て 居り ます が , 今回 私 は 更に 吉田 肉腫 
を 接種 し た ダイ コク ネズ ミ 血 清 に 於 いて 本 反 應 の 機構 を 研究 し まし た 。 

血清 : OBER r OLE LEORMCK YD, 働 性 の まま 使用 。 

吉田 肉腫 抗 元 : 皮下 及び 腸 閣 膜 部 腫瘍 組織 の 蒸溜 水 浸 出 液 を 限 外 濾過 し , 0.522 の 割 に カル 
ボー アル を 加 う 。 

メチ ー ル コラ ント レン 腫瘍 抗 元 : 注射 後 2 ヶ 月 に し て 背部 皮下 に 衣 生 し た 腫瘍 を 吉田 肉腫 
抗 元 に 準じ て つく り ま し た 。 

肺 , 肝 , PREC: 健康 ゲイ コク ネズ ミ を リン ゲル に て 洪 流 し 可 肥 的 血液 成分 を 除去 せる も 
の を 同上 虚 置 す 。 

吉田 肉腫 腫瘍 分 割 : Anderson, 3%, Vorlun RICH UCRIFA, 中 性 脂肪 , SEK 
HO4 種 に 分 ち 夫 々 生理 的 食 堅 水溶 液 及 び エ ムル ヂ オ ン と し て 使用 。 

抗 元 使用 量 : 健康 グ ゲイ コク ネズ ミ 血 清 と の 間 に 酸 濁 反 應 を 施行 し 酸 濁 差 を 生ずる に 至る 基 
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の 1/2 量 。 

BBE: 被 検 血清 に 了 め 使用 量 の 定 つた 抗 元 を 加 へ 牙 酸 酸性 と な し , BER FU ACH 
ける 最高 涙 濁 度 と 持 照 で ある 血清 の み の 同 酸性 メデ ウ ふ に 於 ける 最高 潤 濁 度 の 差 を 醸 濁 差 と 稀 
し , 酸 濁 差 が +10 以上 の も の を 以 っ て 反 鷹 陽性 と する の で あり ます 。 

質 験 成績 及び 考案 : sR 64 例 の 中 8422 が 陽性 13 BSHEIBE 32 ARMOR DTH OME 
陽性 8 例 の 中 4 例 は 酸 濁 差 が +8 以上 で あ り 密 ろ 陽 性 に 近い 成績 で あり まし た 。 

他方 11 POPE ML Cit 1 例 を 除き 他 は すべ て 陰性 で あり まし た 。 郊 ち 吉 田 肉 腫 に 於 いて 
も 人 悪性 腫瘍 と 同様 本 反 鷹 が *# 特異 的 に 成立 する も る の と 考 へ られ ます 。 千 任 健康 詳 騰 器 , 肺 , FF, 
腫 組織 を 抗 元 と し た 本 反 鷹 は すべ て 陰性 で あり まし た 。 

次 に 陽性 反 應 の 出現 時 期 に つい て は 腹腔 接種 群 で は 既に 第 1 日 より 疑 陽 性 の 酸 濁 差 を 示し 第 
_ 3 日 以降 最後 まで 著 明 な 陽性 を 示し まし た 。 皮 邊 接種 群 に 於 いて は 第 3 HK DEEP SH 
以降 陽性 に 出 まし た 。 

DEN ee 
本 幅 場 の 増殖 が 異常 に 速 か な たため と , 注入 し た 蛋 水 に 含ま れ て 居 た 所 諸 酸 濁 反 應 抗 購 が 直 
血清 中 に 吸 政 され る た め と 解 さ れ ま す 。 全く 成 因 を 異 に する メチ ー ル コラ ント ン レン 注射 に より 
殴 生 し た ダイ コク ネズ ミ 肉 腫 組織 も 本 反 鷹 に 於 いて 吉田 肉腫 組織 と ほぼ 同一 の 抗 元 性 を 示し ま 


し た 。 雨 者 は 何れ も 組織 學 的 に 紡 鍵 細胞 肉 太 で あり 本 反 應 は と この よう に 同一 構造 の 組織 に 何等 
か の 開 係 を 有する と 考 へ られ ます 。 

更に 肉腫 組織 の 何れ の 成分 に 抗 元 性 が 存在 する か 多糖 骸 , KA, BIA, 中 性 脂肪 に つい て 
板 べ た 結果 主として 多糖 租 , 及び 焼 貼 質 に 多少 は 蛋白 に その 抗 元 性 を 認め る る 中 性 購 肪 に は 全 


ぇ 認め られ ませ ん で し た 。 

之 は 人 痛 組 織 分 割 の 冶 血 清 に 勢 す る 抗 元 性 と ほぼ 同一 態度 を 示し て いま す 。 

結論 : © 吉田 肉腫 ゲ ダイ コク ネズ ミ 血 清 に 於 いて も る 酸 濁 反 應 は 特異 的 に 成立 する 。 @ RAW 
的 に は 接種 後 腹腔 群 は 第 3 日 , 皮下 群 は 第 5 日 以降 反 鷹 陽性 と な る 。 © 吉田 肉 種 と メチ ー ル 
- コラ ント レン 肉腫 は その 衣 生 原因 を 異 に する に る か か は ら ず 酸 濁 反 應 に 於 いて 共通 の 抗 元 性 を 
At. © 本 腫瘍 組織 分 割 中 抗 元 性 は 主として 多糖 骨 脂 質 に あり 僅か に 蛋白 に 存 す 。 


附 講 
RUM: 吉田 肉腫 で ボテ ロ 氏 。 キュ ル テ ン 氏 。 七 條 氏 反応 を 追試 し て みた が , ポテ ュ ョ 氏 反 応 は 10 


日 目 に , キュ ル テ ン 氏 反 店 は 8 日 目 , 七 條 氏 反 応 は 唐草 模様 が 完全 消失 は 10 日 目 で ある が , それ 以 
前 に 於 て も 正常 と は 相当 変 つ た 像 を 認め る と と が 用 來 た 。 吉田 肉腫 抽出 液 の 皮肉 反 応 で は 確実 陽性 は 


6 且 目 で ある が 不 確 実 陽性 は , 5, 4 且 で あつ た 。 














18. 各 系 貞 の 臓器 組織 で 偽 疫 し た 各 系 動物 の 吉田 肉腫 に 対す る 
抗 移植 性 と その 血清 の 抗 腫瘍 性 に つい て 


武田 勝男 , 今村 哲二 , 吉 尾 正四 , AR 幹 , 石倉 #5 BA 3, 渡辺 秀 三 , 木山 武男 
Studies on the inhibiting factors to Yoshida sarcoma in several 
animals sensitized with organs of several strains of rats, 


KATSUO TAKEDA, TETSUJI IMAMURA, MASASHI YOSHIO, MIKI 
AIZAWA, HAJIME ISHIKURA, ISAMU USUBUCHI, SHUZO 
WATANABE, TAKEO MOTOYAMA 
(Department of pathology, Hokkaido University) 


As Yoshida sarcoma seems to have originated in a rat of a certain strain, 
which might be closely related to Y, S or D-rat, the tumor cells must häve more 
common antigenic factors with the cells of these rats than those of the cells of 
other strains, such as W,-K-rat or mouse. Similarly these anti-tumor antibodies 
may be produced intensively in rats of W- and K-strain, mice and rabbits, when 
they are sensitized with tissues of Y-, S- and D-rats as well as with Yoshida 
sarcoma. | 

1): When W-rats were sensitized with fresh embryo or newborn of Y-, D- or 
K-rats, they could show a certain resistance to the transplantation of the tumor 
between Ist and 2nd week. K-rats, sensitized with fresh testicle, liver, kidney, 
spleen or blood corpuscles of D-rats, showed a similar resistance, while with 
serum or frozen tissues of D-rats no resistance was shown. W- or K-rats sensitized 
with fresh newborn, blood corpuscles, kidney, liver or testicle of Y-, S- or D-rats 
showed weak resistance, while with blood serum no resistance could be recognized. 
D-rats being given K-rat-tissues, which are remote from the original one, showed 
no resistance. It is interesting that the injection of. tissues of the same strain, 
that is, D-rat injected the tissue of D-rat or K-rat injected the tissue of K-rat 
proved slight resistance. 

Moreover, autoimmunization, that is, injection of D-, K- and W- rat with its. 
own crushed testscle was at times recognized. But in the cases of S- or Y-strain, 
in which the proliferation of the tumor is dominant, iso-, auto-, and hetero- 
immunization were not proved. 

2) When mice were sensitized with fresh tissues of D-rat, they could show 
resistance to the transplantation of Yoshida sarcoma between Ist and 2nd week, 
while with killed tissues or serum of D-rat, they showed weaker resistance than 
with fresh tissues. ; 
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Sera of rabbits injected sufficiently with blood corpuscles or spleen of Y-, S- 
or D-rats agglutinated and neutralized the tumor cells, and also showed therapeutic 
effect on the transplanted tumor of rats. It was interesting that the sera gave 
the cytotoxic influence on the rat, especially on the same strain, which was 
used for sensitization. 

Generally speeking when certain animals, such as K-rat, mouse or rabbit, which 
are remote from the original one, are sensitized with tissues of closely related 
animals, there appears heterocytotoxine, which can inhibit the transplantion of 
the tumor and even show the therapeutic effect on the transplanted tumor. 

Iso- or autocytotoxine can be proved in the cases of K-, W- or D-rats, in 
which the proliferation of the tumor is not intensive. The chief reason why Y- 
or S- rats can not show any hetero-, iso- or autocytotoxine, may be found in the 
fact that in these animals the conditions for the tumor-proliferation are too good 
to be influenced by the minimal effect of the cytotoxine. It might be considered 
that the existence of autocytotoxine in the case of spontandeous tumor was proved 
by these experiments. 

3) Anti-tumor antibody was produced only by the sensitization with fresh 
tissues, while with killed tissues or serum it was hardly recognized. There could 
be recognized a certain quantitative difference between tissue- and tumor sensitiza- 
tion in the strength and maintenance, namely, tissue sensitization was weaker and 
distinguished in shorter period than tumor sensitization. 

Moreover a certain qualitative difference was recognized between the 2 kinds 
of sensitization in the mode of injury against tumor cells and cytotoxic influence 
on the cells of rats. 

From these facts in the immunity against Yoshida sarcoma at least three 
factors are to be consfidered: the first: species-specific antigens, which are com- 
monly involved in blood serum of rats and Yosnida sarcoma ; the second : species- 
specific antigens, commonly involved in living rat- and tumor cells, and the third: 
organ-specific antigens, which might exist specificially in Yoshida sarcoma. 

In mouse or rabbit, which are remote from the original rat, the 1St and the 
2nd factors might be shown powerfully, while in rats the 2nd and the 3rd factors 
might be considerable. It is a comming problem to separate the 3rd factor from 
the other ones. 

In conclusion, to the present problem of whether the transplantation of Yoshida 
sarcoma might be due to its living cells or due to viral factor, which might be 
involved in the tumor cell, it may be answered that the former might be true by 
the fact that the successive transplantation in any strain of rats could not change 
the immunological characters of Yoshida sarcoma, which always proved its close 


relation to Y- and S-rat. 
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These experiments owe in the greatest part to the capital of Sao Paulo 
Pathological Society by Dr. M. Konda in Brasil. 


Pt Et 
中 原 和 尋 : FER IC WIS 3 REIRGERFA FI ASRRIC LOT TV AKRBCHEEN CHS. TOR 
論 を , 武田 数 授 等 の 吉田 肉腫 に つい て 研究 と 比較 する と , 後者 に 於 て 血 済 に 挑 体 が 証明 され で て いる 点 
が すこ と ぶる 顕著 な 相 異 を 示し て いる 。 

こと の 相 異 が マウ ス と ラッ テ と の 差 に よる も の か , 吾 田 肉腫 が 特有 の 性 質 に よる も の か が 明か に き 
れる こと と を 希望 する 。 
吉田 富 三 : 化学 物質 等 で 治療 試験 を 行 つ た 場合 に , 少数 例 で 治癒 GE) する と と が ある 。 か か る 
場合 に 我々 は 治癒 後 1 ヶ月 位 に 再 移 抗 し て みて , 陽 竹 に 出る 場合 に 限り , こと の 治療 が 完全 に 処置 に ょ 
る も の で あつ た と 負 定 する と と に し て いる 。 も し 再 移 接 陰 米 で あつ た 場合 に は , その 動物 が 先天 的 に 
と の 腫瘍 に 対し て 不感 受入 で あつ た の だ と 考え て , 処置 に よる 効果 を 決定 な も の と 認め な い 。 発 疫 が 
非常 に 強い も の と する と , 再 移 接 は 常に 陰性 に な りう る か ら , 以上 の 肛 定 の 仕方 に 問題 が 起 る 。 こ とこ れ 
は 可 な り 和 電 要 な 点 な の で , 我 えも 今後 研究 し て みた いと 思う 。 

Ric, 歴 瘍 細胞 の 弥 格 が 変る と いう と と は , どう いう 意味 に 理解 し た ら ょ いか 。 
武田 勝男 : 中 原 氏 へ 血 中 に 現れ る 撤 体 で 淫 集 沈降 反応 で 認め られ る の は 種 属 特異 柱 が 主 で あろ うと 
思う , 何 牙 な ら ば 動物 が 異種 性 に な る と 沈降 凝集 反応 は 高まる か ら で あ る 。 直接 六 腫瘍 性 を 現す も の 
(臓器 特異 貴 ) は と の 沈降 漢 集 反 応 と 下行 する と は いい 難い 。 

吉田 氏 へ 1) 吉田 肉腫 元 疫 現象 の 確か な 理由 の 一 つ は 個々 ば ら ば ら の 作 川 し や す ぃ 形 避 の 前 瘍 滞 


胞 で ある 和 鍋 も 関係 する と 思わ れる 。 
2) 再 移 袖 が 陽性 で ちあ る か 否 か は 存在 する 抗 移 害 性 CREE) と 硫 瘍 洒 胞 の 増殖 力 の 強 き の 相互 関係 


で 規定 され る と 思わ れる 。 
3) 果 代 移 捕 に 於 ける 礎 瘍 綱 胞 の 性 格 の 変化 は 一 過 性 , 可逆 性 で は ある が , 腫瘍 細胞 自体 の 獲得 し 
た 性 格 で ある 。 





19. 選 性 腫瘍 の 苑 疫 学 的 現象 並 に 早期 診断 に 関す る 研究 
ERI 東北 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Studies on early diagnosis and immunity phenomena of malignant 
tumor. BUNRYU NAGASAWA. 


私 は 昨年 報告 し た 様 に , 吉田 肉腫 に 就 て 再 移植 寅 険 や 腫瘍 細胞 ソ ク チ ン 並 に 治癒 血清 の 奴 果 
等 に 開 し て 研究 し , と の 腫瘍 に 持 し て も る 抗 環 が 作ら れる と 言う と と を 知っ た 。 併 し , KOT 
進 生 の 強 さ は 細菌 領域 に 於 ける 様 に 強い る の で は な か っ た 。 い づれ に せよ , 抗 醒 が 出来 る と と 
が 確 貨 で ある と 考 へ た の で 其 の 後 冥 験 を 績 けた 。 

FES, 腫瘍 細胞 に 着 集 反 應 が 起 る か 否 か の 質 験 を 試み , 陽性 の 成績 を 得 た 。 即 ち , ARTE 
を 述べ る と , 血清 は 腫瘍 動物 に 心臓 補 刺 を 行っ て 得 た 血液 か ら 抽出 し た 。 之 は 動物 を 殺さ ず に 
1 頭 の 動物 に 就 て 経過 を 追っ て 採血 する と と も 出來 た 。 抗 原 は 移植 後 1 BA tee RES 
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腹水 を 探 取 し , 生理 食 堅 水 で 敷 回 洗い , 細胞 だ け の 遊 液 を 作っ た 。 反 鷹 術 式 に 就 て は , 血清 
KEL, 次 で 載 物 硝子 上 で 各々 稀 種 され た 血清 に 抗原 を 加え , 均等 に 機 拝 混和 し , KS 

後 , 20 分 間 37 BOMBEN, 引出 し て 3 HSBC HER, FAK CR Le. RP 
定 に CML tis, 反 鷹 陰 任 の も る の で は 各々 の 細胞 が 一 定 の 間隔 を 示し , 液 底 に 静止 し て る が , R 
應 陽 作 の る の で は 個々 の 細胞 の 凝集 が 敷 個 刀 至 敷 拾 , 敷 百 個 の 集 園 と し て 散在 する の を 認め る 

と と が 出来 る 。 と の 様 な 方 式 で 調べ る と , と の 弟 集 償 は 腫 場 移植 後 10 日 以後 に は 100-200 
倍 に 達する 。 然 る に 正常 動物 で 試み る と 10-25 倍 時 に 50 HE COMMRME 7. Bld, 
正常 動物 に も 低い が 或 程度 の 凝集 素 が ある と と が 認め られ, それ が 腫瘍 移植 に より 壇 加 する と 
と が わか る 。 又 我々 の 使用 し て る 雑 系 ラッ テ 中 に こ は 自 然 治療 する る の が 少 艇 ある が , 折る 動物 

で は 配 質 的 に 凝集 償 が 高い で な か ろ うか と 考え て 質 験 し て みた が , 灯る 事 費 は 認め る と と は 出 
玉 な か っ た 。 ES, と の 自然 治癒 する 動物 で 凝集 償 の 推移 を 追 来 し て みる と , 移植 前 に は 25 
倍 の 償 の も の が , 移植 後 10 日 以後 100 倍 を 示し , 腫瘍 細胞 の 消失 後 も 1 ヶ月 前 後 績 いて , や 
が て 移植 前 の 條 に 復 す る と と を 経験 し た 。 区 に 異種 動物 と し て ウサ ギ , erey FOEH ER 
條 を 調べ る と 全て 100 倍 を 呈し た 。 之 に 依 り 異種 動物 で は 同族 の ラッ テ ェ より も 正常 北 集 償 は 知 
に 高い と と が わか る 。 更に モル モッ ト で 試験 し た 結果 で は , BA LREKTTELICE DH 800 HE 
で 高め られ た 。 WE, COMBA LMG MN, 正常 細胞 と し て 用 細胞 , 血球 で 感 作 し た 血 
消 で は 上 昇 を 認め る と と は 出來 な か っ た ? 

KIC, 沈降 反 應 で ある が , 腫瘍 の 蒸溜 水 抽出 液 を 抗原 と し た 場合 に は , 軽微 で ある が 陽性 と 
認め られ る 成績 を 得 た 。 併 し , 抽出 液 を 加熱 し , 其 の 渡 液 又は 腫瘍 性 腹水 の 上 清 を 抗原 と し た 
場合 に は 陰性 に 終っ た 。 

次 に 皮 内 反 應 の と と を 逃 べ る 。 之 は 吉田 肉腫 を アア コー アル CHIL, 其 の 中 縮 液 で 試み た 
が , 先 づ , と の 液 を 正常 動物 に 注入 する と 1-2 時 間 後 に は 注入 部 に 一 致し て 蒼白 の 斑 中 の 周 
PICM RE LHC BREAST SDS, 移植 後 6 日 以後 で は 王 赤 は 認め られ な い 。 BHR A~5 
HCAREERCSH 3. BE, 再 照 に 用 いら れ た アル ュー ル の み の 注 入 で は 便 結 , 琶 赤 は 前 者 に 
比 し 甚だ 微 器 で あっ た 。 と の 反 應 と 同時 に ボテ ェ 氏 反 應 , キュ アル テン 氏 反 應 , CRBS, 
と の 腫瘍 を 用 いて 追試 し て こみ た 。 其 の 結果 で は , ボテ ェ 氏 反 鷹 は 移植 後 10 日 目 に 陽性 と な り , 
キュ アルテ ン 氏 反 應 は 移植 後 8 日 目 に 陽性 と な っ た 。 七 條 氏 反 應 は 唐草 模様 が 完全 に 消失 する の 
は 移植 後 10 A ACH SAB, それ 以前 に 於 て る 正常 こ は 相 営 異な っ た 像 を 認め る と と が 出來 た 。 
之 等 を 比較 し た 結果 , と の 皮 内 反 鷹 は 出現 時 期 に 於 て 比較 的 早い と 思 は れる が , AVC 4 ft 
ほ , 移植 初期 に 於 て は 全く 反 鷹 が 現れ な い 。 

一 方 , 私 は 診断 に 資す る 目的 を 以 て , 腫瘍 の 経過 中 に 於 ける 血清 縄 算 白 量 並 に 血糖 量 に 就 て 
研究 し て みた 。 其 の 結果 は 血清 看 白 量 は 除 々 に 下降 する の み で ある が , 血糖 量 の 消長 は 生々 興 
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RD akt ES, 血糖 は 八木 徹 移 士 と 共同 測定 し た も る の で ある が , 移植 後 2 HAMS 
LHL, 4 日 目 に は 最高 と な たり, 以後 除 々 に 下降 し て 8 日 目 に は 既に 正常 以下 を 中 し た 。 移植 


後 血 糖 量 の 最高 を 示す 4 日 目 は , と の 狂 瘍 で は , WEh HERD 増殖 に 入 つ た 直後 で あぁ 
り 


» 全 経 過 中 最も 星 盛 な 分 肌 培 加 を 示す 時 期 で ある 。 

DE, ARIFEIR, 吉田 肉腫 の 色々 な 欧 疫 學 的 分 野 に 就 て 研究 RR, 新 る 現象 は 
決し て 強力 な る の で な か っ た 。 MIE, 中 和 現 象 を 考え られ る 1 皮 内 反 應 を 試み た が , 移植 初期 
の 義 現 を 期す る と と は 出來 な か っ た 。 併 し , 折る 反 鷹 で る 血糖 償 と 合せ て 仙 定 する 時 は 陽性 側 
定 の 時 期 を より 早く する と と が 出来 る で な か ろ IM. DB, 反 鷹 が 不 確 賀 陽性 を 示す 早期 に 於 
て も 高い 血糖 償 を 呈す る 場合 は , それ は 確 賀 陽性 と 認め る べき 根 搬 に な る と 考え る 。 


20. パター イ エロ ー 投 興 白 訪 の 血清 及 肝 蛋 自 の 生化 学 的 研究 
fe 三 二 , ABI BB HE 昭和 医科 大 学生 化学 数 室 ) 


Biochemical studies on the serum-and liver-protein of rats fed 
with butter yellow. SANJI KISHI, BUNICHI ASANO, RYOMA SEKI 
EEE O WARRER OR REIT RAM OFF & BACH YES FEES Mo 7D 
Croc LON -Axze-— (i BY) 投 奥 白 最 の 肝癌 生成 過程 に 於 て 血清 及び 肝 看 白 の 

定量 を 磨 傘 し 水 を る も っ て 一 定量 と し 遠 沈 し , 上 清 の 一 定量 


検討 を 企 て た 。 白 皿 を 殺し 生 肝 の 一 定量 を 


を alcohol に 滴 加 し 境 沈 し alcohol 部 を 除き alcohol 不溶 性 部 を 水 に 溶かし 浜 度 結 合 量 ( 消 


<a 
費 量 も 含め て ) ROMA EME Ley CORO MIAAIEMIC HEL 70 SLT 
ERICH 5 RIO Lee TY Le, AIC aM gAVaALML DA, HEM IRA Fibre 


夫々 の 結合 量 
alcohol で 虚 理 し alcohol 不溶 部 を 水 に と り 浜 度 結合 量 を 測定 し た 。 と の 血清 の 一 部 は 硫酸 


銅 法 に よる 蛋白 量 測定 に 用 いた 。 そ し て 泊 度 結合 量 に 下す る 蛋白 量 の 比 を 求め た 。 

敷 値 を 検討 する に 営 り BY 投 奥 100 日 を 越え 肝 に 肉眼 的 に 病 締 を 認め 得 た いも の , 表面 の 
RAY, GS, 冶 生 成 計 の 非 冶 性 部 , Niko 5 種 に 屋 別 し , 圭 照 の 健康 白 思 の 肝 は 普通 食 
( 米 ) と それ に 制 瘍 物質 で ある 和牛 肝 粉 末 を 添加 削 育 し た も の の 2 種 を 探っ た 。 血 清 と つい て る 同 
様 に それ ぞ れ の 動物 を 属 別 し て 取扱 っ た 。 

ERHRIRTNT 2. BIER 2 乃至 敷 例 の 牌 均 値 で ある 。 





























=: ee | + mt BY #5 H B 
Bk 値 の 説明 ur Be te tie ERT SE: 
= Irnpses| ann | DENT | ae | me 3 mern mr Me 





生 肝 0.028 "8D 7k HERE 592 | 6: | 3 | 0 22 
肝 ti Nmg 0.407 | 0.592 | 0.452 | 0.462 | 0.43 | 0.349 | 0.238 


2100 .02g g Ok i eas | 
2 HDA ST 3 n Icc 70 | 5 93 | 
a | zoe Nmg で 除 し 0.214 0.170 | 0. 166 ER 
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3; | 
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8 En ho .04g 中 oan he | | 
1 の 結合 する m Ag ae ; | 
NO, cc を そ Dae Nmg 0.52 0.50 | 0.42 0. 445 


Ch LE | 




















wit | Mei O.lee OBR Ft 7.98'| 641 | 5.60 | 5.73 | 5.87 | 6.90 
ne : : 1 | 
| | 
ma 0.1cc BORN OR CO | Seatac | E Er 
| 22:3 21.4 


.. | 合 す る 1/100n Ic を そ | : 
iif | の 履 白 量 (mg) THLE 19.1 20.0 | 18.1 | 22.0 


| 商 








看 白 質 の 活性 度 を 浜 度 及び 硝酸 銀 結 合 量 に よっ て 第 知 す る と と は その 基礎 的 賀 黄 に 今後 和 

た な けれ ば な ら な い が , 肝 便 獲 期 に 正常 肝 と の 差異 示し, 冶 生 成 の 時 期 著 半 を 示す と と は 
それ 等 の 蛋白 の 量 的 妖 化 の 他 , PULS END. CORRS Mitt SME Te 
看 白 に も 認め られ る 。 冥 駿 結 果 を ISRAEL 
抽出 可能 ) HAIRS LAROCHE Lik So CORRGARORANICHS 
S HIB O ANE CHS 79.3 RIC LIFE BIT ORCI. HiME ARO NICH 
する 比 は BY 投 奥 期 間 減 少し 瘍 生成 の 時 期 に 増し 韻 部 で は 正常 時 を 越え た 値 を 示す 。 Mi 
Rit BY 投 奥 に より 減少 し 癒 生 成 期 に 再び 増加 を 見 る 。 激 度 結合 量 の 看 白 量 に 対す る 比 は 財 
便 獲 期 よ り 増 す 。 封 照 の うち 普通 食 と 和牛 肝 投 興 と の 白 思 の 常に 若干 の 差異 を 認め る が 和牛 肝 の 制 
冶 作 用 の 読 明 に は 現在 寄 典 し な い 。 


Mt 議 
Has BH: 当 実 験 に より Vakuclendegeneration を 経て 発 斑 に 至る 事 を 示さ れ て いる が , TOR 


照 と し て は や は り Vakeolendegeneration を 起 し 耐 も 発 聞 性 の な い 物 質 を 作用 きせ た 方 が 良い と 考 


る o 





21. 吉田 型 腹水 肉腫 の 蛋白 化学 的 研 完 奥山 一 也 , 柳川 茂 人 
C 大 阪 市 立 医学 専門 学校 ) Protein chemistry of Yoshida sarcoma. 
KAZUYA OKUYAMA, SHIGETO YANAGAWA. 
PFI KAM EBASM RIL & り 無 菌 的 に 採取 し た 腹水 を 被 概 物 と し て , ペー ペー 
クロ マト グラ フィ ー に よっ て 主として その 構成 アミノ酸 等 を 調べ た 。 
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ペー パー クロ マト グラ フィ ー は 二 次 元 法 を 使用 し て 第 一 液 : BRR 100gr. 0.1% アム モニ 
THK 10gr. HAM, 第 二 液 : メチ ヂ ン 100gr. アニ リン 10gr. に 水 を 餌 和 し た 泥 合 液 , を 用 
いる の が 最も 明確 に 分 離す る 事 を 確 め た 。 浸 濱 時 間 は 第 一 液 中 に 約 26 時 間 , 第 二 液 中 に 約 40 
時 間 , 温度 は 24°C+2°C で ある 。 結果 を 概 約 する と : 

A. 容 患 動物 血液 で リボ フラ ビン が 誠 明 され 又 RF CARR 0.12 一 0.2, メチ ヂ ン アニ リン 
0.61 一 0.68) CFTHOoRH3 ヶ を 現 出 し て 居る 。 

Rn. EMTSIRELTERONGKEK GEM a1. 72=-ATF=Y, プロ リ シ , B 
アテ ニン , グリ シン は 細胞 崩壊 に ょ り 和 遊 見 され る も の らし く 考 えら れる 。 

x. 其他 生前 で る 腹 水中 に 遊 見 アミ ノ 酸 と レ て ロイ ジ ン , チロ ヂ ン , ヴァ リン , アラ ニン が 
見 出さ れる 。 

=, メチ オニ ン は 血液 中 及び 死後 腹水 中 に 訟 明 さ れ , 生前 腹水 血球 除去 後に は 訟 明 さ れ な い 
の で 腹水 中 へ の 死後 血液 の 侵入 の 般 と 考 を られ る 。 

ホ . リジン と ヒド ロ オ キシ リジン は 雨 方 共 陽性 の 結果 を 見 る 事 も ある が , 又 一 方 の み を 訟 明 
し 得る 事 ぉ あり , 相互 的 に 何ら か の 開 係 が な ある 如く 考え られ , ka Meas ERE OME 


る 考慮 に 入れ な けれ ば な ら な い 。 
へ . 本 基 性 アミ ノ 酸 中 アル ギ ニ ン , ヒス チ デ ン が 訟 明 し 得 た い 事 は 注目 し な けれ ば な ら な い 


と 同時 に 注意 深く 再 概 す る 必要 が ある 。 之 等 と 近似 の RF を 有する 物 と の 必 別 は Dakin OF 
タ ノ ー メ 抽出 に より 仙 定 を し て 決定 を し た 。 

ト . WHEE: A CRF. 0.45—0.17) B CRF. 0.24 一 0.12 ) に 就 い て は その 物 が 何で ある か 
を 追及 する 必要 が ある が , 容 患 動物 より 得 た 斑 味 は 正常 動物 より 大 で ある (含量 の 多い ) ER 
注目 に 條 する 。 

チ . トリ プ ト フ ァ ン の 存否 に 就 い て は 酵素 的 分 解 又 は アル カリ 性 分 解 産物 に よっ て 調べ な け 


れ ば ならない が 目下 質 験 中 で ある 。 





22. ペー パー, クロ マト グラ フィ ー に よる 話 瘍 組織 の アミ ノ 酸 に 


つい て AER, BR ER RARER, 岡田 何 , 中 川 務 
(京都 府立 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
On the amino acids in tumor tissues as determined by the 
paper chromatography MASAYA ARACI, SHINTO CHIN, 
JUN MINOWADA, HISASHI OKADA TSUTOMU NAKAGAWA. 


Differences in the amino acids contained in normal and neoplastic tissues were 
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studied by the two-dimensional paper chromatography, which is an excellent 
method for separation and identification of each amino acid. 

Materials and Method; As benign tumor, we used human fibromyoma uteri, 
and as a control we used normal human uterus. 

As malignant tumors, we used carcinoma of human skin, carcinoma of human 
ileum, hypernephroma malignum, Yoshida sarcoma, chicken sarcoma and experi- 
mental hapatoma of rat. We compared these with normal human skin, ileum, 
adrenal gland, normal rat blood, rat skeletal muscle, skeletal muscle of chick and 
rat liver, respectively. 

lg each of fresh tissue was weighed after rapid excision, hydrolyzed in 10cc 
acidic or basic solution until the biuret reaction became negative. Then, finally 
the volume was condensed to 1cc. Therefore, in determinations 0.01 cc of the 
sample (corresponding to 10mg of fresh tissue) was used as material for the two- 
dimensional paper chromatographic test, in which collidine-lutidine and phenol 
were used as solvents. Identifications of amino acids were made by the ninhydrin 
coloration and Rf. values. 

Experimental Results : In comparing the fibromyoma uteri with normal uterus, 
the glycine and serine levels in the tumor were much higher, and the lysine, 
arginine, methionine sulfone, threonine, hydroxyglutamic acid levels were a little 
higher, while the isoleucine, leucine glutamine contents were lower than in the 
normal uterus. However, the aspartic acid, glutamic acid, alanine, phenylanine, 
taurine, valine and histidine levels were approximately the same. 

In comparing skin cancer and normal skin, the glutamic acid, glutamine, 
methionine sulfone, taurine and cysteic acid levels in the tumor were markedly 
higher, the lysine and arginine levels were a little higher, while the tyrosine, 
serine levels were lower. The aspartic, glycine, threonine, alanine, valine, 
histidine, isoleucine, leucine and phenylalanine levels were almost the same. 

In comparing the ileum-cancer and normal ileum, the cysteic acid, arginine, 
methionine sulfone, taurine, hydroxyglutamic acid and lysine levels in the tumor 
were higher, while the tyrosine, histidine, isoleucine and phenylalanine levels were 
lower. The other amino acid contents were almost the same. 

In comparing hypernephroma malignum and normal adrenal gland, the 
methionine sulfone, lysine and cysteic acid levels in the tumor were higher, but 


the glutamine, glutamic acid, serine, arginine and threonine levels were almost 
the same. However, other amino acids contents in the tumor were lower, espe- 


cially tyrosine and taurine. 

Yoshida sarcoma; In comparing the supernatant-fluid and sediment after cen- 
trifugation of the ascites sarcoma, the tyrosine and hydroxyglutamic acid levels 
in the supernatant-fluid were higher ; on the other hand, the glutamic acid, cysteic 
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acid, glycine, valine, isoleucine and leucine levels in the sediment were markedly 


higher, while the aspartic acid, serine, glutamine, threonine, phenylalanine and 


taurine levels were almost the same. 

In comparing the supernatant-fluid of the Yoshida sarcoma and the serum of 
normal rat, the glutamic acid, glutamine, methionine sulfone, taurine and arginine 
levels in the supernatant-fluid were higher, the histidine and arginine levels were 
lower, while other amino-acid contents were almost the same. 

In comparing the sediment with the blood-corpuscles, the glutamic acid, cysteic 
acid, alanine and arginine levels were much higher, and the hydroxyproline level 
was somewhat higher. The glycine, phenylalanine, hydroxyglutamic acid, histidine, 
isoleucine, serine, threonine and tyrosine levels were lower than in the blood- 
corpuscles. The glutamine, lysine, methionine sulfone, leucine and taurine levels 
were approximately the same. 

In comparing the nodular Yoshida sarcoma with skeletal muscle, the cysteic 
acid, glutamic acid, methionine sulfone, glycine, lysice, valine, threonine, arginine, 
taurine, glutamine and hydroxyglutamic acid levels in the tumor were higher, 
while the tyrosine, leucine and phenylalanine levels were markediy lower, but the 
serine, alanine, isoleucine and histidine levels were almost the same. 

In comparing chichen sarcoma with skeletal muscle, the glutamic acid, 
methionine sulfone valine, hydroxyglutamic acid and taurine levels in the tumor 
were higher, while the isoleucine, leucine, tyrosine, phenylalanine, glycine and 
threonine levels were lower. The serine, histidine, proline, glutamine and ß- 
alanine levels were almost the same. 

In comparing the experimental hepatoma of rat with normal liver, the glycine, 
serine, cysteic acid, methionine sulfone, lysine and arginine levels in the tumor 
were higher, the taurine, tyrosine and phenylalanine levels were lower. The 
aspartic acid, isoleucine, leucine, histidine, alanine and threonine contents were 
almost the same. 

Summary; (1) The proteins of neoplastic tissues are built by the same amino 
acids, which build the normal mother tissues. No specific amino acid in the 
neoplastic tissues was found. (2) In benign tumors, the methionine sulfone, lysine 
and arginine contents are greater than in the matrix, but these proportions are 
less than in the case of malignancy. (3) The tyrosine and phenylalanine contents 
in benign tumors are lower than in the mother tissues. (4) In most malignant 
tumors as compared with the homologous normal tissues, the cystine, methionine 
arginine, glutamic acid and hydroxyglutamic acid contents are increased. (5) In 
many cases, the tyrosine, phenylalanine and isoleucine contents of malignant tumors 
are lower than in the homologous normal tissues. 

(Preliminary announcement of this report was made on 21th Oct., 1949, at the 
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Conference of Cancer Research Group, Ministry of Education Research Grants.) 
Pt 議 
渡辺 粧 一 : Amino 酸 の 組織 加水 分 解 に よる 増減 に つき 説明 ほれ た が , 如何 な る 方 法 で 其 の 増減 を 
決定 きれ た か 。 加水 分 解 物 の Amino 酸 の 定性 的 決定 に paper chromatography を 応用 する は 誠 
に 粘 構 な 方 法 で は ある が , 本 法 の み に 依 つて Amino 了 酸 の 増減 を 決定 する に は 操作 が 余り に 微妙 で あ 
る 先 に と の 方 法 に よ ょ つて の み Amino 醒 の 消長 を 云々 えす る は 困難 で は な か ろう か 。 
陳 ee ・ 私 共 は 各 ア ミノ 本 に 就 て その 増減 を 見 た の で ある が , それ は ば 定性 的 範囲 内 の も の で あり 。 
数 字 的 に 婦 ち 定量 的 な 意味 で 申 上 げた も の で は あり ませ ん 。 その 別 定 は 各 ア ミノ 酸 の スポ ッ ト の 面積 
の 大 小 を 主 な る 基準 と し た 相対 的 な も の で あり ます 。 





23. 冶 の 特殊 毒性 物質 | トキ ソ ホ ル モ ン |」 の 精製 


Pan, 編 岡 文子 Cm) 
Purification of toxohormome, a characteristic toxic substance of cancer 
tissue. WARO NAKAHARA, FUMIKO FUKUOKA. (Cancer Institute) 
This paper was published in full in Gann, vol. 41, No. 1, p. 47, March, 1950. 


附 = 
松原 正 香 : 私 は 人 癒 組 織 か ら 水 溶性 物質 (多糖 類 及 [ポリ ペデ プ チー ド 」) を 只今 御 演説 の 最初 の 段階 
に 於 ける と 同様 の 方 法 に ょ り 抽 出し 癌 患者 の 皮肉 に 注射 し て 反応 を 観察 し た 半 果 新しい 癌 診断 法 を 見 
出し 昭和 21 年 に 報告 し た 。 中 原 博士 の 御 研究 と 若 子 の 関連 を 有する も の と 考え 半 に 追加 する 。 
PAAR: 松原 氏 の 皮 内 反応 の 挑 原 は 松原 氏 御 自身 ボリ サッ カラ イド の ょ うに 考え て お いで の 事 と 
思 つ て いた 。 我々 の トキ ツ ホ ル モ ン は ポリ サッ カラ イド と し て 分 離 出 来 な いし , 精製 トキ ッ ホ ル モ ン 
は モー リッ シ 反 応 陰 太 で ある 。 従 つて 物質 と し は 全く 別個 の も の で ある が 絵 原 氏 拓 原 中 に トキ ッ ホ シル 
モン が 含ま れ て 來 る 可能 性 は 多い 。 し か し われ われ と し て は ょ 。 ト キッ ホル モン が 所 六 原 性 を 有する と 


は 考え て いな い 。 





A. 吉田 肉腫 発育 経過 中 の 桜 琶 代謝 RATE, LH, 高田 健三 , 


山田 常雄 < 名 古屋 大 学 環境 医学 研究 所 , 名 古屋 大 学 理学 部 生物 学 数 室 ) 
Nucleic acid metabolism during development of Yoshida sarcoma 
MOTOHIKO TOBIOKA, KAZUO UEOKA, KENZO TAKADA, 
TSENEO YAMADA. 


吉田 肉腫 に 於 ける R.N.A. 及び D N.A. ORFERUIR ERR SBC OOD HS SRB 
を 中 間 的 に 六 に 報告 する 。 
貨 験 方 法 。 大 時 尿 腹腔 内 に 吉田 肉腫 腫瘍 腹水 を 移植 第 2 Ak DIEB KT L, 一 部 を 乾 
燥 塗 抹 標本 と な し, Formalin 固定 後 Feulgen (F) 反 應 及び その 殖 照 , ic Toluidinblue 
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T) 染色 更 ら に Ribonuclease を 60°C 1 時 間 作用 後 同 染色 並び に その 封 照 と し て 蒸溜 水 に 浸 
し 同じ く 60°C 1 時 間 作 用 後 T 染色 を 行っ た 。 RACHA FRR し た 腹水 の R.N.A. OF 
を Schneider の 方 法 に より 抽出 定量 し , 一 方 その 腹水 1 WHOA EEK OFT L wR 
Giemsa 染色 標本 か ら 求 め た 触 瘍 細胞 の 有 桜 細胞 に 桂 す る 比 に 依り , 定量 に 使用 し た 由 水 中 の 
腫 場 細胞 敷 を 計算 し その 一 定 敷 (107 個 ) BTS R.N.A. を 算出 し て 義 育 経過 に 伴う R.N.A. 
の 増減 を 比較 し , 之 を 上 記 塗 抹 諾 染色 標本 所 見 と 比較 概 討 し た も る の で ある 。 

Toluidinblue 染色 所 見 。 腫瘍 腹水 接種 後 第 5 ARI, MIRA CIES ICM A 

ORT ED, 経過 と 共に 要 と 細胞 質 及 び 細 胞 質 の 表層 が 極め て 漠然 と し て 細胞 質 融解 の 
度 が 甚 し く な り 時 に 多少 の 増減 を 見 る 。 之 等 は 注入 され た 隆 『 場 細胞 の 内 , 中 一 末期 の 細胞 が 更 
SCHIECE DARL CIT LR CHS4 う 。 第 6 日 , 時 に 第 7 日 目 頃 に な る と 飛躍 的 に 授 も 細胞 
質 の 形 も 明か と た なり 細胞 質 も 明瞭 に 染色 され 且つ 黒色 反 鷹 的 に 青紫 色 を 呈し 問 料 状 に 可 染 され 
細胞 質 の 多い 桜 側 の 中 央 に は 策 々 大 きく 薄く 染まる 題 粒状 の 変 白 が 或 程度 の 敷 見 られ る 。 第 7 
日 以後 一 旦 多少 色調 お 薄く な り 次 いで 経過 と 共に 個 骨 に ょ より 更 ら に 瀬 増 又 は 添 減 を な し 一 定 し 
な い が 時 に は 之 を 繰返し 死に 到 る 。 T 染色 で よく 染まる 時 は Giemsa 染色 に 於 ける 明 庭 部 に 
一 致す る 場所 が や は り 本 染色 で 明る く 薄 く 染 色 さ れる 。 末期 の 細胞 は T 染色 で 桜 の 境 も 不明 
典 と な り 殊 に 細胞 質 は 非常 に 貴 と な り 潮 状 と な り 細 胞 質 表 層 が 不明 瞭 と な る 。 之 等 は 緒 性 崩 
像 と 考え られ る 。 細胞 分 像 時 は 桜 は 極め て 員 染 し 細胞 質 は 全 期 を 通じ 員 さ を 増し 幾 分 異色 反 鷹 
CREMES, Milo T. 超 生 穏 染色 で は 紫色 を 早 す る Rosette を 形成 し 
NIINFRONMEHHT S. NER 6, 7 日 目 の 細 胞 質 の 最も よく 染色 され る 頃 に 最 
も 明瞭 に 且つ 展 々 見 られ る が その 前 後 或 は それ 以外 の 時 期 で る 散見 され る 。Ribonuclease FE 
FARO T. 染色 で は 細胞 質 は 殆 ん ど 陰 性 で ちあ る 。 そ れ 故 細胞 質 の T. 染色 性 は 主として R.N.A. 
に よる と 征 断 する 。 桜 小幅 る 程度 の 差 よ ある が 底 折 となり 染 ま ら な いと と が 多い 。 之 より 根 小 
#% RNA. を 含む と と が 明か で ある 。 以 上 の 所 見 か ら 次 の 事 が 云 へ る 。 即ち 移植 後 第 4 日 頃 

は R N.A. が 少く 第 6 若 し く 日 目 頃 に 非常 に 多く な り 以 後 は 滞 減 する が 末期 に 多少 の 
比 動 を 示す と と が ある 。 

R.N.A. の 定量 。Schneider の 定量 法 に ょ る と R.N.A. の 量 は 第 5 日 目 頃 に 非常 多く 以 
後日 を 追っ て 減少 し て 行く 。 腹 水 の 液状 部 及び 正常 腹水 に 於 て は R N.A. の 量 は 極め て 少く 最 
小 可 測 値 て 腹水 1cc に つき 147) に 知 に 達し な い , 之 に 反し て 肉腫 細胞 に は その 量 は 大 で 移植 
RORMC Lo CBEFS. 1 WEBI I 個 中 の R.N.A. の P Bit 

第 5 日 第 6 日 第 7 日 第 9 日 第 10 日 第 1 日 第 15 昌 
N. 288 2.07 2.37 0.77 1.37 
N. 297 2.47 1.77 0.67 
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上 記 T 染色 を 定量 の 結果 と 比較 する と 第 . 5 一 7 日 目 頃 の 間 に 極 大 値 を 示し 以後 滞 減 する 貴 
に 於 て 雨 者 は 一 致す る 。 但 し 末期 の 染色 所 見 に よる と 死 直前 で 再び 濃度 を 増す に も 拘ら まず その 
FEO FARIS HR し 雨 者 が 一 致し な い 場 合 も ある 。 親 様 な 場合 細胞 質 が 一 様 に 濃く 染まる か 或 
ぃ は 答 太 い 織 維 様 と な D Ml OBMETH RE Ae LT SHH BB Seo 

Feulgen 反 應 。 桜 に 於 て は 常に 明らか に 陽性 で ある が 圭 照 で は 要 は 全く 反 應 し な い 。 細 物 


4 


HTRFSOHEBHETHOF AR ARE VRBENRT. ZEHMRERTR SI OH 
FERPIEIBRHEH ROBE ICL FRA BKME EI TF E15 D.N.A. が 細胞 質 の 中 区 存在 
する と 云う 何ら の 訟 搬 が 認め られ だ や い 。 

Feulgen 反 應 で は 桜の 染色 程度 は 全 経過 を 通じ て 目立っ た 差 は な い 。 B/E EN 
く 抜け て 見 える る の も ある 。 第 6-7 日 目 の 極 期 で は 桜 小 醒 も る 明らか に 白く 抜け て 見 える 。3 
場合 に より 桜 小 騰 の 周 園 及 び 桜 膜 に 近く 滞 募 仁 に 機 分 妃 く 染まる 時 も る ある 。 細胞質 内 に ある 根 
の 断片 は 勿論 F. 反 座 陽 性 で ある が それ 以外 に 細胞質 内 に F. BEHRENS & 


が な い 。 





25. 吉田 腫瘍 の 母 細胞 並 に 腫瘍 原 の 探求 


1. 表 腔 上 皮 母 地 に 於 ける ribo 及び desoxy-ribo 核 柄 並 に を の 分 解 産 物 の 
MR 2 ビ g ニ ン 来 色 に よる 腫瘍 細胞 の 特殊 題 粒 3. WIRE LRA Ate 
に 於 ける 超 生 赤 察 及び 中 性 赤 題 粒 の X 線 感受 性 
浜崎 幸雄 , 佐藤 次 郎 , 永野 司 一 C 剛 山大 学 医学 部 病理 学 数 室 う 
Researches on the mother cell of Yoshida’s tumor and on its 
carcinogenic factors. YUKIO HAMAZAKI, JIRO SATO, SHIICHI NAGANO. 


‘19482 OR ESE OM LAGE FRAME RATS LOREEN. KHORRRENS 

敷 で も っ て 受け 入れ られ た が , BHME-ORHAAMIGCH oT, MEKOMMBLABOMA 
に は 一 致し な い 彼 が 目立つ ぽか り で な く , 他方 髄 腔 上 皮 腫 の 性 汰 に 合致 する 所 見 が 多々 あげ ら 
れる 。 そ と で 営 分 腫瘍 の 性 格 が 決定 され る まで 吉田 腫瘍 と 呼ぶ の が 最も 適 常 で あり 双 腫 瘍 光 の 
常 道 で ある と と を 絹 調 し た 。 表 現在 まで に 我々 の 研究 し た 成績 は 勿論 吉田 雪 授 及び 安田 教授 
の 下 で な され た 研究 成績 を 重 括 し て 本 腫瘍 肉腫 の 性 質 に 一 致し な い 勲 及 び 角 腔 上 皮 腫 の 性 湊 
合致 する 息 に 分 け て 逐一 諭 逃し 最後 に 腫瘍 原 に 開 す る 見 と うし に つい て 言及 し た い 。 KICH 
す 事 項 に つい て 順 次 記 逃 する 。 


I. 単 球 性 肉腫 説 に 反する 所 見 1.。 オキ シダ ゲー せ ゼ , ペル オキ シダ ー ゼ (一 ) 2. 遊走 性 及 信 喰 性 CT) 
3. 嗜 銀 線 継 形成 て 一 ) 4. 腫瘍 細胞 と 単 球 と は 括 抗 的 に 消長 する 5. 例外 の な い リ ン パ 道 に よる 
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連続 性 増殖 6. 骨 税 ・ 腫 臓 に 親和 性 を 有 し な い 7. 肉腫 で 腹水 腫瘍 を 形成 し た 報告 な し 8. X 
PURSE Lu 9. KREIDE 
単 球 性 肉 歴 説 の 論拠 1. 中 性 赤 (アゲ ー ル ) ARE 2. 核 の 多 形 性 

・ 体腔 皮 肛 説 に 反する 所 見 

. 体腔 上 皮 腫 説 の 論拠 a. 臨床 所 見 て 人 体 ) 1. mite Mik 2. 又 線 感受 性 に 乏しい 3. MER Ar 
BR 4. 血行 性 中 隔 韓 位 一) b. 病理 租 織 所 見 Chat) 1. Bu, BAER AE 
2. 歴 瘍 細胞 は 医 合 線形 成す る 3. BEE O MEYER C1) BM ITEIRO MEE BT C2) 
核 側 婚 色 圏 の 発現 (3) Ty-rEik て 中 性 赤 ) の 発現 (4) 7 ポ 核 酸類 粒 の 移行 OG) デ ソ キシ 
リポ 核 隔 系 頸 粒 の 移行 (6) 7 ポ 核 本 腹腔 内 連続 注射 4. 腹水 癌 て 沙 沢 ) と の 比較 

Il. 肉腫 に 反する 所 見 。 本 腫瘍 の 肉腫 設 は 結局 母 細胞 が 曹 球 で ある と 云う 考え に 基づく も の 
で ある が , 四球 の 特性 の 過 企 敷 は 周知 の 如く 吉田 教授 自身 に ょ っ て 否定 され て お る 。 fey, HR 
が 肉 独 細 胞 化 する 場合 に は 之 等 の 特性 が 失わ れる と と が ある と は 云 へ 此 の 所 見 が 決し て 単 球 謗 
に プラ テス する 人 性質 で は あり 得 な い 。 

I の 事項 中 (4) (5) (6) は 本 腫瘍 研究 者 の 凡 て が 承知 し て いる 重要 な と と で ある が , i] 
に 不思議 ぶら れ て いな い 。(9) 桜 例 嫌 色 陣 が 本 腫瘍 細胞 の 多 敷 に ちら われ る 。 之 は 中 性 赤 CT 
Yor) WOKE D She LA Giemsa 標本 で の 細胞 公 別 の 質 際 に 役立つ 。 然るに 晶 球 に 
は 決し て 之 が 現れ な い の で リン パ 性 並 人 に 骨 丹 性 細胞 と の 鑑別 踏 と な る と と は 周知 の 事 で ある 。 

JI は 吉田 教授 が 軍 球 母 細胞 読 を な す 最大 の MR CHS. PLEA AE ES HER CA 
WIC FSGS SRHETH So Hf LP PERIZ TE oc FLO MACs WT LE 
うま で も る ない 。 MRO RMIT OM rnit Do CHB EME CLA 
WRCHS,. BROT VY E=THCH oC UD TH EL SH HK EIBRONNT 2 So 
Kofi rue CHK LAICHAT 2. AICHOBMER X 線 200~ 
600r. 照射 を 行う と 著 明 に 現れ 旦 照 射 後 12 時 間 を 経る と 大 部 分 の 頼 粒 は 消失 する 。 然 る 腫瘍 
細胞 の 中 性 赤 患 粒 は 健常 生活 細胞 中 の 常 在 有形 物 で あっ て 概 膜 , 要 小 障 以 外 に 認め 得る 唯一 の 
HEAR CH So VEO BRUTE ICE S Hr MICA CHEE TIER FT So HERE I TT > 
CBEST 4 LOK PA GE a zw. AXHRSNT Ko TEMELA U. {A 24 時 間 
以上 を 経過 し て 原形 質 一 般 の 畿 性 が 現れ る LIKE OFG 消失 が 起 る が 何れ の 場合 に 
於 て る 容 泡 化す る と と は た ない 。 特筆 すべ き と と は 腫瘍 の 移植 を 受け た 白 最 腹膜 難 膜 細胞 及び り 
ボ 概 酸 の 連 績 注射 を 施さ れ た 司 細胞 の 風 瘍 性 増殖 に 常 っ て 先 づ 桜 周 に 散在 性 に 中 性 赤 天 粒 が 現 
和 れ 要 が 選 在 する に 及 ん で 桜 側 に 花 胸 が 明か に 認め られ る 事 で ある 。 

BEOSPHERHFHRBCHEL し いと 同時 に 中 及 葉 性 悪性 腫瘍 細胞 * 近 し ば し ば 現れ る 特徴 で ある 。 
濱崎 は 4 例 の 腹膜 環 腔 上 皮 腫 を 経験 し た が いづ れ も る 桜の 多 形 性 を 示し 手袋 形 , 碁盤 の 定形 や 吉 
田 教授 の 興味 を 若い た 環状 形 を も 示し た 。 





II. 次 に 醒 腔 上 皮 腫 近 反 する 所 見 が ある か 白紙 の 立場 で 反省 し て みる と , と れ と 云っ 大 事項 
は あげ られ な We 

IV. 肝 腔 上 友 腫 に 合致 する 所 見 。 了 臨床 所 見 と し て 列 塁 し た (1) TE (4) OF SFR RU 
リ シバ 道 に よる 連 績 性 増殖 を 起 し て 血行 性 如 隔 韓 移 を 起 さ な いと と は 骨 腔 上 皮 腫 の 特徴 で ある 
と 同時 に 肉腫 に 合致 し な い 性 質 で ある 。 

我 こ の 最も 重要 富 し 且 本 問題 解決 の 鍵 と な る も の は 病理 組織 的 所 見 で ある 。 先 づ 腹 腔 内 に 移 
植 を 受け た 選 の 李 膜 細胞 は 時 日 の 経過 と 共に 自律 往 無 制限 に 増殖 し , 腫瘍 細胞 と 治 長 を 共に 
So 卓球 は 之 に 反し 放 瘍 細胞 と は 括 抗 的 に 消長 する と と を 強調 し た い 。1949 年 安田 , 長谷 川 等 
は 無 細 肥 隙間 腹水 移植 に 際 し て 桜 小骨 を 有 し 非 喰 性 細胞 の 出現 に 注意 を 搬 っ た 。 我 え は 肝 坦 移 
HR 2-3 日 た つと 握 膜 細胞 桜の 桜 小 想 が 腫 大 する と 共に 滞 克 下記 の 如く 腫瘍 細胞 に 移行 する 
の を 見 た 。 今 回 は 特に 研究 方 法 に 意 を 用 い 腹 冊 の 刀 妨 に ょ る 擦 過 法 及び 付 貼 法 を 案 出 し て 問題 
E—-BICPIRG Se EBMMRCL FS. MB Ie ME eS ECE SR 
iP EAT CHR SER EL THE F ST ERR. ZICRHA SHAW CHIME LY 3 SE 
L< BBE. PRS ICMR 3-4 ADRIEG OH DS SBICH Kan, 又 肝 又は 肺 
BRHE [OWT] CH MHLOHTASTF LIA EHRoEH CH or E EL MSN SG, 
SMES ONE EE, 三角 形 , BABe SL OHR OF 1/3 に 縮小 し て いる 
が 細胞 の 厚 さ eH LBS A> SIBICIE SA I BER OB RAH LUO CHTROLIES Alto 
て くる 。 Hr DIOR In OK Rb ZOMG) ROHR CB BCS o tH 
Hi 3-4 HEÄCH ON 2. PER EO RAIA BOB Ach ÄN 3 BE 
ee 
MEOoHAMBELLTI SIR OEN CHE Le, ZEV ER IVT-E REN 
の も る と に チオ ニン 又は ピロ ニン ・ メ チー ル グ リ ー ン 染色 を 行う の で ある が , RiCHHixL) KH 
酸 と デ ソ キシ リボ 桜 酸 の 染め 分 けが 明か で ある と と か ら 有 利 で ある 。 恨 の 正常 細胞 及び 諸 種 の 
ee Fy FA SAIS ERIC Y BEREICH FLORA U CAB 

ZORRO, 殊 に 覧 純 冶 の それ 中 酷似 し 肉腫 と は 性 格 を 異 に し て 


いる 。 お く FREE ET Aizo tc) RRMA IL CHM ICL, 
PUSHER MANCH TAB EFC AO FEB a He LB ICM A OBER EAB 
LW. WEA AT LIS Hips PREC SZC BD DAI. MGTEBIRZO + Y AKT る 認 
め ら れ な い 。 唯 リボ 概 酸 ウー ダ の 溶液 を 忌 の 腹腔 内 に 注入 し た 時 に は 類似 の 織 化 が 起 る 。 と の 


事 買 は 非常 に 示唆 に と も 所 見 で あっ て 後 述 べ る 腫瘍 原 の 問 題 に か らん で くる 。 
デッキ ン リ ボ 朱 酸 系 の 物質 は 移植 克 疹 が 最も 艇 育 叶 旗 で 上 外 胞 放 細胞 に 盛ん に 移行 す 
る 時 期 に 現れ , BORA, 次 で 概 周 の 原形 質 中 に ケト エ ノ メ 物質 が 現れ る 。 フォイル ゲン 陽 
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PERLE) > TER EEE L TÄN S, ZEHRULENIC RICKS tS 
NAEFYEUVRBROHHTHLTVE. ÄTONWBERIFOR: SLT AHA KER 
HOMARASIRBRAIC 出現 する と と は な い 。 ELBOBECHATT ZEREL FARO 
Virus の 存在 を 示唆 する も の で ある 。 即ち 我々 は 本 腫瘍 細胞 が 最も 生活 力 吐 盛 な 時 期 に フォ イ 
LEY EME ART EBACE DP SMOMBMA Virus で あろ うと 云 う 読 を 理論 的 に 主 紀 


し た い 。 但 Virus な る 板 念 は 近 時 著しく 振 大 人 せ ら れ た が 我々 は 此 の 際 席 義 の Virus Ei Pro- 
virus 更に 一 定 の 桜 酸 複 合 購 を も 含 装 し め る も る の で ある 。 

Caspersson (192-1947) の 研究 に 従え ば 細胞 の KHFRR Boch Et (Nucleolus 
associated chromatin) に よっ て 調節 せら れ て いる が 性 場 細胞 で は 此 の 調節 作用 が 失わ れ て 
無 制 眼 に 蛋白 合成 が 起 る と と が 特有 で ある と 嘉 う 。 細胞 質 の 息 白 合成 に は リボ 桜 酸 の 合成 が 先 
行 す る る の で ある が Parsons & Barkers (1947) ) に よれ ば リボ 桜 酸 の 4 種 の ヌクレオチド の 
うち グ ア プア ニー メア 酸 と アデ ニー ル 酸 は 細胞 夫 殖 を 抑制 し ウリ ヂ ー ア 酸 は 促進 する 作用 が ある 。 と 
の 括 抗 作用 に ょ っ て 正常 組織 の 増殖 が 調節 さん て いる の で ある が , 義 韻 物質 等 の 侵襲 に ょ っ て 
桜 酸 代謝 礎 旭 が 起 り 増殖 促進 物質 が 多量 に 生産 され る と と が 義 冶 の 初期 因子 に な る で あろ う 。 
然 も ヌクレオチド は 王 散 性 が 強い た め 隣 接 細 胞 に 侵入 し て と で 更に 同様 の 要 馬 代 譲 障 姓 を 
し 腫瘍 が 形成 せら れる と 云 う 。 狭義 の Virus ぇ の 探求 と し て は 腹水 の 高速 遠 沈 の 上 澄 , 硫化 
水素 に よろ 死 減 細胞 , 腹水 の 低 臣 間 燥 物 等 の 接種 を 行っ た が 未だ 移植 に 成功 し た い 。 然 る に 
ボ 桜 酸 ウ クー ダ の 溶液 を 注射 する と 胞 は 有 締 分 像 で さか ん に 増殖 し 近 過 する と 膜 状 に 市 離 
し 原形 質 内 に は 明 に リボ 桜 酸 粒 を 現 わ し て 腫瘍 細胞 に 類似 し た も る の が 得 ら れ , 注射 を 1 ヶ月 
連 績 し た も る の で は 良性 の 租 只 上 皮 星 の 様相 を 呈し て くる 。 之 が 暑 性 化す る か 佑 か は 別 と し て 新 
様 な 増殖 が 起 る 事 質 は 桜 酸 異 常 代謝 読 に 有利 な 現象 で ある 。 

fim. TAS Se BMA NARROWER PARAMS NMA COW RRM 
明 法 Giemsa 染色 等 を 行っ て , KRETA ER LEE BET FAT LEE 
認 し た 。 腫 瘍 細胞 と 晶 球 と は 形態 的 に 多 a eee HERO IGA L a 
抗 的 に 現れ , HERD» 5 GANIC TS SIRT HON. 従っ て 1948 HARBOE CR 
せら れ た | 吉田 肉腫 ] た る 名 移 は 再審 議 を 要する も る の と 認め る 。 


Pt 講 
PRHB: この ょ うな 高飛車 な 意見 を 述べ る の も どう か と 思う が , EHRNMERHML-ISTS SO 
FAC, ARMM DAR LIE LC, 正常 綱 胞 の 悪性 化 が 行 は れる と 云う こと と を , 純 形 到 学 前 研究 の 
み で 証明 する と と は 不可 能 で ある と 思う 。 Wal “BR” な る も の の 証明 に つい て も 同様 の と と が 去 
へ る 。 落し 強引 に や れ ば , 水 掛け 論 に な る 計り で ある 。 

と れ は , COLTER LOMBRKSL DL AMM» O7HL, その 分 離し た も の で 肉腫 が 出來 る 
と 云う 実験 的 証明 を 必要 と する 。 
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吉田 富 三 : 吉田 肉腫 の 母 細 胞 は , 我々 は 従来 逃 べ て いる 様 な 理由 に ょ より 単 球 と 孝 え て いる 。 併 し と 
ar, 単 球 か ら と れ と 同じ 了 肉腫 を 実験 的 に 作る と と に 成功 する まで は 。 確実 と は いえ な い 。 KOCH 
沖 胞 を 種々 の 観点 か ら 研 究 し て いた だ ける こと と は 個人 と し て は 感謝 に 堪 え な い 。" 併 し 御 説 の 本 に 之 を 
Serosa-deckzellen か ら 出 た も の と する と と に は 稚 成 で きま せん 。 注 者 の 観察 方 法 は , Blicke 
を 混同 し て いる と 思う 。 瀬 胞 を 移 丁 し て 腫瘍 の で きた 動物 で , Deckzellen の 移 殖 を 見 た と いつ て も 。 
それ は 坪 渦 胞 の 証明 に は な ら な い 。 先 つづ 無 細胞 移 視 が で きる こと を 証明 し て , それ が Deckzellen か 
ら で る と いう と と を 見 る 必要 が ある 。 現在 の 標本 で は Deckzellen と 了 肉 原 細胞 が 混在 し て いる に すぎ 
Truro 問題 は 移 視 か 新生 か に ある の で , MA wr MSHI I WE Fs — OP MACH 230 
太田 邦夫 : (1) 演題 8 番 星 野 の 研究 の 場合 , 人 の 腹腔 被 護 皮 も 極め て 多 型 を 星 す る も の で ある か 
ら , RICKS, ie Pix a EO HPA TI SCLEPVATTHH ALE SRW. (2X, 
中 原 所 長 宛 に 御 和 送付 いた だ いた 標本 中 で も , 吉田 肉腫 細胞 と , RAM LOMic, BREN MRBTT 
ょ り は 飛躍 的 の 差 が ある と と, 特に 核 に 差異 が いち ちる し いこ と か ら , 両 種 の 細胞 を 同系 統 に 置く と 
と は 誤り だ と 考え る 。 
RATE: 我々 は 腫瘍 細胞 の 大 部 分 の も ゃ の に 於 て 細胞 質 に Feulgen 反応 が 陰性 で 対 条 で も 駐 陰 性 
で ある 。 駐 時 に Feulgen 反応 が 極 く 弦 ぃ 浦 葛 性 の 反応 を 示す 叶 に は , その 対照 標本 に も 文 同じ 程度 
に 瀬 夢 性 に 発色 ある の で 此 の 場合 は D.N.A. が 細胞 質 に ある と 球 う 積極 的 な 証明 に は な ら な い 。 若 
細胞 質 内 に D.N.A. OF AS S225 757%ıc Desoxyribonuclease を 作用 きせ て 薄 色 し な い 
事 を 云 は ね ば な ら ぬ 。 
釜 洞 本 太郎 : EMBO WEHEN zZSCchktyc Az 2, 一 般 に 六 性 の も の ょ り 和 肉腫 の 方 が 明 貯 に 値 が 
高い こと が わか り ま す 。 吉田 移 梓 腫瘍 の 値 は , 肉 原 と し て 最高 の も ゃ の を 示し て いる 。 ak, YO 
FR, 在 來 の 概念 に 従 つ た 肉腫 と 考え る 一 葬 と な る も の と 信じ ます 。 


山田 英智 : 吉田 肉 放 細 胸 の 無数 忠 新鮮 概 本 の 位相 差 顕微 鏡 堂 に SRT PRT ic k SMB COW TH 
べた 。 
浜崎 幸雄 : 中 原 民 へ の 答 。 MBB AO I © me SEN C3 LW % OT schrankenlos, 


zwecklos, autonomes Wachstum を 示し て いる 。 之 を 腫 場 で な いと 球 う と と は , 事実 を 曲解 す 


も の で あろ 2 う 。 

Virus を 阪 り 出す と 云う こと は 各所 で 試み られ た が 多く は 不 成 功 に 終 つ て いる 。 併 し 近 來 の pro- 
virus や 核酸 複合 体 と Virus の 移り 行き が ある と 坪 う 考え を 思い 合 す と 吉田 腫 瘍 齋 は 何 か 特 別 な 形 
で 存する も の で な いか と 考え られ る 。 MACHRRAHANTONME SD. 

i 田 ENDE 4, BONES TER DNB. TOABKITREL NET HeHT 
HENS POLE cS Le BER 2S I i te OD ASM ic te D THEMES SRE MTEL ROCHSo 

Kiger LRsOaMMOMBOr tL choot Virus 性 乃至 核酸 捉 合 体 に よ つ て 起 る 腫瘍 
に は 添加 増殖 が あつ て よい 。 と と に と の 州 瘍 細胞 の 原形 質 内 に は 重合 性 の デ ッ ォ キシ リボ 核酸 が ある 
の で ある か ら , Virus, Provirus の 存在 は 理論 的 に 決定 で きる 。 

AM BADK, AMD ty & MAW D EK ic EINK IC BFF AD VD PRICK (=O FTA METS V, MH 
球 読 で は 仁 の 由 浴 が 全く 不明 で ある 。 

飛 岡 君 へ の 答 。 同 君 の 示説 林 本 の 説明 で は 呈 人 色 し た 原形 質 を も 核 で ある と 誤認 し て いた が , ROW 
示 に ょ つて 原形 質 に 効 陽性 で ある と 訂正 し た 。 デ ッ キ シリ ボ ヌ ク レア ー ゼ は 是 本 に な い の で 使用 し な 
い が , 現代 核酸 化学 の 精 論 し た と と ろ で は Feulgen (+) の も の は デ ッ オ キシ リボ ポ 核 王 で ある と 決定 
し て 誤り ない 。 

釜 洞 君 へ の 符 。 解 糖 作 用 が Sarkom の も の に 近い と 云 つて も , 体腔 上 度 腫 の 解 糖 作用 が ょ くわ か 
OTrRrO CHR zone 
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山田 君 へ 。 立派 な 写真 を 見 せ て いた だ いて 有り 難 う 。 核 側 に 頸 粒 が ある と と は 昨年 血液 学会 で 発表 
し た 。 そ し て 之 が 中 性 赤 天 粒 に 相当 する 。 単 球 の 頸 粒 は 超 染 又は アン モニ ュー ム ュ 拘 に つけ る と 初め て 





26. メチ ー ル オレ ンチ ヂ を 興 え た ダイ コク ネズ ミ 肝 の 色素 及び 
バ パター イエ ロー を アン トラ = を ル 酸 と 共和 奥 えた 


ダイ コク ネズ ミ 肝 の 結合 色素 an # 
Determination of bound azo dyes in the liver of rats fed 
p-dimethylamineazobenzene with anthranilic acid, and the presence 
and absence of bouud azo dyes in the liver of rats fed 


p-aminoazobenzene and methylorange. KIYOSHI MIZOGUCHI 
(The ist Pathological Institute, Medical School, Osaka University) 


Anthranilic acid showed in Masayama and others’ experiments an inhibiting 
effect on the carcinogenesis induced by p-dimethylamino-azobenzene in the liver of 
rats. I expected that this compound might bring about the reduction of the amount 
of the bound azo dyes in the liver of rats, which were supposed by Miller and 
Miller to play a significant role in carcinogenesis of p-dimethylaminoazobenzene. 
At the same time, I wanted to examine whether or not p-aminoazobenzene and 
methylorange, both of which are believed to have no carcinogenic capacity in 
rats, are bound to the liver protein. 

Materials and Methods. Albino rats weighing from 100 to 140 gm. were used 
in each case. 0.06 per cent of p-dimethylaminoazobenzene and 0.5 per cent of 
anthranilic acid, dissolved in soy-bean oil, were added to the basal diet which 
consisted of pop corn powder. 0.1 per cent of p-aminoazobenzene in soy-bean oil 
and 0.1 per cent of methylorange in ethanol were added each to the basal diet. 
Animals were fed with p-dimethylaminoazobenzene during 120 days. P-aminoazoben- 
zene was fed to animals forty days and methylorange was fed over 180 days. 

Millers’ method was used in the determination of the bound dyes. 

Free methylorange is not dissolved in ether and petroleum ether. I examined 
the natures of the compound and found that it was extracted by ethanolic ethyl 
ether by Millers’ procedures. Nearly 100 per cent of added methylorange in 
ethanolic KOH was recovered. Petroleum ether, however, did not extract the dye. 

Methylorange in acid ethanol presented orange red color and gave an absorption 
maximum at 510 mv and obeyed Lambert-Beer’s law.. I believe that any dye which 
might be bound to the liver protein of rats fed methylorange and closely related 
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リ 
to the original dye would be liberated and extracted by Millers’ procedures. 


Results. 1. The amount of the bound azo dyes in the case of feeding p- 
dimethylaminoazobenzene and anthranilic acid was estimated and compared with 
the results obtained by Taki and Miyaji in the experiments in the same period. 
In the latter case rats were fed only with p-dimethylaminoazobenzene. In my 
case it was found that times necessary to reach a maximum amount of the bound 
dyes were prolonged to about 12 weeks. Only 5 week were necessary when rats 


were fed only with the dye. 

2. .P-aminoazobenzene was found to be bound to the liver protein of rats in a 
small amount. Liberated bound dyes in acid ethanol were found to have an 
absorption maximum at 500 mz. The wave length corresponds to that at which 


free p-aminoazobenzene gives the maximum absorption. 

3. In the case of feeding methylorange, absorption of the extract from hydroly- 
sate of the liver protein showed only the same natures as those given by the 
extract of the liver protein of rats fed no dyes. The absorption gave no peak in 
the wave length between 450 and 560 mx. The value of extinction of the extract 
did not reach any appreciable level. From these facts I came to the conclusion 
that methylorange was not bound to the liver protein of rats. 

Conclusions. 1. Anthranilic acid reduced the amount of the bound azo dyes. 
If it is true that the combination of the dyes with the liver protein is significant 
in the mechanism of carcinogenesis induced by p-dimethylaminoazobenzene, the 
inhibiting effect of anthranilic acid may be explained by the reduction of the 
bound azodyes. It is only my concern that the experiments could not be performed 
over 200 and more days. 

2. Azo dyes which are believed to have no carcinogenic capacity may be 
divided in two groups. The first group may include such dyes as p-aminoazoben- 
zene which are even to a small amount bound with the liver protein. Such dyes . 
which produce no combination with the liver protein as methylorange may be 
lined up in the second group. Compounds of the first group may be thought to 
exhibit carcinogenic capacity in a long course of feeding to animals, if the com- 
bination of dyes with the liver protein is truely essential for the carcinogenicity 


of dyes. ‘ 


附 = 

ERBE: 肝 以 外 の 臓器 に 於 て は 灯 合 色素 は つく ら な いか 。 成績 あら ば 伺い た し 。 

zn 清 : 著者 の 実施 せる は 肝 和 尾 白 のみ で ある 。 他 の 騰 器 に つい て は Miller 夫妻 の 研究 を 
られ た Lo 








27. 肝 切 庁 に お ける 発光 性 アゾ 色素 の 分 解 と 結合 
色素 量 に つい て KB 
Decomposition of p-dimethylaminoazobenzene by surviving 
liver slices of rat and bound azo dyes in liver. (I) 


KAZUC KAWAI (Pathological Institute, Osaka University, 
Medical School.) 


Hashimoto, Sato, Stevenson, Kurokawa and others found split products of 
carcinogenic azo dyes in the urine of animals fed with the dyes. Baumann and 
his co-workers noted that p-dimethylaminoazobenzene was demethylated and 
bound azo dyes were found in liver. The carcinogenic activity of the azo dye is 
closely linked with its metabolism and with the effects of the resulting metabolic 
products on the host. 

Carcinogenic azo dyes were, therefore, broken down with the aid of surviving 
liver slices, and we could confirm Sato’s results. 

Experimental method: The rat liver was transfused with Ringer solution and 
cut to slices. 1.5g. of them were suspended in 60 cc of Ringer solution saturated 
with p-dimethylaminoazobenzene at 37.5°C, and shaken in Warburg’s water bath. 
After a certain minutes 2 cc of the solution was taken out, to which we added 1 cc 
of 25% hydrochloric acid. Then the coloration of this solution was estimated 
with an electrophotometer. 

We noted that the decomposition of the dyes took place not only by the liver 
slices, but also by those of the kidney. If we add riboflavin to this solution, the 
decomposition rate increases considerably. Likewise, if we feed rats with a diet 
containing 10% liver powder, or give them 10mg of pure riboflavin daily for 5 days, 
the liver shows higher tendency of decomposition than normal. | 

Table I 
Total Quantity of Decomposed Dye. (gammä) (39 minutes, per 1.5 gr of rat liver) 
Normal diet Protective diet 


Shaken without Shaken with Riboflavin diet Liver powder 
riboflavin riboflavin 10 mg per day diet (10%) 
52.06 59.87 68.02 65.42 
50.14 64.19 
61.32 
We measured also the decomposition power of the liver of rats fed with 0.06% 
of p-dimethylamineazobenzene, and found that it was remarkably lower than nor- 


mal, and was lowest on the 7th day of the administration, and it gradually rose 


again. (See Fig. 1) 
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Quantıtyof Decomposed Dye 
by Rat Liver fed with 006 % DAB 


(30minutes,perig liver) 


Shaken with 
ン ee Ribof lavin 
~ 
=e e 


1 4 1 


2 





So far as my experiment concerns, the so-called bound dye was not contained 
in the slices of normal rat liver, which were shaken in the p-dimethylaminoazoben- 


zene solution. 
Table II 
Estimation of bound dye (Extinction) 


Normal liver slices 
Shaken in Ringer solution 


0.0211 
0.0155 


Shaken in DAB solution 
0.0177 
0.0189 
0.0144 


(After Miller’s method) 
By the way, neither homogenated liver nor the slices shaken in the solution 
containing hydrochloric acid or potassium cyanide, can not break down the dye. 
From these results we can conclude (a) that the breakdown of p-dimethylamino- 
azobenzene occurs not merely in the liver, but also elsewhere in the body, for 
example kidney, and (b) that the decomposition may also. be due to the direct 
splitting of the azo linkage, and riboflavin plays an important role in this reaction. 
If our assumption is correct, riboflavin can be protective by promoting the 
.breakdown of the dye and thus preventing the liver from keeping enough quan- 


tity of the dye to produce cancer. 


tO 

RBS: 1. 肝 超 生 切 片 と 同様 , BRAD ickotced, Butter yellow が 分 解 さ れる こと は 私 
が 既に 報告 し た と と が ある 。 2 PMRMEBKRL ETD, KCN を 添加 する と 分 解 は 殆ど と まる 。 印 
ち 分 解 は 細胞 の SETI L BPS 関係 が ある 様 で ある 。 3. 肝 組 織 に ょ る 分 解 能 は *Butter 
yellow -+Desoxychol 酸 ッ ウー ダ の medium CS 2 ekies5n3. 4 肝 切 片 の 分 解 能 は 自 孤 > 家 
RT, 発癌 の 難易 と 一 見 下行 する 様 に 見 える が , Butter yellow で 発癌 し に く ぃ 鳩 の 肝 で は , 分 解 
能 は 却 つ て 大 きい 。 従 て 分 解 能 の 犬 小 と 発癌 の 難易 と の 関係 は 一 概 に 云 を な いと 思う 。 
FARM: アゾ 色素 を 分 解す る 機能 は 栄養 乃至 食 錠 如 何 に ょ つて 影響 は きれ る が , それ は 必 ら ず し 
も 肝癌 の 生成 抑制 龍 と は 普 行 し な た い 。 と の 発疹 抑制 の メカ ニズム は , アジ 色素 分 解 能 を も 含む か る 知 
HERB, 決し て その 全部 で は な い 。 / 








実験 的 肝癌 発生 過程 に 診 け る ビタ ミン Bi の 組織 化学 久 表 EE 
The histochemical studies of vitamin B」 in the experimental 


hepatoma producing rat. MASAMI KUGA 
(Pathological Institute of Kyoto Prefectural Medical College) 


I confirmed by histochemical method that cancer tissue contains little vitamin 
B,, which fact was proved already by W. Nakahara with the biological method 
and by R. Masayama with the chemical method, and studied the periodical change 
of distribtion of vitamin B, in the liver and the other organs in the course of 
cancer production, and also quantitatively analysed chemicaly. I killed the rats 
periodicaly after giving 0.06% butter yellow-olive oil-rice, and examined whole B, 
and ester form of B, in the tissue, by the method of Araki, etc. The B, content 
in the body of rat changes from the season, especially showing latent avitaminosis 
insummer. Therefore I arranged to finish all experiments between December and 
January. I separated the variations of liver from the standpoint of B,-changes as 
follows: (1) Stage uf atrophy and degeneration of liver-cells, (2) Stage of relative 
obvious increase of interstitium, (3) Stage of liver-cirrhosis or obvious hypertrophy 
and increase of lubulus, (4) Stage of hepatoma. 

Histochemical results. Vitamin B, in the normai liver is mostly in ester form, 
and a little in free form. The free form in case’ of normal liver exists much in 
interstitium especially the surroundings of blood vessels, and also a little in 
lobulus, clearer contrast being seen when the specimens of whole B, with that of 
ester form are compared. My experiment showed no important changes through 
all stages, but in cancer, tissue percentage seems much against ester form. 

The ester form in case of normal liver exists much in lobulus and a little in 
interstitium, but changes according to the stages as follows; (1) Ist stage; it 
decreases at the circumference of lobulus when the fat deposition occur, and also- 
it decreases at the central part of lobulus when tfie atrophy and degeneration of 
liver cells take place, there being certainly a difference in the content of ester 
form among individual cells, and generally enlarged cells contain more B, (2) 2nd 


stage ;-there seems to be no variation on the amonnt of ester form in lobulus, but 
it increases in interstitium distinctly. One cannot distinguish the amount of ester 
form between interstitium and lobulus by sight. (3) 3rd stage which turns to 
liver-cirrhosis : there is greater amount of ester form in interstitium than that in 
lobulus, so that one can distinctly see lobulus here and there like an island because 
of such distribution of ester form. But it seems there is no variation on the 


absolute amount of ester form in lobulus, namely, as the ester form increases 
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in interstitium, it increases in the whole liver. When lobulus shows remarkable 
hypertrophy the ester form certainly increases here. When adenoma appears, the 
ester form suddenly decreases here. I confirmed that the range of ester form in 
liver is influenced by growth of the cells, namely the ester form increases 
distinctly at the part of lively growth as hypertrophy and increase of liver cells, 
and decreases at the part of atrophy and degeneration of cells. (4) 4th stage in 
which is produced cancer, shows a sudden decrease of the ester form. This 
is severer than in the case of adenoma. I found by microscope the remarkable 
fluorescence of individual cells at the part of non-cancer. From my experiment, 
it seems relatively to increase in interstitium of cancer and decrease in cancer 
cells, regardless of the kind of cancer. Generally there is no B, in necrotic tissue. 

2. Quantitative analysis. I confirmed the above mentioned histochemical 
transition by quantitative analysis. I found after the quantitative analysis by 
Fujita’s method, that the ester form increased little by little but free form has no 
distinct variation. When it is converted to’ester form in whole liver and considered 
against the weight of the body, the tendency of increase becomes more distinct. 
From the fact that in the body the liver is the organ which has greatest amount 
of B, next to the muscle, it seems that in this case in the other organ B, decreases 
more remarkabliy. To examine the amount of B, which enter the liver from 
outside on its way to cancer, I analysed after giving B,. The amount of entering 
B, was relatively less in 3rd stage. This fact seems to show that great deal of 
the burdened B, is going to other organs which have little B,. Certainly liver 
cells which are going on the way to produce cancer gather the vitamin B, into 
the liver from the other organs without influence on the burdened B,, and it only 
improves the general condition of living body, but directly it neither accelerates 
nor inhibits the cancerization. Because of this fact, I carried out a cancér produc- 
ing experiment giving B,, and found no difference between B, group and control 
as to cancer percentage. When one examines the quantitative analysis of cancer 
tissue and non-cancer tissue, it is necessary to seperate two tissues carefully. 
Results of my experiment are as follows; In cancer part, ester form 66.10% free 
form 39.40%, in non-cancer part, ester form 64.10% free form 94.30%. 

From the result of histochemical studies, it means that there is the necessity 
of B, for the sake of growth of the cells on the way to become cancer, that B, 
increases in the liver. But once cancer is produced, B, is not necessary for the 
increase of cells, because of the oxidation possibility of cancer tissue in anaerobic 
state. Moreover cancer cells fall into necrosis one after another. 
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29. 吉田 肉腫 の 発育 鶏卵 内 培養 に 就 て (予報 ) ・ 
山本 正伝 水 病 研究 所 ) WRER, 藤岡 小 太郎 〈 癌 研究 所 ) 
Cultivation of Yoshida sarcoma in developing hen's eggs. 
TADASHI YAMAMOTO, SHOZO SONE, KOTARO WARABIOKA. 

ZH EOHATVTEATIFEONEEIILL TEN VTEBHERR TS ZI AH, それ は 腫 
瘍 細胞 を 一 つの 感染 原 こ する 一 般 感 染 病 の 延長 と 見 られ な いで あろ うか 。 そ うな ら ば 感受 性 動 
物 の 骸 外 に 貴 瘍 細胞 を 取出 し , その 自律 性 , 増殖 性 , 更に は 組織 へ の 箱 和 性 等 を 検討 し よう と 試 
みる の が 自然 の よう に 思わ れる 。 幸 い 吉 田 肉腫 細胞 は 個々 の 腫瘍 細胞 が 所 詩 支 持 組織 な し に 腹 
水中 に 存在 し , 訂 も 可 成り 華 育 が 早い ょ うに 見 える 。 私 共 が 自然 抵抗 性 と か 欧 疫 性 と か で 表現 さ 
れる 所 諸 生 剛 反 應 を 殆 ん ど 示 さ な い 績 育 難 卵 内 で の 態度 を 概 討 し ょ うと 思い 立っ た 所 以 で ある 。 

$ 生育 鶏卵 内 の 何 庶 に 生 を える で あろ うか ? 管 て 金澤 等 (1946 ) KERLE (Ch-all (D), 
RIA CAll-c CID), 卵黄 姜 内 (Ys (V)) he Ro CHB LEHRTE, 各種 の 方 法 

( 其 の 手技 に 就 て は 俺 研 細 菌 學 宮 独 提要 改訂 版 人 て 載せ た ) で 常 法 に 従っ て 試み た 虚 , air 
腔 CEEBC (VD) £4¢ BLE CCh.al1. (VID, (1)) に 生 を る と と が 知れ た (第 1 表 )。 結論 
的 に 云え を ば, と の 肉腫 細胞 の 夫 殖 する 場所 は 中 朋 葉 性 組織 内 と いえ る の で は な か ろ うか 。 先 左 
者 Murphy (1912) が Rous Alf CHR LM LL ERTS. 

Sl1H# *& hw & # 





cd 接 FA: 

接種 方 法 | MBH | MA 
Ss 155. > RER. >& 
Ch-all. CID | 12x13 | 0,05~0,2 
Ch-all. cr) | 8 0.2 


| 
| 
Am-c, (ID | 12 0.1 ヽ 0.3 | 
| 
| 
| 


it | sem | mon Be ae FREU Oe A 





All-c. (III) | 10~12| 0,1~0,3 
Intrao,(IV)| 12 0.05~0,1 
Ys, (VI | 6~7 | 0.1205 














EEBC(VD | 8-13 | 0.1~0.3 | 11 ae 6HR (+) 


| 
| | | RIC Hu EB 











Ch-ail. | | 
粗 織 加 (VII)| 8-13 0.2 | | 35 BR: | lOHR C+) 
| | | | 詩 と し て Ca) | | 
カオ リン 加 7-11 0.2 | 16 - | , SHR C+) 
CVIID | | 詩 と を し て (る a) 16 十 7 是 三代 C 二 ) 


*C ) 内 は 本 文 参照 
“ri, AD 3,89 hyRRMBY — zZ (時 に ペニシリン 2 万 単位 /cc m) を 加え た 腹水 の 接種 胡 


唯 丁寧 に Burnet & Faris (1942) の 改良 法規 っ た ch-al1 (1) 法 で は , 之 が グ ヴィー ルス 
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の 生 菌 敷 の 測定 に 考 接 さ れ 先 考 出血 な どの 傷害 を 起 さ な い 方 法 で ある 久 か , 5 日 目 に 組織 學 的 
に 見 得 た 1 例 を 除き 腫 韻 は 見 出し 得 た か っ た の で ある 。 皮 下 肉腫 細胞 は 簡 旦 に 肉腫 を 作り 得る 
の は 何故 で あろ うか と 考え 其 の 條 件 を 索 め る と と に し た 。 

正常 テッ テ の 各種 臓器 ( 太 測 虹 , BER, 腸 間 膜 , ER, EL) の 切片 と 共に 接種 し て 見 た 席 , 
之 等 の 組織 が ch-all. 上 に 玖 わ れ て 其 の 中 に 肉腫 細胞 が 増殖 する の で は な いか と の 珠 想 i に 反 レ 
て , 組織 の 周 穫 に 寧ろ 卿 卵 の 中 及 葉 性 組織 内 に 風 瘍 が 出來 て 来 た の で ある 。 之 は 組織 の 定着 2 
日 後に 曖 水 を 接種 し て る 同様 で あり , 又 ラッ テ の 代り 人 に マウ ス の 組織 を 用 いて も 同様 で あっ た 。 

そ と で 外 豚 葉 性 上 皮 を 傷つけ て や れ ば よい の で は な いか と 考え , 砂 , 濾紙 片 , イ ンチ ヂ デ 粒子 。 
カオ リン な ど を 同時 に 試み た 虚 や は り 同 様 の 結果 で あり , も っ と 若い 8 日 卵 に 答 々 旬 暴 に 人 工 
無 室 を 作っ て や っ て も 成功 する と と を 知っ た 。 (ch.all. 1) 

之 等 を 組織 學 的 に 見 る と , 執 れ も 異物 が 機械 的 に か 化 學 的 に か 上 皮 を 傷害 し 魚 て ch.all 内 
に 取 込 ま れ て ゆく 様 に 見 られ る 。 此 の 際 注 目 す べき 所 見 と し て 此 の 外 腔 葉 性 上 皮 の 増殖 と 肥厚 
が ある が , その 意味 が Keogh (1936) の 様 な る の で ある か 否 か は 保留 し た い 。 AMON 
HEBEN. 腫瘍 は 中 肛 葉 性 組織 内 限局 され る こと な く 渦 潤し , 周 園 より の 細 
HEM SP 18 日 卵 以後 に 少し く 見 られ る 程度 で ある 。 密集 し て 増殖 し て いる 虚 で は , A 
用 細胞 が 互 に 連絡 する 様 に 見 を , 出血 創 が 見 られ る 。 カ オリ ン の 周 園 は 寧ろ 退行 襲 性 し , Mi 
の 周 導 部 に は 分 像 像 を みる 。 異 物 と し て 何れ が 適 党 か は 和 何 検討 すべ き 問 題 で ある 。 

§ MERE: 長く 織 代 後 此 の 肉腫 細胞 の 自律 性 を 血清 學 的 方 面 な ど よ り 追 宛 し た いと 考え 
て いた の で , 特に カオ リン で 移植 され た 肉腫 細胞 より の 織 代 を 試み た の で ある が , 二 代 目 以後 
が 初代 に 比較 し て 極め て 増殖 が 悪い の で 困惑 し た 。 経 2mm 許 り の 切片 と し て 移植 する の で あ 
る が , 敷 mm FF 10mm の 白色 の 腫瘍 が 出來 て も , 主 に は 繊維 左 細 胞 の 夫 殖 で あっ て 三代 
Hat 23 日 目 の 復元 試験 も 既に 50 日 に な る が 陰 任 と た っ て いる 。 組 織 學 的 に も る 猫 持 し た 肉腫 
組織 が 見 られ る 。 残念 で は ある が , 正常 テッ テ の 新鮮 血清 を 加え る 事 を 試み 出し て いる が , 3 
代目 迄 明らか な 分 裂 像 を 認 め , 2 代 13 日 の 復元 は 成功 し た 。 

以上 の 所 見 より 液 状 培地 へ の 方 向 が 見 出し 得 た いも の か と 考 接 中 で ある 。 





30. 吉田 肉腫 腹水 の 遠心 上 澄 並 に 上 浴 渡 過 実 験 に 就 て 
安田 龍夫 , 長谷 川 悠紀 夫 , 牧野 烈 女 C 大 阪 大 学 第 二 病理 学 数 室 ) 


Centrifugation and filtration experiments on Yoshida sarcoma ascites. 
TATSUO YASUDA, YUKIO HASEGAWA, YOSHIME MAKINO. 


1) Ha. ME ORMCRCR tb LBRO MMM 1-2c.c. 腹腔 内 に 注入 する と 1 
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月 より 2 月 人 わた る 冬期 の 質 験 に 於 て 陽 注 奉 が 高い と いう 事 質 を 紙 表 し た 。 そ の 際 渡 液 に よる 


貨 験 で は 千 陽 性 例 に 接し な か っ た の で ある 。 
「 去 勢 ラ テッ テ | を 
2) Kiki (1%) 


ema | gw 


C1949) 群 (実験 群 


今回 は 賀 験 方 法 は 昨年 と ほぼ 同様 で ある が , 
る 材料 と し て 使用 し た の で , その 成績 を 一 括 報 告 し た い 。 


更に 


ak. 浴 aE (対称 群 う 





CL, 濾液 5 cc 腹腔 内 ) 


= 部 陰 性 


6 ye 


2 Ch 1.5cc BREF) ( 腸 性 a) 
21 是 日 腫瘍 発生 35 日 目 死亡 





8 pe CL, 濾液 3cc READ 


ax 


部 陰 Wy: 
eet tee Se 
腹腔 内 へ 濾液 3 CC 
内 一 匹 37 日 目 陽 性 , ZORIIDB 
| HRS H H Bait 


16/2 
昭和 23 年 
1 ICH CAP 

和 全く 一 致す る も る の で ある 。 
濾液 群 は 11 月 に 6 


甲 に て 遠心 し , その 上 澄 を シャ ン ベ ラ テン 


vw, 12 Jesu 


L/’3SS>H ETOHAT TR, 5 
6 匹 を 去勢 し , 去勢 後 2 IA 


る に その 中 の 1 匹 は , 1 週 目 に 死亡 , 他 の 1 匹 


に 曹 桜 細胞 の 出現 の 著 明 な 像 に 接し た が 。 腫瘍 細胞 の 出現 は 認め な か っ た 。 後 者 に 於 て 
標本 に 見 る 様 に , 大 型 細胞 の 腹膜 面 へ の 浸潤 の 著 明 な 像 に 接し た の で あっ て 
こ 出現 し た 腫瘍 細胞 で ある 。 更に 新 る 像 を 呈 せ 
を 作っ て 死亡 し た が , 他 の 1 Lit 8 HACK RC MeO HÄLT 


膜 面 ! 
内 1 匹 は 4 ABC 
いる の を 認め た 。 そ と で 4 月 1 日 残り 全部 の 動物 を 
し た が 陽 貴 の 像 に は 接し な か っ た 。 

3) 


周 目 に 上 記 の 流 液 を 3c.c. 腹腔 内 に 注入 し , 米 を 
は 37 日 目 に 死亡 し た 。 MACH CTAB 


2% (上 浴 2cc 腹腔 内 ) (陽性 7。) 
20 H kdchel 


8H H Bik 36 St 


| 
| 対称 な し 
| 


212 月 より 24 年 2 月 まで の 質 駿 成績 と 比較 する と 1 表 の 如く 上 浴 群 は 各々 2 例 中 
を 得 て お り その 生存 Aas 20 HRY 35 日 で あっ て , 之 は 昨年 の 幸 和 党 


を 作っ て 腹水 の 「 ブ ィ ョ ン 」 MRK C16 倍 ) を 4000 回 
L に て 濾過 し , 


DEO BARE IE TWINS CO CRARRIC DAMES » 


得 た る 濾液 3-5c.c. を 腹腔 に 注入 


ERLLTHRLR 


は 切片 
之 は 明らか に 腹 
る 部 分 の 組織 を 2 匹 の ラッ テ に 移植 し た 。 


BL, 大 網 を 中 心 と , TOMOABAE 


結語 。 以 上 我々 は 過去 3 ヶ年 に わた っ て 腹水 濾液 こよ ょ る 移植 損 験 を 行っ た が , 濾液 に よ 


る 移植 は 極め て 困難 な た 問題 で ある 。 然し な が ら 幼 若 テ ラッテ を 去勢 し , 更に 宮 験 を 冬期 に 行い 


且つ 米 を 主食 に する 等 , 條 件 を 厳密 に し て 行え ば 少 
の で ある 。 
Pt 議 


> 敷 例 で ある が 陽 竹 を 得る と の 示唆 を うけ た 





NBA: 2 て 3 月 中 に 0.05^0.1c.c. の 腹水 上 消 液 を ミク ロマ ニブ プラ トー ル を 使 ろ て , 肉眼 的 に 
腫 場 沖 胞 の 無い こと を 証明 し て , ラッ テ 腹 腔 内 に 移 撤 し た 。29 例 行 つ た が 総 て 陰性 で あつ た 。 
奥山 一 也 : 先 年 大 月 と 共に 溢 告 し た 容 験 で L。 濾液 を 使用 し た 時 , 同一 濾液 で 0.5c.c., 1.0c c., 
2.0c.c. と 用 いて , 0.5c.c. 使用 動物 は 陰性 」1.0c.c., 2.0c.c. 千 用 動物 は 陽性 を 得 た 例 の ある 事 を 四 
出す 。 何 腹水 は 濾 如 前 に ゲ ィ ョ ン で 約 10 倍 に 稀釈 し て ある 事 を 附 義 する 。 

LAMA: な ほ 時 期 章 に も を 期 の 実験 が 成功 率 高く 夏期 に は 殆ど 不 成 功 で も あつ た と と を 追加 し ます 。 





31. Trypanosoma. lewisi の 寄生 と 吉田 肉腫 と の 関係 に つい て 
#ZE = On the reciprocal interference between the growth of 


Yoshida sarcoma and that of Trypanosoma lewisi. KYO KAJIWARA 
(The Medical Institute of Sasaki Foundation) 


Spontaneous infection of Trypanosoma lewisi which is not rare in the common 
house rats is occasionally seen in the white rats and consequently in the white 
rats inoculated with Yoshida sarcoma. In the latter case, though the parasites 
and tumor cells develope well in the animal, no one has yet investigated their 
mutual action on the growth of each. 

In the last summer such complicated cases increasd, so I tried to eliminate 
the parasites from these animals in order to obtain those simply carrying the 
tumor. I know that the mouse is refractory to this strain of T. 1. and that 
Yoshida sarcoma doesn’t take in mouse, yet the tumor cells survive in the 
abdominal cavity of the mice up to the end of 9 days from the initial inoculation, 
capable to be positively retrotransplanted again into the rat. Combining these 
two facts, I succeeded in purifying the tumor from the infected rats, by passing 
the transplant from the rat to mice and then retrotransplanting it after 4 days 
delay to the new rat. I have confirmed myself this fact after repeating the 
experiments several times. 

The following three kinds of experiments were then done to elucidate the 
mutual action of the parasites and tumor cells in respect of their evolutive process. 
(1) Simultaneous transplantation and infection. (2) Transplantation preceding 
infection. (3) Transplantation following infection. I used the albino rats of non- 
pure strain and of 100g. or so in weight. The dose inoculated was about 0.02c.c. 
of tumoral asites, aspirated at the same moment of cellular purity and about 0.01c.c. 
of peripheral blood of T. 1. infected rat, containing about one million parasites 
in it, both of which being done into the abdominal cavity. The smears prepared 
every day from the ascites and peripheral blood were stained with Giemsa and 
examined. 

In the experiment in which transplantation and infection were simultaneously 
done in 20 rats, no appreciable* influence was seen in the growth of either element, 
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each one pursing its normal evolutive course. 

When the infection was made 2 to 6 days after transplantation, the flagella 
made its first appearance in the peripheral blood by 4 to 6 days after infection. 
This fact held too by subcutaneous transplantation, and the tumor cells and 
parasites have grown in the same way as the gontrols in both cases. However, 
when the employed dose of T. 1. was diluted 1/1,000 with the saline solution, the 
parasites never appeased in the peripheral blood even at the moment of death of 
the tumor animals, while they were proved in the control animals by 6 to 8 days. 
after the infection. 

Out of 30 infected rats to which transplantation was given after the interval 
ranging from 11 to 83 days, 11 animals (36.6%) have not taken the tumor, while 
all of 51 animals to which transplantation was simply done took the tumor, there 
being no negative case. In 7 animals which were infected over one month before 
the transplantation, only one animal took and all of the rest (85.7%) did not. That 
the percentage (36.6%) of non-taken cases in this experiment exceeds far that of 
insusceptible animals to this sarcoma naturally found (2% or so), the latter per- 
centage being well recognized in non-pure strain rats by Yoshida and others, 
makes me conclude that there must be an inhibitory action exerted by T. 1. 
infection upon the growth of this tumor. The inhibitory reaction in the transplant 
manifests in two kinds of morphological aspects. The first aspect is similar to 
that of heterotransplantation. It needs 6 to 7 days (a little longer than control) 
to attain to the state of pure culture of tumor cells, thereupon 2 to 3 days after 
degenerative process commences with vacuolar and hypochromatic alterations, 
together with a few caryorhexis accompanied by leucocytic and monocytic, 
especially macrophagic reaction, finaly on the 10th to 12th day no more cellular 
element is found on the slide except some monocytes. In the second kind of 


reaction, the inflammatory reaction is more intense than the growth of tumor 
cells which grow very slightly, showing rare mitotic figures and never attaining to 
the state of pure culture. And they degenerate gradually accompanied by macro- 
phagic attacks and vanished finally from the sight at the end of 5th to 8th day. 

I had a certain number of cases in which the parasites diminished too in the 
peripheral blood simultaneously with the tumor cells, but this phenomenon was 
also observed all the same either in the animals which have taken the tumor or 


even in the animals simply infected several weeks after the infection. 

Eleven animals of this serie thus induced refractory to the tumor were 
reinoculated after one month’s rest. Five of them were still lodging the parasites 
and one of these took and died of tumor. All the others (10 animals) including 
those which had no parasites in them did not take at all. It would be rather 
safely concluded that the resistance against this fumor caused by T. 1. infection 
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lasts at least for one month. 

Finally I have infected with T. 1. 4 rats insusceptible to the tumor. Infection 
was negative in 2 of them, the third one was positively infected by the parasites 
which have disappeared from the peripheral blood at the 8th day, while the last 
one was infected in the usual way. As a contrary experiment for the above, I 
have inoculated the tumor into 4 animals naturally Tesistant to the T. 1. infection, 
but all took and died of tumor. 

Summary: (1) When the infection of Trypanosoma lewisi and the transplanta- 
tion of Yoshida sarcoma are simultaneously done, the parasites and tumor cells 
pursue their normal course, without any mutual interference. (2) When the 
transplantation is preceeded by the infection, the take ratio of Yoshida sarcoma 


decreases: i. e. the infection lowers the transplantability. (3) When the trans- 
plantation preceds the infection, the infectionsness of T. 1. is somehow hindered, 


but evidently when the dose of infection is small. (4) The animals naturally 
insusceptible to Yoshida sarcoma are also resistant to the infection of T. lewisi. 


上 | Ratio of Life days 
No. of rats Takes | Takes in average 





Inoculated with Yoshida ae 
sarcoma only 51 51 | 100% 11.33 





Sarcoma inoculation combined 
with simultaneous infection 
of Trypanosoma lewisi 








Sarcoma inoculation preceded 
by infection of T. lewisi 








Mt 講 

佐藤 博 : © 約 4 ヶ月 間 , 吉田 肉腫 と Trypanosoma を 約 50 頭 の テッ テ に 同時 移 撤 を し た が 。 
COM, 吉田 肉 腫 不 感受 性 ラッテ は 1 頭 も 出 な か つた 。 © ミク ロマ ニブ プラ トー ル 及 び ミ クロ ビ ベ ペッ 
ト を 用 い ぃ 顕微 鏡 下 に Trypanosoma を 吉田 肉腫 より 分 離し 得 た 。 





32. 非 避 元 性 ヒノ ン に ょ る 二 十 日 凡 の 皮膚 韻 並 に 肺 臓 癌 の 
発生 実験 杉下 正孝 C〒 葉 た 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Experimental studies of the skin- and lung-cancer, produced by 
the nonreduced quinone. MASANORI SUGISHITA. 


Kasch:e 7 SR EAN VD RO KEIN RE OF ERROR TEEEICHTET IC HR 
#L7r38, ZERO ENTER TEE ATAHN 0.2% ペラ ベン ツ オ ヒノ ン 液 を 入れ , 暗 所 に 
置き , 動物 飼育 箱 の 薔 は ブリキ 製 通気 孔 を 有する も の と し て , 光 還 元 柏 ヒノ フン の 場 傘 同 様 の 質 
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験 を 行っ た 。 
, 100 日 以上 生存 の ハッカ 氷 14 例 中 , 皮膚 痛 1 例 , 皮膚 の 乳頭 用 様 異型 増殖 2 Pl, 7 例 の 肺 

BC, 肺 臓 冶 1 例 , 著しい 異型 増殖 6 例 を 見 た 。 

ZONY AROMA CB 50 日 前 後 で は 脱毛 , 角 化 が 強く , ARM, BRIT KI 
導管 の 細胞 に 著 明 な る 増殖 を 認め る が , 一 方 此 等 の 細胞 の 膨 化 を 見 に 明る い 細 胞 で 要 の 濃縮 
を 見 る 例 も ある 。 KORACI SHRI, 肺 胞 移 行 部 の 小 気 管 上皮 細 胞 に 増殖 が お と 
り , SOM, 高 さ の 不同 , BORAT, 過 染 色 粒 等 が 認め られ る が , 一 方 , KERLE 
Wo’, 桜の 濃縮 を 見 る 例 も ある 。 

24200 日 項 に 及ぶ 例 の 皮膚 で は 。 RAPE, SRR TO E BERNER HRI 
Bil, 和食 に 毛 付 及び 皮脂 腺 導管 は SBE PIE SEEN Ne Kran, 衣 化 の 著しい 例 が あ 
Do 

Ix, BiH 400 日 頃 に 及ぶ 例 で は , IO LRMIOMMAS A AAC, 該 部 に 桜 分 像 像 が 多 
く , BRAROMIF VERE EHEOMEO H(i Sees L, 此 等 の 異型 増殖 徐 は 多 中 心 注 に 
結節 状 を な し て , 乳頭 腫 様 を 星 し て いる 例 が 見 られ た 。 此 等 の 時 期 の 肺 騰 で は , 小 気 管 支 粘膜 
皮 組 織 は 一 様 に 増 殖 し , 細胞 の 多層 性 及び 多 形 注 を 來 し , PPD RSC LAO RAE 
が 肺 胞 壁 に 及び , RAPE ORB | Be RAMAS Ht CAE IC FLOR CHa LL 新生 血管 の 増生 を 認め 
て いろ る 。 赤 , 更に 他 の 呼吸 小 気 管 族 を 経て , 他 の 肺 胞 壁 に 栗 粒 大 の 陣 腫 を 形成 し て いる 例 る 見 
られ た 。 此 等 の 異型 増殖 は 常に 多 中 心 注 で あり , 同一 肺 臓 に 於 て も 増殖 の 程度 に 強 静 が ある 。 

wij 758 日 に 及 ん だ 1 例 に 於 て , 皮膚 に 示 指 頭 大 の 腫瘍 の 形成 を 見 , 組織 學 的 に は 角 化 の 著 
Rye iP LC, 同種 移植 3 VCH, 1 匹 陽性 で , その 組織 像 は 原 皮 膚 冶 と 同様 た 局 在 上 友 痛 
で あっ た 。 

Mii 787 日 に 及ぶ 1 例 の 肺 臓 に 米粒 大 の 胡 白 色 結 節 を 認め , 組織 學 的 に 肺 胞 内 の みな ら ま ー 
部 は 小 気 管 怒 内 に 浸潤 性 に 増殖 せる 所 詩 乳 頭 状 腺 痛 の 像 を 呈し て いる 。 

と れ ら の 腫瘍 績 生 過 程 に 於 て は 茨 症 性 の 導 化 は 殆 ん ど 認め られ ず 軽 度 の 世 基 潤 彫 形 細 胞 の 浸 
油 を 伴う の み で ある 。 面 し て , BERN TRENNT BS AR 
験 の 範囲 で は 認め られ な い 。 | 

非 還 元 注 ヒ フ ン 冶 の 華 生 を 光 還 元 注 し フン 冶 と 比較 する に , WHICH Z YOMAIE 100 日 
時 
以上 の 気管 文 上 皮 組 織 異型 増殖 11 例 の 義生 を 見 , 非 還 元 吐 ヒ フ ン の 場合 は 14 例 中 , RAH 
1 例 , 皮膚 の 乳頭 腫 様 異型 増殖 2 Pl, 肺 臓 に は 14 例 中 , M1 Pl, 中 等 度 以 上 の 気管 支 上 
RAMOS WISH 6 例 な る 績 生 を 見 て お る 。 此 の 成績 ょ り 會 断 す る に , ヒノ ン は 非 還 元 性 に て 
も る 光 還 元 販 に て も ゃ 紙 冶 成績 に は 大 差 の た いと と を 知る が , 非 還 元 性 の 場合 に は 光 還 元 性 の 場合 
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に 比 し て , 皮 膚 及び 肺 臓 組織 に 疾 潤 像 が 認め られ る 例 が し ば し ば ある 。 Kir HOSE 
と 等 より 探 光 換 無 の 不 充分 な る 生活 環境 を 充分 考慮 に 入 し ん し な けれ ば な ら な い 。 
m 肝臓 に は 非 還元 性 ヒノ ン の 場合 の 3 AICP MIWOREEO RMA, 光 還 元 吐 ヒノ ン に よ 
る 場合 の 3 PCMH, 2 例 区 中 等 度 の 刀 型 増殖 が 認め られ て いる 。 
リセ ヒヤ ルト クー シ 等 の 宮 験 に よる ヒノ フン は 王 冶 吐 アゾ 色素 より 生ずる 酵素 毒 の 中 , HSI 
で ある 四 と を 併せ 考え る と , BACT MSSERICH UT, ヒノ ン 痛 の 散 生 は 注目 すべ 
き 所 見 と 思わ れる 。 
WAVER Sic, 和 吾 そ は 非 還 元 注 ヒ フン 溶液 の 連日 皮膚 冊 滴 に より , 光 還 元 吐 ヒノ フン 溶 液 に 
よる 場合 と 略 々 同様 に 皮膚 痛 及 び 肺 臓 韻 。 加 う る に 肝臓 に 於 ける 肝 細 胞 の 異型 増殖 像 を 認め , 
敷 の 短い る の に は 夫々 皮膚 上 皮 組 織 , 並 に 肺 臓 呼吸 小 気 管 族 上 皮 組 織 の 異型 増殖 , 及び 
の 異型 像 を 認め た 。 IN 非 還 元 注 ヒノ フン 膚 痛 の 同種 移植 は 第 1 代 に 於 て 可能 で あっ 
議 
RFR: Kuhn 等 の ょ うに chinon Mz: T 7 ORE PALARKO THEI OM MPIC BA 
うと 教え る こと は 一 応 可 能 で ある と は 思わ れる が , それ に し て は と ノン 類 の 発 癒 性 が 低 す ぎる よ 
ある 。 と この 点 に つい て 何 か 説 明 が 考え られ ます か 御 う か が いす る 


杉下 正孝 : ヒノ ン の 発生 率 は 高 率 に は 見 られ な いこ と は 事実 で ある 。 介し, ベン チン の 作用 に ょ 


~ 4 
る も の で な い 。 


MRR: 中 原 氏 附 議 に 対し , ヒノ ン は 著しく 気化 する 性 状 が あつ て 取扱 つて 居 つ て も 著しく 
と る も 


Hl が 刺 BE X Fr ER, Zz ok 状 が マウ ぇ の 気管 凛 - [Be SURE 2- wchz AM 5 用 する と Fils ES 発生 に 関係 


が ある と 思い ます 。 事実 前 年 報告 の 如く 組織 十 養 で 直接 ヒノ クン を 作用 さき せる と 肺 の 気管 壇上 度 , WH 
ee rer ee ere o 従 つて 皮膚 に ヒノ ン 液 を 塗布 し て も 実際 表 
皮 の 上 皮 経 織 に 有効 に 作用 する 分 量 が 少 い の で は な いふ かと EZ り ま 


ACHE & 3 


の 


33. 各種 アッ AH の 経口 的 EI LD FE TEA RE DO FEY 
成 生 (第 3 m Mr) 田中 秋 三 Cie me) 


Experimental generation of visceral cancers in rabbits by means 
of various kinds of azo-derivatives. AKIZO TANAKA 


A DRO BRI BET 3 CHI ENT bk OE LFD AR ROHR N AIC Za 
支配 され る も の 大 で ある と 信 ぜ られ る 。 
即ち 自然 食料 を 種々 に 調理 する 人 類 に 於 て 最 も 義 痛 春の 大 な る 現象 は 注目 す 可 で ある 。 動物 
中 比較 的 自然 病 冶 奏 の 高い る の は 常に 人 の 食 錠 栄 杖 品 に 密接 な る 交渉 を 有する も の に 之 を 見 
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3, MORik, RAB IC BHO ARFESSKTROMORFEÖ MT D 5. 
RBIC HALLEN F SA EARTH REKEN, HOMO BET Che FR 
BEC, 山野 の 鳥類 , EEE RR oa DC ZBEEERIÄ ERS BO 


や ね ば な ら め ぬ 。 

動物 の 贅 冶 の 難易 は 日 常 理 等 が 損 験 動物 に 於 て 明か に 之 を 認め る 所 で ある 。 多 ち 大 黒 尿 , tt 
日 尿 の 茜 食 動物 に は 極め て 容易 に 人 工 的 に 誤 痛 蘭 し め 得る る 自然 食料 を 所 取 する 草食 動物 の 家 
RB, 海 任 及び 鳥類 に 於 て は 如何 に 強力 な る 義 痛 性 化 移 物質 を 投 興 する も 未だ 基 等 諸 動 物 に 内 臓 
冶 が 人 工 的 に 成 生 され な い 事 質 を 以 て し て も 明か で ある 。 | 

HE SICA MOAN, TREE, AOL ACH EA SFL WOM FADS 
OKA EB LAV, 従来 の 最 族 類 の 人 工 痛 モデ ル は 人 類 痛 の 基礎 的 研究 費 料 と し て は 極め 
て 不 充 分 で ある と 申 さ ね ば な ら め 。 

時 っ て 山 極 博士 が 「 猫 り 境遇 の 感化 は 能 く 冶 細 胞 を 三成 す 先 天性 閣 細 胞 無 く 特殊 唯一 の 閣 区 
3 と 謗 か れ た 事 を 想起 し 味 う 可 き 言葉 で ある と 信 才 る 。 

状 冶 研究 i に 適し た いと 見 條 し て 來 た 家 兎 に 山 極 博士 の 境遇 の 感化 爺 ち 染 養 斑 境 爺 ち 食事 の 韓 
換 を 施せ ば 如何 に な る か , 即ち 組 癌 研究 上 家 兎 の 草食 性 を 肉食 性 刀 至 雅 食性 に 馴 致 する 事 は 興 
味 深い 事 と 考え られ る 。 

私 は か か る 自然 現象 に 興味 を 赴 え 冶 と 繁 伺 殊 に 過剰 染 栓 が 且 冶 現象 に 有力 な る 質 現 的 要因 で 
ある も る の と 推定 し 昭和 22 年 10 月 ょ り 本 研究 に 着手 し た 次 第 で ある 。 既に 本 研究 に 開 し て は 換 
報 と し て 第 8 回 の 本 瀬 に 於 て 第 1 回 報告 を 行い , 次 で 昨年 10 月 第 1 回 地方 日 本 病理 移 穫 に が 
て と の 貫 報 を 逃 べ て 來 た 。 今 回 は 向 生 存 寅 葵 中 と し て 報告 し て 置い た 二 , 三 の 症例 に 就き 逃 べ 
た いこ 思う 。 殊 に OAT. 寅 験 群 中 の 第 6 RBI 774 日 間 と いう 長期 質 験 に 堪え 且つ 興味 
} BALD BHO NEE TER Le. AUS AR 2 BEE 511 日 目 に 致死 せしめ 之 よ り 最 初 
の 可 移 植 性 肝 痛 (て へ パ トー ュ ) を 得 た 。 又 BC HICH LU CHARS 6 RHR AR109 AB 
と いう 短期 間 に 名 死 し た が , Tike し て 初め て 内 臓 肉腫 を 績 生 し て いる と と を 華 見 し た 。 面 か る 
興味 ある こと は 之 が 全 ネ 閣 腫 と 相 制 立 的 に 狗 立 的 多 衣 性 の 特徴 を 示し て いる 事 で あっ る 。 其 の 他 
可 移植 性 の 冶 腫 を 上 記 の 第 2 HRC LILO 8 Hd SON Am SEMA O.A.T. 群 か 
ら は 二 系 統 の 移植 性 の 肝 痛 を 得 , B.G. 群 か ら は 冥 験 第 3 RH, ARAM 560 日 か ら も 得 て い 
る 。 肝 痛 へ パト ー ム の 一 般 績 痛 状 況 は 既 人 第 1 回 報告 に 於 て 散 表 し た 如く ラッ テ の 肝 冶 と 趣 を 
異 に し , 極め て 小さ く 多 く は 米粒 大 に て 高々 小豆 大 に 止ま る 。 既報 の B.G. 群 第 1 RICBAL 
た 小指 頭 大 の も の は 今回 は 衣 生 し な か っ た 。 REMUS KC ELT HH ROREICKA ER 
の 結節 と し て 見 られ を た 。 私 と し て 興味 ある る の は へ パト ー ム より る 骨 , 腸管 に 於 ける 多 策 性 の 
AR, 粘液 癌 硬 の 成 生 で ある 。 其 の 王 冶 状 況 は 一 般 に 結 秀 汰 に 腫瘍 を 示し 時 に は 抽 指 頭 大 か ら 
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小指 頭 大 に 及び 常に 局所 の 狭 室 症 を 若 起 し て いる 。 時 に は 浸潤 性 に 認め られ る 。 Biere 
道 下 端 部 位 又 噴 門 部 に て 之 は 局 在 上 皮 彰 と し て 認め られ 又 骨 部 於 て は 骨 可 部 と 幽門 部 位 の 境 
界面 に 見 られ る 輪状 克 の 粘膜 上 皮 交 と な る 。 其 の 他 器 門 部 並 に 十二指腸 に 於 ける 練 較 膳 管 開 ロ 
部 位 , MAAR, Bauchinin MAME CABS CREF 3 HICH B.G. BRICHT 
SSR BE LALP YRC GRA © AG EBS UC 7e, NEL TS 
Ss OFF Fa BORE ROB ER OT. Litho BMS AB OTE ARO BB 
fit az< -R LiL ORD > TRIE MIT. WK Om KISTEN A Sr 
HT. ROTKRMWEKACRE, 悪 液 質 を 招 容 し て 早期 に 腫瘍 死に 到 る 。 Ho CHMOR 
生 が 眉 れ 大 黒 展 に 見 る が 如く 巨大 な る 導 腫 を 形成 する の 暇 な きる の と 思 は れる 。 下 と 家 兎 の 肝 
痛 が 米粒 大 に 止 る る 其 の 組織 構造 は 大 水 四 の 肝 閣 と 一 致し 又 一 部 は 里 性 購 管 瘍 の 所 見 を 示し 能 
く 同種 移植 が 可能 で 更に 之 が 海 狗 へ 異種 移植 が 成立 する 故 肝 聞 で ある と と は 間 違 な いと と ろ で 


ある 。 

ABD wt O.A.T. FISH, BG. #105, 費 敷 25 頭 で 其 の 中 別表 に 示す が 如く , 肝 
痛 7 例 , 胃 冶 7 例 , V6 Pl, 十二指腸 護 8 例 , BPS BleroTwd. NER 300 
日 以上 に 達 す れ ば 正 に 百 帝 百 中 的 に 多 棄 痛 が 認め られ た 。 

百 照 操 験 と し て 本 質 験 の 如く 冶 原 性 色素 を 附 加 せま 内 豊富 な る 過剰 染 養 法 の み と し た 。 高 級 


HE -RUDATDSZ, MSHA, li, 含水 吉 素 を 含む 牛肉 魚類 の 乾物 を 粉末 状 に し て 
典 え て いる 。 此 の 場合 毅 癌 は 認め られ な い が 上 逃 の 質 験 上 観 察 し た 重要 臓器 の 組織 細胞 が 著 し 

く 活 に 生長 し て 行く 所 見 が 見 られ る 。 半 ち 増 殖 の 強 き 所 見 を 呈し 時 に は 圭 照 第 5 HOM CB 
腕 癌 と も 見 る べき 上 度 細 胞 の 異型 的 増殖 と 異 所 性 の 所 見 を 示す も る の が 見 られ た , MEMHOR 
MERCHTZF III と よっ て 中 谷 が 腸 韻 を 得 た 如く 必ず し も ゃ 義 痛 アッ オ 色 素 の 力 を 借 ら な 
く と る 海 狂 の 如く 紙 韻 素質 を 魚 く 動物 に 於 て る 痛 形 成 を 認め られ る 履 に 義 冶 研究 上 閣 原 性 化 學 
MARRS XD RARMRRe CLPBPtALKSvtOLFAS,. MONMARMK 
GUSH ARS ROER SB FSK TON BRR SHZ CIMT ZT EHER TER 
TBEIERDFEÜRE LMADALTHDSREFBZEOLBERTUVDG, HICMHOP -— we 
RO KBD 5 HFC FH HEN EG MICHILT BT LLP BH NOTE TE 
つと と を 注意 し な く て は な ら ぬ と 思う 。 

=, 三 の 興 味 ある 寅 験 症例 に 就 て 。 

O.A.T. RRS 85: BRAM 774 AME Sin 22 年 10 月 17 日 より 開始 し 昭和 24 年 
11 月 30 HEBERECHE り 死 期 の 近 き を 寮 知 し て 敢 て 致死 し た る も の 。 営 時 の 血球 所 見 は 赤 
血球 敷 102 高 白血球 敷 は 2,800 即ち 極度 の 貧血 を 示 し た 。 判 概 す る に 幻燈 の 紹介 の 如く 肝臓 
は 腫 大 し て 表面 は 軽い 肝 便 大 症 の 所 見 を 呈し , 所 に 結節 肥大 あり て 腫瘍 多 ち 肝 冶 の 融 生 を 想 
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起 せ し め る も る の が あっ た 。 色 調 は 尋 黄 蒼白 色 に て 少量 の 腹水 を 得 た 。 先 づ 問 題 の 肝癌 好 王 部 位 
の 舌 湊 肝 分 葉 を 詳細 に 観 穴 す る に 果して 小豆 大 の 胡 白 色 の 腫瘍 を 華 見 之 が 断面 は 笠 様 白色 を 
呈し て いた 。 直 に 此 の 切片 は 健康 家 兎 並 に 海 導 の 皮下 に 移植 す 。 本 例 の 同種 移植 は 不 成 功 で あ 
っ た が 海 狼 の 移植 に は 成功 し て 肝癌 O.A.T. FOPCMMLE CFA MHA MCRML TU 
る 。 其 の 他 本 例 の 肝臓 に 於 て は 右 葉 左 葉 に 於 て 腫瘍 結節 を 多 敷 見 し た 。 多 ち 本 例 は 人 の 肝 痛 
紙 生 と 近似 し た 肝 便 希 症 を 基盤 と し 二 表 的 に 冶 腫 化し た も る の と みな され る 。 肺 臓 於 て 由 え と 
し た 冶 韓 移 の 白斑 が 多 敷 観察 され た 。 骨 藻 を 観察 する に 粘膜 粗 憶 各所 に 乳 牙 性 増殖 あり , 殊 に 
幽門 部 位 に 小豆 大 の 腫瘍 を 示し て いる 痛 種 あり , 又 噴 門 部 る 大 白色 冶 腫 を 認 む 。 十二指腸 部 に 
於 て も る 縄 幸 脱 管 開口 部 が 突出 し た 冶 星 の 像 を 示し で いる 。 更衣 部 末端 部 位 及 び Bauchinin % 
粘 肛 は 小豆 大 の 腫瘍 を 示し 又 勝 腕 は 著しく 肥厚 し て 痛 独 化 の 所 見 を 呈し て いた 。 更 に 興味 ある 
と と は 本 例 に 於 て 腎臓 は 特に 若 白 色 腫 大 し 一 部 著 明 な る 梗塞 を 呈し 凹凸 閉 明 に て 結節 様 腫 瘍 を 

多 敷 認め た の で ある 。 断面 は 蒼白 に し て 4 weenie nee DH 0 — FORGE 
あり と 確信 し て 娘 出 小片 を 家 兎 及 海 名 皮下 に 移植 す 。 家 兎 の 移植 は 陰性 で あっ た が 海 手 の 異種 
移植 宮 験 に 成功 し て 現今 に 至る も 困 代 移植 が 重ね られ て いる 。 党 該 腎 臓 部 位 の 組織 構造 は 複雑 
に て 小 財形 細胞 群 が 周 園 腎 細 尿 管 上 皮 を 破壊 的 に 侵略 し , 間 質 結 締 組織 る 強く 増殖 し , その 間 
際 中 に 多量 の 小 賠 形 細胞 の 浸潤 する あり , 抑 ち 周 形 肉腫 と る 考え られ る 。 面 も 之 等 細胞 桜の 刀 


染 す る 小 回 形 細胞 問 中 に 極め て 淡 明 な る 原形 質 を 有 し た 上 皮 細 胞 が 散在 的 に 不 規則 に 並び 増殖 
する 所 見 が 見 られ た 。. 之 は 明か に 細 尿 管 上 皮 細 胞 か ら 悪 性 化し て 來 る る の と み ら れ る 。 郊 ち 混 
合 腫瘍 Carcinosarcom の 像 を 吐 す 。 多 ち 本 例 よ り 2 種 の 可 移 植 性 腫瘍 を 得 た 貴重 な る 症例 で 
あり , 旦 つ 又 私 が 経 陣 し た 動物 宮 験 中 最長 期 に 豆 っ て 観察 し 得 た 印象 梁 き も る の で あっ た 。 
B.G. Ei 6 KR A 109 Al, 印 ち 昭和 24 年 4 月 30 日 開始 8 月 16 日 油 死 し た も 
の で 本 例 は 沿 死 の 前 日 飼養 箱 か ら ぬ け 出 し 水洗 場 に ょ 、 ら ょ 、 ら 遊歩 する を 紙 見 し 死期 の 近 き を 容 


知 し 判 栓 せん と し た が 人 鱗 り 質 験 日 敷 が 短く 大 た る 成績 も ぁ あ が っ て いる まい と 油断 し て 放置 し た 

DORIC S し い 宮 験 肉腫 の 可 移 植 性 面 瘍 を つか み 得 な か っ た 惜しい 症 例 で ある 。 果 し て よく 
朝 敬 死 し 冷却 し た 本 例 家 兎 を 章 概 し た る に , 質 に 互 大 な る 腫瘍 様 結節 を 多 敷 に 認め る 腎臓 の 所 
見 , HBB ICING & TSAR BOR REM AT 2 ROLBEO aah, MAE bis 
の 韓 移 に よる 腫 大 所 見 等 は 痛 腫 で あろ うか 肉腫 で ある か , HIVCUTIRKORR LAR AR 
が 短 き に 週 ぎ る と 考え な が ら 兎 角 一 鷹 移 植 損 験 を 試み た が , 天 期 の 如く 失敗 に 終っ た 。 組織 學 
的 に 観察 する に , 果して 興味 ある 所 見 を 呈し て いる 。 即ち 綿 て の 臓器 に 見 られ た 特異 の 所 見 は 
一 様 で あっ て 小 貼 形 肉 腫 の 所 見 を 呈し , PEC RBS TLRS KAP ME SHUT HHA IK] ih 
分 的 に 細 尿 管 組織 の 名 残 を 中 えと し て 観 窪 さ れる 程度 で あっ た 。 胃 の 粘膜 面 は 著しく 粗 憶 と な 
り 貴 豆 大 か ら 小 豆 大 の 賠 形 腫 癒 多 敷 病 生 し , 之 が 組織 移 的 に も 粘膜 面 に 各 庶 に 小 回 形 細胞 が 淫 
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潤し 健康 粘膜 面 と 鮮明 な る 限界 を 示し て いる 。 肝臓 の 舌 葉 線 端 部 に は 誤 豆 大 結節 腫 癌 を 認め 
た 。 該 部 は 上 逃 の 失敗 移植 宮 験 材料 と し た も の で ある 。 組織 的 所 見 と し て 肝 寅 質 細 胞 は 小 圏 形 
Ali RRB SIL, 僅 に 所 々 に 疾 縮 或 は 壊死 する 肝 細 胞 を 
指 大 の 次 白色 結節 腫 交 あ り 。 組 織 移 的 に 血管 腔 を 中 心 に 層状 に 厚く 小 mp ee B 
Fr Re ER 1S IRAE & BD ZW. 

その 他 特 に O.AT. 第 7 KERDITTEERELN OF HEBHL, TORKRHAK 230 A, 
BEWIELLSTB, 之 が 人 類 冶 の 異種 移植 陽性 例 と な っ た 興味 ある 初代 家 兎 で , ACERBIC 


O-Amidoazotoluol と 選 球 栄 差 と に 還る 陽性 AM 
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ける 私 の 最大 履 生 で ある 貴重 な る 症例 と な っ た 。 即 ち 充分 に 肉食 性 に 馴 致 され た 本 動物 のみ 
人 類 冶 腫 が 移植 され た 味 に 意義 あり と 考え られ る 。 RBG. 次 験 群 中 第 3 Rit B.G. HEL 
TRENCH, 胃癌 の 可 移 植 性 腫瘍 を 得 た 症例 で ある 。 
Mo 
ZARERB: ASOMBYZ & MARA LEADER EEE BH LCS & TRH 
な いこ と と を 遺 眉 に 思い ます 。 
吉田 富 三 : 肉食 , 過 栄 養 等 で 冶 に な る と いう 主題 は 一 般 に も 興味 が ある 。 HOTHRE LW SHO 
証明 は 充分 に 実証 的 に 示し て 頂き た いと 思う 。 
ERBE: 家 兎 に 長期 に 契り Butter yellow を 投与 し た 処 , IFE 130 Hick LAMM BELLE 
息 は し め ある 程 で あつ た が , MRMRORAR Hanot 氏 cirrhosis に 極め て 類似 な 像 を 星 す る の み で 用 
癌 は な か つた 。 
田中 秋 三 : RH ~. 私 の 人 六 移 西 は 自分 と し て は 血 済 学 上 の 裏付け あり 双 病 理 形 門 学 的 に も 人 の 
癌 細胞 は 家 兎 及び 海 銀 に 証明 し て いる 。 貴 君 が 主 鶴 的 に 反対 され て も それ は 貴 君 の 自由 で 吾 々 は あく 
まで 人 六 の 移 視 を 確信 し て いる 。 
吉田 君 べ 。 癌 腫 形成 が 確定 で ある か 人 否 か を 恨 重 に や つて 下さ ぃ いと 云う 事 は 勿論 半 村 な 御 注意 で , そ 
うら ある べき で 私 も 大 に 民 重 に や つて いる 。 ERNICHEDB Ratte の 癒 の み に 収 ら は れ て いら れる 事 
は 日 本 の 科学 の 進歩 に 取 つ て 不 議 だ と 思う 。 WROTE ILA. Se SFL PAC HIRE CE 
下さ い 。 一 致 協力 し て 人 類 幸 窟 の た め に 奉 力 し まし ょ 5. 私 の 家 兎 の 肝癌 は た し か に 司 移 岳人 性 を も ち 
久 異 種 移 定 力 を 有する 飛 に 家 兎 の 肝癌 で ある と 確信 し て いる 。 





34. Ua 及び 肉腫 ( 共 I TRA) D [eG F 移 植 ! こ 基 く 実 験 


的 悪性 腫瘍 の 組織 像 の 吟味 RTE CHORALE HEMER) 
Experimental studies on the histopathology of malignant tumors 
based upon the data derived from the simultaneous mixed 
transplantation of carcinoma and sarcoma of mouse (Takizawa’s 
strains) MOTOAKI MAESAKA 


AGS) ASE CBA LE & All OENB 
する と 共に , HIER UT OBR ORES RR ZT EN TFT B D-H TH 
SWIC PER Lets, SHELRE-ROMRE ho CHIH VA) 冶 及 び 肉 腫 の 同時 合併 


HID ASR & SEIS LCE ORME RE BED TDS A OF ORLA ICD J RR 
VERA Ko TH LAME fi] ELSE FICE SABA Lo 5 OAS 


aN 


コー 


的 な 全て の 面 を 狙っ た の で は な い 。 出 華 材 料 た る マッ ス 閣 及び 肉腫 は 瀧澤 教授 の 御 好意 に よ ょ 
えた も の で 本 學 賞 で 度々 華 表 され た 瀧澤 系 て ヒノ フン 痛 及 び 糖 肉腫 ) に 他 な ら ぬ 。 型 の 如く 細 折 
し た 雨 者 の 移植 組織 片 を 換 め 大 購 等 量 (場合 に ょ り 一 方 を 多く ) RZLZa 10 也 前 後 の マ ウ 
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ス (PRISE EO) 皮下 の 一 箇所 に 接種 し , 別に 又 別 え の 等 量 移植 片 を 織 寺 的 に 同一 箇所 
に 植え た 。 同 時 合併 移植 の 法 と し て は 十 者 共に 概して 大 差 が な い 。 出 病 材 料 た る 冶 と 肉腫 は 累 
N N ee 
HE) 自 騰 も る 基 さか 一 定 は し な か っ た て 5 匹 中 4 匹 陽性 一 み 7 匹 中 1 匹 陽 Arie Fy RANGES 
RIC Le BRB LIME LCS 代目 迄 を 比較 し た 。 初 代 か ら 3 代 迄 を 合算 し て 7 系 統 か ら 
代表 的 に を らん だ 30 例 に つき 嗜 銀 線維 像 を 中 心 に 考察 を 進め た 。.( IT ) EOHBMOMRE 
肉腫 の 組織 像 を 要約 する と C1) 冶 は 粗大 脱 原 組織 で 明 上 に 司 割 され た 胞 菓 を つく ら 才 細胞 は 
むし ろ 大 きく , Al, SA, 紡 鍵 形 の 色 質 に 乏しい 大 な る 概 と 要 仁 を る ち 結 飾 の 中 心 部 で は 常に 
級 密 な 集 園 を な す が 周 遊 部 で は モザ イッ ク 汰 或 は 細胞 胞 骨 の 綱 に ほど ける 。 既存 間 葉 線維 は 冶 
細胞 に ょ り 或 は 増生 的 に 刺 載 され 又は 次 第 に zerspalten され 内 部 に 不 規則 に 断裂 され た まま 
込ま れる 含 格子 状 線 維 は 確か に 結節 中 央 の 細胞 密集 域 に 乏しい が 周 邊 の 粗 な る 細胞 集 穴 域 
で は Ba are DEWIXRECH S~ (2) AMAL UCHPEBOIKE 
ZH SSE EAR LAE > RAC RR Ee BET EI & BRE EAA EIS 
MN SIS, BR SMR Z CMEC SWAT SBARCEMCH So 格子 状 線維 は 其 
72261 C aI Bib ta BAS Zs HE ER LER ET EN AFFE EB Oo HL LA THICHS 
如き 線維 構築 上 の 差 を 示さ な い 。 HD CHRMERRAIE ER SEND, (中 心 で 乏しく 周 
衝 で 不 規則 に 既存 間 葉 を 利用 する )(3) 新 くし て 線維 午 築 上 と の 冶 と 肉腫 に は 明らか な 議 別 の 
ALGER て 即 周 園 間 葉 を 利用 すろ カカ が 結節 中 心 と 周遊 と で 一 様 で な いか 又は 略 企 等 か ) 見 出せ る 。 
(4) 然し 又 間 が 組織 學 約 て 線維 構成 上 艇 赤 細 胞 學 的 ) に 肉腫 を まね 逆 に 肉腫 が 痛 独 を 模 飲 する 
oN 
ど 冶 の み 純粋 に 増殖 する (CK)(g) 殆 ん ど 肉 腫 の み 増 殖 す る CS) Cr) AMARC TS 
(K+S)〈=) 雨 者 併存 な りや 一 方 の み 増 殖 し 他方 を まね た る や 全然 せ ね (F ) の 四 型 を うる 
と と が 出来 た 。 最 後 の て F ) が 問題 を 提供 する 。 そ れ は 出 華 材料 が と りう る 像 の 交 動 (合併 前 
及び 合併 後 ) と 議 別 の 規準 の 厳格 さ に 鷹 じ て 浜 生 す る さけ が た い 軍 命 と みな され る 。(TII) 貨 
験 で を た 蛋 瘍 の 第 1 代目 の 組織 學 的 諸 型 を 比率 で 表現 する と 原則 的 に は 大 骸 (K) 3 : (S) 3: 
K+S)2:(P)3 と な る 。 然 し 或 る 系 統 で は 出 王 材 料 の 痛 と 肉腫 の 生 育 能力 の 差 つ の せい か < ? ) 
例え ば (K)3 : (S)1: (KS) 1 : (F) 1 の 割合 の 事 る あっ た 。 第 2 代目 (K+S の 移植 ) の 組 
EA OSL HEI AW ZWD AIL (K)5 : (S) 1 : (K+S)1: (F) 3 な る 結果 が 見 ら 
れ た 。 第 3 代目 は 今回 は 敷 の 開 係 で 比率 に る 意味 が 乏しい が ((K)3, (S)1, (K+S) 1) むし ろ 
痛 腫 が 主 と な り 肉 腫 が 滑 失 する 傾向 を みとめ た 。 ER U 
ro (IV) SAOROBMLINS AAAS ERS i SHA CAF SRL 5 HS 
こ は 結び つか ず , むし ろ (K+S) HRS (F) MA OREZW OEL ZOWMO(LH cas 
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か る 。 事 質 剤 断 の 容易 で な いも る の CHEMO GoM A TREE) が 確 賀 仁 見 出さ きれ を た 。 か か 
S— PLM BR LICAG SHLEAM OBR (肉腫 の 影響 で 線維 構築 上 癌 が 線維 と の より 
か か り を 強め る 事 も あろ うう) と 一 方 か ら 他 へ の 模 條 で ある か 又は 雨 者 の 混在 に 他 な ら ぬ が 主観 
の 介在 を 完全 に 除去 し を な いと と ろ に ( 観 寮 法 の 不足 か 本 來 の 宿命 か ) その 問題 性 が 価値 を る 
Do CV) 冶 と 肉腫 が 同時 に 天 育 増殖 し た も の CHAN) の 形態 移 的 所 見 は て イ ) 一 定 以上 の 
大 き さ の 細胞 集 園 多 結 節 を 以 で 万 に 相 隣 接し 境界 に うす い 要 破 壊 を 示す 壊死 層 妃 至 少量 の 嗜 銀 
線維 を る つか 又は 直接 と な りあ う て Cs) 表 珠 汰 に 冶 結 節 が 配列 し その 間 に そ れ ぞ れ 一 端 に あ 
肉腫 結節 か ら 級 密 が ほど け 分 枝 状 に 埼 殖 する 少量 の 肉腫 を 容れ 結局 賀 質問 質 の 開 係 を 想起 させ 
る ( ハ ) 結 締 織 に ょ り 明 ら か に 痛 と 肉腫 が 別個 の 結節 と し て な らぶ (=) 痛 結 人 節 の 周 穫 の 一 部 
に 肉腫 性 の 被膜 を 被 む る ( ホ ) 結節 周 穫 の 細胞 集合 の 落 緩 域 で は 痛 腫 性 を お び 結 節 中 心 の 引 組 
域 で は 肉腫 性 を お び 中 間 の 級 密 域 の 列 定 は 困難 な も の 等 が 普通 で , 小 な る 細胞 集 燈 を 以 て 互 に 
錯 交 し て 雨 者 が 共 棲 す る 所 見 は 確定 し を な か っ た 。 CVI) FEO CF) 型 印 見 せ か け の 
HAIE, 痛 又 は 肉腫 の 他方 模 條 の 存在 は その 義生 の 仕方 と 眞 貨 相 が 如何 た な るる も の で あれ Mali- 
gnoma な る 概念 の 荒 唐 無 積 な ら ざ る を 訟 拓 立 て る 一 つの 具 購 的 な 模型 賀 験 の 六 物 と みな し て 


は いけ な いで あろ うか 。 


35. 増殖 環境 と し て の 臓 次 の 構造 より 眺め た る 惑 性 訪 瘍 の 
組織 像 の MAER て 東京 医科 大 補 病 理学 数 室 ) 
Critical observations on the histological structure of malignant 
tumors from the standpoint of the milieu of proliferation. 
MASANORI KUSUHARA 
MIO RB AL, Och Ce (RE) ) と LTO, i ROROR 
味 は 極め て 豊富 で 是 多 面 的 で ある 。 そ れ は と り も る なおさ ず , Rauch ECT 2 
腫瘍 細胞 が , 周 園 組 織 と の 間 に 時 々 秒 々 差 動 する 相互 華 育 交渉 を 生み つつ , 新 く し て 決定 さ : 
る 腫瘍 の 構造 を 増殖 環境 の 組織 學 的 構成 と 云 DERE, 或 は , TEN HER 5 ec 
察し た も る の に 他 な ら ぬ 。 研究 材料 は , FRANCO ZCHRIS, 凡そ 150 例 に 及ぶ 。 研 究 手 
段 の 中 心 を な する の は , 銭 銀 像 (所 法 ) で あり , 狙い は 細胞 と 線維 と の 開 係 に 指向 さん て いる 。 
先ず 前 提 と な る も の は , 正常 の 各種 臓器 の 間 質 , Mik, 間 葉 系 の 線維 形態 移 的 知見 の 整頓 で あ 
Se MAORI, 太 瘍 細胞 に より 利用 され る 間 葉 に 他 な ら ず , 同時 に その 間 葉 系 
は , ANIC LMM OVAL REST MICH RSS. 正常 環境 は , 便宜 上 四 群 に 別 た れる CF 
134 














HRS) 此 の 際 一 の 環境 に 於 て , 強 維 充 買 性 脱 原 組織 人 と 百 し , 毛細 管 測 系 (Sinusoid, 
Alveole ) や , 細 潮 系 が どの 様 人組 成 さ れ , どれ 程 の 量 的 比率 を 占 む る か が 問題 と な る 。 以 下 
余 は , 希 上 の 抽 察 態度 に 基き 環境 構造 か ら 眺 め た 幅 瘍 の 構造 に 付 て , 若干 の 成果 を 略 逃 し て い 
きた いと 考え る 。 今回 は , 例え ば 原義 腫瘍 と 韓 移 と の 間 に 見 出さ れる 諸 問題 は 省略 する 。 CI) 
腫瘍 組織 に 於 て , 用 原 若く は 細 汗 性 要 素 が , 如何 に LTE ana MAREE 
し て は C4 ) 環境 粗大 級 密 腸 原 の 滞 的 な 細線 維 え の 分 散 CMILOBIEF S collagenolysis- 
reticuloplasia ) CF ) [JOA LZ, ARE HAT SBME (ES ARE (例え ば 一 
OG (EME) CA) 血管 周 園 の 細 潮 化 , reticularisation (om PREPARE, 又は 侵入 
に 基く 血 背 浸透 を 介し て ) C=) 環境 細 潮 系 , 或 は 毛細 管 油 系 て Sinusoid 等 ) の 直接 の 増生 
(基質 の 細 滑 化 ) LEHE OMAK ( 摩 飼 に ょ る 混 集 癒着 )。 丈 に 隊 原 線維 埼 生 に 唄 し て は , 
A) AFEROHROBHERTENEE Cg ) 環 境 毛細 管 染 及び 細 測 系 の 弟 集 疹 着 集束 化 に 依る 
も る の (へ ハ ) 環境 脱 原 組織 の 基質 の 増加 , MITE, 水性 を 介する も る の, Franz, 腫瘍 
細胞 が , BED 間 の 強 失 充 賀 性 胎 原 組織 を 限局 的 に 粗 淫 化す る 事 は , 順 る 注目 に 償 す る (reticul- 
oplastic collagenolysis )。 他方 粘膜 固有 層 の 間 質 細胞 Ccytogenetic tissue も る 然 り ) は , Hi 
胞 と 相 伴 っ て 肉芽 組織 義生 に 開 典 する 。 肉 芽 の 義生 が , 高度 に 達せ ば , AFMBS LTO 
NAM Yk eFH, (Scirrhus を Fibrocarcinoma と 呼ぶ 所 以 ) CI) 組織 像 区 封 
する 環境 の 意義 内 容 の 概 狐 。 肉腫 の 組織 學 的 列 断 に 営 っ て , 湯 に 細胞 と 線維 と の 密 な 「 て ん ら 
く 」 や , 豊富 な 細 測 線維 の 存在 が , 直ちに 細 潮 肉 性 の 診断 を 許容 し な い 。 環境 が 元 來 何 如 な る 
線維 的 構成 を 示す か , 腫瘍 が 如何 程 環 境 肝 原 を 融解 する か , 更に 環境 毛細 管 系 又は 膜 様 基 
DS, 各 何 程 細 潮 化 に 領 く か に 従っ て , 同一 肉腫 の 義 育 部 位 に よる 構造 に 差 が 現 は れる ぅ 。 細 測線 
HEPES GR RT AML, 概ね 恒常 的 に , 環境 に 左 得 制 約 さ れ 赤 , 下 等 且 規 則 生 ある 細胞 線維 
MAIO [kW] CHARTS. ET 環境 の 構造 が , 常に 同一 目的 (方向 ) Ho TH 
度 に 利用 さき れる 。 之 に 反し 多く の 悪 生 腫 瘍 に あっ て は , 種々 な る 環境 が 同一 方 向 に 利用 され 
ず , 営 然 増殖 環境 本 米 の 構造 が , 腫瘍 組織 に 反映 し 義 育 部 位 に より 細胞 線維 配 開 係 は , —ER 
で は た い ( 心 外 膜 粗 結合 織 , 心 外 嘆 脂肪 組織 , 心筋 の , 三 環境 に 訟 ける 彫 形 細胞 肉 省 の 浸潤 像 
を 比較 )。 さて , MBORSEBLAV=AKB AMER, HH, 肺 一 に つい て みる と , いずれ 
の 場合 も 腫瘍 細胞 が 好 ん で 利用 する 間 葉 系 は , 粗大 充 買 肝 原 で あり (グリ ッ ン 義 や 無 管 女 周 園 
や 深 ) Sinusoid や Alveole や Reticulum は それ に 劣る 。 癌 則 和 釣 に は 大 な た る 痛 胞 菓 の 境界 


3 


部 に 於 て , 毛細 管 系 や 細 瀧 系 は , 格別 増生 せ ず , RB 2 1'F S % Mr OHR ROHR 

し , 放 瘍 構造 を 規定 する が , 胞 菓 中 心 部 で は 細 測 線維 は , 大 條 消失 し , SOPHIA Ce 

東 化 され た 細 滑 と の 合併 た る , 深 状 に 錆 交 する 懇 原 支柱 を ボナ に すぎ め ぬ 。 肉腫 の 場合 は , A 

系 や 毛細 管 系 が より 席 激 に 利用 され , 胎 原 も 分 散 さ れ 易 く reticuloplastic な 影響 に ほら され 
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易い 。 筋 肉 に 進入 する 細胞 は , HARES BEL Perimysium の 枠 内 に 増殖 し , や が て 細胞 
税 格 如何 に よっ て は , Perimysium を 細 滑 化 に 利用 する 。 RABBI, 細 測 線維 の 密 な 縄 
絡 を 守り 易く , 用 腫 と 肉腫 の 誠 別 を そ と に 求め る 事 は 出来 ね 。(III) 増殖 環境 た る 胃 壁 に つい 
To 線維 増生 は , 胃痛 の 細胞 像 と 直接 の 連 開 を 認め 難く , Ko FL 
BETA, BSAA LRT RS SUE, SHICZS WSR RM EDS. HF 
REET. SN ORBUS, 便 化 注 腫 場 を 生み 易い 事 で ある 。 MNT REIT EIL aIC 由来 する か 。 

腫瘍 の 増殖 に 伴い , HIGHS EILL, 深部 に 浸潤 する 粘膜 固有 層 の , 間 質 細胞 集 園 に 誘 績 さ 
れ た 肉芽 福 類 定 に る 責任 は あろ う 。 内 腔 臓器 た る 胃 の 壁 各 層 の 抵抗 や , NDR HER A 
れる 胃液 分 泌 機能 等 も る 或 は 考慮 さる べき か 。 結局 は 冶 細 胞 自 帳 の 線維 埼 生 的 作用 と いう 他 は あ 
SEW. RIS, 決し て fibroplastic で は な い 。 血管 外 遇 細 立 化 は , 胃 壁 に あっ て 著しく 


な い 。 SPICES KIBRT SA, 必ず し る 便 性 痛 た な ら ず , IE, 必ず し る 韓 移 能 力 に 乏 
し いよ と 云え ぬ 。 


36. 特異 な る 組織 構成 (発育 型式 ) を 示す 肺 の 悪性 混合 騨 瘍 
GEES FES) OPE Dan bic Mpa Syntonie 的 解釈 を 
展開 する 人 魏 当 性 に つい て 
原田 貴 照 , ABBE, 前 坂元 紹 , 武井 虎之助 て 東京 医 科大 学 病理 学 数 室 ) 
Is the “syntonic interpretation” in the pathogenesis of a malignant 
mixed tumor (Bronchioloma malignum mixtum) of lung with 


peculiar construction and growth reasonable? TAKATERU HARADA, 
TOJIRO SAITO, MOTOAKI MAESAKA, TORANOSUKE TAKEI 


LGA COMET ZRRKoON ER TOR HL STD. BEMMUOMMONR MED 5 
ie L7e ERBEN NEO Hes SFE OPE LV 5 MW ERIE RI RD Gs & Pl 


Aes) a ET 


Le の 成り vA ち が 概 討 さ る べき は B を 侯 とめ 。 全 等 は 最近 


- 4; ミラ ガー の IT 53 5 は 
LLREBÄENMTDA5E 職 器 別に そ ご 


経験 し た G Lib D> 3 'T 見 られ な か っ た 肺 の *# $s BH ABARAT E IA 瘍 に 示唆 さ 
{LZ 析 統 合 を 企 て た 結果 , 臓器 構成 の 原理 外 Syntonie 的 解 租 の 展開 應 用 が 本 腫瘍 





NN 


の 成り 
彫 に 向っ て 検討 と 吟味 を 試み た いと 考え る 。 

Cl) 了 臨床 的 に 考慮 すべ き は 〈1) 324 059 (2) SPEHCHE ERDE (3) 5 年 前 
WBC HE HL THE DH Pi) (4) 本 所 全 経過 35 日 (5) EEK I AA 
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難 (6) FHURISS BO MPH C7) レ 線 診断 は 肺 腫瘍 等 で ある 。 

AH) 肉眼 的 に 注目 すべ き は (1) 殆 ん ど 未 隔 韓 移 を 全く 示さ め ぬ 雨 肺 の 廣 汎 な る 腫瘍 (2)。 TE 
瘍 は 常に 出血 性 旦 多彩 を 極め それ を 背景 に 或 は 脱 様 或 は 充 賀 六 の 胡 白 黄色 結節 を 交え る 。 (3) 
左 肺 は 上 下 業 共 僅か に 前 練 部 を 残し 完全 に 腫瘍 化し 割 面 上 宛 か る 凝固 血 塊 の 観 。 (4) Allie 
論 卵 大 迄 の 略 同性 状 の 結節 が 全域 に 不 邊 等 に 散布 し 展 々 集 園 的 に 融合 する 。 肺 門 部 は 侵さ れ ぬ 。 
(5) 右 肺 に 於 て 肺 門 より 気管 変 を 追求 する と 私 然 と し て それ は 散在 結節 に 突き 営 り 内 部 に 消 
える 。 (6) 雨 肺 共 肺 門 部 無 管 支 及び 血管 に 形成 異常 を み ぬ 。 (7) 全身 的 血管 系 の 異常 も な 
Wo (8) 心 雨 室内 に 衛 菓 状 の 壁 在 注 の 腫瘍 血栓 を みる 。 等 で あろ う 。 

CID さて 問題 は 組織 學 的 生 格 の 中 に 澄 む 。 左 肺 全域 を 占 む る 一 大 腫瘍 塊 は 要する に 右 肺 
散在 結節 の 一 大 融合 と 考え て 差 支 を な い 組 織 像 で ある が 故に 余 等 の 意 園 に に 下 し て は 右 肺 の 結節 
軍 位 の 詳細 な 吟味 で 充分 で ある 。 先ず Syntonie 的 解 租 に 先立つ 素材 所 見 の 葛 た る 整頓 を 行う 
EXOM KS. C1) 散在 結節 妃 至 その 集合 は 組織 學 的 構成 が 茜 多 で ある 。 (2) 和 全く 肺 胞 内 
に 位置 する 腫瘍 小結 節 を 除き 腫瘍 は 常に 既存 の 肺 気 管 支 及び 血管 系 の 走行 中 に 私 然 と 挿入 され 
So (3) 極め て 題 著 た る 事 質 は 大 部 分 の 結節 に 於 て 寿 瘍 組織 は 該 部 の 大 中 血管 て 肺動脈 枝 ) 
を 包 埋 蘭 し め 然 も 太い 血管 弾 注 線 維 層 を 随所 に あっ て 完全 に 破壊 貫通 し の みな OF AMR ERI 
に 置換 する か 或 は 管 腔 内 に 充満 し 揚 句 の 果 有 之 を 閉 守 に 迄 導く 。 内径 何 如 を 問わ ず 訪 部 の 血管 の 
弾力 居 の 隊 所 の 完全 歓 損 は 船 に 腫瘍 組織 を 仲介 と し て 血管 内 外 の 交通 を 招く , FAA ECON 
瘍 結節 が 拓く の 如く 既存 の 肺動脈 枝 の 頑 状 な 弾力 層 折 損 を 米 し , 腫瘍 中 に 又は それ に 隣接 し て 


血管 を だ き 込 む 様 は 絶 装 に 普通 認め られ め ぬ 特 異な 所 見 で ある 。 (4) AMERBe mS vals 
る その 肉 店 又は 内 腔 に 腫瘍 組織 を 認め させ , 腫瘍 成分 如何 に より 草 純 な 機能 的 内 膜 肥厚 閉 守 と 


屋 別 つき に くい 事 も ある 。 (5) 腫瘍 組織 を 構成 する 成分 は 以下 直す 如く 質 に あら ゆる 有 要素 を 
FUN CA) ME て 主 に 胎 見 無 管 上 度 ) Cr) mMRLERR ( ハ ) FEAR LA GAME) 
C=) FPR: て 胎生 期間 葉 注 ) ( ホ ) 血管 芽 増 殖 ( 厩 々 内 腔 振 張 性 毛細 管 ) (へ ) ER 
2. SAGER AHH Cb) BRIER CFD 筋肉 . 7 MAIR: CR) FCHVERSHEN BERN 
REC) ei C7) BRR. 之 等 は 一 見 雑然 と 配置 し て いる 様 で ある が 肥 管 を 中 心 に 
種々 た る 間 王 仁成 分 が 集積 し 宛 か も 正常 の 肺 気 管 支 血管 系 (Bronchovasculares System) を 
舞 裏 に し て 気管 支 原 基 (気管 文 上 肥 と その Akzessoria ) が 多様 な 分 化 を 示し 且 相 伴う 血管 と 
Er SRH HRS TH LH う 感 を 奥 え る 。 無 管 支 原 基 の 分 化 の 異常 の 構築 上 
の 型式 及び 血管 と の 相互 増殖 交渉 の 強 さ 如何 が 結節 の 見 せ か け の 多様 を 生む 原因 と な る 。 

(IV) 紋 上 の 就 中 注目 すべ き 所 見 は 余 等 に 本 腫瘍 の 成り 立ち に Syntonie 的 解 租 の 展開 を 
應 用 する の 委 営 注 を 確信 せしめ た 。 曹 純 に 構成 分 を 列 學 し た 混合 腫瘍 で 滴 足 する 事 は と の 特異 
た 埼 殖 型式 が 許さ な い 。 印 本 腫瘍 を 構成 する 基本 的 組織 學 的 箇 位 CTeilkorper) ARE 
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( 品 管 原 基 と 緊密 な 開 係 に 於 て ) で あり それ が 多様 な 即 高 の 分 化 に 基く 異型 増殖 を 示し (Teil- 
korperhoherer Grossenordnung) 然 る 血管 原 基 と の 臓器 構成 上 の 原理 を 忠 買 に 守っ て 増殖 
mR eT LC HAAR BIC LAW CIO KA EHER WOMEN A & io CRS 
る 。 例 えば 無 管 姓 上 友 増 殖 が 随伴 する 大 な る 動 賑 の 内 虹 で 内 又は 管 腔 内 に 他 の 成分 と 共に 存在 す 
る 事 や 頑 状 な 弾 叶 層 が 完全 に 破壊 貫通 され た 事 は 此 の 考察 に より 最も 合理 的 に 理解 され る 。 学 
る 腫 場 結節 内 の 動脈 の 完成 し た 弾 入居 か ら 察 し て 腫瘍 芽 の 意味 は 肺 気 管 支 血 管 系 の 原 基 全 購 に 
負わ し むる より は むし ろ 主 と し て 気管 支 原 基 に 奥 を えら る べき で あろ 2 う 。 MAVBRRN CAB 
FSXLY BS EMORB LAM AOMBL LTHZGV o MBOUH Dd Ki EMO 
Si 7s OT LDR CHAS 45 NaNO REA III 2. 

ZO ARDsEIc Syntonie 的 意味 を もつ 。 TRERGYAISADG ID OR EI 
eI KS HI RIS AR KDW GAOBAL HB ONGC AUB FE) に 由 因 する 
る の で あろ うか 。 

CV) その 成り 立ち に Syntonie 的 解 租 を 展開 し た 結果 本 混合 腫 は 結局 「Syntonie 的 に 
分 析 さ れ う る 構成 計 書 を し 基本 個人 位 と し て 気管 支 原 基 を も ち 旦 血管 璧 (中 膜 内 虹 ) CH Li 

た 侵 豚 性 を 星 す る 量 壮 肺 混合 腫 一 王 生気 管 変 腫 (Bronchioloma malignum)| 277% L7e 
い 。 量 生気 管 廊 腫 が 直ちに な る 上 皮 性 の 痛 腫 の 如き る の を 意味 し な い 所 以 が と り も る な は ほ さ ず 


その Syntonie 的 解 租 に 他 な ら め ぬ 。 


37. 轄 移 を 窒 ら ざる 子宮 謝 局 所 腫 妥 光 包 腺 の 病理 組織 学 的 
Br) eS OSS 


額賀 弘 , BAKE EA Sma! 
Summary and signification of eh findings of regional 
swollen lymphnodes without metastasis in the cancer of uterus. 
HIROSHI NUKAGA, ICHIRO MATSUO. 


31 POF AeA & LIB ZERO A VAN OTE RO SAE REICH L. 
ZO At ARS & ARES LC aT a A ESE DS RN TC AR AN SHRINE AS OPE 
や を 検討 し て みた 。 材 料 た る 子宮 痛 の 大 人 生 は 膝 部 痛 で 残 険 の 少 部 が 頸 部 及び 鍛 部 痛 に 営 る 。 各 
例 は 夫 れ 夫 れ 若干 個 の 光 包 肉 か ら な る 。 RENNER TH FL EE ko TR 
どけ | 基く 多 少 潮 間 性 の 草 純 癌 の 型式 も 含ま れる が , AMICA SMA MSOs i AlN 
華 育 を 科 箱 と させ た 増殖 型式 は 鉄 如 する 。 便 性 痛 と いう 概念 は 子宮 で は 胃 に 於 ける 程 質 は 意味 
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が た く 双 そ の 出現 も 有力 で は な い 。 局 所 光 包 腺 の 腫 大 の 程度 は 雑多 で 米粒 大 以上 は 全て 概 鏡 レ 
た が 一 定 度 CHAK) 以上 の 腫 肛 を 示す る の に 営 然 大 た る 開心 が 六 は れ た 。 元 來 刺 載 の 潤 格 に 
歴然 と 半 應 する 組織 所 見 を 示し 難い 光 包 腺 , 換言 すれ ば 反 應 態度 が 少な か ら 才 漠然 と し た 光 巴 
腺 に 於 て 韓 移 像 を 別に し た 一 定 の 組織 學 的 規準 か ら 送 に 腫瘍 の 近 在 を 死 測 す る が 如き は 恐らく 
無理 な 注文 で あろ う 。 然 し 年 ら 和 何 且 本 主題 は 一 應 吟味 さる べき 現 宮 問 題 と し て の 意味 を も つ 制 
限 され た 局部 的 な 材料 に 基く 前 侵入 性 絆 化 の 組織 學 的 裏付け 如何 は 申す 迄 る も な く 極 め て 慣 重 を 
要求 する 。 

C1) ま づ 抽 指 頭 大 以上 に 腫 劇 し た も の を 合 む 例 に つい て , その 所 見 を 一 括 し て 見 る と (て イ ) 
HEROBERZIICH CAM. Cr) 騰 胞 の 肥大 と 淡 明 豚 芽 中 柚 の 著 明 な 出現 は 概ね 陽性 。 
Cr) 形質 細胞 出現 は 一 定 せ 才 甚 だ 高度 な る の と 全く 鉄 如 す る る の と あろ る 。.( ニ ) WAKOW 
生 は な むしろ 軽微 で 限局 的 に 強い 程度 で ある が 例外 的 に 縛 夢 的 に 著しい と と も る ある 。 CK) RE 
洞 の 所 見 は 一 定 せ ぬ し 格別 大 きた 意 味 が 奥 を られ ぬ 。 (へ ) 細 潮 線維 の 培 生 は 概して 強く な い 
ae. CENT BOA, CF) 被膜 は 或 
は 厚く 式 は 薄く 細胞 浸潤 其他 も 一 定 せ ね 。 ( り I 細 潮 細胞 の 廣 般 な 増殖 も 不定 。 ( ヌ ) 充血 の 
程度 は 支 い 。 要 する 区 腫 大 の 最大 因子 は 光 巴 球 の 増殖 の 強 さ の 中 に 求め られ る 。 

(ID) 冶 域 か ら 流 れ 來 っ た 光 包 に 洗わ れる と 到 想 され る 漆 巴 腺 洞 内 友 の 反 應 に 観 窪 の 伴 征 を 
あわ せ て みる と 以下 の 如く な る 。 

EN, 埼 殖 注 洞 内 皮 反 鷹 。 印 , rae S A PIO-PIIC IA THe CRAM, PRO FE 3 例 に 
Kalt, 題 著 。 4 例 が 中 等 度 。 9 例 が 限局 斑 に 陽 仁 と た っ て いる 。 Ho TMARBKHCK LAE 
腺腫 眠 と 下行 せ ず 必 棒 肝要 と は いえ な い が , 若干 例 に みる 浦 間 注 に 強い 洞 内 度 増殖 と 洞 腔 閑 守 
は 麗 らく 閣 域 由来 の 刺 載 叶 光 巴 の 通過 を 物語 っ て 居る の で あろ う 。 限局 的 反 應 る 刺 載 の 道標 を 
意味 する 。 後 に 角 れ て ある 如く 洞 内 皮 の 増殖 題 閉場 合 は 殆 ん ど 常 に 漆 巴 組織 内 の 細 測 細胞 は 
本 止 的 で 活動 し て いな い 。 

(HD 細 測 線維 の 培 生 は その 型式 如何 を 問 は 才 全 例 中 約 1/3 に 認め られ る 。 PRIMER 
BELIZE LA Stew. FERRO 2/3 例 で は 著 織 た きか 又は か えっ て 不明 瞭 と な る 。 細 測線 維 は 
或 は 織 細 な まま で 細胞 と 密 に て ん らく する か 或 は 東 を な し 太い 幾 維 と な っ て か ら み 合 う 。 既存 
- の 腰 原 組織 が 次 開 さ れ , 基質 が 減 退 し , や が て 繊細 た 細 滑 線維 が 生ずる 過程 は 欠 細 渦 線 維新 
生 の 型式 と し て と の 場合 に も 明瞭 に こみ と め ら れる 。 本 所 見 と 油 医 就 中 洞 内 皮 増 生 と は 必 し も 
併行 し た い 。 さ り と て 玉 案 中 の 細 測 細胞 増生 が 常に 細 潮 線維 化 の 是 進 を 大 起 する と も いえ な 
We 

CIV) Bish OMS O PUB SAITOH) 1/3 に 設 明 する 。 -MICKKr He 
ET HELL THEECKH ZI RE UCR SHS. COMMS EMBARK & 
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相 伴 っ て 増殖 し 壁 の 不安 定性 を 告げ る 。 注目 す べき は 本 所 見 の 題 著 な 際 殆 ん ど 常 に 洞 肉 皮 の 夫 
殖 即 洞 拓 が 魚 如 する 事 で ある 。 そ の 逆 る 又 疑 問 の 鱗 地 が な い 。 I oma AK ro 
潮 細 胞 と の 間 に とみ られ る 一 見 圭 照 的 な 所 見 は 種々 た る 解 租 を 許容 する 。 或 は 汐 巴 と 共に 運ば れ 
た 刺 載 が 強烈 な ら ざ る 限り 洞 内 記 は そ 和 を 一 手 に 引受 け 固 有 の 光 巴 組織 内 に し みこ ませ か ぬ た め 
か も る 知れ ぬ し , 或 は 又 刺 吉 が 強 す ぎる か , 洞 内 皮 が 無力 な 般 め その 南 任 を 細 滑 細胞 が 完全 に 引 
受け る た めか も る 知れ ぬ 。 別 の 観 呈 か ら は 刺 載 の 光 巴 行 性 と 血行 性 の 差 の 表 も われ と し て 簡 還 に 考 
える 事 も 出來 よう 。 毛細 管内 上 度 の 不安 定 は 後者 の 解 租 に 都合 の ょ い 獲 化 で ある 。 

CV) 席 汎 な 形質 細胞 出現 は 5 例 C に 認め られ た に 過ぎ ぬ 。 TOREEERAT-ELFU 
し ろ 全 午 釣 に いっ て 埋 徴 で ある が , 届 墓 注 細 測 細 胞 増 生 は 概ね 鉄 く と と が な い 。 時 あっ て 披 膜 
の みな ら ず す 周 園 に 迄 その 浸潤 が 訟 明 さ れる 。 腫 胞 と 肛 芽 中 橋 の 才 大 は 相 伴 う 。 本 所 見 の 意味 は 
容易 に つけ 難い 。 

VD) AACA ROMA ACIS 1 7e Dd , 皮質 肝 胞 周 衝 乃至 被 膜 膨 原 より 細 測 線 
維 の , 種々 の 密度 の 貫通 を 守っ た りす る が , 少な か ら ず 治 失 し 般 に 展 々 被膜 及び 螺 周 園 と 漆 巴 
組織 この 境界 た る 資格 を 失う 。 原則 と し て 給 洞 便 化 を 見 な いし 又 そ と に 前 侵入 匠 線維 化 を 確 
定 し 得 た い 。 便 注 癌 が 果 LC PRET IC PEER & ALT S PAPE CTH DIC PVE L 2% ie 
We 

(VO) Fei AH MP RA MERE HY (oH 7. de 

DLEOPR RR EME L, その 結果 か ら 考 察し て みる と , 少く と も 明確 な 様相 に よっ て 特徴 
St SIERRA PERE & SLM FEE A HEISE 7c, HE ER 5 re I TE AE RO 
BA(LIDAAS ¢ SHRMBWICHRMO ED? SILOTHS EWA» 





38. UPA YKE AME Oel our T 
松井 敬介 C 九 州 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Study of the structure of argentaffin fibers of so-called 
lymphosarcoma. KEISUKE MATSUI. 


PKELSRAS, 間 層 細胞 , 就 中 , 血管 外層 細胞 に 由来 する と いう 意見 が ある 。 ゆえ ぇ に, MEAL 
の 主 成分 が , 漆 巴 球 性 細胞 で ある と し て る, 之 と 血管 と の 間 に , SABER BMS SC 
あろ うと いう と と は , 想像 する に 難く な い が , と の 血管 開 係 に つい て , と くに と 研究, 論議 され 
TODS, 甚だ 少 いよ う で ある 。 た だ , 教室 の 故 後 藤 が , 「 光 巴 肉腫 内 の 血管 受 育 状況 に 就 
て 」 と 題し て , 日 本 病理 學會 々 誌 第 31 4 CHINA) CBRL. LL, Comme, 未 
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完成 で ある の で , 小野 教授 は , 余 に その 研究 を 績 行 す る よう に すす め ら れ た 。 よ っ て , 余 は , 
ee 

究 材 料 と し て は , 営 教室 解剖 材料 及び 常 大 學 外 科 の 手術 材料 中 , ERAICHHE AM ¢ OMT 
sr EEE er, Loe. Kae ae 
EARIESHEO, AUANEMIBAICHEIR LSE ML TR, Celloidin 包 埋 せる 汐 
巴 腺 を , その 門 部 を 中 心 と せる 縦断 性 の 25 連 績 切片 と な し , 1004 毎 に , Haematoxylin- 
Eosin 複 染色 法 , van Gieson RRR Azan 染色 法 等 を 併用 し た が , 専ら Juan 
Negrin 氏 鍼 銀 法 を 施し , その 血管 系 , MET, 光 巴 洞 等 の 分 布 汰 況 を 追 示 する と と も る に, 嗜 
亀 織 維 の 状態 を 検索 し た 。 

彼 帳 の 高度 に 緊張 し て いる 腫 須 滞 巴 腺 の , 全 割 的 H. E. 染色 標本 で は , LA EEE 
胞 の 密 積 に より , 洪 巴 腺 の 本 來 の 構造 状態 が 不鮮明 と な り , TLIC, PIE CAE GD 
の 存在 る も, ほとん ど 認 め る と と が 出来 た な い 。 た だ , と の 細胞 密集 中 に , た だ 僅か に , im < WER 
し た 静脈 が , 灸 裂 の よう に 走っ て いる の を 見 る ば か り で ある 。 し か る に と, 鐵 銀 法 に よる と , 大 
簡 に 嗜 銀 織 維 の 増生 及び 肥厚 を 來 し て いる 潮 後 性 漆 包 滑 状 組織 , EN, RETRO RA 
に , その 嗜 銀 織 維 滑 構 の 著しく 粗 と な っ て いる , 明る い , 球状 の 組織 部 位 が 多 敷 ある の が 認め 
られ る 。 そ の 大 き さ は , AIM CHEN) 位 で ある 。 と の 内 に, 動脈 性 毛 細 血 管 が 進 
AL, と と を , と の 血管 の 終末 部 位 と し て , 多少 の 血管 滑 を 形成 する の で あっ て , PATE 
り , 小野 ・ 宮 崎 が 講 う て いる 異 所 的 光 巴 渡 胞 の , 完璧 な 構成 を 示し て いる 。 し か も , IWEL 
て も る, 淡 明 な 中 橋 の 未 現 た , 未熟 型 で も る 。 と の 球状 組織 部 の 周 園 に は , 内 腔 の 振 張 し て いる 
静脈 性 面 dos k << BSL CWS. HS, と の 所 詩 光 巴 肉 腫 に は , Pwo AAS, 著 明 に 
起 っ て いる 。 と れ は 未だ 記載 の な い , 新 ら し い 所 見 と 考え て いる 。 

な お , 一 般 嗜 銀 織 維 の 状況 に つい て 逃 べ る と , 既 逃 の よう に , MBEREMRKARIC, TO 
織 維 が 増加 , 肥厚 し て いる 。 とく, 門 部 に 近い 和 髄質 , HE PRORIRA, RORY 
皮質 に 著しい 。 

被膜 及び 梁 材 の 結合 組織 は , 増加 , 肥厚 し て を り , その 結合 組織 が , 質 質 内 に 侵入 する 所 見 
る 認め られ る 。 駐 被 膜 か ら , Hee, 動脈 往 及 び 静 須 粒 小 正 管 の 侵入 する 所 見 る 認め られ た 
が , OHFORERBMT. KCHARATTOHER, Lac EMIWO REI x: a 
の た め に , RELSNTWENMERZD, TLIC, POMBE CESMOBRORME, 
COMSAT k SPEBELVOTC, 較 出 汐 巴 管 及 び 門 部 静脈 の 内 腔 は , 狭く た な っ て いる 。 RE 
MK ORAS, 夫々 , 光 包 及び 血液 の 徐 沙 に よっ て , 振 張 し て いる 。 そ の 影響 と し て , 何れ 
の 較 入 汐 巴 管 も る 皆 怒 張 し て いる 。 し か し , Bilis, 被膜 より の 結合 組織 の 増殖 に よっ て , iA 
失 し て いる 部 位 が 多い が , CORD, 所 々 の 中 間 洞 が 振 張 し て いた 。 
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動脈 は , 門 部 に 入る まで は , 強く 蛇行 し , 内 腔 は , 高度 に 振 張 し て いる が , —- EHER 
侵入 する と , 管 壁 肥厚 し , 内 腔 狭く な たり, 直線 状 に 走行 し て いて , A, 多く の 直線 状 分 岐 を 出 
LT, ZORHHR, 上 記 の 濾胞 に 入る 。 

以上 要する に , 所 詩 光 巴 肉腫 化し た 光世 腺 に は , MAMOWARC TORR EMM TRIO 
BELL ic, 多 敷 の 異 所 的 漆 包 濾胞 が 新生 され て いる と と が 認め られ た 。 と の 新知 見 は , と 
OPEAM LV 5 PAINS SHARE GRAS KS ERTS. 


39. FECES HTLER © MARI ET 
渡辺 文 友 , 松永 一 〈 長 詩 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Observation on the microscopic specimen of several tumors after 
the application of strong heat. FUMITOMO WATANABE, 
HAJIME MATSUNAGA. 

BEE HERTZ ELS TLE o THR SMO BEE BMGT IC HR F 2 
方 法 に より , SCM BAS S Achern SMO BS BNI HERR 
に よっ て 腫瘍 細胞 の 特性 を 研究 し よう と 考え る 。 RIARAICH 300°C—400°C の 高熱 が 直接 
作用 する 場合 , 細胞 は 先 才 染色 福 に 異常 を 生じ , つい で 染色 福 を 失い , 黄色 , WACK 
化し て 黒色 と な る 。 各 種 の 細胞 に よ ょ っ て 異 る が , MIWGHIGHRAROB ICR L, 突起 汰 に 
連絡 し 或 は 繊維 然 を 呈し て , 途 に は 黄 拘 色 又は 黒色 の 概 か ら 直 接 出 突 起 汰 の 形態 を と る 。 Im 
熱 が 進む と と の 実 起 汰 物 或 は 織 維 状 物 は 縮 少 し 或 は 消失 し て 楼 の み と な る 。 更 に 加熱 が 加 は る 

ZH EZIS BOW ICE 7d ¢ ICR, BEL 桜 小 帳 を 残し て 中 変 と な る 。 と の 時 季 が 桜 
の 形状 を 最も よく 現 わ し て いる 。 と の 形 像 は 概 質 の 量 | に KL CHEN, LINO 
る 一 致し て いる よう で ある 。 

標本 作製 方 法 : ホル マリ ン 固 定 の 腫瘍 組織 章 を ペラ フィ シ 包 理 し 。 出 絞る だ け 薄 く C5「 ミ 
クロ ン | 位 が よい ) MOL, 之 を 人 硬質 オブ ヂ ェ クト グラ ス 上 に 貼 布 。 パラフィン を 除 か ず に 直 
電熱 器 (通用 の 家庭 用 の モー ター で よい ) 上 に 載せ る 。 と の 時 の オプ ブ ヂ ェ クト グラ ス の 沢 度 
は 600「 ワ ッ ト |」 [ヒー ター」| CAH 400°C 位 で ある 。 温度 は 之 よ り 少 し く 低 目 の 方 が 適 党 
で , 肉眼 上 ニク ロム スム 線 が 眞 赤 に 赤熱 せま ず に 幾 分 薄 友 色 を 帯び た 赤 さ を 示す 時 に 載せ た 方 が X 
い 。 

電熱 器 の 温度 に よっ て 一 定 し な い が , 凡そ 5 分 か ら 15 分 の 間 , BRETTEN RORND 
を 調 師 し な が ら 加 熱 を 績 ける 。 了 肉眼 上 組織 切片 が 極め て 淡く 笛 和 性 に 薄 遇 色 に 透 覗 出来 る か > 
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攻 は 非常 に 導 い 淡 宰 色 に 透 覗 出来 る 頃 が 細胞 或 は 原形 質 の 像 が 明瞭 に 現われ て いる 。 と の 時 徐 
え に 電 熱 突 より 速 ざ け , 自然 に 冷却 させ て 表面 の 粉末 を 筆 の 穂先 で 軽く 除き , ベル サム に て 封 
ずれ ば 永久 標本 と し て 像 は 破壊 され ず に 永く 使用 に 堪 え る 。 

腫瘍 の 加熱 像 の 所 見 : 1) Bi 2 分 刀 至 3 分 の 加熱 で 像 が 明瞭 に 現われ て くる 。 間 質 結 
ROBUST ERE ROME AT SMMEROME BAT SDs, FERNER DHE (但し 標 
BES “C HMPADS HADES RSE LE ¢ 53) BRIDES Litho CHS 
So 各 細 胞 原 形質 の 境界 は 比較 的 よく 保 を たれ , PERI ICME TS SAA OMI Ae Ic 
は , 原形 質 の 収縮 の 結果 , 東 突 起 の 連絡 が 極めて は っ きり と 認め られ , それ より 内 方 の 細胞 の 
原形 質 内 に は 多 敷 の 半 褐 色 の 器 粒 が 現われ , 又 桜 が 占 粒 状 に 多 敷 に 分 れ た 如き 像 も 見 られ た 。 
が 一 般 に 加熱 が 進む に 従い 痛 細 胞 桜 に 桜 膜 , BA, BSE L THE Ad, 更に 中 会 部 
SABCWAT S. MSORBALY SBOP HEL PELESML CHS. RAEL 
FOHERO MD ISA FS ICHAEL TREBLE SBLIAMLWOBWTLEMFELOCHYV, Th 
MANDIR SALE FIR ds BPE GR IC TT LT < BIN DBH L5 TH. 

2) HWWAM: COBRMWAMONM MIs AH ICRIELL TREO) S WEE 
る が , HABMIIO RIS LEER E RIOR, BE UEP eR CHE ee CHL 
列 し て いて , GEL} HEISE U HERE & EL THES 

3) ERHEBEN S A: COB ORM RIEBAR CRSA, 加熱 が 績 い 
て も 桜 は 桜 質 , BIBER CHELESMMBAL (AK REOKRETH oT, BECK 
色 の 太い 突起 汰 物 CHIBHOKRIELELO) に よっ て 強く 粘着 し た 如き 形状 を 示し た 。 又 筋 織 
維 表 面 に も 黒い 突起 で 密 に 粘着 し 黒色 物 が 筋 織 維 内 へ 棋 か ら し み 込 ん だ 如く 見 を る 。 

ASAE > 吉 化 は 比較 的 容易 に 起り 原形 質 は 幅 の ある 織 維 捧 に , NAREREIRIC EICHE 
絡 し 加熱 が 進む に 従い , a a dae aah dae 
Dida D RENTEN RT 3 0 FERRARIS LION RL HAT S ts BORE 
を 呈す る 。 


40. EINE OR MBICOWC 田村 潤 C 名 古屋 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Bone metastasis of malignant tumors. JUN TAMURA. 


 EBPEIEGO Ty Ss BEE 2 OMB CIE THAW 40 ENZZAWDd, HOMBICLoc#H 
FARO AW SRIEACSMNCWS. 私 は 最近 近 得 た 悪 叶 腫瘍 の 表 轄 移 3 例 に 就 いて 
fas PTA RR OL LE ORE BE Le, 
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第 1 例 。 64 KF. REWEHMFLRHO TAT, HRT REE PHA A IC 
MELTREULTORE FAR ED LCE PRAIA Eo CRIMERT & 7 Le} 
OCEAAKBAIS I DEREN ER EI EC Le. 比較 的 冶 質 質 が 骨 に 接近 し た 部 で は 和 骨 は 細い 
管 染 と な っ て いる が , TORE A DAA CWS, ALM OF 
結合 織 の 拓 が あり 最 も 接近 し た 部 で る 殺 編 形 の 結合 織 細 胞 の 一 層 が 介在 する 。 此 等 の 家 の 周 筐 
CLG PRL HMBO RM TF MeO BRASS 0 Howship 高 を 形成 し て 管 吸 必 現象 が 現われ て いる 
が , 一 方 其 の 周遊 に 造 骨 細胞 を 並べ た 骨 も 見 られ る 。 特 に 間 賀 質 よ り 答 々 離れ た 結 含 織 の 多 
な 部 に 結合 織 細 胞 が 多数 の 造 骨 細胞 に 移行 し て 念 新生 を 行っ て いる 部 が ある 。 

第 2 例 。 46 KOT BEPRWEORBLCHZ SN, 前 頭頂 部 に 生じ た も る ので, 腫瘍 は 
外 方 に 5.0X4.8x3.0cm* の 條 球状 に , 又 頭 蓋 内 に 4.7X4.5x1.0cm* の 局 牌 た 突 隆 を 作り 内 
外 雨 部 を つなぐ 中 央 で 骨 は 破壊 され 腫 場 組織 に よっ て 変 通 され て いる 。 周 園 と の 境界 は 極 て 明 
肉 で あろ が 頭蓋 内 面 腫瘍 の 周 園 幅 約 0.5-1.0cm の 部 の 肖 面 より 長 さ 最 大 0.4cm OF i 
が , 腫瘍 の 突 隆 に より 生じ た , 表面 と 便 膳 膜 の 間際 を 埋め る 如く , 表面 区 垂直 に 無 敷 に 突出 し 
異様 な 観 を 呈す て Osteophyten)。 組 織 學 的 に 骨 on WROKES & 
OPS HGR A IEA SCHE RHIC Bt to CHSRBS ROM AMIE |b SBIR Ms 

腫瘍 組織 の 入り こと まめ ぬ 部 に 多く , 腫瘍 組織 中 に 小骨 片上 し て 存する も の は , TRO BIRKEED 
ず 全 帳 が 生々 板 層 構造 の 不明 と な っ た 壊死 像 を 示す 。 然 し 何れ の 部 で も る 第 1 PMA 
骨 の 間 に 僅 か な が ら 結 合 織 手 細胞 の 存在 を 見 る 。 Osteophyten は 組織 時 的 に も 全く 腫瘍 の 侵 

き を 受け な い 部 に 著 明 で ある が 其 の 基 区 部 の 骨組 織 間 の 血管 は か な り 充 委 し て いる ぅ 。 

#39. 67 RIF. KRLHCHALIZIZIRM OR a し た 細 潮 肉 


腫 で 原 装 部 より 下方 に 波及 し た 部 で 組織 検索 を 行っ た 。 肖 の 外 骨 膜 側 は 著 明 な 癌 捧 吸 履 の 像 で 
腫 場 は 其 の i 高度 : な 部 よ り ZO UCR し て 海綿 状 部 に 入 り 込 Alte REED} ACE BE し た 細胞 
が 太 瘍 組織 の 一 部 で ある か , 骨 に 属す る 細胞 か を 鑑別 する の は 極 て 困難 で ある が 次 状 吸 履 閉 明 


な 部 は その 周 園 に 結合 織 織 維 が 多量 で 固有 の 腫瘍 細胞 が 生 密 に 存 し , これ が 骨 に 接する 部 は 反 
HCP ROPM RES (, 一 般 に 下 埋 な 様相 を 呈す 傾向 が ある 。 同 様 に 内 部 の 海綿 湊 部 で 
db PROLREPEC HRS RWC HS 5 LBASNSOK, 腫瘍 組織 に 接する 部 で は な く 
» 結合 織 細胞 が 粗 に 存する 紡 鍵 形 細胞 注 骨 笠 の 部 で ある 。 又 独 場 が 完全 に 壊死 と な っ た 部 に 
小 管 片 こ し て 存する る の が ある が , と れ は 殆ど 無 桜 で 特殊 細胞 を 有 せ ず ず 板 層 構 造 不明 で 唯 , 内 
に 稼 小 腔 の 遺 残 を 見 る の み で ある 。 

以上 の 所 見 より : 

1) 第 1 例 で , 伏 在 し た 得 菌 の 附近 に 先 づ 韓 移 の 生じ た 如く , 表 轄 移 成立 に る 其 部 の 不安 定 
な る 状態 が 重大 な る 要約 を な す 。 
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2) 放 瘍 細胞 特に 上 皮 性 の も の は 骨 に 直接 する 事 が 無い 。 結 合 織 性 腫瘍 で る 直接 し て いる 組 
織 が 果して 腫瘍 の 固有 な 細胞 か ど 5 dai HE Lr 

3) FRE, 多 桜 或 は 旦 桜 の 破 管 細胞 に よる 高 潜 吸 履 。 Halisterese に 引 績 き 基 質 の 融 
解す る EOD RELOMMBMBAMICETT 6 4 OS Bo 

4) PBST TYRAC Sea CLI DE Ne. MIBK D—H 
Wet Ze ALR EL LC OBBREDS (PRRAET ZI HH CHUCH SZ. 

5) 骨 新 生 も 同様 に 風 瘍 と 近い 部 で も 離れ た 部 に も 起 っ て いる が , SHSEBCTORCH 
か な 増生 の 生ま る の は 騨 瘍 組織 の 増殖 部 より 生々 離れ た 周作 部 で その 部 の 骨組 織 の 秋 血 或 は 異 
常 た 結合 織 の 増生 等 より も 生ずる が 一 機械 的 な 契 朱 部 , 抵抗 より の 解放 或 は 補 的 意味 の 
肥大 増生 ぁ る 否定 出来 な いで あろ Fo 

6) 以上 より 腫瘍 韓 移 に ょ る 稼 の 破壊 新生 は 弁 瘍 細胞 自 磐 の 機能 に よる も の で は 無く , 生理 
的 に 常に 形成 吸 履 雨 作 用 を 行い 環境 の 獲 化 に ょ りこ と れ の 調 制 を な す 機能 を 有する 骨組 織 が , 腫 
場 の 義 育 の 倉 ヒ 二丈 的 に 生じ た 循 斑 陸 好 , 妹 質 の 化 光 的 月 化 束 は 機械 的 作用 等 に 順 應 し た 結 
果 生 じ た も る の と 云え よ う 。 従っ て 骨 に 生ずる 腫瘍 を 家 形 成型 と 骨 破 填 型 と 司 分 する 事 は 其 の 腫 
瘍 が 組織 散 生 的 に 特に 骨 形 成 に 開 係 し た も の の 他 は , 其 の 腫 場 細胞 邊 円 の 機能 を 意味 する も の 


と は 球 え な いで あろ う 。 





41. 韻 の 肺 韓 移 に つい ぃ て 
BRS—B C 国 立 小倉 病院 研究 科 , AWAKE SIM EAE 
On the lung metastasis of cancer. TOICHIRO KUWAHARA. 


胃痛 23 例 , FEA 6 Pl, TERS Bl, DEAN, DEBE, Ui, 喉頭 痛 , RM 2 例 , その 他 
4 fil, 計 48 例 の 冶 剖 松 例 を 肺 韓 移 の 有無 に 拘ら 才 無 撰 揮 的 に 集め , その 原 策 冶 及び 韓 移 冶 を 
組織 移 的 に 検索 する Hr, 本 例 に お あい て, 肉眼 的 に 韓 移 を 認め 得 ざる 部 の 肺 組織 を SRL 


a 


/ こ o 


と の 48 例 中 , 肺 は 勿論 どの 騰 器 に も 電 移 を 認め 得 た いも の が - 15 例 あ る 。 し か し て 肺 に 韓 
移 を 認め た も の は 20 Pl (41.8%) で ある が , FLEES 15 例 を 除い た 33 例 に 至 す る 比 奉 
は 66.622 と な ゅ , Schmidt の 條 と ほぼ 同様 で ある 。 曽 し て 上 の 20 例 の うち 13 例 で は 肉眼 
的 に は 肺 の 韓 移 結 分 は 認め られ 才 , PMB CHLENS. TOL SAP TIL—MIC Hh 
臓器 に も 著 明 , 粗大 た 韓 移 結 分 は 形成 せ ず , 極め て 小さ ぃ い 結節 を 作る か , 又は 比較 的 韓 移 が 少 


な いよ う で ある 。 
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まず す 原 柄 部 て つい て 組織 學 的 に 肺 韓 移 の ある 例 と な い 例 と を 比較 する と , BARBI tt 
る 生育 形式 に 少な か ら ぬ 差 が ある よう で ある 。 すなわち , EZ 20 例 中 18 Ach 
の 用 終 部 ある い は 遠く 周 穫 の 健康 組織 に まで 痛 の ルン ペ 管 内 葵 延 の 像 が 著 明 で ある 。 之 に 反し 
て 肺 還 移 の な い 28 例 で は 僅か に 8 例 に リン ペ 管 内 募 延 像 を 認め た だ け で , 他 の 20 例 に は と 
OMAR Cd, 又は 非常 に 軽度 で ある 。 そ し て と の よう な リン ペ パ 管 内 葵 延 の 所 見 は 軍 に 義 
痛 だ け に 限ら ず , (HAE 2519 SHIA % ARIK DH ONS, 

肺 内 の 韓 移 冶 は 肉眼 的 に 認め られ る よう な 大 き な 結 人 節 で は 原義 痛 又 は 他 の 韓 移 癌 と の 間 に 著 
明 な 組織 的 の 差 は 認め られ な い が , 題 微 鏡 的 に 始め て 級 見 され る よう な も の で は 主として リン 
パ 管 て と き に 小 血 管内 ) に 冶 細 胞 の 増殖 が 認め られ , (て いわ ゆる リン ペ 管 韻 ) Arch 
な 間 質 反 應 を 鉄 ぐ の が 普通 で ある 。 

そし て , 肺 韓 移 例 の ほとん ど 全 例 に お いて , 肺 門 部 お よび 中 隔 洞 リン パ 節 に 冶 韓 移 を 認め , 
し か も その間 質 紙 育 の 状況 より 推し て , 肺 韓 移 に 先立ち 若 起 きれ を た と 思わ れる 師 が 多々 ある 。 
肺 門 リ ン バ 師 に 韓 移 は あっ て も る 肺 内 に 韻 細 胞 の 義 見 出来 お 例 も ある 。 和 何 , と の よう に 肺 門 リン 
AGICMBOS APCS, 原義 部 より 肺 門 に 至る 間 に 介 在 する 中 隔 洞 , 後 腹膜 等 の リ ン バ 節 に 
も 必ず 順次 的 の 韓 移 を 認め うる 。 

以上 の 所 見 か ら 肺 内 に は か な ) OME CHMBBE LEN STCEBBASLEHIC, HERD 
路 と し て は , 原 衣 痛 か ら 所 属 リ ン バ 飼 を 順 行 的 * ある い は 逆行 的 に 1 次 , 2KRLAL, RTH 
FLY ン バ 飼 よ り 肺 内 に 侵入 する と と の 可能 性 が 容易 に 到 定 され ぬ の で は な いか と 思わ れる 。 


42. NEO BALTIC HSS DALE OFF (IT) 腹腔 内 移 征 
の 場合 に つい て (吉田 肉 放 に よる 実験 的 研究 ) 
HR RE Hex AMR 
Studies on the tissue reaction to tumor transplantation. II. 
| HIDEHIKO ISAKA. 

ARE SE AAAS RO HART I 回 東部 地方 會 に 於 て , 腫瘍 の 皮下 及び 臓器 内 移 
植 の 際 に み ら れ る 局所 組織 反 應 に 就 て 報告 し , 移植 営 初 に 起 る 軽微 な 異物 反 應 と いう べき る の 
を 除い て は 。 用 細胞 の 移植 及び 増殖 に 穫 し て 宿主 側 の 組織 反 應 ( 防 欠 的 意味 ) は 全然 み ら れ 
な いと と を 明か に し た 。 今 回 は 腹腔 内 に 移植 し た 場合 に つい て 報告 する 。 

腹腔 液 は , 液 骸 成 分 の 他 に 多く の 遊 見 細胞 を 含む 一 つの 特殊 な 組織 と 考え る と と が 出來 る 。 
と の 中 に 性 場 を 移植 し た 場合 , この 液状 組織 に 起 る 導 化 は 又 一 つの 局所 組織 反 應 で ある 。 然 も 
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と の 時 に は 反 鷹 の 細胞 的 分 析 , 特に その 時 間 的 な 閥 動 汰 態 を 容易 に 追求 出来 る の で , 腫瘍 移植 
時 の 腹腔 内 細胞 反 應 を 検討 し , HOARE Be Le, 
ERRUHHAMN 

RICA CHE 100 瓦 前 後 の 雑 系 ラッ テ を 用 い , AIO MUR BERGE ICR L7e HH 
狂 腹 水 0.03cc を 腹腔 内 に 注入 移植 し , 時 間 的 に 腹水 を 探 取 し て 塗 抹 標本 を 作り ギー スム サ 染 色 
を 施 UC RRB し た 。 

1) 移植 直後 , 強い 浪 出 現象 が 腹腔 内 に 起り 腹腔 液 が 著しく 増加 する 。 と の 時 腹腔 液 肉 細胞 
の 融解 が 起 る 。 移 植 後 1 時 間 頃 か ら 好 中 性 白血球 の 出現 が 目立ち , 時 間 的 に 急速 に 培 加 し 6 時 
間 力 至 9 時 間 目 に は 最高 度 に 達し て 覗 野 の 細胞 の 大 部 分 を 占め る 。 其 後 は 速 に 減少 する が , Mh 
の 場合 桜 濃縮 , 桜 破砕 其他 の 卸 性 崩壊 像 を 示す も の が 多く み ら れ る 。 24 時 間 後 に は 非常 に 少 
く な る が 全く 消失 する の で は な く , 其 後 も 常に 極 く 少 敷 存在 する 。 

I) &P-ARPEA MERIT 6 FR AR CHL, 好 中 性 白血球 の 減少 し た 24 時 間 目 頃 に 
増加 の 極 中 に 達し , HRAWARML TS. 72 時 間 以 後 , その 増減 は み ら れ な い 。 

II) 卓 球 は 雨 白血球 の 盛 に 増加 し て いる 間 は 比較 的 少 い が , 減退 する 24 時 間 頃 か ら 増 加 
し 獲 性 壊死 に 了 っ た 白血球 を 盛 に 信 喰 する 像 が 目立っ て くる 。 と の 場合 の 澤 球 は 一 側 に 偏っ た 
BBOREHH oT Se SHEBEICK o7CAMERATAAT SL, 晶 球 の 活動 も る 停止 する が , と 
{EO HALE, 肥 用 細胞 に は 何等 の 胡 化 も 認め られ な い 。 曹 球 の 活動 は 大 骸 72 時 間 目 頃 に 
HERTS 

IV) 以上 の 経過 中 腫瘍 細胞 は 比較 的 少 い が 皇 球 の 活動 に 績 いて 48 KEN EL 5 RICH 
HL, 72 時 間 目 以後 腹水 は 腫瘍 細胞 の 純 培 栓 状態 に な る 。 同時 に 肥 用 細胞 が 著しく 減少 し て 殆 
ど み られ な く な り , や が て 消失 する 。 と の 時 期 に は , 腫瘍 細胞 以外 に , 移植 前 と 同様 な 敷 的 割 
oC RHR, PRELER, 好 酸 性 白血球 が 存在 し て いる が 夫 減 する と と は な い 。 全て 無 反 應 状態 の 腹 
水 の 中 に , 腫瘍 細胞 の 増殖 が 極め て 著 明 で ある 。 | 

V) AWC ze 3 SIE S 4 OBIS. Tode res 
ULTBIENBEFR TFT RES <7 S. MEHR, BEHRRAMERICHL, 末期 に は 
PRS MICH UC, 何れ も る 夫 等 細胞 の 崩壊 に 殖 應 し て お と っ て いる 。 

以上 要する に , 移植 直後 か ら 好 中 性 白血球 を 中 心 と する 念 激 な 細胞 反 應 が 起り , IC HERO 
活動 が 之 に 績 く の で ある が , と の よう な 反 應 は 72 時 間 迄 に 大 骨 終 息 し , 其 後 は 全く 在 衣 に た 
So 同時 に 腫 揚 細胞 の 増殖 が 極め て 著 明 に な る が , 之 に 半 し て 細胞 反 鷹 は 全く 存在 し な い 。 末 
期 に 弁 瘍 細胞 の 月 壊 が 起 る と , 再び 晶 球 活動 が み ら れ る の み で ある 。 そ と で 移植 営 初 の 念 激 な 
細胞 反 座 の 本 煎 を 追求 し た 。 

1) VIM ER C5000 Tail, 30 分 ) し て 上 消 を と り , 細胞 の 含ま な いと と を 確認 し 
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た た 後 その 一 滴 を 腹腔 内 に 注入 し た 。 と の 場合 腫 提 細胞 移植 の 時 と 極め て 類似 の 反 應 が 起 る 。 面 
瘍 移植 時 と 異 っ て いる の は , RIC RMD <, 肥 用 細胞 が 消失 し な いこ と と で ある 。 

2) 他 の ラッ テ の 血液 を 腹腔 内 に 注入 し て る 類似 の 細胞 反 應 が 起 る が , と の 場合 に は 好 酸 性 
白血球 が 永く 増加 レ し て い る 。 好 中 性 白血球 も 少量 な が ら 長 く 存在 する 。 肥 用 細胞 は 消失 し な 
Wo ' 

3) 其他 Terpentin 油 等 を 腹腔 内 に 注入 し て も その 細胞 反 應 は 甚だ 類似 し て いる 。 

結語 . 腫瘍 細胞 を 腹腔 内 に 移植 し た 場合 , 移植 党 初 に 好 中 性 白血球 及び 単 球 を 主 境 と する 念 
激 な 細胞 反 應 が 起 る 。 と の よう な 反 鷹 は , 細胞 を 除い た 弁 瘍 仁 腹 水 , 血液 ,。 Terpentin 油 等 
詳 種 物質 の 腹腔 内 注入 の 際 に 同じ 様 に み ら れ る 一 種 の 異物 反 座 と いう べき も の で ある 。 但 し と 
れ ら の 場合 は 腫瘍 移植 時 と 異 り , 肥 用 細胞 は 常に 消失 する と と が た な い 。 且 ち と の 移植 営 初 の 異 


物 反 應 と いう べき も る の を 除い て は 腫瘍 細胞 の 移植 或 は 其 の 増殖 に 百 す る 宿主 側 よ り の 細胞 反 應 


は , 形態 移 和 銘 に は 全く 起 ら な いと 言わ ね ば な ら な い 。 換言 すれ ば , 腫瘍 細胞 の 増殖 は 組織 の 敵 
症 性 反 應 を 誘 病 し な い 。 3 


43. ハッ カネ ズミ 移植 乳癌 の 種々 な 発育 様式 並び に 発育 時 其 
に お ける 組織 像 の 種々 相 岡 EHE C 放 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 


Histological aspects of transplanted mammary cancer of mice 
under various developmental conditions. MUNEYOSHI OKA. 


BHMMOB ARS, 同一 種類 の る の に あっ て も る 情 々 多様 で あり , 時 に 消長 を 示す と と る 
ある 。 他方, か か る 痛 腫 に お いて は , 往々 その 組織 像 も る 獲 化 に 富ん で いる 。 従っ て その 際 , & 
育 状況 と 組織 像 と に つい て 比較 分 析 を 行う こと に より , 雨 者 の 間 に 一 定 の 開 係 を 抽出 する と と 
が で きる と すれ ば , 同じ く 多 様 性 に 富む 人 類 冶 腫 に お いて も , 逆 に 組織 像 か ら , その も の が 如 
何 な る 生育 過程 に ある か を 推定 する と と が で き , 便利 で は な いか と 思う 。 幸い , 私 は 営 教室 で 
ハツ カネ ズミ 自然 区 生 乳 病 の 一 株 を 得 た の で , と れ を 累代 移植 し て , と の 方 面 の 検索 を 行う と 
と と し た 。 

1) FRR. BHR 2 週間 内 外 よ り 順 調 な 速度 で 増大 する も の (標準 型 ), RE 
育 速度 を 志す も る の て ( 緩 電 型 ) 及び 義 育 速度 に 消長 の 認め られ る も の (消長 型 ) な ど が 凡そ 尾 別 
され , 面 し て その 消長 型 は 更に , AB BD ORs BNICMS OMe kL, 順調 に 生育 し 

148 











て いる も の が 念 に 退 縮 に 向 う 場 合 の 2 つ に 司 分 する こと が で きる 。 和 何 , 万 瘍 移植 後に お ける 各 
時 期 に ょ っ て ゃ 一 般 に 多少 語 育 速 度 の 遅 速 が 見 られ る の が 常 で あっ て , 移植 直後 及び 未 期 に や 
PHB. OBB. 

2) BRA ROMRR. MREAMRANERM OR ET 3. KRACH2KUROBIE 
Mica TR DS REMAKE ART. Tie, SUMIRUNE, HUES LE, = 
ゼット 様 管 構 , PREAH: IK UK て Basaliom #), 中 寅 性 周 形 細胞 菓 な ど が 属 分 され る 。 
さら に 主として 中 宴 南 で は , COWMMOBRAOHAS DS, 長 柱 捧 型 及 び 立 汰 型 の 二 つ に 分 
ける と と が で き , その 後者 に は 延伸 型 と 肥大 型 と が ある 。 面 し て , 如 上 の 各 型 は 同一 腹 瘍 内 に 
混在 する と と が あり , また 一 腫 電 が た だ その うち の 一 型 の みか ら 成 る と と も ある 。 

3) 腫 間 間 質 の 組織 像 。 間 質 は 血管 に 富む 貴 性 結合 組織 か ら 成 る 。 こ れ は 連 績 切片 の 検索 に 
より 。 所 庄 作 然 間 質 (吉田 ) で た く 固有 間 質 で 
4) HBT OMAR & BRE. 一般に 生育 速 度 の 速い る の は 未 分 化 性 の 中 暫 尾 長 柱 汰 刀 


る こと と が 剣 っ た 。 


至 延伸 滑 状 型 胞 巣 よ り 成っ て いる が , 遅 いる の は 肥大 次 状 型 の 胞 菓 , 或 は 腺 構 型 の 如く 分化 型 
の 質 質 より な る 。 

5) 移植 後 各 時 期 の 組織 像 。 初 期 半 ち 移植 直後 に は 乳 黒 性 構 妃 至 = ゼット 様 管 構 形成 が 見 
Bal, SIC RED RER ER TEE OU RSS, 末期 に は 再び 初期 に 見 られ た よ ょ 
うな 胞 菓 の 出現 を 見 る に 至る と と る に , 腫瘍 細胞 の 委 縮 が 現れ て くる 。 

6) OR BAO. HILF DO BIC, 和美 縮 性 の 胞 菓 或 は 陣 構 を 擁 
する 織 維 化 部 が 存 し , その まわ り に 上 記 各 散 育 速度 に 鷹 じ て 各種 組織 型 の 宮 質 が 認め られ る , 
と いっ た 層状 構成 を 見 る の が 普通 で ある 。 た だ 艇 育 速度 の 大 た な る 例 で は , と これが 不鮮明 と な っ 
て くる と と が 多い が 。 し か し 。 級 慢 績 育 型式 は 特に 消長 型 の 例 ( 不 活 濾 散 育 型 よ DEREN ME 
ずる も の) では, か か る 層 汰 構築 が 一 般 に 明確 で ある 。 

7) 腫瘍 間 質 と 義 育 速度 。 王 育 消 長 型 ( 殊 に 退 縮 の 過程 に ある る の) Cie ARMAS 
か な り 著 る し い の が 常 で ある 。 

(結論 ) 以上 の 諸 所 見 は 私 が 第 7 回 本 縄 省 で 幸 告 し た 人 乳 玉 の 場合 の それ と 本 質 的 に は ほぼ 
同様 で ある 。 徒 っ て , 私 が 党 時 その 組織 所 見 の 分 析 に 立脚 し て 行っ た 該 乳 交 の 閉 育 汰 況 に 関す 
る 推定 に 大 過 お が な か っ た と いう と と が , と と に 買 験 的 に も 支持 され 得 た の で は な いか と 思う 。 
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44. RICHES S MEMES kc BVA C 
大 島 編 造 , RABE (名 古屋 六 学 医学 部 病理 学 才 室 ) 


Spontaneous benign tumors in chicken. FUKUZO OSHIMA, 
TAKEO NAGAYO. 


Fr ELLE TW SRO Fi EHS 8619 例 中 , 既に くわ し く 検 索 し た 1821 例 中 に は , 
所 詩 良 性 腫瘍 と 認 せ 可 き も る の は , 162 例 が あり , 結 締 質 性 の る の が , その 殆 ん ど 大 部 分 を 占め 

(REES 52 HS 1 HR, 昭和 16 年 1 月 )。 今 回 は それ 以外 の 中 か ら , 特 
PEER ANGIE Hi] 5100 Plz HMBC LAS, 所 詩 良 性 腫瘍 に 属す 可 き も の は 417. 例 , 特 
に 装 狂 を 合せ る と 1420 例 と な り , 223 例 の 組織 診断 の 明 上 を 鋼 く も の 以外 EIS 3457 例 は 。 
悪性 腫瘍 と 見 る 可 き 例 で あっ た 。 前 回 の 調査 に 於 て は , 特 策 賀 性 腫瘍 中 8.90 %, 今回 の 調査 
ICP TIS 8.55. 2 の 良性 幅 瘍 の 散 生 を 見 る 。 第 1 回 調査 に 於 ける 良性 腫瘍 は , 骸 の 外 表 に あら 
は れ た も る の 織 維 訪 37, FH 15, ARCHE 11, 脂肪 施 9, KERNE 8, PRET 3, THE 3, 


TENS 3 PIC, 腹腔 内 に 帝 生 し た も の は 筋腫 其 の 他 43 例 (腺腫 を 含む 腎臓 胎 見 性 腺腫 4, 


7 
繊維 中 12, RABIES PI) T, HO fic VIG 480 例 を 見 た が , 第 2 回 調査 例 に 於 て は 紋 継 馬 
136, #58 35, GHIA 33, 粘液 放 29, FRM 27, MAME 15, FRESE 15, 黒色 腫 7, te 
腫 6, RIE 6, 其 の 他 内 皮 腫 を 混 じ て 33, 腺腫 25, FLT 例 で あり , 混合 腫瘍 は 31 
例 で あっ た 。 然 し と の 中 に は 2 HI LOM HBT sed, 又 第 1 回 調査 と 第 2 回 調査 
に 於 て は , 組織 分 類 の 観 呈 の こと な り が 若干 あっ て , 同一 に は 見 和敬 され な い が , 所 詩人 良性 腫 揚 
の 義生 敷 は 雨 回 共に 相似 て , 恐らく は と れ を 家 狗 間 ( に 倒 生 せる 腫瘍 の 統計 的 敷 字 と し て , All 
は 説 り た いで あろ う 。 筋腫 と 筋 組織 の 作業 性 取 大 等 の 硬 別 は 。 見 地 の と と な る に よっ て 分 類 
CRRA CT. BEIDE Ans, 腹腔 内 に 於 て る 卵 集 , 腸 間 邊 等 え に 於 て 
(SRAM 4 CAT 30 RLTIUCHT B78, 時 大任 向 弄 の 例 訓 部 する 事 が あり , 
MEETS. 龍太 は 卵 某 を 除い て は 殆 ん どす べ て Kloake CHEFS. CHALOM 
ェ ょ は 認め 難く , 著 汐 状 腫 的 の 場合 が 多い 。 所 講 良 性 放 瘍 た 吾 え が 認め た 例 は , 主として 限局 し 
て いて , 義 育 状態 が 膨 岩 性 で あり , 組織 像 が 母 組 織 酷似 の 成 難 型 を 示し , RES < BHA 
され な いか , 或 は 甚だ 少な たい か, ZMITNDISBCHEEF, 恐らく は 殆 ん ど 全 身 的 に は 無 影 
響 と も 目 せ られ る 例 の み を 取扱 う 在 來 の 慣例 に た ら っ た の で ある が , 百々 の 検査 し た 所 詩 良 性 
腫瘍 の 中 に は , 組織 像 と そ は 全く 成 熱 型 で あっ て , 原紙 性 腫瘍 は 限局 し て 義生 し , BT Owe 
性 で , BIRCH SCH HDOF, 多 敷 の 韓 移 を 形成 し て いた 例 が あっ て , 一 見 悪性 腫瘍 の 如き 生 
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物 學 的 性 状 を 示し て いた 例 が ある 。 然し 特に 移植 費 軸 は すべ て に つい て は 行わ な か っ た 。 

第 一 は 胸骨 部 に 原 病 し た 小 鷹 卵 大 の 球状 硬 固 な 定型 的 の 載 骨 腫 で あっ て , WIT SMV 
型 的 悪 往 態 度 を 有 せ まず, よく 分 化し た 組織 像 を 有 し , FAA CEROMT RK CHAT SHO 
な い 腫 瘍 で あり , 且つ 結 締 織 性 の 被膜 を 完全 に 有 し た 例 で , 内 臓 味 に 肺 有職 と 肝臓 に 多 敷 の 大 豆 
大 の 胡 白 色 球 状 の 質 度 の か た い , 原 王 宙 と 同様 の 軟骨 腫 を 形成 し 。 と れ ら は 韓 移 た な る を 思わ し 
め た 例 , BILE < MT PRICK KENCHMIACELC GAC, 割 面 号 様 を な し て いて , 
肺 臓 に 大 豆 大 , 小豆 大 の 胡 白 色 肖 様 質 度 の 球状 腫 場 を 作り , 組織 移 上 純 料 な 家 軟 家 腫 と 認め ら 
れ て , いづ と に も 示 分 化 の 細胞 を 認め な か っ た 例 , 第 三 は 卵巣 に 約 旗 卵 大 の 分 葉状 の 便 固 次 , 
白色 の 腫瘍 を 作り , 腹腔 内 に 多 敷 の 豆 大 , 球状 の 韓 移 を 形成 し , WKAHORICRN eplTS 
っ て , 組織 時 上 は 便 性 繊維 腫 で , 一 部 分 は 確 子 様 化し て いる が , 幼 若 た 細胞 或 は 未 分 化 型 の 細 
胞 を いづ と に も る 認め な か っ た 例 , 第 凶 は 頸 部 の 皮下 に 3 個 の 胡桃 大 球状 友 白 色 の 繊維 和輝 を 有 し 
て , 同一 様 の 腫瘍 が 肺 臓 有 臓 及び 腸管 禁 膜 面 に 多 敷 生じ て いた 例 , 及び と れ に 類似 し た 3 falas 
bot, 一 見 系 統 的 凌 生 を 思わ し め た 例 , ASTURIAS L, 腹 際 内 殆 ん ど 全 簡 に 小 
大 , 米粒 大 の 黒色 結節 を 形成 し , 組織 移 上 黒色 腫 状 を な し て 肉腫 , 冶 腫 化 の 殆 ん ど 除 外さ れ 得 
Pb SO Sem ee ee eee ae ee 
の 腹水 を 多量 に 有 し た 例 で , と れ 赤 肉腫 化 部 を 認め 得 た い 。 同じ よう な 例 何 お 1 例 。 

9 時 Wnt し で た 2CK5y と て ・ がい 
骸 な く と る 松 査 し た 範囲 内 で は , KRMIVHOM MRT LAOS HAC UN, RE Se 
移 と 認め られ る 腫瘍 結節 に も , 壊死 や 出血 は な く , BATCHES RUC 5. SERB 
的 義生 も 一 鷹 考 慮 され る 可 き で は あろ IAS, 韓 移 と 認め た 方 が 竹 営 で あろ 5, RMXCHNBH 
に , BTORBEMLTWRLOLSZ, MBORMEL RHO Mt Wit EMBAVEROBZARE 
言う の で は あろ う が , CH EMRMELIYVULT, 組織 の 分 化 と 未 分 化 , RRERRRBMic+#eL 
LC ith し て 表現 する 事 は , 一 般 に 廣 く 用 いら れ , 韓 移 の 多 敷 形成 され や すい の は , HELL 
て , 組織 像 る 未成 難 型 と し て 認め られ る も の が 多い が , 家人 次 に 於 て は , 全く 正常 組織 と る み ら 
れる よう な す と ぶる 成 熱 型 の 組織 像 を 有する 腫瘍 が , 韓 移 を 多 敷 に 作り , 全身 的 に も 影響 し て 
いる 場合 が 多々 あり , 即ち 腫瘍 の 組織 が 所 計 成 熱 型 を 呈し て いる 例 で も, 往 ネ 同一 組織 像 を 有 
し て 多 敷 の 韓 移 を 形成 し , 全身 的 に る 悪性 的 の 生物 學 上 の 態度 を と る 例 が , 家人 釣 に は 多 敷 に あ 
り , た と を 組織 像 は 成 圭 型 で あっ て も , 生物 學 的 に は 韓 移 を 構成 し た り , KRETA 
し め る よう な 例 が ある か らし て , 良性 腫瘍 と し て の 組織 人像 を , 主として 組織 の 分 化 , RT 
の み 求 め る 事 に は 不 合理 な 征 が ある 。 成 熱 型 組織 像 を 有する 腫 場 で も る 移 西 の 可能 で あっ た 例 
は , 文献 上 可 成り ある 。 つ 韓 移 稚 を 作ら な いで 限局 し , 全身 的 障 召 , 避 液 質 状 態 を 時 する 事 が 少 
な く , 然 か も 成熟 型 の 組織 像 を 有する 腫瘍 と そ , 良性 腫 場 の 性 格 を 有する も の と 言う 可 き で あ 
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AID, 腫瘍 の 良 避 性 の 表現 は , 寧ろ 誤 ま りや すく , 組織 形態 學 的 方 面 よ り も , 生物 學 的 方 面 
5%, その 一 致 性 の 如何 選 つ いて る, 告 お 一 鷹 の 厳 密 た 再 概 討 を 要 す 可 き で あろ う 。 





45. Norm «ae BR BE, 
尾島 昭次 , 野々 内 保 孝 , 酒 徳 治 三郎 〈 京 都 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 

Statistical observation of the neoplastic diseases in the endocrine organs. 
SHIGEKI MORI, TETSUO HAYASHI, AKITSUGU OJIMA, YASUTAKA 
NONOUCHI, JISABURO SAKATOKU. 
腫瘍 の 統計 ker LOWTIBST OF antun, AAW ED MEI 
EATS TW NR LMG LORMRICOWCAYLY E EART RD SDHC HE FR TFT 5. M 
料 は 1901 年 1 月 よ リ 1945 年 12 Hicks 45 EICH AREA TR SNMP] 5987 

頻度 並び に 順位 : 腫瘍 恨 旨 敷 は 1928 Pic L-C_LIHRREO 21.9 2 を 占め 長 奥 氏 の 悪性 腫 
場 に よる 死亡 系 20.7 BCHr HF. その 中 内 分 泌 臓器 の 腫瘍 恨 敷 は 156 Pl, Eike 
26 sin 12.0 % に 営 る 。 内 課 は 卵 集 65 Pl, 膝 臓 26 Pl, 甲状腺 23 BIT, それ ぞ れ 
sro 5.0 %, 20%, 1.8 に 営 り , Rica 12 Al, 胸腺 11 例 , 副腎 10 例 ,~ 
FERS 9 PIS LCR IRI BY 2ICHS. RICK 1298 例 の 中 に 含ま れ て いる 内 分 泌 
BA EBS 275, 同 績 区 腫瘍 敷 は 194 に し て , 第 1 表 は その 臓器 別 頻 度 を 示す も る の で あ 
る 。! 凌 臓 に 開 し て は 腫瘍 誤 母 組織 と ラ 氏 島 と の 開 係 は 今後 の 研究 に 侯 つ 事 に て 一 鷹 全部 の 膝 腫 
瘍 を 含め て ある 。 

時 EI. 臓器 別 頻度 言 び に 順位 < 順位 は 原発 に ょ る) 
別 を 見 る に 男子 83 Pl (30.0%) 女子 の ER EURE EEE ee 





順 | aie | 原 % | 続 m |... a 
24m (7 > Pk bp bir 1. tir Si 
BOM CROC, EBA PORE 人 | | ix | 名 | 例 数 | % て 
3 : 7 を 示す が 全 臓 器 癌 腫 と 性 に 胞 す 1| 卵 ML 146 (53.2) 32 | 6.5)| 178 

r er 2 | 甲状腺 47 (17.0) 10 (4.9)| 57 

と 流 て は 大 骸 男 子 は 60~70 % | | 
5 時 に 於 て は 大 赤見 了 EEE 3 qo2)| se |c4L2)| 114 
を 示す 数 全く 逆 の 敷 値 が 出 て いる の で 4 EA 5 69) 5 | G35)| 20 
; 5| 脚 mi 14 | 61D 2.1 cmt u 

x ae を 見 Z i っ | 
ある 。 之 を 年 齢 別に 見 る と 第 2 Komm 6 | re 12 (4.7) ‘ (2.1) 16 
く な り , ISweARISHERIIAAA Ci 7 | Oe 11 &M 55 | (30.8)! 66 
5 RER! 8 | 松 果 腺 2 | CO の EMI: 

s, 16 Kz 60 KBERATAIFTO | | | 
5 WER caine nt 合計 | 275 | 194 | 469 








2-35 倍 の 多き に 達し , 60 歳 以 後に I の まっ a 
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於 て 再び 男女 の 差 が 殆ど な く な る 。 ま た 男子 は 40 代 に 女子 は 30 代 に 最も 多く , 男子 で は 

が 30 ft, 50 代 の 順 で , 女子 で は 40 代 及 び 20 代 が 之 に 次 ぎ , 50 MITA 70 歳 に 於 て 洋 減 し 
70 歳 以 後に 於 て 激減 し て いる 事 は , 一 般 的 に 計 腫 が 男子 で は 50 年 代 に , 女子 で は 40 年 代 に 
多い の と 比べ 男女 共に 10 年 ずつ 若く な っ て いる 。 之 等 の 事 質 は 内 分 泌 特に 性 ホル モン が 性 瘍 
と 密接 な た 開 係 に ある 事 を 如 定 に 示す も る の と 考え られ る 。 


また 各 識 器 に つい て 性 別 を 見 る に 副 幼 で は 男子 は 女子 の 4.5 倍 , FHMC 3 倍 , 胸腺 で は 


2 
3.7 倍 , NEBR CLR 2 倍 で 何れ も る 男子 が 多い の に 反し , 甲状腺 で は 逆 に 女子 が 男子 の 約 2 倍 で 























ある 。 
表 II、 内 分 泌 職 兄 に 原発 する 原 更 の 臓器 別 ・ 性 別 分 類 表 
5 USA ナー ニュ が で EE 
seston | rae | Bem | RAR mM | a me | 丸 | 卵巣 Pa je it 
0/3 er 4 1 ny ee i? 
I } | | } / 
15 a u fi 0 | eS ee 8 | 
| | | 
16 0 | 0 0 0 人 に て コ 0 に 人 sf 
| | | | | | 
20 2 See a = a 0 0 Oo}: wmlou 
| | | | 
21 0 | we er, IE 11 
1 | | | | 
30 0 | | 1 | 5 0 | 0 0 | 31 38 
| | 
3 1 | 2 | er. zi. 9 2 | 0| ns be 
I | | * 
40 EGR & Gal ie 2| 0 o| Wu 7 
| | | 
| | | | | 
41 SE 250: 28 EI ER ai 
50 ・ wi Er url ce 0 34 | 42 | ・ 
51 6,4 eee oe bg 4 | 9| 14 は 
60 i A ae 2 oj) | a 
| | 1 | 
61 「 ee. we が ! 3 Re =e i 
| | | 
70 0 | o Pas a Si. eo. 
70 Spices 1.3 tn Ch - thy? a ‘ 
I | | 
Ober EEE 0 | 0 eT > Sr 
性 別 2 | 9 11 | wy ee uy 4 83 
it a oes $f) | 9| . 4 0 | 145 | 192 
合 計 ae vun ie ame Me 15 | 146 | 275 
20'737) 
表 III. RAT WBA BE 
au ra | mom | m | om] ome |e | an | % 
mee ‘ NE cs wi 1 0 | 19 | 127 | 45.5) 
a 0 0 7 0 2 25 5 | 22 | 61 | (21.9) 
腺 BE 2 6 36 14 5 0 0 | 2| 6 | (33) 
肉 Wik 0 0 1 0 0 oe 1 13 | (4.7) 
Di 0 まし キー 0 | 3 0 I 3 | (4.7) 
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原語 腫瘍 の 種類 : 第 III 表 に よれ ば 陣 腫 と 癌 は ほぼ 等 し く , それ ぞ れ 23.3 %, 21.9 %, 
な る も る 装 腫 は 断然 多く 45.5 2 を 占め る が , その 中 93 2 SB C ZERO 82.1% 
TB. HICOW TIMMS 40 2 を 占め , ED 88.5 を 占め , EC 
生 せ る も の は 喘 冶 25 例 中 14 例 を 占め る 。 表 が 卵巣 靖 で 36 CED, Bono 15 % 
ISHKCH So 腺腫 は 甲状腺 腫 が 55 96 CHURN O 76 巡 を 占め て いる 。 な お 甲 潜 腺 腫 
36 例 中 , 12 例 と 貼 状 腺 虎 1 例 が ベ モ セ ドー 氏 病 を 呈し , ベ セ ド ー 氏 病 の 男女 の 比 は 5:8 で 
23. TEE 6 例 中 肢 端 肥大 症 を abe も の 1 例 , EEE ARATE S 4 O2 
例 で ある 。 RARROMMG2 例 の 中 1 例 (12 RIT) CERES EMR BART, IRE 

委 縮 , 副 臣 髄質 肥大 を 米 し , 他 の 1 例 (35 BAF) は 全身 脂 入 過多 症 , 胸腺 選 残 , 喉 委 縮 が 
認め られ る 。 副 臣 の 腺腫 は 5 例 中 4 例 が Grawitz'sche Tumor CH, MIMIC TTyv 
ッ ン 氏 病 を 合併 せる る の は な か っ た 。 肉腫 に 於 て は 因 丸 が 70 2 を 占め , BAD 56 2 を 
岳 め る 。 な お 掌 丸 腫 の 約 件 分 は 腹部 腫瘍 と し て 項 床 診 断 を 下さ れ て いる 。 

原 績 腫瘍 の 臓器 に 於 ける 側 別 差 : 卵巣 杉 腫 が 右 29 PICHLE 43 例 , SPH MASA 7 例 に 
WHLAZ PCH ON, BA, 副腎, 甲状腺 に 於 て は 大 差 は な い 。 

原 柄 腫瘍 の 合併 : 内 分 泌 肛 器 腫瘍 が 他 腺 器 放 瘍 を 合併 せる も の は 41 Bl (8.7 2) で あっ 
て , その 中 卵 某 は 24 例 の 多き に 上 り , 卵 湿 腫瘍 の 16.1 % で ある 。 そ の 中 比較 的 多い 合併 は , 
卵巣 栓 用 と 子宮 筋腫 の 合併 が 5 A, 子宮 六 と の 合併 が 4 Al, PRM LOPES 3 例 で ある 。 

病 性 腫瘍 に 就 い て : LZ UNM, RIP, 卵巣 に 多く , BS BEMIS 197 例 中 124 例 

で 63.9 %, MERAN 53 MIT 27.3 2% で ある 。 その 大 部 分 の 原 績 某 は 胃癌 で , MACHT 

は 績 語 性 腫瘍 の 50 %, SPC 43.7 %, 副 昧 で は 30 2 を 占め る 。 HAC C247 PD 
中 , 内 分 泌 臓 器 に 韓 移せ る も の 67 例 (27.1 2) で , 膝 に 45 Pil, 卵巣 に 18 Bl, 副腎 に 17 

CHS. MEMEO MMM OBZ LS Ic, 膝 で は 頭 部 に 88 例 中 50 例 が , 卵巣 で 
は 左 が 右 の 7 倍 , 副 野 に 於 て も 左 が 右 の 2.6 倍 と 言う が 如く , UL WÜRTH 


腫瘍 に 於 ける と 異 る 鹿 で ある 。 
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46. ZERURPFORMICREC (第 二 報 : RIAN BZ) 
sm 済 , RASH. AERE- HH Rt 5 
GRA= “BBA 奈良 県 立 医科 大 学 ) 
On human cancer in Nara Prefecture. 2nd Report. W. KAIJO, 
YOSHINORI TOMODA, YASAICHI OSUMI, AKIRA IIOKA, OSAMU 
TSUJI, KEIZO INAMORI, HISAMASA SATO. 


香る は 懸 常 局 並 に 双 腎 師 會 の 協力 を 得 て , RARE 2 市 , 141 Eike Roi 
査 を すす め て いる 。 昭和 23 年 度 死亡 診断 書 に よれ ば , 閣 死 亡 の 全 死 亡 に 封 す る 百 分 座 は , 
市 , 町 より る 村 に 高い 傾向 が 見 られ る 。 と の 傾向 に 注目 し 特定 の 三 ケ 村 を カー ド 法 に ょ より, 他 
の 一 地 攻 を 回 診 法 に ょ より, 営 附属 忠 院 外科 閣 患 者 て 昭和 24 年 度 ) を 回 診 そ の 他 の 方 法 に よっ 
て 調査 し た 結果 を 報告 する 。 

先ず 山村 た る 小川 , 秋野 , 丹生 の 三 ケ ヶ村 を カー ド 法 に ょ より, 三代 に 瓦 っ て その 和 容 患 状況 並 に 
血族 結婚 に 就 て 調査 し た (第 1 表 )。 その 封 象 戸 敷 は 合計 1712 A, 集計 戸数 は 1274 Acs 
る 。 

その 家系 に 両 の ある 割合 は 夫々 小川 28.0 2 (152 Fi), 秋野 20.3 2 (87 FA), 丹生 24.0 % 
(74 A) で ある 。 血族 結婚 座 は 小川 16.3 2 (89 戸 ), 秋野 19.0 % (80 戸 ), 丹生 14.9 % 
(45 A) CH), 容 患 並 に 血族 結婚 の 頻度 は か な り 高い と 思わ れる 。 

特に 後者 は , 日 本 人 一 般 の 血族 結婚 系 を 約 5 2 (川上 ) と すれ ば 著しく 高 率 で ある 。 

和 何 虎 の ある 家系 を 世代 別に 観察 する と, 小川 , KHCATCAQAMALOM Ih cRERO 
ある 家系 が 特に 多く , 呆 生 は 父母 並 に 宜 父 母 或 は その 同胞 中 に 租 患者 ある る の が 共に 多い ぃ (第 


2& I). 
血族 結婚 春 は 三 ケ ヶ村 何れ る 第 三世 代 (世帯 主 ) に 於 て 最も る 高く, 代 を 遡る に 従っ て 低い (第 
2 表 ID. 


CAR MRE FID, と の 三 ヶ 村 に 於 て は 現在 で も 相 常 張 い 傾向 に ある と と を 示 
す と 云え よう 。 

更に 父母 か 班 父母 に , MILER OHARA % MB RATELEL, 家系 的 に 席 あ り と な 
す も の は 第 2 表 III に 示す 通り で ある 。 生 血族 結婚 中 痛 を 有する 家系 の 百分率 は 小川 36.6 %, 
秋野 27.7 2, Pte 42.1 2 で ある か ら , 家系 的 に 責 あ る 者 が 血族 調 係 を 結ぶ と と に より 答 加 奉 
は や や 高く な る 。 但し と の 問題 を 便 断 する に は 何 多 数 例 を 必要 と すべ く , HEHRO ARE & 
吟味 し な けれ ば な ら な い 。 
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次 で 一 地 攻 ( 欄 原 保健 所 生 
Aix Er AB 
% 


Lore COA BRAND 5 
RANVIER A I ED LG 
KICMDSS OIE 44.4 % (8 例 ) で ある 。 
BET SS BS BEALE RICH ける 】 iA FE 

4 例 に 就 て 1 
Ba 24 例 中 , 二 世 代 に 
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Ax ナー ~~. EFT 
ECIIoKCR 
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er 
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KIRRERORARHR ZA SICH Sa. 


状 を 訴 う る 者 54 名 の 参集 を 
の 18 例 演 就 て , 
の は 38.8 22 (7 例 ), ZRH 


RUWAS SOO, AR 


alt FERC Tk - 記 三 ケ 村 2 Damit AY» 株 SR Helm ICRA る 回 診 , Abi Bele 





Si) に 於 て 天 患 者 早期 績 見 の 目的 を 以 て , RARICHSSLONSO 
を 求め , NER TERROR 
父母 に 血族 結婚 ある も る の は 1 例 で 
り 癌 ある 例 な し 。 14 


者 35 例 に 就 て は , その 騰 器 別 分 類 は 第 一 報 に 準 すろ 。 家 系 的 調 
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第 1 表 a - F + に 依る HE 
維人 全戸 数 1712 
集 計 戸 数 : 1274 
————g —— Woe ーー ーーーー 
a Fs tf peas | ML SI RE» we Ha 
N, > Fw | 集 3 | RD sit “ite N 
it 名 へ 、| tote poe mite: mn 
| 65.39% 16.3% 7.5% 28.0% 
rs, ” | (544 Fi 89 A) Ai FD 152 戸 ) 
Pr pa “on 85.7: | 19.0% 11.2% 20.3% 
a 7 | (422 戸 ) | (0 A) (47 A) 87 A) 
Pr | 90.29% | 14.9% 6.2% 24.0% 
u "E a. + ee 月 | 46 戸 ) (19 A) 74 #) 
第 2 表 [DM 発 見 a 
小川 Re 秋 野 対 FE # 
ara_——| % a ER 
a el 28.078 521,0) 20.370971) 24.0%C 7) 
= 調査 戸数 | 
I. 66" | 46%C OR 4.17 3) 戸 
Il. 46.0 (70° | 586 (51) 36.5 (27) 
III. 24.3 (37, | 15.0 (13) 39.2 (29) 
IV. 23.1 (35) | 21.8 (19) 18.9 (14) 
V. 0. co 0. co 13 CD 
(3E) I: HIFTRTOR BIS END 
Il: ZAIERHZOREKDILO 
Il: MZIKKRTOKLEKSBZLO 
IV: 二 代 に 万 る も の 
V : ERKEBLD 
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第 2 表 (1D u AH 
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47. 吉田 肉腫 の 血液 形態 に 及ぼ す 影 響 及 レ 線 放射 の 
吉田 肉腫 に 及ぼ す 影 響 に つい て 
山崎 博 , MFRS (鶴山 市 玉越 病院 ) 


Effect of Yoshida sarcoma on blood picture and effect of X-rays 
on Yoshida sarcoma. HIROSHI YAMAZAKI, YOSHIZO MATSUSHITA. 


1. ARZAVZCHHAM BL, ZAPF 3 ETHHAUR 「 プ ラニ メト リサ リー] 法 
應 用 し , 赤血球 面積 を 測定 し て その 獲 動 を 概 し , 更に 赤血球 敷 , 白血球 敷 , 全面 積 指 敷 の 獲 動 
並 に 多 染 性 赤血球 の 出現 奉 等 を 検索 し 炊 の 結果 を 得 た 。 

赤血球 敷 は 初め の 敷 日 の 聞 に 時 に 増 加 を 見 る こと も ある が , 大 財 に 於 て 初め より 減少 を 示し 
その 減少 度 は か な り 形 度 で ある 。 

白血球 敷 は 初め ょ り 増加 の 傾向 を 示し , 末期 に 於 て は か な り 著 明 な 増加 を 見 る 。 

赤血球 在 均 面積 は 初め ょ り 増大 の 傾向 を 示す も の が 多い 。 1 例 に 於 て は 移植 2 日 目 よ り 4 日 
に 至る 間 縮 少し て いる が , 油 死 前 に 於 て は 何れ も 増大 し て いる 。 8 

全面 積 指 敷 は 初め 軽微 な 増 加 を 示す 例 も ある が , 初め より 減少 する 例 が 多く , 後期 に は 何れ 
る 著 明 に 減少 する の を 認め る 。 

多 染 性 赤血球 出現 座 は 概ね 著 明 に 増加 する 。 

後 條 期 に 於 て 有 概 赤血球 の 出現 を 見 , 末期 に は 著 明 で あり 大 小 不 同定 も 認め られ る 。 

2. 100 瓦 前 後 の 白 思 の 腹 時 内 に 吉田 肉腫 を 移植 し , 腹水 内 腫瘍 細胞 の 超 生 夫 染 色 を 中 性 紅 
色素 を 用 い 杉山 氏 の 方 法 を 歴 用 し て 観察 せり 。 面 し て 質 験 に 最適 な る 色素 濃度 は 5000 倍 純 ア 
ル ュ コール] 溶液 なり 。 

5000 倍 中 性 紅 純 ア ル ュ ー ル ] 溶液 を 用 いて 腹水 内 腫 湯 細 胞 の 超 生 杜 染 色 を 行う に , 腫瘍 細 
胞 は 標本 作製 後 間 も なく 微細 な る 中 性 紅 器 粒 を 示し , 30 分 に し て 人 既 人 鮮明 と な り 美 事 な る 花 
ERKFITEL, その 部 位 は 桜 に 接し 特に 概 了 凹 部 より 原形 質 の 廣 い 庭 に 向っ て 放射 状 に 配列 
LIC BRA ICHALT SC LORWOEHALTS. Misa Cw L OPAC HE 
し き 大 小 不 央 は な い 。 又 分 子 運動 , 移動 運動 は 認め られ な か っ た 。 

次 に 艶 深 内 に 1 % 中 性 紅 生 理 的 食 中 水 を 注入 し , 腹水 を 採取 し 生 剛 内 染色 を 概 す る に , 腫瘍 
細胞 は 注入 後 15 分 — 40 PCR VAM SHAME RL, RATE SD BAC 
向っ て 花冠 状 或 は 放射 状 に 配列 し 廣 く 原 形質 内 に 散 外 せ ず 。 其 の 所 見 は 超 生 財 染 色 の 場合 と 全 
く 同様 な り 。 
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吉田 肉腫 権 患 白 尿 に 連日 「 レ | 線量 50 V を 照 射す る に , 100V よ ょ り 中 性 紅 頼 粒 の 出現 度 を 
朋 め 頼 粒 減少 し 花冠 秩 配 列 も る その 著 明 さ を 減 ず 。 300 VINE CA MAMS < TER 
呈 せ ず 原 形質 内 に 散 錠 する の を 認め る 様 に な り , 500 VERA Fa ira OS 


と な る 。 


48. X 線 放射 吉田 肉腫 大 黒 抽 の 病理 解剖 学 的 研究 
WES, HBA C 和 歌 山県 立 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
Studies on the pathological changes of the X-ray irradiated 
Yoshida sarcoma. MATSUO YAMADA, TSUNETO ARAI. 

XPOS H AAMC RIES RRR ICE LC, 其 の 割 栓 所 見 及び 病理 組織 學 的 所 見 に 
就 て 研 索 。 新 か る 際 放 射 量 及び 放射 術 式 に 就 て は 一 時 放射 或 は 連 績 乃至 分 割 放射 が 問題 と な り 
又 又 線 の 腫瘍 芝 育 抑制 作用 に 就 て , 腫瘍 細胞 へ の 直接 的 障 召 作用 及び 全身 的 に 或 種 の 織 調 に 因 
く と な す 間 接 的 生物 移 的 作用 が 考慮 され る 。 之 等 の 概念 の 下 に 特に 該 腫 瘍 細胞 の 組織 内 浸潤 
CO, 腹腔 内 睡 瘍 細胞 及び 港 出 細胞 の 消長 と の 開 連 を 追求 する 。 

質 験 方 法 及 び 成 績 . 吉田 肉腫 移植 は 一 般 の 形式 に 従い , XPRESS, REN 135kV. 

次 電流 4.0m.a., iH Al, 1 .0mm, Cu 0.5mm, 放射 野 5X5cm, He BARE 23cm, 

買 験 動物 死亡 後 割 栓 及び 組織 標本 作製 。 

判 栓 所 見 に 就 て 基 の 要 呈 は 炊 の 如 し 。 叉 線 放射 後 比較 的 生存 日 敷 が 延長 し , MeL 
た と 思わ れる 例 で も , 著しい 腫瘍 形成 が 見 られ る 場合 , 或 は 極め て 軽度 た なる 例 が あり , A 
後 比較 的 短 時 日 で 死亡 し て 抑制 牙 果 を 示さ な いよ うな 例 で , あま り 腫 瘍 形成 が 認め られ な いよ 
うな 例 , 或 は 同一 個 剛 で も 部 位 に ょ っ て 腫瘍 形成 の 抑制 及び 促進 が 見 られ る 例 等 極め て 複雑 で 
ある 。 上 且 放 射 量 が 過量 の 際 に は 副作用 の 帝 現 が 考 具 さ れる 等 , 容易 に 規定 し 難い が , 一 般 圭 照 
例 に 比較 する と 質 的 の 差 は 認め 難い 。 要 す ナ る に 治 疹 乃至 極め て 長期 の 生命 延長 の 場合 に は , ME 
場 形成 の 皆無 力 至 軽微 で ある が , 通常 生命 延長 例 で は 時 日 の 経過 に 伴い , 反っ て 腫瘍 形成 が 著 
明 に 見 られ る 例 も 多い 。 

租 織 學 的 所 見 に 於 て は , 腫瘍 細胞 の 浸潤 は 周知 の 如く 組織 間 強 中 に 連 績 性 に 見 られ , 個々 の 
BORIC CRASS. 心臓 : LICR SBOE WHR CHIR LORI 
PRE RDS SILI» Mi: 一 時 放射 群 で は 殆ど 一 般 例 に 大 差 た い が , UU RRD 4: tg 
長 例 で は 腫瘍 の 浸潤 が 展 々 極め て 高度 , 胞 隔 結合 織 内 に 著 明 に 浸潤 する 。 肌 臓 : CT. 
比べ 腫瘍 の 浸潤 は 軽度 の 傾向 を 示し , ROBE SW RORRO LRM LAH, 臣 
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Bi: 封 照 例 に 比べ 放射 群 に 可 成 浸潤 の 強い 例 も 時 に 見 られ る が , Rt EOS 
ある 。 FR: 腸 臓 と 同様 の 傾向 で , 二 , 三 の 例外 は 見 られ る が , 届 照 例 に 比べ 腫瘍 の 浸潤 は 放 
射 群 に 軽度 で ある 。 同 腹腔 中 の 腫瘍 に 於 ける 毅 性 , 壊死 , 出血 等 の 角 化 は , 概ね 放射 群 に 高度 
で ある 。 区 に 比較 的 少量 250V 以 下 の 連 績 放射 群 の 小 敷 例 の 肺 , Bi 肝 , 腫 癌 等 に 於 て , 腫瘍 
細胞 が 集 狭 し て 之 に 白血球 及び 晶 球 極め て 稀 に 互 細胞 等 が 混 じ , 中 央 部 が 壊死 状態 を ボ す 肉芽 
腫 様 結節 形成 を 認め た 。 

考 %. 吉田 肉腫 に 双 線 放射 を 行っ た 場合 , 其 の 抑制 数 果 と 割 栓 所 見 に 見 られ る 腫瘍 浸潤 力 
至 腫 韻 形 成 と の 間 に は , 特定 の 姜 連 仁 を 認め る 事 が 出来 な い 。 其 の 組織 移 的 所 見 に 就 て , Mi 
以外 の 諸 臓 器 の 腫瘍 浸潤 は 放射 例 に 於 て 答え 軽度 の 傾向 が 見 られ る が , 反っ て 強 ぃ 浸潤 例 る 散 
見 する 。 肺 臓 の 狂 瘍 浸潤 は 圭 照 例 近 比べ 放射 群 に 稽 々 強い 傾向 が あり , 生命 延長 例 に 此 の 感 が 
深い 。 比 較 的 少量 の 連 績 放射 群 の 肺 , J FF, SICA ON CARRE It, 一 般 圭 


照 例 に は 認め 得 た いも る ので, 組織 アレ ルギー の 見 地 か ら 考 察 す れ ど , 比較 的 少量 の 駐 線 放射 と 


LZABOMMMARIEIC LD, 例え ば 腫瘍 細胞 に 殖 す る 抗 骨 産 生 の 増強 に 因 く 抗原 抗 購 反 座 
OMB SH, 生命 延長 例 妃 至 治 疹 例 に 見 られ る 腹腔 内 港 出 細 胞 の 著しい 泊 長 と 共に , 放 


射 詩 に 於 ける 症 性 反 應 の 凍 奥 が 注意 され , 腫瘍 細胞 へ の 直接 作用 より は 間接 的 生物 欧 拘 因子 


STE ese Lae = 
の 車 女 年 を 物語 る CBA ) 


Jo 


+e 


49. TPH BUCHES BHEPEIR BNA IE © SBF ICH TS 
シュ ワル ツマ ン 氏 濾液 の 影響 (第 TH! 報 ) 
伊 藤 弘 完 CHASES BME 
Influence of Shwartzman’s Coli-filtrate on the growth of the 
transplanted fructose-sarcoma in the mouse. (Iird Report) 
HIROMITSU ITO 
前 回 報告 し た と 同様 の 方 法 で , HARON AM <BR L7HARIC, v2 7297 ri 
液 2000 倍 , 200 MEERE EL 22 リ チオ ンカ メル ミン 水溶 液 を , 0.1 cc WHA 
下 及 腹 腔 内 注射 を 行い , 然 る 後 同士 日 明 の 肉腫 組織 を 各々 3 匹 の 廿 日 思 に 再 移 丁 し て , その 移 
植 座 及 組 織 學 的 所 見 を 概 す る と 同時 に , 注射 の 肉腫 へ の 直接 の 影響 と みて, 今 迄 の 賀 験 成績 を 
確 め た 。 FERIA 12 日 一 16 日 目 頃 か ら 始 め , 9 回 一 22 回 に 及び , 更に 之 を 各々 3 匹 
oH+HRCHBHLT, 10 日 一 24 日 目 に 検査 し た 。 再 移植 を 行っ た 連 験 は , 計 8 群 で あり , 
各 群 は , 2000 倍 , 200 倍 , 羊 照 各 1 と する 和 群 が 多 い が , 通 計 2000 倍 注射 例 は 6 匹 , 200 
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倍 注射 例 は 5 区, カル ミン 注射 例 は 2 匹 で ある 。 各 例 の その 群 内 で の 移入 座 並び に 紙 育 程度 を 
概 討 し た が , BRP EHP LORMCHARBIBY SNF, 3 匹 中 2 wis 3 匹 陽性 と いう 
例 が 多い 。 時 に は 2000 倍 注 射 例 に 移植 後 の 融 育 遅延 が 認め られ た り , 200 HERO BBO 
低い 群 $ も あっ た が , 共 通 の 獲 化 と は 見 人 し が た い 。 之 を 組織 移 的 に 検 す る と, 2000 倍 , 200 倍 注 
SABRC, AH AEOHRHRCSBANER, 漆 巴 球 の 浸潤 が み ら れ , H 2000 例 の 倍 例 
Cid, 軽度 に 組織 球 , 繊維 芽 細 胞 の 増殖 な ぶ あ っ て , 之 を 被 包 する 像 を 示し て いる 例 も ある 。 カル 
ミン 注 射 例 は 封 照 例 と 大 差 は み ら れ な い 。 肉腫 細胞 は 各 例 と る 根 分 殖 像 等 が あっ て , 増殖 し て 
VAR, 濾液 注射 例 で は 遊走 細胞 の 浸潤 の み ら れ る と と ろ に と , 一 部 差 性 を 認め る こと が 出来 る 。 

輝 液 及 カ ルミ ン の 原 肉腫 に 下す る 影響 は 前 回 報告 し た と 同様 の 所 見 を 示し て い る が, 2000 
倍 注 射 例 で は , AMO HEARICSRAMER, 光 包 球 の 浸潤 が あり , 組織 球 , 繊維 芽 細 胞 
の 増殖 が み ら れ , 200 倍 例 で は , それ ら 細 胞 の 浸潤 は 多少 ある が , MeRBAoN, 肉腫 周 
穫 の 被 包 状況 は 至 照 と 大 差 は な く , 2000 倍 , 200 倍 注射 例 と も る , Atos 
み ら れ る 。 カ ルミ ン 注 射 群 は , 習 照 と 大 差 は な い 。 PRICK HEL, THEARHM, 9 
普 巨 大 掃 細胞 の 浸潤 が み ら れ る が , 2000 倍 注射 例 に 強度 で ある 。 

之 等 の 青 化 と 再 移 盾 され た 肉腫 に 装 す る 獲 化 と は , 共通 の る の が あり , TBM ARICAT 
る, 2000 倍 例 に 於 て , 組織 球 , 遊走 細胞 の 浸潤 が み ら れ , 200 END rt 
あり , カル ミン 群 は 百 照 と 大 差 が な い 。 腫瘍 細胞 に も 相似 の 胡 化 が 認め られ た 。 之 を 要する 
に , 移植 率 に 於 て は 大 差 は 認め られ な い が , 組織 克 的 に 宮 験 例 中 2000 倍 例 が 最も , FR 


何 肉 風 組 織 は 被 色 さ れ て いる も る の と 考え られ る 結果 を 得 た 。 


50. 吉田 肉腫 白 凡 に 対す る Citral 及び 基 の : 他 の Aldehydes 
IC LOTR ALRS, WEE, SHE, 土 信田 宏治 , 
高橋 昌 編 , 河村 悦子 て 東北 大 学 医学 部 大 単 内 科 数 室 ) 
On the inhibiting effect of citral and some other aldehydes on 
Yoshida rat sarcoma. SHUNGO OSATO, JUNICHIRO KANNO, 


SHICHIRO IWABUCHI, KOJI TOSHIDA, SHIOFUKU TAKAHASHI, 
ETUKO KAWAMURA. 


Fic AMM ic citral, citronellal を 用 い , 展 々 治療 数 果 を 奏する と と を 報告 し た 。 
2 citral 其 の 他 二 , 三 の aldehydes を 用 いて 吉田 肉 太 ラッ テ の 治療 買 験 を 繰返し 


citral で 治療 動物 の 約 10 2 に 一 度 増大 し た 幅 場 の 消失 を 來 す と と を 報告 し た 。 治療 し な い 
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も の も 生存 期間 の 延長 を 観 た と と を 昨年 の 本 學 人 省 で 逃 べ た が , 引 績 き citral を 主 骨 と し て 
malonsaure aethylester, salicyl aldehyde, cinnamic aldehyde, oenauthol, chininum 
hydrochloricum を 適 営 量 加え た も る の を 投 筐 し て , Citral LUWELOKRERSTOCH OE 
を , 吉田 肉 種 テッ テ 績 計 337 Ee vc LZ. 

KETE. KB 100 瓦 前 後 の 健常 た テッ テ を 用 い , MANE ARIE PRA CR 
入 し た る の を 興 ぇ えて 油 育 し た 。 使 用 し た 投 庶 薬物 は , Aldehyd を 大 豆油 に 溶解 させ , PA 
溜 水 と 乳化 列 を 加え 振 退 法 に 依る 乳化 液 を 用 いた 。 吉田 肉 腫 移植 方 法 は 同一 動物 の 腹腔 か ら 探 
取 し た 腹水 を , 0.1 乃至 0.2 ccm KR, 赤 生 存 期間 の 開 係 上 タイ ョ ロード 液 で 腹水 を 10 倍 
ICHREULT, 0.1 妃 至 0.2 com 宛 背 皮下 に 移植 し た 。 治癒 公定 法 は 一 旦 大 きく な っ た 昼 瘍 が 
完全 に 消失 し , 薬物 注入 を 停止 し て 3 ヶ月 以上 鍋 育 航 察 し た 後に , 同一 動物 に 腹腔 移植 し て , 
陽性 な る 例 を ば 完全 治癒 と し て , 初め より の 不感 受 汗 動 物 で な いと と を 確 め た 。 投 奥 薬物 部 位 
は , 腫瘍 を 角 れ て か ら 腫 瘍 移植 部 位 と 反 圭 側 の 皮下 又は 筋肉 に 行っ た 。 腹腔 に 注入 する 場合 は 
注意 し て 弘 徐 に 行っ た 。 薬 物 注入 法 は 移植 後 3 FAS 日 目 よ り 開 始 し , 毎日 行う 法 と 3 乃至 5 
日 間 連 日 注入 し た 後 は 隔 日 に 注入 する 方 法 と に 依っ た 。 

臓 導 カタ ラー で ゼ 測定 法 は 井上 氏 差 法 に よる 定量 法 で 測定 し た 。 
le UT 10 匹 肉 外 を 用 い , 同 條 件 で 移植 し 同時 に 観察 し た 。 
Km. CA) 腹腔 移植 を し た 動物 に 半 す る 治療 質 験 成績 . 


z > メス HE Be te dh 
ei 1 表 5 田 A ER 腹 WPS qo NA 















































KER| so Hiyky Boppy wy i SE ty Te HY UR ty 使 Fi} | 陰 
# 1,1 12+x テカ 硫 27 £49 GH ARK FT A 4 al Fr 2 Y3 +3 End | 性 
Hefe (0.2), Citral (0.3) KT: 12 10 | 11.6 35 | 9.1 0 

ssh 3 HH | Hefe (0.2), Citral (0.3) 腹腔 .| 12 | 8119| 1610/0 

I ょ り 開 始 以後 Citral (0.3) mre. | 12 ・10 |113| 15|10|1 
EHE と ーー ンー nes 

r x I | 12 9 |11.61 14 に 0 1.0 
ne aldehyde (OL) 腹腔 . 9 1 13 | 18.3 | 31 | 1 Io 

Citral (0.3) ヶ 3-10 に 65 | SE に 9.| 1 

ee (0.3) ケ | 9 に OE EE 171197100 

Oenanthol (0.3) y 9} 15,23 31/0) 0 

x} a s| 4/142] 2 0]0 
| Malon-Citral (0.2) IT | | slil9| 8|o[o- 

; | Citral (0.2) | 10 | 9/108) 14} 0] 0 
Malon-Cinnamic (0.2) y | 10 | 3 | 10.9 19:10 

2 | Cinnamic aldehyde (0.1) - | 390 | 37211 2/1010 

Sa | Malonsaure Aethylester 0:2) - ア | 10 | 3 | 11.0 13 1,.0,19 

| ・ 対 m | 10] 10/113] 13} 0 | 0 

治療 例 | 122 | | | | 3 | 2 








備考 : Hefe (酵母 ) は 経口 投与 CO.2gr Hi) 
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第 1 表 に 示す 如く 腹腔 移植 の 動物 に 就 て , 腹腔 に 直接 sini を 注入 し た 3 回 の 質 輸 で は 。 第 2 回 


の oenanthol を 用 いた も る の を 除い て は 殆 ん ど 生 存 期間 の 延長 を 認め な か っ た 。 Oenanthol - 
Selen 14.2 日 に 比 し , Fam 22.3 AC, 青 照 肉腫 テッ テヒ に 比 し て 統計 的 に も る 有意 


ROBB D Bo 


(B) PB L7eRWICHT 2 RRA KM. 
















































































S2H OH BW A Mm HR F 移 tt 

5 | ! RE ao Mn Bene ale 
番 ぢ 2 | 薬物 投与 方 法 投与 3 薬 物 名 及 3x 与 np 位 LEN VE | WEY RE | 疹 wi: 
me Cinnamic aldehyde (0.2) 皮下 | 10 | is | 19.3| 25 | 2|2 
eR 4H | Citral (0.3) y | 10 | 16,260) 82lolo 

1) £9 SHIM | Citral (0,3) y 5 | ıs | 26.0| 37/0] 0 

続 以 後 也 日 ー ーーー ナ ーーーー = 

対 m 10 | 15 23.5| 701o|o 

| 移 柱 後 6 是 日 Malon-citral (0.3) 皮下 _ 10 | 14 | 18.7 | 42 | 1 | 0 

| x vH 対 ma 10 | 13 | | 18 1o 12 
Citral (0.3) z+! 10| slzzs| 44 | 1/0 

4% 5 HH | Salicyl-citral (0.3) 皮下 | 10 | 15 |186| 98|0|10 

| x 0 4ey14¢4 | Malon-citral (0.3) ze} 10} 16] 229] 37] 0] 0 
| x MR | 10} 16 | 29/ lolo 
Citral (0.3) w*{ 12 | 13] 201] 3991110 

iS 5 HY Cinnamic aldehyde (0.2) ク 12 13 | 20.7 47 10|0 

ry ED SHINE Cinnamic-citral (0.2) / 12| 15 240 2,00 
SEL Sb Flyc | Oenanthol-citral (0.3) ヶ 12 | 13 /| 211; 37/1/0 
投与 す | Chino-citral (0.2) ヶ | 12) 131200| 38|2/ 0 

| 対 MR 2| is|238| zo 2 

総計 | en | 125 | 8| 5 
第 2 表 に 示す 如く 皮下 移植 の 動物 に 就 て , 皮下 注射 を し て 治 誠 し た 4 回 の 損 験 で は , citral, 


cinnamic-citral 等 に 


IC SERIA HI 8 PX 


専ら 振 混 法 に よる 乳化 液 を 用 いて , BS 


少 レ く IHR を 認め を た が, = 
CGO TES. TARR 
E 全 な る 乳化 を 行っ 7 


著 明 に は 認め られ な か っ た 。 併 し 治療 例 125 Pl 
SWIC SI VIO (LB ARIES BIC, 


で と に る 依る る の と 司 思わ れる Qo fr} 


此 の 第 1 回 の 寅 験 で , mil: DL’, cinnamic aldehyde, citral を 投 典 し た 


も の は , 習 照 に 比 し て 何 和 れる も 12 日 乃至 18 HABE I I rn RK E RE Lr. 
嗜好 性 白血球 


嗜 中 性 白血球 は 基 の 頃 よ り 著 明 に 減少 し 。 汐 巴 球 は 逆 に 増加 する も , エ オ ジ 
KUMI AER D MOST & HMw. 


(C) Bear > 


— CROMER : 


163 


ia 





第 3 ea 























内 an: | 別 lee # = Se ee | 2. = er ME | EIER 

| nim | BOER | He ik | BF ih DH 

ıle| | mn | 200 | +69 | citrat | zum | an | 29.3 | 205 

AR | 86 | 130 | +44 | @.3cc)) 217 | 437 | 283 | 27.7 

3 | | 121 | 155 | +34 | sige | 217 | 437 | 88 | 193 

oy }HFF] 110 | 140 | +30 | 3HH| 217 | 437 | 155 | 212 

5| 8 | | 165 | 207 | +42 | ょ p5| 187 | 267 | 74 | 141 

。 6| 8 | | 152 | 165 | +13 | Hime | 13” | 267 | 不 fe! 15.1 
TE 。 aa > | ; i | 

7| sl | 134 | 150 | +16 | Huse | 137 | 27 | 98 | 117 

8 | | 139 | 150 | +11 mu | 137 | 267 | 98 | 17.2 

1 134 | ı82 | +48 | | 287 | us| 182 

第 2 &# | 143 | 154 | +11 | & fF | 287 | 233 | 16.9 

ae MF | 127 | 149 | +22 | 物 わ 28 ヶ | 212 | 21.7 

4 肉 移 | 143 > | +8 er | 287 2.8 | 14.6 

m 5 ma | 133 | 150 | +17 | & 28 ヶ | 148 | 96 

6| 2 122 | 160 | +38 | | 28 ヶ | 17.8 | 12.7 

1|。 130 | 205 | +75 | | 40H | A te | 28.5 

Ae 21 < 健 145 226 | +84 | 無 40 7 29.3 28.3 

+ 3 | >| ye | 185 | 215 | +80 | m 407 | 29.0 | 27.3 

4 | " | 138 230 | +92 | 40 7 27.8 | 22.3 

u 5 | me | 136 | 228 | +92 | i 407 | 30.0 | 27.0 

6 | 127 | 210 | +83 | 40 ヶ | 29.7 | 28.0 














| 29.2 | 235 





第 3 表 に 示す 如く , 肝臓 及び 腎臓 の カタ ラー ゼ 量 は citral 投 奥 群 (第 1 群 ) の 8 例 中 2 例 
正常 , 1 例 稽 々 正常 , 5 例 激減 する の を 観 た 。 HME UCHHAME BML CHIH) 6 





例 中 2 例 ほ ぼ 正 常 , 3 例 積 ぇ 減少, 1 例 は 激減 する の を 観 た 。 第 T 群 の 正常 を が し た 3 例 は , 

吉田 肉腫 移植 後 4 日 目 頃 より 腫瘍 縮 少 し て 來 た 例 で ある 。 他 は 何れ る 腫瘍 の 肥大 及び カタ ラテ 
ー ゼ 量 の 減少 を 認め た 。 

(CD) 腹腔 移植 の 動物 に 就 て 直接 腹腔 に 薬物 を 注入 し た 連 験 に 於 ける 腹水 の 形態 光 的 所 見 : 
Citral, cinnamic aldehyd ZiE ALRÄRTR, 腹水 中 の 腫瘍 細胞 は , HES A ALD 
其 の 敷 の 減少 を 認め , 且つ 嗜 中 性 白血球 が 一 時 念 増し て 來 る 。 此 の 中 完全 治癒 せる 例 で は 腫瘍 
Meas WAAL, Wi pyknotisch の 像 を 呈し , 一 方 大 単 桜 細胞 が 之 等 腫瘍 細胞 に 置き 換 
ADIL. HME SACL & BH 2 AGL ED ARATE SAM TT 
る の を 認め た 。 

YEO RRM CREF Sz, 

1). ERO DIN HF ZART IL, oenanthol に 著 明 に 治療 奴 果 が 認め られ た 。 
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2). K FBO Dy ICND SAMARAS, citral の み を 注入 し た 方 が , citral に 適 賞 量 
の malonsäure aethylester。 salicylaldehyd, chinium hydrochloricum, oenanthol を 
加え て 注入 し た も る の より 治療 邊 果 が 認め られ た 。 ffl cinnamic aldehyde を 加え を も の は 
citral の み を 注入 し た より る 麗 果 が あっ た 。 [TARE 125 例 中 8 例 に 完全 治癒 を 認め た 。 

3). Cital 投 奥 の 肉腫 皮下 移植 の 動物 8 例 中 3 例 に , citral が 抑制 邊 果 を 表わす 時 は , Bir 
カタ ラー ゼ 量 が 減少 し な いと と を 認め た 。 

Aldehydes を 用 いて の 治療 質 験 は 目下 進行 中 で ある 。 又 此 等 の 物質 の 腫瘍 細胞 に 至 す る 形 
態 抑 的 疾 化 に 就 い て も 詳細 に 研究 が 進め られ て 居る 。 


Ol. 塩酸 エメ チン の 吉田 肉腫 に 及ぼ す 影 響 Hure 


The effect of emetine hydrochloride upon the Yoshida sarcoma. 
HIDEHIKO ISAKA (Pathological Institute of Tohoku University, 
Medical Institute of Sasaki Foundation) 


In Pathological Institute of Tohoku University, many series of experimental 
studies on the chemotherapy of malignant tumor have been carried out under the 
direction of Prof. T. Yoshida. In these experiments, I took charge of the effect 
of emetine hydrochloride upon the malignant tumor to ascertain whether it had 
inhibitory effect or not following Yoshida’s screening test method. 

Method: Albino rats of 100g body weight or so were transplanted with 0.03cc 
of Yoshida sarcoma, ascites into the abdominal cavity, and injected with aqueous 
solution of emetine hydrochloride in different doses on the Sth (or 4th) day after 
the transplantation, when the tumor cells proliferated in pure culture state in 
ascites, to inspected whether life days of tumor animals were prolonged over the 
usual, and whether morphologically visible changes were caused on tumor cells 
or not. 

Result: Tumor animals, injected with more than 2.0mg of emetine hydrochloride 
per 100g of body weight, died of intoxication of this substance in several hours 
or within 48 hours after the injection. The dose that causes remarkable changes 
on this tumor without giving severe harm to the body is 0.2 to 1.0mg per 100g 
of body weight. Under 0.2mg the effect is very slight. 

Table 1 indicates the life days of tumor animals injected with emetine 
hydrochloride solution only once in different doses. Though untreated tumor 
animals usually died of this tumor on the 21st day after transplantation on an 
average, 6 tumor animals injected with 0.2 to 1.0mg of this substance lived 1 to 8 
days longer than usual, and One of them (No. II) recovered completely from the 
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disease. This animal was not insusceptible to Yoshida sarcoma as it gave positive 
result on the retransplantation after 3 months. All other animals died of this 
tumor finally but thiS one. 

The change of tumor cells caused by emetine hydrochloride solution was 
examined by smear prepation (Giemsa stain) of ascites microscopically many times 
successively after treatment. 

The principal changes of tumor cells are degenerations of nuclei, such as 
pycnosis, caryorrhexis, caryolysis, etc., in resting tumor cells, and as chromosome 
scattering, coagulation, etc., in mitotic tumor cells. These degenerations begin 
to come out shortly after the treatment and come to the extreme after 24 hours. 
At this time usually more than 80% of tumor cells are destroyed, and also a 
number of body cells—monocytes, lymphocytes, eosinophile leucocytes, etc.—in 
ascites. 

Neutrophile leucocytes begin to appear in the tumor ascites immediately after 
treatment and increase in number very swiftly. Thus leucocytes, destroyed tumor 
cells and fragments of broken cells make the majority in the field at 24 hours 
later. But usually a few tumor cells survive in a condition of pycnosis and come 
to the lively state soon, then begin to divide. About 48 hours later, monocytes 
increased in number and macrophages appear. They phagocyte degenerated cells 
and cell fragments actively, but after that these cells decrease rapidly. Then tumor 
cells proliferate very abruptly, showing many mitosis figures. After all, 72 hours 
later the abdominal cavity has regained the pure culture state of tumor cells. 

Table 2 indicates the life days of tumor animals which received repeated 
intraperitoneal injections of 0.05 to 1.0mg emetine hydrochloride solution at various 
time intervals. In these cases, after the 2nd administration most animals grew 
weak with severe diarrhoea. Some of them lived longer than usual, but none 
quite recovered from the disease. It was made clear by autopsy that 3 animals 
in this table died of severe diarrhoea within 10 days, not of tumor. 

In the case of subcutaneous treatment, there is neither the effect on the tumor 
ascites nor the prolongation of animal’s life. 

From these results, it may be safe to summarize as follows: 

1. As in Table 1, in the case of intraperitoneal treatment with emetine 
hydrochloride in moderate dose, inhibitory effect is caused upon the Yoshida 
sarcoma evidently, namely, degenerations of tumor cells in large number and 
prolongation of animal’s life. 

2. Even in cases, in which the treatments are repeated at various time inter- 
vals, no animal recovered from the disease completely. But the life days of several 
animals are prolonged as shown in Table 2. 

3. Emetine hydrochloride destroys the tumor cells as well as the normal body 


v. 


166 











Table | Intraperitoneal injection of Emetine Hydrochloride 
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cells in ascites. 
4. In subcutaneous treatment, there is no effect upon Yoshida sarcoma. 





52. FFA AMI RIFF aN EEK ODE 梶原 we 
The effect of cobaltic complex salts upon the Yoshida sarcoma. 
KYO KAJIWARA (Medical Institute of Sasaki Foundation.) 


In the study of experimental tumor chemotherapy, many stuffs have been 
tested on Yoshida sarcoma, but metalic complex salts have never been reported. 
Formerly T. Ogata, Y. Shibata and others reported that certain cobaltic complex 
salts such as oxalatodinitrodiammincobaltiat had growth inhibiting effects upon 
Jensen’s sarcoma. I have tested some metallic complex salts upon Yoshida sarcoma. 
The following 17 kinds of complex compounds, the supply of which I am obliged 
to Mr. A. Watanabe, Ph. D., menber of the Pharmacological Institute, were 
employed. F 

1. Cobaltic complex salts: 


a: [Co (NH,).] (NO,); b: [Co (NH,) H,O] Cl; 
c: [Co (NH,) (H,0),]. (SO.); 3H。O d: [Co (NH,), Cl] Cl, 

e: [Co (NH,); SCN] Cl f: [Co (NH,); SCN] SO, 2H,O 

g: [Co (NH,), Ch] Cl h: [Co (NH,), CO,] NO, '/H,O 

i: [Co (NH,), (NO。)。] Cl j: [(NH,), Co-O,-Co (NH,)] (NO). 


k: CoCl。 2C, H. N. 9H,O 

2. Chromic complex salts: 
1: (NH,), CrO, m: [Cr (NH;); SCN] (SCN), 
n:[Crq{cr en,),| (SO,), 10H,0 0: [Cr (NH,), SCN) (NH) 


p: [Cr (NH;), C,0,] [Cr (C,0,). (NH。)。] 
3. Cobaitic chromic compound : 

q: [Co (NH;),] [Cr (C。O。)。] 
Method of experiment: I tested those stuffs according to the screening test 
method for experimental chemotherapy of Yoshida sarcoma, established by T. 
Yoshida. The complex salts were dissolved in water and 0.5 to 1.0cc of the 
solution was injected into peritoneal cavity of tumor bearing rat, to which the 
sarcoma was transplanted abdominally 4 to 5 days before. 

Albino rats used were of nonpure strain weighing 100g or so, and the number 
of experimental animals were 99, 5 to 13 rats for each stuff, and 23 controls. 
Ascites smear was stained with Giemsa for examination. 

Results: Cobaltic complex salts (a), (b), (d), (e) and (f) were very toxic to 
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animals, the injection of 1 to 2mg of the salts (a) or (b) and 5mg of (d), (e) or (f) 
caused intoxication death within 24 hours by (a), or already within one hour by 
the others, without any morphologically observable change upon tumor cells. As 
to the salt (c), which includes two radicals of H,O in it, the toxic effect was more 
faint and the injection of 10mg of it every day was tolerable to animals. The 
injection of 5mg of this salt caused at 3rd hour the leucocytic reaction as well 
as peripheral vacuolar alteration of tumor cells, but the animals died of tumor 
with the same surviving days as control. 

Out of cobaltic tetrammin group, the compound (i) showed no influence upon 
sarcoma cells by the injection of tolerable dose, while the salts (g) and (h) had 
evidently inhibitory effect. The salt (g), called also as praeseochloride, had only 
a little toxicity to animals, as the injection of 20mg of it was tolerable to rats. 
The injection of 5mg of this stuff caused already at the first hour after injection 
manifest exsudation of leucocytes, which reached its peak at tenth hour and 
continued untill the 48th to 72nd hour. In the tumor cells, the peripheral vacuoles 
were the cytological changes which were first observable at the 6th hour, then 
caryorhexis, caryolysis, cytolysis and pycnosis set in in the majority of the tumor 
cells, which last from the 10th to 24th hour. But it was demonstrated that a very 
few tumor cells which preserved their constitution almost intact and recovered 
in about 48 hours their lively condition and began to devide, causing a recidivation 
which proceeded just like a new transplantation. 

Life days of animals which were injected only once was almost the same as 
control, while those injected with 5 mg of this stuff every day lived over 20 days, 
though all the control animals died of tumor within 12 days. The effect of the 
compound (h) was morphologically almost the same as that of (g). 

The rest of cobaltic salts (j) and (k) had only a little effect: while the stuff (j) 
had somewhat destroying action upon the nuclei of tumor cells, the stuff (k) had 
no effect upon the tumor cells within tolerable dose. 

Chromic complex salts (1) was very toxic to animals, and 2mg of the salts (m) 
and (o) caused a light degeneration upon tumor cells, but tumor bearing animals 
injected repeatedly with the latter substances did not survive longer than control. 
The stuff (p) showed evidently inhibitory effect upon sarcoma. Animals injected 
with 5mg of it lived 30 days, in all of them the change of nuclei commenced at the 
3rd to 6th hour after injection and continued untill the 24th hour, accompanied 
with the leucocytic exsudation. 

Cobaltic chromic compound (q) had no effect upon sarcoma. 

Summary: Seventeen kinds of cobaltic complex salts, including six kinds of 
chromic complex salts, were tested on Yoshida sarcoma in the peritoneal cavity 
of rats, and certain cobaltic tetrammin salts, such as [Co (NH,), Cl,] Cl and 
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2) Saitama-strain (S) (A mixed strain of white rats). The proliferation of tumor 
cells in S-rats was intensive in successive transplantation, and most of the rats 
died of tumor in 10-12 days. But the proliferation of tumor cells was weaker than 
that in Y-rats. 

3) Rattus norwegicus norwegicus (D.) When tumor cells were transplanted 
from Y- to D-rats, the latter died of tumor in 1st-10th generations. But after 
the 10th generation there appeared many cases of spontaneous cure irregularly 
mixed with cases of death. When tumor cells were given from W-rats Ist-3rd 
generations healed naturally. After “that. the attitude of tumor was like that 
from Y-rats. With this irregular mixture of death and spontaneous cure the tumor 
transplantation succeeded over 50 generations. Cases of death from tumor were 
as many as those of spontaneous cure. This attitude was independent of maturity 
and sex. Therefore, anticipating a mixed nature of Y- and W-factor in D-strain, 
separation of both factors is being studied. 

4) Wistar-strain (W): When tumor cells were given from Y- or S-rats to W- 
rats, they died of tumor during 1st-10th generations. After that generation the 
proliferated tumor cells fell in about Sth-12th day suddenly into characteristic 
vacuolar degeneration and disappeared from abdominal cavity. In 35th-40th 
successive transplantations the tumor cells lost their growing potency and the 
transplantation became unsuccessful. 

H-strain (an unknows strain): Characteristics of H-rats on Yoshida sarcoma 
resembled W-rats, while the growing of tumor cells was more intensive than in 
W-rats. 

5) Rattus rattus rattus (K): Tumor cells being given to K-rats, all the cases 
of tumor fell suddenly into spontaneous degeneration after a certain proliferation 
in abdominal cavity in about 8th-12th day without regard to the growing potency 
of transplanted tumor cells. In K-rats Yoshida sarcoma did not change this 
characteristics even over 50 successive transplantations. 

6) Mice of Swiss strain (M): Tumor cells given from Y-, D-, or W-rats to 
mice fell suddenly into spontaneous degeneration in 5th-8th day after a certain 
proliferation. The successive transplantation became unsuccessful after 8th-10th 
generations in about 30 days. 

In consequence of faculty of proliferation of tumor cells in each strain, the 
following relation may exist; namely, Y>S>D>H>W>K>M>rabbit. The be- 
haviors of rats to Yoshida sarcoma may be classified into 5 types. 

A. Character of Yoshida sarcoma unchangeable * 

a) Death from tumor (Y. S.) ; 
b) Spontaneous cure (K.) 


B. Character of Yoshida sarcoma changeable 
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a) Death from tumor>spontaneous cure>unsuccessful transplantation 
(W. H.) 
b) Spontaneous cure>unsuccessful transplantation (M) 
C. Mixed type (mixture of death from tumor and spontaneous cure) (D) 
When tumor cells were given from a certain generation in a certain strain of 
rats to another strain, the character in the previous strain changed in some strains 
slowly, after certain generations, but in other strains immediately. The alteration 
of proliferation and morphological changes of tumor cells were temporary and 
returned to original type in Y-, S- and D-rats. Namely, even if the changes of 
characteristic of tumor cells could not be explained as essential malignant or 
benign alteration, temporary and reversible changes due to the aquired characteri- 
stics of tumor cell itself during succession. As a control colchicin was given 
continuously to the rats with Yoshida sarcoma. In W-rats tumor cells fell quickly 
into degeneration and disappeared from abdominal cavity and in Y-rats the potency 
of the proliferation of tumor cells also reduced and disappeared finally. When 
these reduced tumor cells were successively transplanted over several generations 
using colchicin, the period of tumor death became remarkably longer, but the 
change of number and form of chromosome was tempory and revesible, and the 
permanent changes of the tumor characteristics could not be recognized. 
In consequence of the results of transplantations in several strains of rats, the 
proliferation of Yoshida sarcoma was considered to be most suitable in Yamashita 
rats. This fact means that the original rat in which Yoshida sarcoma arose may 


be closely related to Y-rats. 


55. FHAMO KAKUMEE, 再 移植 , 自然 治療 に 於 ける 


細胞 反 應 と アレ ルギー 


Lf 


斎藤 信 三 , BOEIB, 熊谷 博 , 清水 清武 , 森 信也 , 永井 毒 一 , MAB 
On the cellular reaction and allergy in the case of primary or 
secondary transplantation and natural cure of Yoshida sarcoma in 
several strains of rats) NOBUZO SAITO, KENJIRO IKEDA, KIYOTAKE 


SHIMIZU, SHINYA MORI, JUICHI NAGAI, KIMISHIGE UETAKE 
(Department of Pathology, Hokkaido University, Prof. K. Takeda) 


I. In the cases of primary transplantation, there was observed a normergical . 
reaction in the beginning. Leucocytes reaction in the abdominal cavity was severe 
in the following order M>K>W>D>S>Y. Monocytes reaction was also severe 
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in the same order. Namely, the reaction was inversely proportional to the 
proliferating grade of tumor cells. These cellular reactions may be considered as 
morphological expressions of the natural resistance to the tumor cells. They 
decreased after 24 hours, and only the tumor cells proliferated eminently to a state 
of pure culture, but in K-rat and mouse the leucocytes reaction was observed 
during the entire course. Examining the spread specimen of subcutaneously 
transplanted tissue, this relation was more apparent. 

After the stage of normergical reaction, tumor cells proliferated eminently, 
showing anergical state without cellular reaction, and at last Y-, S-, and D-rat 
died of tumor after 8-12 days, while W-, H-, K-rat and mouse healed sponto- 
neously after 8-12 days with acute exudation of leucocytes and monocytes and 
with vacuolar degeneration of tumor cells within 24 hours. The cellular 
reaction in natural cure was acuter and severer than the normergical reaction, 
and it appeared immediately before the cell degeneration and disappeared im- 
mediately thereafter. The more severe was the tumor degeneration, the more 
eminent was the reaction, which may be considered as a primary allergical one 
(Takeda). 

In the cases of sub- or intracutaneous transplantation of tumor cells in Y-, S- 
and D-rat, they proliferated endlessly with slight cellular reaction in the beginning, 
while in W-, H-, K-rat they proliferated for about 10 days, after which there 
appeared a slight edema with leucocytes and monocytes around the nodule, and 
the tumor cells fell into vacuolar and fatty degeneration and became a scar. 

Regarding the reactive ability of animals the course of tumor transplantation 
progresses as follows :— 

1) Normergy (weak)—anergy (continued: 一 death due to tumor (Y, S.) 

2) Normergy (strong)—anergy (transient) 一 allergy : natural cure (W. D.H.) 

3) Normergy (strongest, continued)—allergy : natural cure (K. M.) 

II. The secondary transplantation: When Yoshida sarcama was retransplanted 
in naturai-healed rats (D-, W-, H-, K-rat and M), within one month after the 
cure, the tumor cells disappeared completely within 24 hours, showing vacuolar 
degeneration with transient severe cellular reaction (secondary allergical reaction, 
Takeda). Tumors transplanted again in healed rats 2-3 months later, disappeared 
gradually in few days with a weak cellular reaction. 

Transplanting tumor intracutaneously again to the healed W-rats, a slight 
edema was observed immediately after injection, and the tumor cells fell into 
vacuolar degeneration with severe cellular reaction. This phenomenon corresponded 
to the principal experiment of Koch’s phenomenon. 


As a control, giving various nucleus- and protoplasma-poisons (i. e. nitrogen 


mustard, urethan, hydrogen peroxide or colchicin) to the animals with Yoshida 
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sarcoma, considerably characteristic degeneration forms of tumor cells and normer- 
gical cellular reactions were observed, but they were considerably different from 
the allergical reaction in natural cure and retransplantation. 





56. SU ATLA AC Te FH A ERY EO SEO ML TS EAE TR 
MEIBA, 本 多 St, KARE, 目黒 春 枝 , 村山 美 東 , BARAT, 萩原 新 


On the immunological studies on the sera of rats and rabbits 
sensitized with organs of several strains of rats and Yoshida sarcoma. 
TAMENORI ONOE, H. HONDA, SUSUMU OKUBO, HARUE MEGURO, 
FUTSUKA MURAYAMA, MINAKO AKEMINE, SHIN HAGIWARA 
(Department of Pathology, Hokkaido University, Prof. K. Takeda; 
Department of Pathology, Sapporo Medical College) 


Based upon the facts that rats and rabbits healed of or sensitized with Yoshida 
sarcoma aquired resistance and allergic reactivity against the tumor growth and 
that these sera injured the tumor cells in vivo as well as in vitro, the precipitin 
and agglutination reactions with these sera were investigated. 

The precipitin reactions. 

1) As control, the serological difference of several strains of rat were studied 
with precipitins obtained by injecting rabbits with the sera of rats. Each serum 
of rabbits injected with the serum of S, D, W and K, respectively seemed to act 
most intensely with the serum used for the injection. At the same time, however, 
they showed marked cross reactions. Among these strains of rats the difference 
between K and the rest seemed to be more apparent than that among the latter.. 
Absorbed with heterologous sera, each anti-serum, especially anti-K serum, acted 
slightly but distinctly with the homologous antigen alone. In brief, the data 
suggest the existence of the serological racial differences among the strains of 
rats concerned. 

2) Precipitin sera of rabbits injected subcutaneously with Yoshida sarcoma 
cells acted more intensely with the extract of tumor cells than with normal rat 
sera. After absorbing the anti-tumor serum with D and W sera there remained 
slight but evident precipitins against the tumor extract. 

On the other hand, sera of healed W rats did not contain much more 
precipitins than normal rat sera. In brief, the anti-serum of rabbit acts with 
serum protein of normal rats as well as the tumor extract. At the same time, 
however, it is more probable that they contain some tumor specific antibodies. 


The agglutination reactions. 
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1) The serological organ specificity, including that of tumor, was investigated 
with three kinds of agglutinating serum obtained by injecting rabbits with sarcoma 
cells, monocytes and Iymphocytes of normal Wistar rats. The sera thus obtained 
seemed to act most intensely with the kind of cells used for the injection, while 
cross reactions were remarkable. Moreover, the antibodies against the homologous 
antigen cells remained demonstrable after absorption with the heterologous cells. 
It seems possible, on the basis of serum reactions only, to distinguish lymphocyte 
from monocyte of normal rats. ; 

But the data are not sufficient to conclude which of these two kinds of cells 
are more closely related to the tumor cell. 

2) Sera of rabbits injected intravenously with the living sarcoma cells 
agglutinated most intensely the antigen cells, those injected subcutaneously did so 
moderately, and those injected with killed sarcoma cells did so most weakly. 

The healed W, D and K rat sera agglutinated the tumor cells weaker than 
that of rabbits. Rabbits sera obtaided by injecting normol sera of rats had little 
agglutinins reacting with tumor cells, while those obtained by injection of tissues, 
i. e. liver, kidney, spleen, blood cells, contained more agglutinins, but less than 
those obtained by injecting tumor cells. 

Summary. From the data presented in this paper it is evident that the sera 
of rabbits injected with sarcoma cells contain precipitins and agglutinins reacting 
with normal rat tissues, as well as tumor cells. Reversely, sera of rabbits obtained 
by injecting with normal tissues of rats act with tumor cells as well as normal 
tissues of rats used for the injection. But it is also evident that each serum, 
including the anti-tumor one, acts most intensely with its homologous antigen. 
Moreover, it seems to be significant that the anti-tumor sera contain agglutinating 
、antibodies against the tumor cells, which cannot be considered unequivocally as 
the tumor specific ones. 

Concerning the antigenicity of Yoshida sarcoma cells, it seems to. be most 
probable that the tumor cells include species-specific, organ-specific and tumor- 
specific antigens and that the anti-tumor serum contains consequently a complex 
of antibodies against these three different but closely related antigens. In the 
case of serological reactions with the immune sera of rabbits the species-specific 
antibodies may play a more important role, while in the case of the healed rat 
sera organ-specific and probably tumor-specific ones may play the leading roles. 
However, it can not be definitely asserted that these antibodies demonstrable in 
vitro are essential to the immunological resistance against the tumor growth. 























57. 吉田 肉 放 の 治 疹 碧 清 及 び 感 作 兎 血清 の 吉田 肉 性 の 中 和 !, 
PET BBE BLOT Ic BE TG 
ARE, 板倉 静夫 , BH 3, 鈴木 孝二 , 相沢 幹 , 今村 哲二 , 森 信也 
On the influence of anti-Yoshida-sarcoma-sera of healed rats and 
sensitized rabbits upon neutralisation, passive immunity and 
therapy of Yoshida sarcoma. HAJIME ISHIKURA, SHIZUO ITAKURA, 


ISAMU USUBUCHI, KOJI SUZUKI, MIKI AIZAWA, TETSUJI 
IMAMURA, SHINYA MORI. (Department of pathology, Hokkaido University.) 


The grade of anti-tumor action of the healed or sensitized sera was investigated 
in vivo by the following methods: 

1) Neutralization: Anti-Yoshida sarcoma sera of healed D-, W- and K-rats 
and of sensitized rabbits were in various dilutions mixed with tumor ascites for 
5 minutes and were injected into the peritoneal cavity of rats of various strains. 
As the result the transplantation was generally negative. These inhibiting effects 
varied according to the kinds of anti-sera. That of the serum of healed W-rats 
was most distinguished, and even if the serum was diluted five times, it inhibited 
the transplantation. And the serum ef healed K-rats had almost the same effect, 
but that of D-rats showed inhibition only within 2 times dilution. Although the 
rabbit serum under subcutaneous injection inhibited only a half of cases, that by 
intravenous injection inhibited even in 5x dilution. 

Using W- or K-rats for transplantation, the inhibition was distinguished but 
using D-rats it was weak. Rabbit serum sensitized with normal rat sera was not 
effective in any strain, but that sensitized with fresh liver, spleen, testicle and 
monocytes of rats, proved effective sometimes. The grade of effects was the first 
in serum of W-rats, the second in K- and D-rats and the third in rabbits by 
subcutaneous sensitization, and the last in rabbits-sensitized with normal tissues 
of rats. 

2) Passive immunity: In certain hours after the intraperitoneal injection of 
anti-sera of healed rats and sensitized rabbits, the intraperitoneal transplantation of 
Yoshida sarcoma was sometimes unsuccessful, indicating vacuolar degeneration of 
tumor cells. This inhibitory effect ranked the first in W-serum, the second in 
K-serum, and the third in D-serum. Rabbit serum under subcutaneous sensitization 
had also weak effect, and it needed a large quantity of serum to make it successful. 

Using W-rats as experimental animals, this phenomenon was most apparent 
and it was effective even with small amount of the serum. Using Y- and S-rats, 
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even large amounts of anti-sera showed little influence upon the transplantation. 

The sooner the transplantation was performed after the injection of serum, the 
more evident were the inhibitory effects. 

3) Immunological therapy: When 2-6cc anti-Yoshida sarcoma sera of healed 
W-, K- and D-rats were injected into peritoneal cavity of W- and H-rats, in 
which Yoshida sarcoma wes transplanted 2 days before, the tumor cells fell 
suddenly into necrosis, cytolysis and vacuolar degeneration, and the tumor cells 
disappeared completely within 2-4 days (20 cases). 

As almost all the non-treated controls of the same generation of successive 
transplantation died from tumor growth, it is conceived that the treated cases 
were saved from tumor-death. The curative effect of W-serum was higher than 
of K- or D-. The shorter was the interval after natural cure, the higher was the 
potency of serum. Body-fluids except serum and organ-juice were less effective. 
The subcutaneous treatment of the ascites tumor in W-rat was also possible, but 
it needed a large quantity of serum. When Yoshida sarcoma in Y- and S-rats 
was treated with serum of healed W-rats, degeneration and inhibition of tumor 
cells were evident, but complete cure was not proved. When 1-2cc anti-serum of 
rabbits was injected in W-rats with Yoshida sarcoma, tumor cells vanished 
generally. But they often recurred and some of the treated animals died from 
serum intoxication. But when 2-8cc of the same serum was sectionally injected 
in 2-4 doses, almost all the cases were completely cured within 2-4 days, although 
almost all the controls in the same generation without treatment died from tumor. 
When rabbits were sensitized with Yoshida sarcoma intravenously, both of the 
curative and toxic actions of the anti-sera increased apparently, and by its repeated 
injections in Y- and S-rats with sarcoma, tumor cells fell acutely into degeneration 
and disappeared from ascites, but the animals died from cytotoxic action. But 
when the toxic factor of anti serum was absorbed with red corpuscle of rat, or 
using healed rat serum mixed with antiserum of rabbit, almost all the cases of 
Y- and S-rats with Yoshida sarcoma could be cured completely without intoxication. 

Normal rabbit serum and the serum of rabbits sensitized with normal D-rat 
serum were not effective. The rabbit serum obtained by injection of blood cells 
of Y-rats cured Yoshida sarcoma in W-rats, but scarecely effective to the tumor 
in Y-rats. From these sera. albumin, pseudoglobulin and euglobulin were 
fractionated by salting out with ammonium sulfate. Albumin was of no effect on 
Yoshida sarcoma. Pseudoglobulin was in some degree effective. Euglobulin was 
also effective, but it was rather weak as expected, because euglobulin fractionated 
by this method was hardly soluble, and moreover it might have been denatured 
during the process of preparation. 

From these investigations it is sure that differences between anti-tumor actior 
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of serum of natural healed rats in any Strain, and that of sensitized rabbit serum 
are not only quantitative, but also qualitative. The differences might be due to 
sthe fact that these sera may contain in various proportions not only species-specific 
antibodies, which are common to both Yoshida sarcoma and to normal rat cells, 
but also organ-specific (i. e. Yoshida sarcoma-specific) antibodies, and that although 
each of them may be toxic to tumor cells, but potency of each antibody may be 
different. ; 


3 THAN BYES AE O Tf HAM CBS 2 Hehe 
る 研究 武田 勝男 , 渡辺 秀 三 , MHA, 菅原 英夫 
Studies on the resistance to Yoshida sarcoma transplantation in 
several strains of rats sensitized with Yoshida sarcoma. 


KATSUO TAKEDA, SHUZO WATANABE, KENJIRO IKEDA, HIDEO - 
SUGAWARA (Department of Pathology, Hokkaido University.) 


1) As mentioned before, retransplantation in rats, which naturally healed of 
Yoshida sarcoma with typical process, was unsuccessful for a long time. Namely 
retransplantation in all strains of healed rats and mice was almost prevented, 
followed with cellular-reaktion for over 100 days. From 5-7 days after subcutaneous 
or intracutaneous transplantation of tumor cells in W-, D-, K-rats and mice even 
if they did not seem to the nacked eye inspection, the retransplantation in the 
abdominal cavity was not successful and this antitransplantability continued for 
30-50 days. And even when fresh tumor cells, which by neutralization or other 
methods mads difficult to proliferate, were transplanted proviously in rats, retrans- 
plantation was also negative. On the contrary, in the cases of Y- and S- rats 
such immunity was often overcome by proliferation of tumor cells. But when 
Yoshida sarcoma was retransplanted in Y-rats after subcutaneous transplantation, 
proliferation of tumor cells was controlled and the lives of rats were prolonged. 
And in Y-rats, which were cured by.immunological or poison treatments, retrans- 
plantation was prevented for a certain time. Namely, when living tumor cells 
were transplanted, except in Y- and S-rats, a strong antitransplantability was 
obtained for a long time. 

2) Sensitization with killed Yoshida sarcoma. 

When Yoshida sarcoma was injected to W-rats about 2 weeks after repeated 
injections with Yoshida sarcoma, which was killed by being frozen for 10 minutes 
at—60°C, retransplantation was negative. But in this frozen tumor living cells 
might remain. The antitransplantability after injection with the repeatedly frozen 
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material decreased. When W-rats were injected several times with Yoshida 
sarcoma, which were frozen for 10 days at -10°- -20°C, the antitransplantability 
decreased remarkably, and retransplantation became positive in over one-half ofe 
the cases after 2 weeks and from 3 weeks later transplantation became almost all 
positive. When W-rats were injected with tumor cells killed by means of longer 
freezing, freezing-thawing or vacuum-drying, even if denaturation of its compo- 
nent was avoided, the immunity was scarcely recognized. And the injection with 
tumor cells, which were heated at 60°C for 5" minutes, or treated with carbolic 
acid or formalin, etc., which might give a certain denaturation to tumor compo- 
nent, gave almost no influence on retransplantation. The immunity, if it could 
be obtained by injection of killed tumor cells, was produced a little in W-rats, 
but scarcely in D- K- Y- and S-rats. This immunity appeared slightly during 
lst-2nd week after injection, while the injection with living tumor cells or 
natural healing showed strong immunological actions; i. e. neutralization-pheno- 
menon, passive immunity and immunological therapy on tumor for a long time. 
3) As mentioned in other papers, when W- and K-rats were sufficiently — 

sensitized with the fresh tissues of Y- and D-rats, temporary antitransplantability 
was often proved. But when same tissues frozen or fresh serum even in large 
quantity was used, immunity was scarcely produced. It can be considered by 
these facts, that the factors of the strong antitransplantability may exist almost 
only in fresh and living tumor cells, and that very labil antigenic factor may 
remain in killed tumor cells. The temporary and weak antitransplantability may 
be connected with the species-specificity and’the strong and continuous one with 
the organ-specificity. Both factors might be involved in living tumor cells. 


59. 廿 日 員 移植 癌 CAPE) に 対す る 発 疲 学 的 抗 移 征 性 に つい て 
新保 幸太 郎 , 近藤 忠雄 , 辻 見 啓治 , 加藤 久男 
On the immunological inhibition of transplantation of a 
carcinoma of mouse (Takizawa). 


KOTARO SIMPO, TAKAO KONDO, KEIJI TSUJIMI, HISAO KATO 
(Department of Pathology, Hokdaido University). 


A. carcinoma of mouse (by Prof. Takizawa) was studied to solve the problem 
of whether allergy and immunity which were proved in Yoshida sarcoma of rats, 
may be recognized or not in other transplantable tumors. In this carcinoma, the 
average takes was 78% throughout 16 generations, including many cases of 
spontaneous cure besides death from cancer. In spontaneous cure, the tumor tissue 
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fell into acute necrosis and was reduced gradually after a certain proliferation. 
In succeeding generations, the cases of spontaneous cure increased and the growth 
of cancer decreased. In Saitama-strain mice the average takes was of high 
degree (78%) and 30% of all positive cases died from cancer. In German-strain, 
on the contrary, positive cases were only 50% and the greater part of the takes 
eventually showed spontaneous cure. Swiss-strain situated in the middle of the 
two. Generally young mice (less than 15g, especially 5 一 10g) died from cancer, 
and matured ones (more than 20g) showed spontaneous cure or negative trans- 
plantation. The difference between takes of subcutaneous and those of abdominal 
cavity transplantation was not recognized. But many cases of the latter died 
from cancer by bleeding from tumor in peritoneal cavity. In these cases, several 
tumor-cells swam out in ascites, but after all, typical form of ascites tumor was 
not formed by Takizawa cancer as by Yoshida sarcoma. The subcutaneous tumor 
tissue was microscopically spindel cell cancer, showed necrosis in their center and 
cell infiltration in the circumference. The tumor of abdominal cavity showed 
abundant capillary vessels with hyperaemia and haemorrhage. Tumor cells were 
small and round compared with subcutaneous ones. In the course of spontaneous 
cure, the tumor tissue fell into necrosis in the center accompanied with cell in- 
filtration and granulation tissue in the circumference. Retransplantation of Taki- 
zawa cancer in natural healed mice was always unsuccessful. This immunological 
effect was proved for over 40 days after the spontaneous cure. Even if the first 
transplantation was unsuccessful retransplantation was restrained for over several 
weeks. 

As a next experiment, various sorts of immune sera were mixed with finely 
divided cancer tissue and were held in incubator for one hour, then transplanted 
to other mice. Sorts of sera were: I, spontaneously healed mouse serum; II, 
rabbit serum sensitized with Takizawa cancer tissue; III, rabbit serum sensitized 
with normal mouse tissue ; IV, rabbit serum sensitized with Yoshida sareoma of 
rats. As a control, normal sera of rabbit and physiological NaCl solution were 
used. The results of experiment were as follows: Sera I and II showed inhibi- 
tion to transplantation of tumors. Serum III also restrained the take of cancer 
in some measure. Serum IV and controls showed no inhibition. But the injec- 
tion of serum II in the abdominal cavity showed no inhibiting effect after the 
tumor proliferated. Moreover, some mice died from intoxication. When I or II 
serum was mixed with suspension of tumor-cells in vitro, considerable dissolution 
of cytoplama of tumor-cells was recognized after one hour. Afterall, these 
phenomena were extremely similar to those of immunity proved in Yoshida sar- 


come of rats. 





181 











60. K.LK. 反 應 に 関す る 研究 加藤 績 , 虎谷 長雄 和歌山 医科 大 学内 科 ) 
Studies on K. I. K. reaction. SEKI KATO, YOSHIO TORATANI. 


1946 年 より 1949 FICE SH, 我 え の 検査 し た K.LK. 反 應 の 成績 は HERI SA 20 例 
に お いて は , すべ て 陽性 で あっ た 。 骨 潰瘍 は 陰性 を 示し た 。 叉 , 臨床 上 胃痛 を 焼 わし め た が , 
K.I.K. 反 應 陰性 た り し 例 は , 後に 手術 に より 隊 左 痛 に し て 胃 に 押 化 な たき 事 が 列 明 し た 。 他 の 
1 例 も 臨床 上 胃癌 と 診断 され た が , KIK 反 應 は 陰性 で あり , 手術 に より 幽門 挫 清 に て , と 


れ も る 胃 に 獲 化 な き 事 が 確か め や ら れ た 。 
胃痛 胃液 を 家 兎 に 2 一 3 週間 注射 せる 後 , 血清 蛋白 の 組成 を , APRIL ORT AI, 
アテ ルプ ブ ミ ン の 減少 , グロ ブリ ン の 増加 が 認め られ を た 。 と の グロ ブリ ン の 増加 は , «a グロ ブリ ン 


RET グロ ブリ ン の 増加 に 因 る も る の で あっ た 。 

骨 導 骨 液 を 2 一 3 週 連 績 注射 せる 家 兎 の 肝臓 に は , BWA MRO UME Lal, 腫 脱 
COMMA MASS o7eo PHICLMEORARMOSS D, 腎臓 に は 細 尿 管 上 皮 の 軽度 の 毅 性 
が あり , 副 結 に は 皮質 角 質 共に 可 成 強い 退行 性 背 化 を 認め た 。 


61. 分 光化学 的 組織 分 析 (10) 腫 間組 織 中 の コバ ルト 量 に 就 て 
荒木 正 哉 , 藤田 樹 夫 , 辻 BF 
Spectroscopic analysis of tissues (10) 
On the quantitative analysis of cobalt in tumor tissue. 


MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA, SUEO TUJI (Pathological Institute, 
Kyoto Prefectural Medical College) 


Lately we have had important reports on the distribution and significance of 
Co, a mite of which is found in a living body. They say, for example, that 
cobalt, affecting the formation of red blood-corpuscles, its lack causes, in an 
animal, progressive anaemia, and its increase erythraemia; and a tumor may 
occur in the bladder by its chronic poisoning. But in reality nothing is yet 
fully ascertained. M. Araki and his co-workers had already reported that Co- 
salt acts suppressively on the formation of cancer of liver (Gann vol. 36); Dr. 
Sasaki and his co-workers as well had found the controling effect of Co-complex 
salt. Here, we have tried to measure the amount of Co spectrographically 
using 65 materials (63 tumor tissue materials and 2 normal ones), and to find the 
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significance, of it. In experiment we followed the method Araki had formerly 
adapted. Wave lengths used in cobalt-measuring are 3453.5A° and 3474'0A°. In 
gist, the average amount of Co in 63 total tumors is extremely small, being 
1,3203mg/kg of a fresh tissue (hereafter oniy numerical values shown). To speak 
‘of each average value, in 54 materials of malignant tumors, it is 1.4385, in the 50 
cancer cases out of the 54, 1.3553 (maximum 2.5067 一 minimum 0.7861), and in 4 
cases of sarcomata, 2.4783 (5.0991—1.0012), while, in 9 materials of benign tumors, 
it is 0.6664 (0.8511—0.4157), and in 2 normal tissues, 0.7126. So compared with 
that of the normal tissues Co in malignant tumors is increased 1.9 times, while 
in benign tumors it is slightly decrease. To study it in regard to important 
organs, it is 1.4503 in 10 gastric cancer materials, in 6 medullary cases of which 
1.5934 (2.3881—0.9965) : in 3 scirrhous cases, 0.9489 (1.0093—0.9105), the former be- 
ing 1.9 times as large as the latter. As to the ovary, in 6 materials of primary 
malignant tumors, it is 0.9556 (1.2136—0.8159), while, in materials of metastatic 
foci from the gastric cancer (Krukenberg’s tumor), it is 2.1074, more that twice 
as large as in the former. In 4 cases of primary cancer of the liver it is 1.4025 
(1.9147—1.5017), while, in 3 materials of metastatic cancer of the liver, it is 1.9030 
(2.0988—1.8006), which shows that, as in the preceding case, a new growing 
metastatic focus has a larger amount of Co. This can be seen with the same 
tumor: with a malignant choroid epithelioma, we find more in metastatic foci of 
liver (1.8006) than in uterine primary foci (1.1501). To speak of the same foci, 
in a case of primary liver cancer, we find that the central region (1.8919) has 
more of it than the peripherial region (1.3059). This is, however, a phenomenon 
found only when we find no necrosis in the central region with the same freshness 
of the foci as at the peripheral region. When necrosis occur there, sooner or 
later, different relations from this will follow. For the rest, cancer of the upper 
jaw (1.5067), of the tongue (1.7382), of the bronchi (1.5067), of the pancreas (1.1236), 
and of the uterus (1.3803) belong to a pretty bigger group ; seminoma (0.9214) and 
cancer of the rectum (0.9188) are smaller than the foregoings, while cancer of the 
mammary gland (0.8465) are the smallest. In 4 sarcoma materials it is 2.4783 
(5.0991—1.0012) which is far greater than the average value in cancer cases. In 
animal tumors, however, we have Flexner cancer (2.5124) and a chicken sarcoma 
(1.0012), the cancer showing far greater percentage. We can conclude that more 
Co is found where there is a stronger multiplication of cells whether a cancer 
or a sarcoma. In benign tumors the amount of Co is, as a rule, small, all being 
below 1mg : i. e. 0.6664 (0.8511 一 9.4157) in 9 materials. In 2 materials acquired 
from the case of cystoma, we find that the wall has more Co than the substance: 
atheromatous wall (0.8511), its substance (0.5621): ovarialcystoma wall (0.7571), its 
substance (0.4157). 
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As to the relation between the amount of Co and age, we have the following 


results : 
Up to 30 years of age 0.9039 (in 6 materials) 
31 一 50 ” 本 1.1085 Gn 24 „ ) 


BIRD RBB. 2 ae en a ee Se ER ER AR 1.6203 (in 26 „ ) 
Thus we can safely say that the amount of Co increases with age. 
As to the sex, in 28 materials of male it is 1.4475, while in 30 materials of 
female it is 1.1963, the former being a little larger. 
The average value of the amount of Co (mg/kg of fresh tissue) according to ° 
tumors is roughly given below: 
Gastric cancer 1.4503 Cancer of the tongue 1.7392 
Malignant ovarial cystoma 1.1201 Cancer of the kidney 1.1562 
Cancer of the liver 1.7613 “ Grawitz’s tumor 0.9817 
Cancer of the uterus 1.3803 Cancer of the oesophagus 1 1872 
Seminoma 0.9214 Cancer of the thyroid gland 1.3187 
Cancer of the pancreas 1.1236 Cancer of the lacteal gland 0.8463 
Cancer of the rectum 0.9188 Malignant choroid epithelioma 1.1501 
Cancer of the upper Jaw 1.9596 Flexner’s cancer 2.5124 
Cancer of the penis 0.8057 Sarcoma : 2.4783 
Cancer of the bladder 1.0991 Benign tumor 0.6664 
Cancer of the pleura | 0.2061 Normal tissue 0.7126 
Cancer of the bronchi 1.5067 
To summarize, the amount of Co in a malignant tumor has a tendency to be 
larger in absorbing passages: in the air-passage, i. e. the nose and bronchi: in, 
the passage for in-takes, i. e. the tongue and stomach; or in the storage-organ, 
i. e. the liver, but, in the excretory passage, i. e. the kidney, the bladder or the 
large intestine, it is not necessarily so. The amount of Co in malignant tumor 
is almost twice as large as in benign tumor. Whether cancer or sarcoma, the 
amount of Co is larger where there are more cells with vigorous muclear division. 
Of the same cancer, medullary type might be said to exceed the scirrhous type. 
The deterioration of a tumor and the increase of the amount of Co seem to 
parallel. Co is very poisonous; its lethal amount to an animal is said to be 
0.17g/kg. Physically it has, most probably, something to do with the formation 
of an enzyme-system; by the decrease of the amount of Co, anaemic symptoms 
come out due to the disturbances of the system, while, by the increase of it 
erythraemia occurs. And, to a tumor it acts as a stimulus in case of a very small 
increase, accelerating the generation of the tumor. But in case of growing 
increase of the amount, is it not possible to say that it checks the growth of a 
tumor, developing its action (tumor-affinity), relatively and preferentially, against 
the tumor? 
184 





62. 分 光化学 的 組織 分 析 (11) MERLE © DES R IC BEC 


荒木 正 哉 , BEER, t BF 
Spectroscopic analysis of tissues (11) 
On the quantitative analysis of arsenie in tumor tissue. 


MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA, SUEO TUJI (Pathological Institute, 
Kyoto Prefectural Medical College) 


Arsenic is also a physical element of a living body, stored up in the skin 
(hair, nail). In Germany cases of skin cancer have been reported amongvine-growers 
who use arsenic preparations, while, in England, there is a report of the experi- 
ment on a mouse skin cancer. In our country, however, this is not yet fully 
clarified, except that in azo-complex combined with As Dr. Sasaki and his co- 
workers showed As to have no original essential role in cancer production but 
ductus choledochus communis has affinity to it, whereupon the existence of 
some relation between the generation of cancer and As can be inferred. We have 
had no report on the measurement of the amount of As yet. We have tried to 
measure it in tumor tissues spectrographically and to find the law of causality 
between As and cancer. The wave length used in quantitative analysis is 2349.8 
A: the number of materials used is 65 in all, i. e. 54 malignant tumor materials, 
9 benign tumor materials, and 2 normal tissue materials. In each material As 
is found extremely little though uniformly confirmed. Chief average values are 
given as follows: in 63 total tumor materials, the average value is 0.6290mg/kg. 
of fresh tissue (of those that follow, figures only given) in 54 malignant tumors, 
0.6163 (maximum 1.2157—minimum 0.2149) ; in 50 cancer cases, 0.5928 (1.2157—0.2149) 
in 4 cases of sarcomata 0.9111 (1.0727—0.7425) ; in 9 benign tumor materials, 0.7049 
(1.2001—0.2152). Since it is 0.3261 in a normal tissue, the amount of As is bigger 
in the order of sarcomc, benign tumor, and cancer. 

As to the kinds of tumors 0.6933 (1.2157—0.3187), in 10 gastric cancer materials, 
it is 0.7868 (1.2157—0.5919) in 6 medullary cases, 0.5312 (0.7760—0.3187) in scirrhous 
cases, the former being.a pretty bigger, As to the ovary, in 6 primary malignant 
tumor materials, it is 0.6007 (0.8863—0.4190), in the secondary metastatic foci 
(Krukenberg’s tumor) it is 0.9181, the latter being bigger. 

In 4 primary liver cancer materials, it is 0.6062 (0.7171—0.4918), which compared 
with 0.4784 (0.7187—0.2991) in 3 secondary metastatic cancer in the liver, is bigger. 
This is somewhat different from the case of Co. But, as to the region of the liver 
cancer, the central region (0.6178) is bigger (though a little) than the peripheral 
region (0.5982). With the same tumor, when we compare the primary foci (uterus 
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malignant chorioid epithelioma) with its metastatic foci in liver, we find the latter 
(0.2991) a little bigger than the former (0.2819). On this point it is similar to Co. 
Those others that have comparatively more As are the cancer of prostate (0.7715), 
seminoma (0°7154), and the cancer of the pancreas (0.8165). That the cancer of 
the rectum (0.8183),.of the kidney (0.6089), and of the bladder (0.6988) have rather 
much As might be attributed to the discharge of As through these organs. Those 
that have little As are the cancer of the tongue (0.2580) and the mammary cancer 
(0.2638). As the mammary cancer, in particular, does not discharge As generally, 
so this cancer is considered to have little amount of As. In 4 sarcoma materials 
it is 0.9111 (1.0727—0.7425) which is the highest percentage; in 2 animal tumor 
materials, Flexner cancer (1.0271) is a little more than chicken.sarcoma (0.7988). 
In 9 benign tumor materials it is 0.7049 (1.2001—0.2152), which is bigger than that 
of the cancer (0.5928). This fact presents quite a different feature from 3 other 
elements studied. In myoma uteri (0.7936) particularly we find a pretty high As. 
In cystoma it is quite the same with cases of other elements that more As is found 
in the walls generally than in the substance. All these are shown in the follow- 


ing table: 
Gastric cancer 0.6933 Cancer of the bronchi 0.6197 
Malignant tumor of the ovary 0.6460 Cancer of the tongue 0.2590 
Cancer of the liver 0.5514 Cancer of the Kidney 0.6099 
Cancer of the uterus 0.5858 Grawitz’s tumor 0.5207 
Seminoma 0.7154 Cancer of the oesophagus 0.3157 
Cancer of the pancreas 0.8165 Cancer of the thyroid gland 0.4367 
Cancer of the rectum 0.8183 Mammary cancer 0.2638 
Cancer of the upper jaw 0.5570 Malignant chorionic epithelioma 0.2819 
Cancer of the penis 0.5110 Flexner cancer 1.0271 
Cancer of the prostata 0.7715 Sarcoma _ 0.9111 
Cancer of the bladder 0.6988 Benign tumors 0.7049 
Cancer of the pleura 0.5091 Normal tissues 0.3261 


As for the relation between the amount of As and age, we have the following 
results : 

Up to 30 years of age 0.6001 in 6 cases 

31 to 50 ” 4 ヶ 0.5946 in 24 cases 

51 and over. . 0.6491 in 25 cases 

Thus, the last stage shows a little increase. 

With sex, in 28 male cases, it is 0.6372, while, in 30 female cases, it is 0.5939, 
the former being a little larger. From the above facts we can say the amount of 
As in tumors are larger in the order of sarcomata, benign tumor, and cancer, 
when it is compared with the normal, So that it seems that the amount of As in 
the intermediate stages between a malignant tumor and a benign one does not 
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necessarily agree with the degree of malignancy. With age, it tends to be large 
in the aged, anc with sex, in the male, but the defference is not remarkable. We 
might imagine that As most probably has an affinity with a particular cell, especial- 
ly with an epithelium or that of ductus choledochus communis, where it is caught 
and accumulated in comparative readiness, assumes a stimulating capacity, pro- 
voking many changes, and, in the end, urging the generation of tumors, and, 
once the generation of a cancer is effected, has no direct participation in the 
metabolism of cancer.cells. In other words, the part of As played in the genera- 
tion of a cancer might be effective only to a particular organ as a slow igniter. 


63. 分 光化学 的 租 織 分 析 (12) EBERLE O FES BE IC BET 


荒木 正 哉 , 藤田 樹 夫 , 辻 #5 
Spectroscopic analysis of tissues (12) 
On the quantitative analysis of silicon in tumor tissue. 
MASAYA ARAKI, MIKIO FUJITA, SUEO TUJI (Pathological Institute, 
Kyoto Prefectural Medical College) 


In animal body Si exists richly in fresh growing tissues, and it is applied as 
therapeutics for tuberculosis lately as its derivatives accelerate the growth of con- 
nective tissue. Concerning tumor tissues, Rovin said that malignant tumors con- 
tains more Si than do benign tumors, but few information is available on this 
matter. 

This is the report on the amounts of Si in tumor tissues by our spectrographic 
measurement. Analytic line of Si is on 2516.1A°. 65 materials (54 cases of 
malignant tumor, 9 cases of benign tumor, 2 normal tissaes) are used. Average 
value for Si in 63 cases of tumors is 13.2555mg per kg of fresh tissue (herein only 
numeral value will be shown.) 14.0125 (maximum 25.3118—minimum 4.1706) is the 
value for 54 cases of malignant tumors, 13.4729 (19.0815—4.1706) for 50 cases of 
cancers and 20.7571 (25.3118—17.2641) for 4 cases of sarcomata), and 8.7134 (10.8152 
—5.4125) is for 9 cases of benign tumors. These values are much higher than 
that of the normal tissue (6.907s), values being high in the order of sarcomata, 
cancers, benign tumors. 

According to the tumors of different organs we have 13.8951 for 10 cases of 
gastric cancer, and 15.3052 (19.0815—11.3802) for 6 cases of medullary one which 
is a bit higher than 12.0762 (14.8215 一 10.3251) for 3 cases of scirrhous one ; about 
ovarial tumors, 7.1110 (—9.8205—4,1706) is for 6 cases of primary malignant tumors 
and 16.9125 for a secondary cancer (Krukenberg’s tumor); in the liver, 14.9120 
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(18.5176—]2.0187) is for 4 cases of primary hepatic cancer, and 17.8736 (18.7892— 
17.3120) for 3 cases of metastatic cancer; in the same hepatic cancer, the peri- 
pheral part of cancerous foci (18.5176) contains relatively more than the central 
part of it, in the same case of malignant chorionic epithelioma, 13°5123 is in pri- 
mary uterine foci, but metastatic foci in the liver contain 17.3120, metastatic foci 
or growing peripheral part contains much of it: 19.3636 (20.0218—18.7061) for can- 
cer of the kidney, and 18.1507 for cancer of the rectum, both containing much 
Si; Grawitz’s tumor (17.3051), oesophagial cancer (16.9185), pleural cancer (15.5137) 
cancer of the bladder etc., contain it to a certain extent; cancer of the thyroid 
gland (11.5841) and cancer of the mammary gland (3.8935) contain least, 4 cases 
of sarcomata contain as much as 20.7571 (25.3118—17.2641), 25.3118 for chicken 
sarcomata show in the highest value in the all materials, and its value is about 
1.6 times of Flexner cancer of rat (14.8915): 8.7134 (10,8152—5.4125) is for 9 cases 
of benign tumors, which is about 3/5 of amount of Si in malignant tumors, 10.8102 
for the wall of athelomata is higher than 5.4125 for content of ovarial cyst, 
uterine myomata (9.3125) contains less Si. The correlation between age and amount 
of Si is as follows; 7.7110 for 6 cases up to 30 years old, 11.2045 for 24 cases of 31 
to 50 years old, 14.1643 for 25 cases of over 51 years old, increase of Si being seen 
for the advanced ages. 14.5140 for 28 cases of male is a bit higher than 14.5782 
for 30 cases of female. The values for main tumors are as follows: 


Gastric cander (10 cases) 13.8951 Cancer of the tongue (2 cases) 12.3944 
Ovarial malignant tumor (7 crses) 7.1110 Bronchial cancer (1 case) 10.9813 
Cancer of the liver (7 cases) 16.1813 Cancer of the kidney (2 cases) 19.3636 
Uterine cancer (3 cases) 14.1044 Grawitz’s tumor of the suprarenal 

(1 case) 17.8051 
Seminomata (2 cases) 13.9114 Oesophagial cancer (1 case) 16.9185 | 
Cancer of the pancreas (1 cases) 17.5197 Cancer of the thyroid (2 cases) 11.5841 
Cancer of the rectum (1 cases) 18.1507 Mammary cancer (2 cases) 8.8935 


Cancer of the maxillae (2 cases) 11.0587 Malignant chorionic epithelioma 
(1 case) 33.5123 


Cencer of the penis (1 cases) 15.1989 Flexner’s cancer (1 case) 13.8915 
Cancer of the prostata (1 cases) 13.5128 Sarcomata (4 cases) 20.7571 © 
Cancer of the bladder (1 cases) 14.5132 Benign tumors (9 cases) 8.7134 
Pleural cancer (1 case) 15.5137 Normal tissues (2 cases) 6.9073 


From the above mentioned results amount of Si in tumor tissue is more than 
that in normal tissue, malignant tumor contains 1.6 times more than benign tumor. 
In each organ tumors of the excretory organs, storage organs, digestive organs, 
and respiratory organs contain relatively more Si. Amount of Si is relatively higher 
in the tumors of advanced age person than younger, and that of male contains 
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more than of female. Since Si is a main component of the soil, Si has a close 
contact with our daily life, and it is taken into the living body by respiration, 
in foods, etc., continuously. "But the amount of Si is even less than that of Zn 
as we informed previously, the reasons for it seems that most of silicate com- 
pounds are hardly resorbed by digestive canal and excreted, and not distributed 
into organs in the body, although Si is caught and fixed in the deposited part in 
the lung. The relatively good amount of Si in malignant tumor may be for 
nutrition for célls themselve, and the tumor cells which are vigorously growing 
need more Si. Also much of it is deposited in the interstitium, etc. It is thought 


that silicon has not much activity as a cancerogenous substance. 


64. 分 光化学 的 租 織 分 析 (13) 腫 場 組織 中 の 個 素 量 に 就 て 


荒木 正 哉 , 辻 BS, 藤田 樹 夫 
Spectroscopic analysis of tissues (13) 
On the quantitative analysis of beron in tumor tissue. 
MASAYA ARAKI, SUEO TUJI, MIKIO FUJITA (Pathological Institute, 
Kyoto Prefectural Medical College) 


In animal body, minimum amount of boron is found always, and the source of 
it is mainly the food. It is said that it increases for advancing age, but the 
significance of B for animal body is still not clear. But minimum doses of boric 
compounds can inhibit the growth of microbes, especially the fungi. We have 
measured the amount of B in tumor tissues to study the significance of B in 
tumors. Analytic lines for qualitative analyse are 2496.8A. and 2497. 7A. B is consta- 
ntly found through 65 experimental materials. Average value for 2 cases of normal 
tissue is 2.5735 mg per kg of fresh tissue (herein only numeral valuew ill be shown), 
and 4.0239 for 63 cases of all tumors, which is bout 1.6 times of normal tissue. 
4.1365 (maximum 8.3159—minimum ].9592) is for 54 cases of malignant tumors, 
3.9544 (7.7929—1.9592) for 50 cases of carcinomata and 6.4129 (8.3159—4.3051) for 
4 cases of sarcomata. 3.3482 (5.1859—2.2132) is for 9 cases of benign tumors. 
The order of higher content is sarcomata, carcinomata, benign tumors and normal 
tissue. To enumerate each tumor tissue in gastric cancer, highest value is 6.8917 
for medullary type, lowest value is 2.0112 for scirrhous type, and 4.4174 is for all 
10 cases; medullary type contains about 1.7 times as much as scirrhous one, as 
5.4468 (6.8917—4.0218) is for 6 cases of the former and 3.1136 (4.3104—2.0112) is for 
3 cases of the latter; 3.8219 (4.5051—3.5119) is for 6 cases of ovarial primary 
malignant tumor, but 6.8199 is for metastasized Krukenberg’s cancer, the latter 
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being about 1.8 times of the former : to 3.9983 (4.8715 一 3.0154) for 4 cases of pri- 
mary hepatic cancer, 5.6366 (7.7929—4.0999) is for 3 cases of metastatic cancer, so 
metastatic cancer contains about 1.3 times more; also in malignant chorionic 
epithelioma, metastatic foci in the liver (5.0171) is about 1.7 times of the primary 
foci in the uterus showing that in the same hepatic cancer, B in the vigorously 
growing peripheral part (4.1052) is even a bit less than in the central part (4.8715) 
which does not involve degeneration or necrosis; in other organs, good amount 
of B is found in oesophagial cancer (4.8015), cancer of the kidney (4.6994), cancer 
of the bladder (4.3215), etc.; less B is found in cancer of the thyroid (3.2677), 
mammary cancer (3.4570), cancer of the prostata (2.9959), uterine cancer (2.4686), 
etc., and least B is found in maxillary cancer (2.2773); 6.4129 (8.315°—4.3051) is for 
4 cases of sarcomata, and this is about twice as much as that in cancer; in 
tumors of animals, chickin sarcomata (8.3159) show high value in comparison 
with Flexner cancer of rat (3.9892) ; 3.3482 (5.1859— 2.3215) is for 9 cases of benign 
tumors, the wall of athelomata contains much (5.1859—2.4158), but its content 
contains less (2.9981—2.3215) ; also benign tumor of the thyroid gland (2.5125) and 
uterine myomata (2.2132) show least value. The correlation between B and age 
is: 3.3242 for 6 cases up to 30 years old, 3.5052 for 24 cases of 31 to 50 years old, 
4.3486 for 5 cases of over 51 years old, The value seems to become higher with 
advancing age. About sex 4.0843 is for 28 cases of male and 3.7581 for 30 cases 
of female, male showing a bit high value. 
The values for main tumors are as follows ; 


Gastric cancer 4.4174 Bronchial cancer 3.8973 
Ovarial malignant tumor 3.3073 * Cancer of the tongue 3.3390 
Hepatic cancer 4.7004 Cancer of the kidney 4.6994 
Uterine cancer 2.4686 Grawitz’s tumor of suprarenal 4.3571 
Seminomata 3.9113 Oesophagial cancer 4.8015 
Cancer of the pancreas 3.2102 Cancer of the thyroid 3.2672 
Cancer of the rectum 3.9153 | Mammary cancer 3.4570 
Cancer of the maxillae 2.2773 Malignant chorionic epithelioma 2.9981 
Cancer of the penis 3.8812 Sarcomata 6.4129 
Cancer of the prostata 2.9959 Benign tumors 3.3482 
Cancer of the bladder 4.3215 Normal tissues 2.5375 
Pleural cancer 4.0159 


Reviewing all these results; much B is found in digestive organs (tongue, 
oesophagus, stomach, intestine), excretory organs (kidney, bladder) and respiratory 
organs (bronchus, pleura); more B is found in malignant tumors than in benign 
tumors, especially in malignant tumors of which cells are more vigorously pro-- 
liferating ; as to the age, more B is found in elder person; little more B is found 
in male than in female, These relations have a close similarity to those of Si.. 
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B plays a part as a nutrious element for growth of malignant tumors, especially 
as virus tumors such as chicken sarcomata contain much of Si and B, which is 
not only because chickens eat their foods with soil, but also because these elements 
seem to play a special part in the high molecular compounds. Also interesting 
is the proportion of Si and B, which is Si (14.01): B (4.13), despite the fact that 
the proportion of Si and B in the natural world is 260.000 to 1 and the proportion 
of their Clark’s value is Si (25.8): B (1/1000), It is also interesting that the amount 
of B in malignant tumors (4.13) has close similarity to the amount of B in the 


sea water of the black current (4.357mg/kg). 





65. 吉田 肉腫 の 呼吸 解 精 SAAB, HELE. 寺島 © 
Respiration and Glycolysis of Yoshida sarcoma. 


JUNTARO. KAMAHORA, FUJIO. UEMURA, HIROSHI. TERASHIMA 
(Pathology Department Osaka University.) 


The Yoshida sarcoma of rats has a strikingly high transmissibility to other 
rats. Moreover, the transplants usually show an extremely rapid growth. We 
were eager to know how this remarkable potency of the tumor could be produced 
and maintained. We tried to determine the metabolism of thin slices of the 
transplanted subcutaneous tumor in microrespirometer, and obtained the following 
data. 


C2 N? 
Qo, Q 、 Qa 
—22.0 +29.0 +44.0 
We employed the indirect method of Warburg. The symbols Q Po and Q*: are 


used to denote the aerobic and anaerobic glycolysis respectively, expressed in c.mm 
per mg dry weight of tissue per hour. 

A few representative results of malignant tumors by this method are here 
guoted from the textbook of Dr. A. Fujita in order to show the order of magni- 


tude of the quantities. 


Suspending Temp. 0 N 
Tissue Animals solution (C) Qo, Q," Q,' Workers 
. ER Warburg,Po- 
oe (nor Rat Ringer 37.5 -1.0 +1.0 十 3.0 sener, Nege- 
i lein 
? MER Kamahora 
Liver (nor Rat Ringer 375 -20 +11 +3.2° Uemura 


mal) ‘ Terashima 











Yoshida-sar- 


coma (subcu- ° 


taneous sar- 
coma) 


Tsunoda- 
sarcoma 


Jensen- 
sarcoma 


Flexner-Jobl- 
ing carci- 
noma 


Butter-yellow 
hepatoma. 


Epidermoid 

carcinoma 
(50%— 70% 
carcinoma 
cells) 


Roundcell- 
sarcoma 


Malignant-st- 
ruma (nearly 
100% sarcoma 
cells) 


With out 


Rat 


Rat 


Rat 


Rat 


Rat 


Man 


Man 


Man 


tumor, 





Kamahora 
Ringer 75 -2.0 +290 +40 Uemura 
Serum 330 -11.0 +14.0 +32.0 Fujita 
Ringer 37.5 —8.0 +23.0 +31.0 Fujita 
Warburg 
Ringer 375 -7.0 +25.0 +31.0 Posener 
Negelein 
: Nakatani 
Ringer 38.0 一 11.8 +83 十 18.8 Sn 
Serum 375 -30 +70 +14.0 Krebs 
Kubowitz 
3 Warburg 
Ringer 37.5 ー5.0 +17.0 +28.0 Posener 
Negelein 
Krebs 
Serum 37.5 ー7.0 +11.0 +10.0 ek 


the value of anaerobic glycolysis has been found to be ex- 


ceedingly high, which may have no equivalant among tumors of vertebrates, 


both animal and mankind. 
The protocol of the experiment is as follows: 


Sample: 
Temperature : 


Suspending solution: 


Yoshida sarcoma 
375°C 
Ringer 0.2% glucose 


Gas: 5% CO, in O, or N, 
Gas space 5% CO, in O, 5% CO, in N。 
Flask number A B C 
Volume of liquid (cc) Vr=15 Vr=3.0 Vr=3.0 
Volume of the gas space Vc=7.76 V6=5.73 Vc=5.54 
Comment of the 名 R077 Ke, こ 0.67 Koo,=0.66 
Dry weight (mg) 1.3 1.4 5.0 
Reading of manometer 

10’ 8.5 10.0 60.0 

10’ 9.0 9.5 47.5 

10’ 65 6.5 64.5 

10’ 7.5 9.0 50.5 

10’ 8.5 8.5 
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10’ - 6.0 6.5 
46.0 48.0 222.5 





66. 実験 的 肝 冶 生成 過程 に 於 ける 自 遇 臓器 アル ギ ニ ン の 変化 
森 和雄 て 昭和 医科 大 学 医 動物 学 数 室 ) 
Changes of arginine content im serum and tissues of rats fed 
p-dimethylaminoazobenzene. KAZUO MORI. 


p-Dimethylaminoazobenzene (Butter yellow) “<A PRICE ARICA LC ERAS 
$e ERT SIRE CAG SHBROMPAMICH « Bo fit « He MSOMBbOTr#=YEAE 
追う て 定量 し た 。 血清 は 0.5cc 宛 , BAR 0.5g 宛 金 剛 砂 で 磨 砕 し , 20% 塩酸 を 5cc THE 
10cc 添加 , 湯 浴 上 で 3 時 間 水 解 後 。 中 和 洪 過 し 濾液 を 10 FETTE 100 倍 に 薄め , WEEK 
Hic & D 57/cc 規準 液 と 比 色 定 量 し た 。 比 色 に は デュ ボス ク 比 色 計 並 に 日 立 光電 光度 計 を 用 い 
た 。 

自選 の 財 所 見 に 従っ て , 肉眼 的 正常 , ARB, 肝 硬 角 並 に 肝 痛 の 各 期 に 分 け て 夫々 の 血 
清 並 に 臓器 アル ギ ニ ン を 比較 し た の で ある が , 肝 ・ 忠 ・ 筋 ・ 肛 並 に 血清 アル ギ ニ ン 含量 は 冥 験 
日 敷 に 従っ て 増量 し , 肝 人 硬 送 の 際 に 最高 値 を 示し > 肝癌 と な っ て 再び 減量 し た 。 し か し 正常 値 
より は 和 件 か に 増量 し て いる 。 

唯一 の 例外 は 有 ア ル ギ ニ ン 含量 で あっ て , Meda LILCY, 肝 所 見 が 表面 不 邊 滑 を 
示す 時 期 に は 正常 値 の 3 分 の 2 を 示す 程度 で ある 。 併 し 肝 人 硬 遂 刀 至 肝 癌 の 時 期 に は 軽度 の 性 復 
EMT o 

THR= RAR FAR OS HERR HS FENS ER HAN TV BD, MAIR 
LA SNS RM ORMICHMOD SOFMORMAHIC RAT HRUTNTFTTER, 注目 に 値 
する と 思う 。 WIRSHORELABKECTOTIFS VRCMC SPARRO 
等 か の 示唆 を 奥 を える る の で は ある まい か 。 
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67. TVEKREHNTZAFTIAZTKUNVARZEIFO 


Ria ERIC OWT = 一 郎 , 宮地 Mi 
The presence of bound azo dyes in the liver of rats and mice fed 


o-aminoazotoluene and p-dimethylaminoazobenzene. ICHIRO TAKI, 
TORU MIYAJI (The 1st Pathological Institute, Osaka University) 


Miller and Miller found that p-dimethylaminoazobenzene was bound to the Hiver 
protein of rats when the dye was fed to the animals. They suggested that the 
combination of dyes with the liver protein might result in disturbance of normal 
functions of the liver cells and give rise to the development of hepatoma, since 
the protein might be thought playing an essential role for the control of growth. 
It may be interesting to determine whether or not o-amidoazotoluene, a carcinogen 
similar to p-dimethylaminoazobenzene, is also bound to the liver protein. Experi- 
ments were performed in parallel to the reexamination of the results obtained by 
Miller and Miller. O-aminoazotoluene and p-dimethylaminoazobenzene were fed to 
rats over thirty weeks and to mice during thirty days. Through the experiments 
we could obtain some important results. 

Materials and Methods. Fifty rats and twenty mice were fed with the two 
kinds of azo dyes separately. Two to four animals were sacrificed and examined 
with various intervals of one to four weeks. 

P-dimethylaminozobenzene and o-aminoazotoluene in soy-bean oil were mixed 
in the basal diet to 0.06 and 0.1 per cent respectively. The basal diet consisted 
almost entirely of pop corn powder. 

Millers’ method was modified and used in preparation of the liver protein, 
liberation and extraction of the bound dyes. 

Results. Both p-dimethylaminoazobenzene and o-aminoazotoluene were found 
to be bound to the liver protein. In the case of the former dyes we obtained 
similar resuls to those reported by Miller and Miller. The bound dyes of rats fed 
o-aminoazotoluene which were extracted with ethanolic ethyl ether from hydroly- 
sate of the liver protein gave an maximum absorption at 500mz«. The dyes in 
acid ethanol solution was found to obey Lambert-Beer’s law and then measured 
electrophotometrically. 

The amount of the bound dyes in the case of feeding o-aminoazotoluene was 
smaller than those in the case of feeding p-dimethylaminoazobenzene. About ten 
weeks were necessary to reach the maximum amount in the former case while 
five weeks were needed to get a peak in the latter case. 
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A small amount of dyes was extracted with petroleum ether from hydrolysate of 
the liver protein in both cases. The bound dyes were thus fractionated in two parts. 

Less amount of dyes was liberated by trypsin digestion of -the liver protein 
during one week than that obtained in the case of hydolysis with KOH at 80°C 
within 20 hours. 

In the liver of rats fed p-dimethyaminoazobenzene over 190 days, tumor was 
seen with naked eyes. The liver of rats fed o-aminoazotoluene over 238 days, 
however, did not develop any tumor. The tumor gave low level of the bound dyes. 

It was found that the both azo dyes were also bound to the liver protein of 
mice in far less amount than that seen in the liver protein of rats. 

Hydrolysis of the plasma protein of rats fed dyes liberated small amount of - 
dyes which was extracted and estimated with the same procedures used in the 
case of the liver protein. 

Discussion. It may be very important that o-aminoazotoluene is bound to the 
liver protein just like p-dimethylaminoazobenzene is. We can approve the 
significance of bound dyes in carcinogenesis induced by both azo dyes. It may be 
suggested that the mechanism of hepatoma production may be worked in the 
same way in both cases. The results obtained showed lower level of the bound 
dyes in contrast to the results reported by Miller and Miller. The discrepancy of 
the results may be partly explained by difference in strains of animals and in 
feeding methods used in the experiments. 

Summary. We found that o-aminoazotoluene and p-dimethyaminoazobenzene 
were bound to the liver protein of rats and in less amount to the liver protein of 
mice. The fact may suggest that same carcinogenic mechanism is played in the 
liver by both azo-dyes. The difference in amount of the bound dyes in the two 
cases may explain the difference of weeks necessary for cancer production by the 
two azo dyes. . 
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68. 吉田 肉腫 細胞 の ゴル ヂ ー 壮 置 に 就 い て Rue LEE 
(名 古 必 大 学 枯 境 医学 研究 所 ) 
On the Golgi apparatus of Yoshida sarcoma cells. 
MOTOHIKO TOBIOKA, KAZUO UEOKA. 


吉田 肉腫 腹水 塗 抹 標本 に 就 て Kolatschev 法 に 依り ゴル ヂ ー 羨 置 を 検索 する と 

1) 腫瘍 細胞 に は Hirschler の 言う komplexe Form を 明 に 早 す る も の が 多 敷 に 存在 す 
る 。 之 は 非常 に 良く 開 達 し 大 型 で 現 汰 或 は 綱 構 を ボ す 。 HICSS Externum と 不 染 の 
Internum を 認め る 。 

2) Diffuse Form (Hirschler) も 存在 する と 思わ れる 。 

3) Trage er be A Fr PRA EO BOR BAT SL BORN 
Hl LEAD SB, CORABEL tr F-HEOMRE Lo TR 
移植 後 初期 の 標本 に komplexe Form O#EHSAWERAAICHELT. 

2 ) 及び 3) に 就 て は 更 ら に 例 敷 を 増し 検索 し 別 の 機 作 に 詳 す る 。 


69. 吉田 肉腫 の 細胞 学 的 研究 , 特に ゴル ヂ ー 装 置 並び に 
系 粒 体 に つい て FINE, 竹本 和夫 
Cytological studies on Yoshida-sarcoma, especially on Golgi-apparatus 


and mitochondria of the tumor-cells。 GORO ISHIKAWA, 
KAZUO TAKEMOTO. (Pathological Department, Tokyo Medico-Dental College.) 


Although many detailed studies have .been done on Yoshida-sarcoma, there 
still remain not a few unclarified points concerning fine structures of its cells. We 
present in this paper our results of cytological studies on its Golgi-apparatus and 
mitochondria. 

Abdominal fluid of albino-rats inoculated with Yoshida-sarcoma (originating 
from Sasaki-Institute) was examined on each day following the course by smear 
method. Histological sections taken from tumors and abdomial fluid of normal 
albino rats were used as control materials. 

Golgi-apparatus was stained by either osmium acid-method or uranium nitricum- 
method. For demonstration of mitochondria Altmann-Kull’s method and iron- 
hematoxylin of Heidenhain were applied to smears. Supravital staining with 
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neutral-red and Janus green-B was also used to investigate fresh preparations. 

Golgi-apparatus. In early stage (1, 2 days) a few granules are found mainly 
in the cytoplasm in the shallow niche of the nucleus. Occasionally several 
granules are seen in the other part of the cytoplasm, especially in the direct 
neighbourhood of the nuclear membrane. Each granule is of almost the same 
size, has in general roundish shape. Sometimes a minute processus or comma-shaped 
granule is perceivable, but only uncertainly. We can not make it clear, in case 
the granules are found in groups, if the granules are connected to each other with 
a sort of most delicate fibrillar structures or not. They have not such a definite 
structure as a net-work. 

In the next mature stages of the tumor cells, changes in size and shape of the 
granules occur ; the granules become elongated and larger. Further they show a 
tendency to assemble in the nuclear niche. 

In the second stage of Yoshida, majority of cells show Golgi-apparatus in the 
form of small rosettes, consisting of short rods in the niche of the nucleus. 
Occasionally the conture of each corpuscle becomes indistinguishable ; then groups 
of granules appear arranged in shape of small circles or semicircles. 

As aging of the tumor cells progresses further, that is in the third stage of 
Yoshida, the granules are found diffusely scattered in the cytoplasm and the shape 
of each granule assume again more or less round type. In the stage of extreme 
aging and degeneration the Golgi materials lose their characteristic stain almost 
completely. 

A definite relationship between the changes in type of the tumor cells and 
number of the granules does not seem to exist: number of the Golgi granules 
remains almost constant through the stages. It is interesting to note that Golgi- 
material of monocytes in normal abdominal fluid of albino-rats has close resem- 
blance to that of the tumor-cell in the earlier stages and that the Golgi-apparatus 
of the tumor cell has much in common with the neutral-red vacuoles concerning 
their situation and arrangement. 

Mitochondria. By means of supravital staining with Janus green-B a large 
number of granules and rods can be seen distributed all over the cytoplasm. 
They are so numerous that we count them with scores (at least 50-60). It is more 
or less conspicuous that the nuclear niche has the highest density of these 
structures. Unlike Golgi-apparatus they do not show any definite arrangement. 
In general each granule is a little smaller than that of the Golgi-material. 

In further stages of maturation, majority of cells contains diffusely distributed 
mitochondria in the cytoplasm, just as in the case of younger cells. No definite 
arrangement was found except that occasionally the mitochondria are seen 
aggregated exclusively in a part of cells where the cytoplasm is most abundant. 
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Change in number of the mitochondria paralleling aging or degeneration of the 
tumor cells is not observed. : x 

Findings on mitochondria of smeared tumor-cells, stained after Altmann and 
Kull, almost thoroughly coincide with those we can get by means of supravital 
staining. . 

It seems that Heidenhain’s iron-hematoxylin stains such structures which may 
be identified as azurophilic granules in Giemsa-stain preparation: equality in 
location, arrangement, size and shape are remarkable. 

So far we cannot characterize the Yoshida-cells by mitochondrial findings, but 
the normal abdominal monocytes seem to have close resemblance in mitochondrial 


pattern to the tumor cells. 





mitochondria 


70. HEPEME OBL ic REC (吉田 肉腫 に よる 研究 ) EEE 
On the chromosomes of the malignant tumor (Studies on Yoshida 
sarcoma). HARUO SATO (Pathological Institute, Tohoku University.) 


We formerly gave a note on the number of chromosomes of Yoshida sarcoma 
cells that 32-36 made the majority. This observation was made by Giemsa stained 
smear preparations of the tumor ascites, but I found later that Giemsa staining is 
not satisfactory for this study. I have tried many other methods, and finally 
gained the desirable result by the corrosive-sublimate acetic-acid alcohol wet fixation, 
and Heidenhain’s iron haematoxylin staining. ? 

I modified some points of fixation and staining as follows. 
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(1) Fixation with corrosive-sublimate acetic-acid alcohol warmed to 60°C. 

(2) Wash in 50% alcohol for 5 minutes and transfer for 10 minutes to 70% 
iodine alcohol (to remove mercuric chloride). 

(3) Dehydrate further in 96% alcohol for an hour at least. 

(4) Prior to staining place the preparations successively in 70, 50 and 30% 
alcohol and distilled water for 5 minutes. 

(5) Cover with mordant (4% iron alum) for 24 hours. 

(6) Drain off mordant, wash in several changes of tap water for 5 to 10 minutes. 

(7) Place in 0.5% aquous solution of haematoxylin for the same period as used 
in the mordant stage. 

(8) Differentiate in fresh 2% aqueous solution of iron alum. 

(9) Wash in running tap water for 20 to 30 minutes. 

(10) Dehydration in graded alcohol, clear in xylene and mount in balsam. 

To study the chromosomes of the sarcoma cells in variable conditions, I prefered 
the following method. Rats were transplanted with a single cell of Yoshida 
sarcoma. When it is successful, proliferation of tumor cells in the peritoneal 
cavity begins about 10-14 days after the transplantation, where comparatively 
plently of mitosis are found. From this very early stage of growth until the end 
stage (20-25 days after the transplantation) of the tumor, I examined the chromosome 
in its metaphase by the above mentioned method. Correct figures of the 
chromosomes were drawn with the aid of camera lucida. 

Number of chromosomes: I have examined 52 mitotic figures in metaphase. 
In Table 1 is summarized the number of chromosomes examined. Chromosome 
number of 36-40 makes the majority, 41-45 is the next, then 31-35. There is a 
very rare type with 91 chromosomes. 

Form of chromosomes: As a rule the form of chromosomes of the Sper- 
matogonial cells of the rat shows 42 rod-shape chromosomes. But in 17 mitotic 
figures of the tumor cells, I have found V-formed chromosomes. The mitotic 
figures with V-formed chromosomes are 17 among 52 (33.7%). The V-formed 
chromosomes appear very indefinite, sometimes it can be found in the 2nd of the 
serial order of the chromosomes, or in the 34th. 

Number of the V-formed chromosome: As shown in Table 3, mitotic figures 
with one V-formed chromosome appear in large number, then those with 2, 3 and 
4 V-formed chromosomes appear comparatively in small number. 
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Table 1 
Chromosome-number | -30 | 31-35 | 36-40 | 41-45 4650 | 51- | Total 
53 | 1 | 11 | 7 aS 8 ea | 52, * 
Resa re ee. | 32.7 | 26.9 | 15.4 | 1.9 | 10 
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Table 2 Table 3 












































ィ V-formed chromosome Number of | 
Pee fT あさ ee | Frequency 
chromosomeSs + De FE TIER 
| | 1 | 11 
Above 42 8 | 8 ne | ーー 
ンー と 1 | _3 
42 4 | 3 ーーーー | 
. ーー ーー —-| 3 | 2 
Belcw 42 5 | 24 
ーーーーーーーーーー ト ー — —______—_ 4 1 
Total 17 | 35 
id BE hts ok | 
% 33.7 | 67.3 








71. FABKAMOBRU KEE ABO ZH AME 
中 馬 英 二 , NHR CARAT FUE) 
Daily changes in nuclear and protoplasmic volumes of Yoshida 
sarcoma. EIJI CHUMA, MASANOBU IWASAKI. 

「 吉 田 肉 腫 の 腹水 細胞 は 移植 3 日 後に 念 激 に その 容積 を 増し , KOMMBAGBAICHK CH 
に いち じ る し く 4 日 目 以後 は 桜 よ り る 原形 質 の 容積 の 方 が 大 きく な る 。] 

それ を グラ フ に あら わす と 彫 の 様 に な る 。 

方 法 : 腹水 を 塗 抹 標本 に し て methanol 固定 Giemsa 染色 を 行い , 油 浸 襲 置 の 題 微 鏡 に 
Abbe HH ZOO TC, 一 定 質 の 紙 の 上 に 細胞 と 桜の 形 を 売 し, それ を 切り 抜い て 重 さ を 測 
り , 容積 を あら わし た 。 有 圭 照 と し て Erstin を lec 腹腔 内 に 注射 し て , 4 時 間 後 に あら われ 
る 細胞 を 測っ た 。 い ずれ の 場合 に も 多 桜 白血球 等 を の ぞ き , Vv, HR, 腫瘍 細胞 と み と 


Bi 原 形 質 
m 2: BD. R. m BR, GM. R. 
0.52 


対照 6.22 0.143 2.02 0.35 | 対照 4.24 0.214 3.03 
1 5.41 0.180 2.54 0.47 1 4.27 0.132 19 02 
2 

| 

| 


2 . 5.78 0.195 25 04 2 5.53 0.347 4.90 0.92 
3 6.54 0.155 2.19 0.41 3 5.63 0.231 3.26 0.80 
4 9.28 0.254 3.59 0.69 4 12.71 0.518 7.33 1.31 
5 11.34 0.352 48 07 | 5 15.80 0.555 7.85 1.24 
6 11.21 0.339 4.72 O86 | 6 18.67 061 8.64 1.68 
o ot ee ss | 7: 1s BE (ae. 28 
8 ws O27 3.92 -087 - | 8 2.8 0.797 127 1.99 
9 9.62 00 3.78 0.71 | 9 14.27 0.711 10.05 2.10 
10 10.67 0.278 3.93 0.74 | 0 19.75 0,805 19 2.09 
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め ら れる 細胞 の み を 測っ た 。 標本 敷 は 各 例 に つき 200 CHS. 

各々 の 下 均 値 (m) に 就 い て 標準 偏差 (S. D.), HERR (P.E.), 及び 危険 座 522 に 於 ける 
BiG O (ARBOR (R) を 計算 し た 結果 は 第 1 表 及 び 第 2 表 の 通り で ある 。 と の 表 か ら も わか る 
通り 原形 質 の 方 は 分 布 の 幅 が 桜 に くら べ て 極め て 雇 く , と と に 4 日 目 以後 に 於 て 著 明 で ある 。 
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72. 吉田 肉腫 細胞 の 分 裂 知見 増補 EB 麻 C 名 本屋 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Supplement to our knowledge on the mitosis in Yoshida sarcoma 
cells. IWAO HIRONO. 


RE DAG BURSITIS RBA ORL IC AA TIER IR D 
多 敷 に 見 られ る が , 判 検 材料 に 於 て は 比較 的 少 敷 し か 見 受け られ な い 。 即ち 同一 組織 に つい て 
BE Hay CRM MEIC) 間 も る な いも の 程 分 裂 像 が 多く 見 られ , 時 間 的 経過 と 共に 
減少 する 傾向 が ある 様 で ある 。 余 は 本 傾向 を 質 験 的 に 究明 せん が 久 に , 吉田 肉腫 を 用 い , RH 
MAC LABHL, Re etw, 分 裂 途 上 に ある 腫瘍 細胞 敷 が 時 間 的 経過 と 共に 
果して 減少 する か , 双 名 何 な る 機 韓 に よっ て 減少 する か を 追 宛 し た 。 一 般 に 隙間 細 胞 の 分 裂 所 
要 時 間 , 分 裂 経過 等 + に 唄 す る 知見 は , 交 上 献 上 比較 的 乏しい ぃ 。 余 は 此 等 の 中 作 開 し て る 種々 興 
味 ある 新知 見 を 得 た 。 

1) 吉田 肉腫 細胞 の 分 裂 経過 並 に 所 要 時 間 

a) 観察 及び 測定 方 法 。 吉 田 肉 腫 腹水 の み 一 滴 , 或いは 腹水 一 滴 と ロッ ク 液 一 滴 を 被覆 硝子 
tet, ROMO 7VY 74) Ve ReSMA RMT eA CRRA 
(ee BIC I 7 + VIC CHBIL, BH 37°C~38.5°C OMIM PGR TR し た 。 

b) EACH ES. REPRE LRSRAOMMBSHORSHIL, 大 聴 典型 的 
BED BE L [ARCH So SPRRIIARH 30 分 60 分 (8 例 ), RH 8~12 分 (17 例 ), 分 
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裂 後期 下 均 2 分 (20 例 ), 分 裂 末期 4.5 分 5 分 (20 例 ), BERN 30 分 一 60 分 (14 例 ), ZA 
後期 に 於 て 娯 係 踏 が 夫々 雨 極 と 到達 後 , 細胞 租 は 伸展 し て 椿 園 形 て 地球 形 ) と な る 。 と の 時 期 
は 分 有 裂 末期 に 属す る 事 勿論 で ある が , と の 伸展 時 間 は 約 1 分 で ある 。 伸展 し 切っ た 時 に 側面 に 
矯 入 を 生じ 細胞 剛 は 二分 する 。 二 分 し た 各 ネ 細胞 に 於 て 染色 購 は 先ず 小 塊 を 形成 し , 間もなく 
WATS. MIC LT, EIS MIMI 10-15 分 に し て 初め て 概 膜 が 現れ る 。 と の 
時 期 の 桜 は その 形 潜 不 規 則 で , 一 定 の 要 型 の 推移 を 見 定め る 事 は 困難 で ある 。 分 像 各 期 の 所 要 
時 間 は 以上 の 如く 大 内 一 定 , 従っ て 一 分 裂 環 に 要する 時 間 も 赤 大 欄 一 定 で ある 。 半 ち 腫瘍 細胞 
に 於 て も 分 肌 所 要 時 間 が 新 く 大 骨 一 定 し て いる 事 は 興味 深き 事 で ある 。 和 何 三 極 注 細胞 分 裂 (2 
a) の 所 要 時 間 は 二 極 仁 の 場合 の 約 1.5 倍 に 延長 する 。 又 末期 に 於 て 先ず 一 つ を 分 離し , RW 
で 克 り の 二 つ が 二 極 注 の 場合 の 様 に 二分 され る 事 を 雨 回 共 観 察し た 。 

2) 吉田 肉腫 細胞 の 分 像 所 要 時 間 に 及 ぼ す 種々 の 影響 に つい て | 

a) 腹腔 内 移植 後 経過 日 敷 と 分 裂 速 度 と の 開 係 。 移 植 後 初期 , 末期 共に 分 裂 所 要 時 間 は 大 想 
一 定 。 

b ) Medium に よ ょ る 影響 。 腫瘍 腹水 の み の 場合 , ロッ ク 液 , リン ゲ メ 液 , 生理 的 食塩 水 
(0.85%), 末期 腹水 遠心 上 浴 液 等 々 を 添加 せる 場合 も 差異 な し 。 

c ) 容器 空間 の 大 小 と 分 像 速度 と の 開 係 。 下 板 載 物 硝子 で は 所 時 間 多少 引 大 する 傾向 ある 

> MART ROMP RECITAL. 

d ) FASREEIC KRIST IBEOMS, AM 15°C~41°C の 廣 範 園 に 於 て 分 裂 の 進行 を みる も, 
37*C 前 後 を 中 心 と し て 低温 に な る に 従っ て 分 興 所 要 時 間 は 著しく 延長 する 。 逆 に 37°C より 
上 昇 す る に 従っ て 幾 分 所 要衝 間 短 縮 す る も 著 明 で な い 。 

3) 分 像 逆行 の 問題 に つい て 

分 再送 行 に つい て は , Becker, Wassermann 及び Garwitch 等 の 報告 ある る 一 般 に 優 ヵ 
の 域 を 出 て いな い 。 余 は 本 細胞 の 生 槍 観察 中 情 ォ 本 事 質 接 し , RUT ORES SF & EIR 
する も の で ある 。 色 ち 分 裂 各 期 ょ り 静 止 要 に 逆行 し 得る る の で あり , 曹 に 概 分 像 の 逆行 に と ど 
EOF, 末期 に 於 て 細胞 穏 に 怒 入 を 生じ て か ら で も る , 再び 逆行 し 球形 に 復 LAN FRR & A BK 
VWiE RK CHUL RE MKT SWABS 0, 又 完 全 に 二分 し た 細胞 が 二分 直後 再び 分 像 示 期 状 に 
融合 し 途 に 球形 静止 細胞 に 復 す る 事 あ る を 見 て いる 。 

4) 航 外 に 取り 出さ れ た る 分 像 途上 上 腫 瘍 細胞 の 態度 に つい て 

ピペット で 腫瘍 腹水 を 生々 多量 に 取り , 直後 より 順次 30 分 1 時 OH を 以 っ て EHER 
本 を 作成 し , その 間 ピ ペッ ト は 室温 C13°C~17°C) 及び 交 卵 器 肉 (37°C) に 保っ た 。 Fr 
本 に つき 腫瘍 細胞 5,000 個 中 の 分 肌 像 敷 を 計算 し た 。 多 ち 室温 放置 の 場合 に は , = d) で 逃 べ 
た 如く , 分 像 速度 は 非常 に 級 揚 と な る 劉 , FRRBOMY IHR 37°C OMA LY LBLVCHS 
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2, Ale 6-7 時 間 後 に は 探 取 直 後 の 生 敷 以下 と な り , 以後 時 間 の 経過 と 共に 著 明 に 分 裂 像 は 
減少 する 。37*C の 場合 に は 極め て 短 時 間 内 に 分 仙 像 は 減少 し , 4-5 時 間 後に は 分 契 像 は 殆 ん 
認め られ な い 。 多 ち 大 部 分 は 分 像 進行 に よっ て 静止 桜 に 到 り , 入 に 分 像 像 の 減少 を 招 索 する _ 
も る の で ある が , MAUI ko TRS ROBEY. MSMR OR, TOME 
湯 組 織 細胞 の 通 常 の 分 像 所 要 時 間 の 短い も の 程 母 境 を 離れ て 短 時 間 内 に 分 裂 像 敷 が 減少 し , 又 
一 方 同一 腫瘍 組織 で も 温度 が 高い 程 短 時 間 内 に 念 速 に 分 肌 像 は 消失 し , 低温 と な る に 従っ て 比 


較 的 凌 良 に 分 裂 像 の 減少 を 見 る る の と 結論 出來 る 。 





73. 吉田 肉 腫 の 組織 培養 RE, 上 岡 和夫 
Tissue culture of Yoshida sarcoma. MOTOHIKO TOBIOKA, KAZUO 
UEOKA (Research Institute of Environmental Medicine, Nagoya University.) 


We have already reported fragmentarily on the tissue culture of Yoshida 
sarcoma in Nagoya Igakkai Zasshi (62, 170, 1948), Annual Roport of Research 
Institute of Environmental Medicine, Nagoya University (1, 136, 1947-1948, bound 
together), and Gann (41, 1950), and we now report collectively, together with the 
results of tissue cultured tumour cells we have obtained since. 

(D Suitable culture medium and jointly cultured tissue: 1) Chicken plasma. 
2) Chicken plasma plus rat-ascites. 3) Chicken plasma plus chicken embryonic 
extract diluted 3 times with Ringer’s solution. 4) plus rat-ascites. 

These solutions were made, and in each case, 7 day old chicken embryonic 
heart and extract were used, and the chicken embryonic heart was cultured jointly 
by the method of hanging-drop culture with glass ring or hollow glass. 

In 48 hours, a slight development was shown in each case, but because of the 
liquifaction and other disturbances, the best development was shown in case of (4) . 
mentioned above. 

The medium, which was made at the rate of 1 chicken embryonic plasma, 2 
chicken plasma, 3 rat-ascites, and 6 Ringer’s solution, was used successfully. 

As for the tumour to be used for tissue culture, the smallest non-necrotic tumor 
tissue, which developed in the abdomen, was more. suitable for its development 
than the subcutaneous tumour. About 8 days old tumour in the abdomen after 
its transplantation was usually used. 

The extract of the brain, heart, liver and testis of a rat was used but it did 
not promote the development of the cultured sarcoma tissue. 

And as we already mentioned elsewhere, the extract of the normal spleen of a 
rat slightly promoted the development of the tumour, while the extract of the 
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spleen of a rat transplanted with the tumor inhibited the development of the tumour. 

(II) Observation of Developing Cells. Large round cells developed rapidly, in 
a scattered way, from the cultured tumour tissue in 3-4 hours, and in 6 hours the 
cells wandered densely, piled together, developing to such an extent as to be 
indistinguishable. 

These cells had their processes, and they changed their forms and positions 
slowly for 2 or 3 minutes without any lively movement. They had many processes 
and their directions were varied during the earlier development. 

They had one or two nucleoli, sometimes many, their shapes being elliptical, 
kidneyshape, massive or slightly contracted. And the forms could be observed 
more distinctly by Heidenhain’s iron hematoxylin, Giemsa and hematoxylin staining. 

These cells developed near the surface of the glass, in the deeper part of the 
cultured medium. 

On the other hand, the cells developed like a net at the same‘ moment or a 
little later, keeping connections with the processes of the cytoplasma. 

They developed near the surface of the culture medium in earlier hours, and it 
was observed that both cells developed on different planes, sometimes mixed. 

In 24 hours, it was observed that, mixed with the net-like’ connected cells, 
some cells developed in isolation, and their processes had many branches directed 
towards the direction of development of the cells on the opposite side of the 
mother tissue. 5 

The cytoplasma, which had the process and connection, was short, not so long 
as the fibroblasts of the cultured chicken embryonic heart ; both cells were observed 
distinctly, when the tumour tissue broke in within the sphere of development, of 
the joint-cultured chicken embryonic heart, both cells being mixed. 

In 8 hours, when the tumour cells developed into the tissue of the joint-cultured 
chicken embryonic heart, the direction of their development was straight, and the 
developing tissue invaded rapidly and sharply into the centre of the chicken 
embryonic heart tissue of joint-culture. 

According to the observation for 48 hours, the heart tissue was found to have 
developed like a net, forming a concentric circle. Therefore, the cells were quite 
different from the fibroblasts. 

Examining the state of the development of the cultured tissue and refering to 
the examples stained by Giemsa, Heidenhain’s iron hematoxylin and H. E., we 
noticed the form, size and number of the nucleous and nucleolus, and the size of 
cytoplasma and its granules. Considering the above-mentioned results, we have 
decided that these cells were the same as the ones which were observed in the 


smeared specimen of the ascitic Yoshida cells. 
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74. 吉田 肉 性 の 発情 性 及び 内 分 泌 学 的 考察 牧野 烈 女 
Estrogenic action of Yoshida sarcoma and its endocrinological 


relations. YOSHIME MAKINO. 
(II Pathological Institute, Osaka University) 


Last year I reported on the same subject at the annual meeting of this associa- 
tion and here again I wish to present a report to show the results of my research 
concerning the relations between the estrogenic action and endocrine organs of the 
rats transplanted with Yoshida sarcoma through stochastic (not statistic) and 
histological methods. 

Experimental methods : Female rats of 90-150 g. were used, and the condition 
of estrogenic action was checked every day. The experiments were performed 
from October to February. To decide rise or fall of estrogenic action stochastic 
methods were used throughout the experiment to determine the significance of 
differences in each series, regarding each day of estrus as the same välue. 

Results of the experiments: 1) The changes of estrogenic actions by trans- 
plantation of Yoshida sarcoma were observed in 42 cases this year and total 
observations sum up to 53 cases by adding 12 of last year. According to these 
observations estrogenic actions increased after tumor transplantation, and in no 
case the action decreased. In 45 cases it increased 20% and under in the level.of 
significance, in 25 cases 5%, and in 8 from 20% to 45%. Especially in 12 cases of 
subcutaneous transplantation 8 cases below 5%. 

2) After transplantation of tumor in Ovariotomized rats the estrous appearance 
was not observed in any of 36 rats. 

3) The positive rate of transplantation to 40 ovariotomized rats was 85%. These 
rats lived 11.52 days in arithmetic mean. In 71 control rats the respective figures 
were 83.09% and 11.23 days. 

4) Through the transplantation the pituitaries gain weight 4.39 mg in a. m., 
(standard deviation +1.407), while the weight of control group was 3.35mg (s.d. 
+0.432). This increase is almost 5% in its 1. s. It was recognized that in 12 
subcutaneously transplanted cases they gained weight within 1% in 1.s. (a. m. 
4.75mg, s..d. +1.305). Histologically most pituitaries showed hypertrophy of 
chromophobe cells. 

5) Comparing with control, increase in adrenal weights by transplantation was 
observed. Especially each case of subcutaneous transplantation in which it seems 
to have no tumor cells in adrenals gains weight within ‘1% in 1. s. (a. m. 34.45mg, 
s.d. +5.231) (a. m. 21.2mg, s. d. +4.324 in control). Histologically hypertrophy of 
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cortex and decrease in chromaffinity of the cells in the medulla were observed. 
Regarding the individual cells many of them showed hypertrophy in pars fasciculata 
comparing with control. Glycogen is hardly visible in the test as well as control 
animals. Fat stainings by Nile blue, Sudan III and Ciaccio’s -method were used. 
Polarisation was also tested. In tumor rats chiefly neutral fat increased in pars 


fasciculata. 
6) Thyroid showed neither increase in weight nor any histological changes. 


75. 甲 秩 腺 機能 の 吉田 肉腫 発育 に 及ぼ す 影 響 (第 一 報 ) 
宮本 B 〈 阪 大 銀二 病 連 学 数 室 ) 
The effect of thyroid function on development of Yoshida sarcoma 
(fst Report) TADASHI MIYAMOTO 
大 腺 機能 が 吉田 肉腫 の 琶 育 に 及ぼ す 影 響 を 観察 する 船 に , 最初 は , 腹水 腫瘍 に 就 て , HK 
DRE » THE); チラ テー ジン 度 下 注射 を 行っ た も の (T); BEENMSYTElN); に 
WET 2 ORR ETT 70 

RE: DTEANRF-KRORFCHETFTZF-RROMFERTFTLOTDD, 

FRIIS 1949 年 5 月 か ら 6 月 迄 て 同年 6 月 か ら 7 月 迄 ): Fo HMw LD THE 
FOBEH 75 一 150gr. ok (HE 60 一 110gr. 迄 の 昔 に 雄性 の み を ) Aw, ETN 各 4 
匹 宛 (E6 匹 ,T4 匹 , N3 匹 宛 を ) を 各 一 群 と し て 食 錠 は 押 変 , 野 茶 , 塩 を 用 いて 動物 蛋白 
ER? Amor (Kolbe, 我々 の 残 茶 を 奥 え 動物 相 白 を 制限 し な か っ た ): B-AhoEr 
甲状腺 を 出 後 9 日 有 目 の も の (E は 15 日 目 の る も の) CHS: T は チラ テー ジン 0.25 16563 日 
PLU BIC RIEL 日 休み , 4 日間 皮 注 を 行う 事 を 腹水 移植 と 同時 に 開始 し チラ テー ジン 綿 量 1.75 
FEC RS (T は 1 回 同 量 を 同 部 位 に 連 績 5 日 間 皮 注 後 , 4 日 間 休止 , 炊 で 再び 5 日 間 皮 注 を 連 
績 し 最後 の 皮 注 が 腹水 移植 の 日 に 営 る 。 績 量 2.5 FE): 腹水 は 0.5 ese (0.01 HEHE) を 正確 に 
腹腔 内 に 移植 し た 。 

Bw, PICT, 手術 SHAM LOMITA, LI メー 
ル を 用 いた 。 此 は ホモ チロ キシ ン の 成 生 を 防ぐ 意 園 で ある 。 野 茶 の 内 , キャ ベッ は 奥 え な か っ 
た 。 甲 状 了 鈴 出 手術 は ト は オウ p パ ン ソ ー ダ 腹腔 内 注射 に よる 全 及 の 下 に 行い , 鍋 死 後 肉眼 的 に も 
組織 學 的 に も 再生 の 無い 事 を 確 め た 。 RRR 
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* 印 は 治癒 例 

第 一 賢 験 の 祭 死 博 況 は 同時 乃至 敷 時 間 の 差 を 以 て 次々 と 貞 れ た 。 病理 解剖 移 的 に 興味 ある 所 
見 は , 殆 ん ど 全 例 に 於 て , 肝 の 色 は 黄 大 白色 を 呈し , 腹水 は 黄 拍 色 乃 至 血性 と な り , Anal 
も 末 栓 端 に 著しく , 且つ 同 部 に 充血 が 題 閉 で ある 。 組 織 移 的 に は , 肝 の 間 質 及び 貨 質 に 著 明 な 
る 放 瘍 細胞 の 浸潤 が あり , FMC HEASED 5114. PC SMM RAL TWH S. 
肝 腫 の 血管 内 血液 中 に も る 多く の 腫瘍 細胞 が 見 られ る 。 腹水 は 第 3, 5, 7, 9 病 日 に 探 取 し , Fa 
ザ 染 色 で 核 鏡 し た が 定型 経過 が 認め られ ず 末 期 に は 小型 細胞 が 増殖 し , REE, 圭 照 群 の 間 に 
大 差 を 説 め 得 た い 。 之 を 要する に 経過 及び 組織 學 的 に , 念 性 白血病 様 の 像 を 思わ せる 。 

二 貨 験 に 於 ける 所 見 は , 第 12 一 14 病 日 に 区 れ た も の の 肝 に は 上 逃 の 所 見 が 認め られ 第 16 
ー21 病 日 に 上 競 れ た も の で は 此 等 の 獲 化 に 乏しく , 肉眼 的 に も る 普通 色 を 星 し て いる 。 腹水 は 第 
4, 8, 12 病 日 に 採取 し 検 争 し た 。 定 型 的 経過 を 取り 年 ら 未 期 に は 小型 細胞 が 出現 し て いる 。 治 
WAEO 1 Cit, 腹水 細胞 は 定型 経過 を 取り つつ , 第 12 病 日 に は 上 腹 水量 減少 し , 日 球 の 出現 
多く , 放置 し て いた 所 , 腹水 移植 日 より 第 87 日 目 に 寒冷 の た め 死 に 瀬 し て いた の で , 殺し て 
割 見 し た 。 腹腔 内 に は 腹水 溢 溜 を 認め ず , ARAL, FISHES YS, 腫 は 小 で 血 容 乏しく , 
Eu daS, 肌 髄 は 繊維 に 富み 腫瘍 細胞 を 認め な たい 。 

以上 の 成績 を 結合 し て みる と , 第 一 宴 験 群 で は 殆 ん ど 全 例 , 念 性 白血病 様 経過 を 取っ て , 同 
時 間 万 至 敷 時 間 の 差 で 炊 々 と 貞 れ , 第 二 買 験 群 で は E の 1 匹 が 治癒 し て いる が , SETS, A 
然 治癒 が 軌 の 個 骨 差 の 範 園 内 で 起り 得る 跡 等 より 速 か に 断 才 る わけ に は 行か ぬ 。 

腹水 を 腹腔 内 へ 移植 し 経過 を 観察 する 2 DAR LT, 甲状腺 全員 出 ラ テッ テ 群 , 甲状腺 
ホル モン 注射 群 , 無 虚 置 封 照 群 と の 間 に , 明確 な 差違 を 認め る 事 が 困難 で あっ た 。 
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76. 性 ホル モン の 吉田 肉腫 に 及 す 影響 


山口 毒 , 西本 実 , 田中 勇一 〈 大 阪 大 学 徴 生物 病 研究 所 山口 内 科 ) 
Effect of sex hormone on Yoshida sarcoma. HISASHI YAMAGUCHI, 
MINORU NISHIMOTO, YUICHI TANAKA. 





HAAMIC RIES ERA SY OVMAICAW CHR IVEICRET AXBCHS. 

ARDMORE F » 7 ECHWTe 

BRA: 之 等 動物 を 5 和 群 に 分 け , 第 1 群 を 去勢 , P2WCASKATY-RORR, 第 3 
群 を オバ ホル モン 注射 投 奥 , 第 4 群 を = ナル モン 経口 投 奥 , 第 5 群 を プレ ホル モン 注射 投 奥 と 
し , 各 ネ 肉腫 腹水 接種 前 約 3 週間 より 隔 日 に 投 奥 し た 。 面 し て 接種 後 腹水 内 騨 瘍 細胞 及び 白 血 
SR, HER, HEROBULERSEL, 剖 栓 所 見 と 比較 板 討 し た 。 

eke: 腹水 内 腫瘍 細胞 の 増加 は 第 4 日 目 より 念 激 に 増加 し て 居る 。 皿 ち 圭 照 群 672, 
去勢 群 ( 雌 ) 44.8%, オバ ホル モン 経口 投 奥 群 49.62, オズ ホル モン 注射 群 45.52, エナ アモ 
ン 経口 投 奥 群 54.82% と な っ て いる 。 MRS CHE) 及び プレ ホル モン 注射 群 ( 雄 , MBE) は 
第 3 日 目 ょ り 著 明 な る 増加 を 示し 各々 37.3%, 65%, 48.4% と 圭 照 より 1 日 早く 増加 し て 居 
So 細胞 の 琶 育 は 念 激 に 増加 を 示す 頃 よ り 第 二 期 細胞 及び 分 像 像 を 認め , KBR CHE) 及 プ レ 
ホル モン 注射 群 に 於 て は 第 4 日 , 其他 の 群 に 魚 て は 第 5 日 目 よ り 第 二 期 細 胞 が 大 部 分 を 占め る 
様 に た る 。 第 三 期 細 胞 の 出現 は 大 骨 に 於 て 死亡 前 2 日 目 頃 よ り 認め られ る ろ る 。 区 に 塗 出 細胞 に 就 
て は , 白血球 : 白血球 の 獲 動 は 圭 照 に 於 て は 第 2 Alc fy 35% を 示す る 第 3 日 に 於 て は 激減 
L 4.8% と た り 其 後 は 減少 或 は 清 失 し て 居る 。 去勢 群 に と 於 て は 雄 5.02, 雌 5.322 で あり , 

エナ ル モ ン 経口 投 奥 群 及 び プ レ ホ ル モ ン 注射 群 CHE) CP THE 9.6%, 15.022. を 示し て 居り 圭 
照 に 比 し て 送 に 少 い 。 之 等 は 接種 後 24 時 間 以 内 に 於 て 白血球 江 出 反 鷹 が 消 退 し て いる 様 に 思 
われ る 。 之 に 反し レオ バ ホ ル モ ン 注射 例 に 於 て は 第 2 日 に 5322 ER LTD. HR: 去勢 群 , 
エナ アル そ モン 経口 投 奥 群 , オバ ホル モン 経口 投 奥 群 及び 注射 群 共 に 大 嶋 に 第 3 日 に 増加 し , 第 4 
日 目 に は 減少 の 傾向 を 示し て 居る 。 プ レ ホ ル モ ン 和 群 と 於 て は 第 2 日 目 に 最高 に 達し , 第 3 AH 
に は 減少 の 傾向 を 示し て 居る 。 

光 巴 球 の 増加 は 鱗 り 激しく な く 少 第 を 以 て 曹 球 曲 線 と 在 行 し て 居る 様 で ある 。 

各 細胞 間 の 総合 多義 係 に 就 て は 既に 報告 され て 居る 様 に 白血球 の 増加 が 先行 し 炊 で 晶 球 の 増 
加 , 草 球 減少 の 傾向 を 示す 頃 よ り 膝 瘍 縮 胞 の 増加 が 現れ る 。 本 寅 陣 に 於 て は 肉腫 腹水 の 接種 を 
少量 と し た 食 白 血球 の 増加 が 一 般 に 長期 に わた っ て 見 られ た 。 

家 に 剤 槍 所 見 と 細胞 駿 化 と の 開 係 : 剤 栓 所 見 に 於 て は 大 立 , 生殖 器 系 , WATE, 同 河 巴 腺 , 
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FR, 腎臓 , 及び 其 周 園 に 浸潤 肥厚 を 認め る が , 去勢 群 , プレ ホル モン 注射 群 に 於 て その 獲 化 
著しく , オバ ホル モン 注射 群 に 於 て 比 化 僅少 の る の 2 例 を 見 た 。 BILOS. HLWEBH, 7 
レ ホ ル モ ン 群 に 於 て は 白血球 の 次 出 が 既に 第 2 日 目 に 於 て 僅少 に な っ て 居り , SICK LBRLO 
少 い オバ ホルモ ン シ 注 射 群 に 於 て は 白血球 の 姜 出 増加 が 第 2 52.4%, 第 3 日 13.2%, 第 4 日 
11.0% と 長 時 間 出 現し て 居る 。 

生存 日 敷 : オ ベ ホ ル モ ン 注射 群 及 プレ ホル モン 注射 群 を 除い て は 圭 照 群 と 同様 釧 ち 去 共 群 
iy 12 A, ANKAEYMORRASY 2 Ait, エナ ル モ ン 経口 投 奥 群 在 均 12 日 で あ 
- り , プレ ホル モン 注射 群生 均 11 日 , オバ ホル モン 注射 群生 均 9 LR OCHS. 初期 反 應 の 
著しい オバ ホル モン 注射 群 に 於 て 生存 日 敷 の 短縮 を 見 る の は 興味 ある と と で ある 。 

以上 の 成績 ょ り 見 る と 初期 ( 印 ち 接種 時 ) ROM OSTEN WORETSPrEN, 9 
期 反 際 の 朋 い も の は 腫瘍 細胞 の 柄 育 が 吐 盛 で あっ た 様 で ある 。 換言 すれ ば 去 共 群 及 デ レ ホ ル モ 
ン シ 注 射 群 は 腹水 肉腫 に 装 し て 生々 促進 的 に 働く 様 に 思わ れる 。 オバ ホル モン 注射 投 奥 群 に 於 て 
は 結果 が 一 致し な い 角 , 抑制 , 促進 何れ と も る 云い 難い 。 エ ナル モン 経口 投 奥 群 に 於 て は 詩 照 と 
の 大 差 を 認め な か っ た 。 

結語 : 余 等 は 性 ホル モン の 吉田 肉腫 に 及ぼ す 影 響 を と を ラッテ を 用 いて 寅 験 し た 。 

Id, 去勢 群 , オ ベ ホ ル モ ン 投 奥 群 。 エナ ル モ ン 投 奥 群 , プレ ホル モン 投 奥 群 に 分 け , 腹水 
内 肉腫 細胞 及び 白血球 , MER, HEROM(ER OTR SLE D Rt LZ. 

去勢 テッ テ は 腹水 肉腫 に 答え 促進 的 に 働く 様 に 思わ れ た 。 プ レ ホ ナル モン 注射 投 奥 群 に 於 て も 
去勢 群 と 相似 の 結果 を 示し た 。 

ォ ペ ホル モン 投 軸 群 に 於 て は 結果 が 一 致し た か っ た 入 。 抑制 或 は 促進 何れ と も 云い 難 we 

ェ ナ ル モン 投 奥 群 で は 百 照 と 大 差 な か っ た 。 


77. ARE LS TF AI AKA MEO HIE 
奥山 一 也 , 永 菅 徳子 Omi Pee ek 
Studies of Yoshida sarcoma by manometer methods. KAZUYA 

OKUYAMA, TOKUKO NAGASUGA 

PLACE RAY CHR Le FF FY kN EE Py > “EY 2K da & HAH LTR E LF 

CH, RRA CH x ORR Ze LR. 
腹水 か ら 赤 血球 の 混在 を 除去 する に は 
イ . 蒸溜 水 稀 租 に ょ る 溶血 現象 
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=. 速 心 操作 に よる 腫瘍 細胞 の 沈 浅 
の 二 方 法 を 試み た 。 
イ , の 方 法 で は 稀 種 後 約 30 分 放置 で 目的 を 達する が 大 型 細胞 は 破壊 され 易い 様 で あり , g. 
の 方 法 で は 小型 細胞 が 赤血球 と 共に 上 液 中 に 残存 する 可能 性 が 強い 。 
SOBRE =. の 方 法 で 得 た 細胞 を 等 張 食 刻 水 に N ae nz rec 
させ て 被 概 液 と し た 。 
叶 た 結果 を 要約 する と 
乳酸 を 添加 し て も る 酸素 の 消費 は 著 明 な 幾 化 を 示さ な い 。 
グリ ュー ゲン で る 同様 で ある 。 
a ee eae Oe ee 
KCN cine - a. の 範囲 内 で は 呼吸 は 完全 に は 抑制 する 事 は 出来 な い 。 
pH を 7.2 一 7.8 内 で 移動 させ て も 呼吸 作用 は 著 明 な 大 動 を 示さ な い 。 
6. 蒸溜 水 稀 程 放置 溶血 後 速 心 に よっ て 得 た 細胞 で は 放置 時 間 約 30 分 で 呼吸 , GRRE 


つい ヽ 


Pe oo 


作用 共 約 條 滅する の を 知っ た 。 
之 等 の 質 験 の 至 照 と し て は 白血球 或 は 昌 桜 球 の み を 集め て 同様 浮 渡 液 を 作り , Ro Az 
行っ て 比較 すべ き で ある が 卓 概 球 の み を 集め る 事 に 非常 た 困難 が ある 。 目下 その 質 験 を 追及 中 


で ある 。 


78. 脳波 の 実験 的 研究 : MESS CIE 米沢 猛 , 島田 信男 長 村 吉 哉 
Experimental study of brain wave: Brain tumors and brain wave. 


TAKESHI YONEZAWA, NOBUO SHIMADA, KICHIYA OSAMURA. 
(Pathological Department, Kyoto Prefectural Medical College.) 


It has been said’ that the variations of brain wave in the case of brain tumor 
are reduction of a waves and appearance of slow waves, etc., but is not always 
agreed to. We transplanted neoplasms such as butter-yellow-hepatoma and Yoshida 
sarcoma in the brain of rats, and examined their brain wave. We transplanted 
hepatoma at above and under the dura, Yoshida sarcoma under the pia, in the: 
cortex and at basis with glass capillary, and then, on progress of time, we recorded 
from just upon tumor and peripheral and distant parts of the tumor by monopolar 
leading methode. 

The case of hepatoma on the dura: On the local spike waves and fast waves 
appeared 2-3 days after transplanting, and from the middle stage swift reduction 
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of amplitude, extinction of @ wave, and only slow waves continued to death. On 
the peripheral parts of the tumor, spike waves were detected next day of transplant- 
ing, and after the 3rd day slow wave began to appear, then amplitude of a waves 
was reduced step by step, at last to ca. 5 z.v. On the distant parts waves changed 
almost identically to the above 2 parts, but in smaller degree than the above. 

The case of hepatoma under the dura: On the local slow waves (ca. 1-2 Hz) 
appeared next day of transplanting, and almost no a waves, these slow waves 
continued 2-3 days; after that frequency increased swiftly, after several days 
appeared slow waves with small amplitude, which at times became flat. In the 
last stage, fast waves accumulated on slow waves and basic line shaken remarkably. 
On the peripheral parts of tumor, we observed slow waves from next day of 
transplanting to death, and in the last stage at the time of accumulated spike 
waves, at the distant parts remarkable slow waves in the initial and middle stages, 
and in the last stage, spike waves accumulated on shaking of the basic line, and 
amplitude of these spike waves became smaller and smaller. 

The case of Yoshida sarcoma in the cortex of brain convex: In the initial 
stage we observed remarkable slow waves, almost no waves, afterwards spike 
waves, and next remarkable slow waves. Their amplitute became smaller, and 
followed these changes to death. On the peripheral parts of tumor slow waves 
appeared remarkably for several days from the next day of transplanting, and after 
5th-6th day fast waves and trapezoide waves accumulated on them, after that wave 
became flat, almost extinguished, at times the spike waves (ca. 10 .v.) make 
sudden appearance. On the distant parts, spike waves (30 z.v. 5-6 Hz) appeared 
from 2-3 days after the transplantaing, and then slow waves followed to death, 
adding fast wave, and their frequency was 1-3 Hz. 

The case of Yoshida sarcoma in the ventriculus, growing to girth infiltratively 
(these rats died in shoter period) : Just upon the tumor, followed slow waves (20- 
30 z.v.) to death. On the peripheral and distant parts of tumor, almost same 
changes were observed, but the distant parts became rather smaller. 

The case of Yoshida sarcoma at basis: Just upon the tumor, reduced @ waves 
after 2 days, and appearance of slow waves was later than in the above cases, 
3-4 days after transplanting (20-30 /.Y, 2-3 Hz), amplitude reduced swiftly, afterwards 
slow waves (30 z.v, 1 Hz) were observed to death. On the peripheral parts of 
tumor changed almost as above. On the distant parts, we observed slow waves 
after the 3rd day remarkably, increasing again in the middle stage. 

When we transplanted the tumor on the dura, histologically we observed only 
effects of compression on the brain substance, and the other cases, infiltrative 
growth into the brain substance. On the brain wave, we observed slow waves 
after the 2nd day just upon the tumor, at times increased the amplitude of slow 
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waves, or fast waves accumulated on the slow waves, and then the last stage the 
amplitude of @ waves gradually became smaller, before the death, slow waves 
(0.5-1 Hz) appeared, or became flat. In the middle stage fast waves accumulated 
on slow waves. On the distant parts amplitude of @ waves was reduced in the 
initial stage, but appearance of slow waves was later than in the above 2 parts. 
In the last stage fast waves accumulated on slow waves. 

In the cases of brain tumor, we observed remarkable changes in the brain wave. 
These changes were identical with the changes due to the compression of brain 
by swelling foreign bodies, and the changes appeared in proportion to growth of 
tumor. 


79. OF BALE HAM O BH Ic KET 2 — 1 OK 


石井 康 雅 , EAR < 九州 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
Effect of coal-tar on the growth of subcutaneously transplanted 
Yoshida-sarcoma. YASUMASA ISHII, SUETAKE SHOMURA 


2 ER DIGIT EAE ABBE EAS 5 Lo 5 HEIL Fischer-Was- 
els に より 初め て 強調 され ん た と と ろ で ある 。 し か し な が ら , と れ に より 移植 腫瘍 の 移植 系 を 上 
見 せしめ , また 移植 後に お ける 腫瘍 牙 育 を る 促進 せしめ る と と が ある 一 方 , Haddow に ょ り , 
か か る 帝 冶 物質 の 注射 が Jensen 肉腫 の 績 育 を 抑制 する と と る 認め られ , ERDE 
奥 ぇ た 後に 腫瘍 を 移植 し て る 同様 の 結果 の 起 る と と る 報告 さて ん て いる 。 多 ち , そ と 成績 の 不 
一 致 が な ある よう で ある 。 私 は と の 彼 を 鮮明 に する た め 本 質 駿 を 行っ た 。 

方 法 と し て は 吉田 肉腫 を テッ テ の 皮下 に 移植 し て 160 頭 ), 義 部 物質 と し て は 粗製 ター ル 及 び 
ピッ チ ・ ユ コー クス 250°C 溜 分 (3 : 4-Benzpyrene 作製 第 1 階 程 ) の 50-10% の 朋 購 溶液 を 
GAL, 腫瘍 の 移植 部 位 よ り 5cm 以上 離れ た 肩 肢 間 部 皮下 に 注射 し た 。 

(1) HAR ( 無 虎 置 の 移植 腫瘍 )。 無 席 置 テ ラッ テ の 皮下 に 移植 し た 吉田 肉腫 は 移植 後 25 A 
頃 ま で 殆ど みな 大 同 小 異 の 傾 斜 度 の 誤 育 曲線 を 示す 。 そ の まま 放置 すれ ば 最初 か ら 凡 そ 25 一 30 
A CHEERS . 

(2) 腫瘍 移植 前 に ター メ 注 射 を 施 と し た 群 。 中 等 串 度 の ター ル (ター メメ 1, 朋 脂 1 の 割合 に 
混 と た も の う ) を 少量 (0.1-0.3c.c.) 宛 20-30 日 間 に 4~5 回 皮下 注射 し , その 後 15-30 A 
の 期間 を 置い て 腫瘍 移植 を 行 た い 移 植 後 1623 日 間 観 察 。 被 移植 腫 場 の 贅 育 は 青 照 群 の それ 
に くら べ 著 差 を 認め が た い が , た だ 移植 後 12 一 3 日 どろ より , 腫瘍 且 育 速度 が いさ さか 緩徐 に 
な り 始 め る 傾向 を 示す ナ も の が ある 。 組織 學 的 に は 持 照 例 と 著 差 が 認め られ な い 。 
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(3) 腫瘍 移植 後に ター メル 注射 を 施 と し た 群 。 !. 1 回 注射 。 稀 薄 ( タ ー ル 1, 豚 脂 9 の 割合 
に 混 じ た も の ) 妃 至 中 等 員 度 ター ル の 少量 乃至 多量 (0.2 一 1.0c.c.) を 腫瘍 移植 後 816 日 の 
間 に 1 回 注射 。 移 植 後 16, 21 日 の 間 観 察 。 少 量 注射 の 場合 , その 直後 に は 腫瘍 の 帝 育 速度 は 
ABD, ある い は むし ろ 増 し た か の 如く 見 える が , 移植 後 第 12 日 頃 よ り 組 育 速 度 の 減少 する 
傾向 が 現われ る 。 多量 注射 の 場合 に は , その 直後 に 装 育 速度 が 減じ し て , 後に は 腫瘍 の 退 縮 する 
傾向 さえ 認め られ る も の が ある 。 組織 移 的 に は 中 央 壊死 菓 が 再 照 例 より 度 い 。 

Il. 頻 回 注射 。 腫瘍 移植 後 第 3 こ 5 一 7 日 より , 中 等 如 度 ター ル を 少量 刀 至 中 等 量 (0.15 
0.5c.c.) u AICHE 4-10 回 注射 。 移 植 後 12 一 1545 日 間 製 察 。 腫 瘍 は ター メ 注 射 開始 後 , 
その 半 育 速度 を 減ずる 傾向 が 見 られ る が , それ が 題 著 で な いも の も ある 。 ま た 詩 照 例 に 比 し , 
ーー 時 僅か に 増 大 する か に 見 える が , 後に は 却って 緩徐 と た り , 多少 縮 少 する る の も ある 。 組織 
學 的 に は 中 央 載 死 巣 が 圭 照 例 に 比 し て 著しく 廣 い 。 

(4) 万 移 植 の 前 及び 後に ター メ 注 射 を 施 こ し た 群 。 中 等 明度 ター を 須 移植 の 5 日 前 あ 
る い は 前 日 に 1 回 注射 し , 次 いで 移植 後 隔 日 に 同 吊 度 タ ー ル の 少量 (0.1 一 0.2c.c.) 宛 を 計 7- 
16 回 注 身 。 移 植 後 10 HAAREN D, 一 部 の 例 で は , BA 12-3 日 以後 
育 が 停止 し , 爽 いで 退 縮 を 始め , 38 日 以後 消失 し た 。 
以上 が 買 験 成績 で ある が , と れ か ら 見 る と , ター メア の 腫瘍 誤 育 に 及ぼ す 影 響 は 種々 で あっ 
て , 開 育 を 促進 せしめ る と と と 抑制 すみ る と と が あり , Lad, と れ は ター アル の 濃度 , B, 注射 
時 期 , 期間 及び 回 敷 , 或 は と れ に よる 組織 破壊 程度 た ど に BAT SE 見 な けれ ば な ら ぬ と 思 
う 。 た だ その 個 え の 踊 は , 今後 に お ける 研究 題目 と な る で あろ う 。 





80. 慢性 骨 身 性 白血病 愚 者 血液 の 家 傘 肝 , 筋肉 及 マ ウス 肝 , 肺 注 
入 に よる 組織 変化 に 就 て 渡辺 婦 友 , 北川 勇 造 て 長峰 大 学 , KERZE 
Histological change of the liver and muscle of chicken and of the 

liver and lung of mice by means of the injection of the blood of the 


potient of chronic myelogenous leukemia. FUMITOMO WATANABE, 
YUZO KITAGAWA. 


約 5 EAT kD ER REICHEL, TON art S MERRY 20 ME 
WAS 4 二男 子 の 患者 血液 ( 全 血 ) cRRL, 之 を 白色 レグ ホン 種 で HR 7 > AOR 
(2) の 肝 肥 胸 筋 内 へ 購 表 より 各 1cc 宛 注入 し , 同様 に マウ ス の 肺 及 び 肝 に る 岡 表 より 0.27 
至 0.3cc を 注入 し て , 発 死 し た も る の に つき 組織 的 に 航 察 し た 。 注射 し た 家計 及 び マ ウス の 血液 
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白血球 は 軽度 に 増加 する が 幼 若 白血球 の 著 明 な 増加 は 認め 得 な た か っ た 。 白血病 患者 血液 注射 後 
59 日 目 に 難 死 し た 家 狗 の 肝臓 所 見 に 就 て 見 る に , 肉眼 上 肝 に 著しい 肥大 は な く , 注射 部 位 に 一 
致し て , 大 白 調 を 帯び , 硬度 策 < 増強 し た 約 示 指 頭 大 の 部 分 を 右 葉 表面 に 認め た 。 こ と の 箇所 に 
於 て は グリ ツン シ 氏 珍 , 中 心 静 脈 等 の 周 園 人 に 少 敷 の 多 桜 白血球 を 交え た 漆 色 様 細胞 の BEDS HR 
い 。 之 等 の 細胞 は 血管 壁 内 を の 浸 潤 は 目立た な い が 肝 細胞 素 間 に 入り 込ん を で いる 。 MER TE 
腫 状 に 肥厚 し て 外 膜 の 結 締 織 の 増殖 が 著しい 。 比 較 的 大 た る 幸 騰 管 の 周 園 に る 漆 包 様 細胞 が 集 
積 し て いる 。 肝 宮 質 内 に は 雇 え に 光 巴 様 細 胞 よ りな る 密 な 小 浸潤 和 が 認め られ た 。 策 え 大 な る 
血管 の 周 団 に は 毛細 騰 管 の 増生 が 見 られ , と の 増生 し た 膳 管 の 聞 に 結 締 繊 繊維 が 入り 込み 織 維 
朱 腫 状 を 呈し て いる る の が あっ た 。 父 比 較 的 大 な る 勝 管 上 皮 細 胞 が 増殖 し て 管 腔 内 へ 突出 し た 
部 分 が あり , 他方 了 状 に 増殖 し て 毛細 騰 管 の 集 り の 様 な 形 を 呈し て いる が 異型 的 増殖 は 認め 得 
な か っ た 。 

丈 に 同 患 者 血 流 胸 筋 内 注射 後 1 週間 目 に 仙 死 し た 家 叶 の 胸 筋 の 所 見 と し て 了 肉眼 上 小指 頭 大 の 
RADE BD, その 部 分 の 筋 繊維 間 に 著 明 な 細胞 浸潤 を 來 し , 或 は 結節 汰 に 細胞 浸潤 窟 を 形成 
し て いる 。 と の 細胞 浸潤 答 内 で は 筋 繊維 は 消失 し て いる 。 上 記 の 浸潤 細胞 は 原形 質 に 富ん だ 大 
きた 同形 桜の 細胞 , 小河 巴 球 , エ オ デン 員 好 白血球 , 分 葉桜 白血球 等 より な っ て いる 。 マ ウス 
の 肺 内 に 血液 を 注入 し て 3 A AICHE L し た 例 で は 右 肺 中 葉 か ら 上 葉 に か け 大 白色 を 呈し 便 度 が 
HER LT Be 組織 的 に は 多 桜 白血球 , MEERA, 肺 胞 隔 壁 , KRERZNEKTLTWSH 
腔 性 の 浸潤 が 見 られ , その 周 略 は 充血 と 浮腫 が 強い 。 肝臓 に は グリ ソン 氏 疹 の 血管 周 園 に 漆 巴 
浸潤 が 著しく 虜 え に 充 血 , 出血 徐 が 見 られ た 。 


欄 細 


81. FFAAMO MEA OBE ARE BAR 


On the changes of the serum protein of Yoshida sarcoma 


YOSHIHIKO TSUBURA, ROKUGO HIBI (The Ist. Pathological Department 
and The Ist Surgical Clinic, Osaka University). 


The studies on the serum proteins of patients with neoplastic diseases demonstrated 
that their constitution was greatly changed. The majority of malignant growths 
showed low albumin value in their serum, while in the case of myeloma a striking 
increace of / globulin was observed Immunological study teaches us that there 
is a certain relationship between the production of antibody and a globulin. I 
analysed the serum protein of rats bearing Yoshida sarcoma, in order to see if in 
this case the changes of protein constitution may occur. 
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Material and Method. Rats, weighing 120-150g were incculated subcutaneously 
or intraperitoneally with 0.5cc of Yoshida sarcoma ascitic fluid. Inoculated rats 
and control animals were kept together in the same cage and fed with the same 
diet, 2 parts of rice, 1 part of dried fish and fresh vegetables. 

I separated each fraction of the serum protein by sodium sulphite, then let them 
colorate with biurett reagent, and measured the concentration with an elec- 
trophotometer which I constracted. 

Results. 1) Intraperitoneal inoculation. 7 or 8 days after inoculation, I got 
some blood from the beating heart of the rat, which had 2-5cc of ascites and 
remarkable sarcoma of mesentery and omentum. 

I found that the quantity of both albumin and «a globulin were considerably low 
(Fig. 1). 

2) Subcutaneous inoculation. 14-28 days after inoculation, a sarcoma was 
produced weighing 0.5-2.6g. The size of the tumor is not proportional to the time 
after inoculation. 

In comparison with the case of intraperitoneal inoculation the decrease of albumin 
quantity was not so and a globulin quantity was not so remarkable. (Fig. 2). 
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x represents the value of sarcoma rat. 

・ represents the value of control 

Columns represent the mean value of control 

Discussion and conclusion. In rats bearing Yoshida sarcoma the hypoproteinemia 

is due entirely to a decrease in serum albumin. Globulin shows a moderate increase 
and a globulin is below normal value. No striking increase in globulin fraction is 
observed. The decrease in albumin and a globulin is considered to be due to the 
nutrition for sarcoma rat. 
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8. DAB の 間 け つ 投 箇 に よる 実験 的 肝 頑 の 生成 


® 5. 黒田 精 之 , 林 BB 高額 三郎 MEA SMFS) 
Liver cancer production by intermittent feeding of DAB. HIROSHI 
KISHI, SEISHI KURODA, SHIGENORI HAYASHI, SABURO TAKAMINE 


SAM SIC OSM ORMET Y HBG AECH BRS VD, か つ 義 癌 過程 に お いて 
BOBOMMBBMLERICTFATCEBHMON CH), か つつ 和義 癌 を みる に は 一 定期 間 以 上 の 連 貫 投 

















奥 が 必要 と され て いる 。 

Hx 10 AM] DAB 混合 の 寅 験 飼料 で ダイ ュ ク ネズミ を 飼 槍 し , つぎ の 10 日 間 は 普通 の 
frit CL LC HREM) ) で 飼養 し , つぎ の 10 日 間 は ふた た び -DAB REO RBA CHI 
育 す る ご ど とく , 10 日 間 の 間隔 を お いて 間 け つ 的 に DAB ziti ct BOARS LOM 
PSB LEEK LZ 

ike | eee | 肝 臓 の 変 化 | Mees | eee | 肝 ko 変化 
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貨 験 飼料 と し て は DAB を 2% に ゴマ ィ 油 に 溶解 し , その 20cc を 白米 粉 1kg に 混 と た 
る の を も る ちい, MME cB 1208 か ら 150g まで の 健康 な 雄 の アダ イコ ュ ク ネズ ミ 50 
匹 を 使用 し た 。 

前 頁 に 寅 験 の 結果 の 大 要 を 表示 し た 。 


83. BEE, 特に その 発育 素 様 作 用 に つい て 
鈴江 懐 , 住 藤 房子 京都 大 学 医学 部 病理 学 数 宝 ) 
Photosensitive colouring matter and tumor, especially about its 
growth substrance-like action. KITASU SUZUE, FUSAKO SATO. 


E CHARLIE Cyanine 系 感光 色素 で ある Iluminol R (1, 1- デ ィ エ チル 2, 2’-DAH 
キ フ シア ニン ショー ディ ド ) を 以 て 家 兎 を 飼育 し , その 騰 管 上 皮 に 異型 的 増殖 を 殴 来 せしめ た 。 
それ は 勿論 眞 正 腫瘍 と な す に は 程 速い る の で は あっ た けれ 共 , 異型 的 増殖 で ある 事 は 確 損 で , 
腫瘍 様 増殖 と は 呼び 得る 程度 の も る の で ある 。 

そ と で 考え られ る 事 は o-Aminoazotoluol や Butter yellow CLSZA LMF ACRAR 
の 事 で ある 。 と の 場合 テッ テ や マウ ス は 比較 的 容易 に 肝癌 が 病 生 する けれ 共 , モル モッ ト や 家 
兎 は 肝 冶 引 生 は な か な か 見 られ な い 。 と の 事 買 か ら 類 推し て luminol に ょ よる 家 兎 膳 管 上 度 
DRAN, 若 し と れ が 自 尿 で あっ た た ら 。 式 は 比較 的 容易 に 用 冶 に まで 半 展 し た の で は 
な か ろ うか と いう 問題 が 生じ て くる 。 

そ と で 演者 等 は IIluminol R を 以 て 長期 間 テ ラッ テ を 飼育 し て みた 。 EH 1007-2007 の 
Illuminol R を 飼料 に 泥 じ て ラッ テ に 奥 ぇ , 120 日 に 及 ん だ の で ある が , ACHHREELT 
か っ た 。 また その 組織 的 概 査 の 結果 も , 少く と も と れ 以 上 長期 に Fo TERMINE 績 け て 
b> 肝癌 が 華 生 す る か も る 知れ ぬ と いう よう な 気配 は 認め られ な か っ た 。 た だ と の 質 験 で 錦 期 し 
な か っ た 面 に 於 て 興味 ある 事 宮 が 観 窪 さ ん た 。 そ れ は : 一 一 

(1) luminol R を 投 奥 す る と ラッテ の 和義 育成 長 が 閉 明 に 促進 され る 。 まず 色素 非 投 奥 群 
に 比較 し て 大 骨 25% 程 の 増加 で ある と 言え る 。 

(2) 上 記 の ょ うに 長期 間 I11uminol R を 投 奥 し た 白 尿 に 吉田 肉腫 を 皮下 移植 する と , 肉腫 の 
毅 育 培 殖 が 極め て 財 盛 で ある 。 再 照 の 色素 非 投 奥 群 に 比較 し て 約 3.4 倍 の 和 義 育 を 示し て いる 。 

(3) 内 分 泌 臓器 を 検査 し て 特に 面白 い 所 見 が あっ た の は 胸 下 垂 購 で あっ た 。 色 ち 騰 下 垂 骨 前 
葉 に 嗜 酸 細胞 の 増生 を 主 と す る 機能 元 進 像 が 誤 見 され た の で あっ て , と れ が 骸 重 増加 , 腫瘍 の 
誤 育 促進 の 中 柚 と な っ た も る の と 想 察 さ れる 。 
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84. 各種 ター ル 物 質 に 由 る 家 更 内 臓 即 の 実験 的 研究 1. AEA 
ル 抽 出 物 質 に つい て の 研究 PRE, A 信 実 , RTE, 
今 木 重雄 , 藤木 恒男 , 浜口 精 一 C 京 都 府 立 医科 大 学 第 二 病 理学 数 室 ) 

Experimental studies on the development of visceral cancers in rabbits 

by means of various kinds of tar substances. AKIZO TANAKA, 


NOBUMITU TAN, MOTOTAKA TAKEBE, SHIGEO IMAGI, TSUNEO 
FUJIKI, SEIICHI HAMAGUCHI. 


1911 ER HBSEHT SLU, Ne k ot WB Le BR - HOHER 1930 年 
Kennaway, Cook, Hieger 氏 等 に よっ て ター メメ 和義 抽 の 本 熊 的 物質 3,4 Benpyren の 抽出 と 

り 更に クー メア 誘導 購 の 各種 芳香 性 如 化 水素 各部 物質 の 研究 に 暴 開 し て 來 た が , ED WATE 
化 學 物質 を 以 て する 瘍 モデ ル は 常に 小動物 マッ ウス の 皮膚 病 で あっ て 未だ 高等 哨 乳 動物 で ある 家 
ECHT, 耐 か る 本 物質 を 経口 的 に 奥 え て 内 臓 虎 を 質 現 し た 研究 業績 は 無い る の と 思わ れる 。 
私 共 は coal-tar か ら Hieger, Cook 氏 等 の 研究 方 法 に ヒン ト を 得 て 大 量 の tar 抽出 物 を 製 
造 し , WE RHO RRA ICMR LC ICA RES LYST < PM LBIC 8 Ue 
IC 4 HOR RIC, Bi FE Brit oto (th— a ANIC NS BES JAE & 
た る を 以 て 此 記 に 報告 す 。 

Coal-tar EHRT. 砂 浴 中 に 石 燥 ター ル を 入れ た る 17 俳 質 レト ルト を 埋め 上 
部 及び 頸 部 より 溜 出 口 聞 は 金 綱 に て 圏 み 冷却 を 防ぐ と 共に 高温 に な す 時 は 更 ら に 金 綱 の 部 分 に 
る 加熱 を 行う 。 接 績 或 は 押入 に 用 いる 栓 は 縄 て 木 栓 を 使用 す 。 レ トメ ルト 流出 口 に は アダ ブタ を 
取り 付け 下方 に は 適 営 な る 冷 友 稚 子 管 を 接 績 し 此 部 分 は 局 風 機 を 用 いて 冷風 を 送り 溜 出口 に 來 
た る 表 新 骸 を 冷 孝 固化 せしめ る 。 受 器 は 和 換 め 笑 量 せる メス シリ ンダ ー を 使用 す 。- 之 に より 溜 出 
物 の 骨 積 及び 重量 を 算出 し 其 の 比重 を 直ちに 求め 得 。 或 る 一 定 温度 の 溜 出 物 の み を 必要 と する 
場合 は メス シリ ンダ ー 受 問 を 多 敷 準備 し 受 器 の 取り 換え を 行う 。 新 く の 如く 比較 的 簡易 質 双 半 

置 方 法 に て 石 炎 タ ー テ 1000g 中 溜 出 物 500cc (5458 = HF 1.09), 残 溜 固形 物 401g, ie 

in CSS) 54g を 得 た 。 昼 温 別 i 溜 出 物 を 算出 すれ ば A. 100* 一 120*C=13cc CHR 
tits) B. 120* 一 250*C=200cc (Hiyta) C. 250* 一 370*?C=244cc 〈 赤 梓 色 ) D. 370* 一 
400*C=44cc (HH) 

Kennaway, Cook, Hieger 氏 等 の 研究 業績 の と ヒント に よれ ば 400° 前 後 の 抽出 物質 中 に 績 
癌 物質 を 多く 合 有 する と 指示 し て いる 。 私 共 は 之 に 由 っ て 上 記 D CH SRE MAES 370° 
400°C に 於 て 得 た る 物質 を 原料 と し 義 対 況 を 観察 し た 。 多 ち 本 物質 D の 44cc を オリ 
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ー プ 油 に 溶解 し 1cc 中 D 0.1g を 今 有 する 様 に 庶 置 す 。 D の 化 學 的 性 湊 に 就 て は 目下 研究 
中 で ある 。 | 
動物 質 験 方 法 : 家 兎 10 頭 を 用 い 主 食 と し て 牛肉 粉末 , 牛 肝 末 及 び 云 米 に 少量 の ラフ リン 
を 加え を 此 席 に 0.5g の 本 物質 D を 加味 し て 飼 礁 す 。 
D 物質 の 奏 性 に より 質 験 動物 は 着 し く 購 重 の 小 退 を 示し 長期 宮 験 に 堪え 得 地下 表 の 如く 早 
CHEATS, 2 ヶ月 以上 の 生存 動物 に は 績 癌 を 認め た 。 














» | 性 | 実 | 人 年 | D. 各 内 臓 の 発癌 の 有無 その 他 事 項 
44 | IR | | Hi A+] wm) we | |e | 
Bi | | | 物 = | | | | 状 | 
番 | eo sae | St 指 | | Be | | 腺 | 
| | | zu EL ees | 
» | m | 数 | ao. | a | m | me | m | me | me | x | m 
| ar | 
1 | ee eo RR ae ゴー トー さす や キマ トマ キー トド ョ = 
| | | | 
2 | ö 60 | ar | 20 _ ー キト. 一 ー | 一 = 
1 « | = | = 46 +! +|-1I+)|)+|+]| - 
4 8 ea Pig ee a ee EDER re 
5 $ | m ーッ トー トー に ーー ド ュ ae 
6 6 | 2 == | 0 |- | -|-ー| 一 |-|-|- 
8 $ | 109 | =. ıs|/-|/I+/1+|-|-1|1-|- 
ec ee} 人 
9 9 5 | is | 3 | | 
at 40 | fae | トー ドー ド と キト ュ ル ンー レン キタ 
i | 








PRD O PRM O CREB 53 EINS SRT C HT GEE L OBI Lo 
GR AW 92 AICHS. ERIC CBT 2 CHEN BK Lai tak & & 3 LA RIC 
於 て 虜 え に 結 師 鈴 に 肥大 する 組織 隆起 あり 肝 小 葉 も 肉眼 的 に 著 明 に 腫 大 する を 認め 得 た 。 殊 に 
本 副 葉 に 於 て は 大 白色 の 結 分 肥大 隆起 を 敷 個 認 む 。 断 面 も 竹 交 白色 を 呈し 認 韻 と し て 認め ら 
れ た 。 直ちに 切片 の 一 部 を 健康 家 兎 に 移 杭 す 。 該 部 の 組織 構造 は 又 特 異な る 所 見 を 示し 一 種 の 
小 出 形 肉腫 と 考え られ た 。 展 ヘタ ー ル に よっ て 白血病 を 惹起 せしめ られ る が 本 例 に 於 て は 骨 突 
に が て 白血病 的 匂 化 は 認め られ ず 又 腸 臓 に 特異 の 胡 化 を 認め た か っ た 。 移 植 成績 は 4 {CECH 
ね た が 途 に 消失 す 。 他 の 腫瘍 標 結 基 の 組織 像 は 肝 宮 質 細 胞 の 靖 前 騨 的 各 化 を 示す 。 勝 腕 は 題 著 
に 肥厚 断面 髄 様 胡 白色 を 是 し 組織 學 的 に 悪性 乳 味 痛 の 所 見 を ボ す 。 其 の 他 胃 , 十二指腸 部 に 結 
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部 状 隆起 あり 一 部 腺 癌 の 所 見 を 示す 。 

Hy 1, 2, 4, 7 HICH CRM CMA BHC Bauchininsche HR ICI ALR 
RAZ IR LAE LCRA RR IS MUO RAT SE を 認め た 。 珠 第 7 BEICHS CIE 
帳 光 巴 韓 位 を 認 む 。 甲 状 腺 は 一 般 に 肥大 し 濾胞 上 皮 の 増殖 を 観察 する も まだ 腫瘍 化す る に 到 っ 
て いな い 。 

上 輝 の 如く ター メル 抽出 物質 の 経口 的 投 奥 に ょ り 極め て 短 時 日 に 於 て 猫 立 的 多 華 性 の 内 臓 慮 の 
形成 され る 事 は , アツ オ 買 験 の 長 時 日 を 要する に 封 し て 甚だ 興味 深い る の が ある 。 





85. O-Amidoazotoluol 及び 過 刺 養 に 因 る 海 狭 内臓 獲 の 実験 的 
下 究 と 同 実験 肝 交 へ バト ー ム の 移植 研究 (第 2 報 ) 
PETE て 京都 府立 医科 大 学 第 二 病 理学 数 室 ) 
Experimental research of visceral eancers in guineapig caused by 


surplus nutrition aud o-amidoazotoluol, and studies on homeiotranspla- 
ntation of experimental guineapig hepatoma. NANAMASA NAITO. 


“aD SEO RRAEIS HE S ARAM & BET SORE AMT TE SFR NE ORE ERIE Lk aD 
AUC UE AO FLACK DW SMEAR LOLS. Hed SHINS ICI LR 
動物 と 見 られ て 來 た 。 之 は 吉田 氏 及 び Heep 其 の 他 の 研究 者 に よっ て 経口 的 に 何 程 工夫 し 
て O.A.T. 色素 を 奥 え て る 計 臓 其 の 他 の 消化 器 系 臓器 に 散 坊 が 見 られ な か っ た 事 質 が 能 く 之 
を 指示 し て いる 。 然るに 同じ 草食 動物 で ある 家 兎 が 之 を 肉食 性 乃至 雑食 性 に 馴 致す る と 云う 境 
過 の 契 化 を 人 鋼 的 に 賀 施す れ ば 容易 に 義 癌 不能 と され た 家 兎 に 内 臓 寅 が 多 有 病 す る 事 餅 を 田中 教 
授 が 明か に し た 。 私 は 家 兎 より も 更に 贅 培 素質 の 落 い 海 狂 に も 之 の 生活 環境 の 閥 化 に よっ て 評 
痛 す る も の と 推定 し て 本 研究 に 着手 し た 。 本 研究 の 成績 は 既 全 昭和 24 年 第 1 回 開 西 地方 病理 
學 省 に 逃 べ 今回 は 第 2 報 と し て 其 の 後 の 寅 駿 例 の 追加 殊 に 最近 宮 験 生存 中 の 第 例 を 敢 て 致死 せ 
LORI 20 匹 の 海 狂 の 義 培 汰 況 を 報告 し 同時 に 成 生 培 中 特に 肝 間 へ パト ー ^ の 移入 成績 就 
て 報告 す 。 

ABR: 主食 は 玄米 粉 と し 之 に 和牛 の 肝臓 粉末 , 騰 粉 , ラフ リン 等 を 混 と 之 れ に OAT. 
色素 0.07g 乃至 0.1g を オリ ー プ 油 に 溶解 ARE CHAR. MRAM 20 日 目 ょ り 253 
日 に 及 ん で 居る 。 寅 験 動物 は 最初 比較 的 幼 弱 骨 重 100 瓦 前 後 の 海 月 が 多く あっ た 久 に 50 ALY 
内 に 沖 死 代 し め た が 成幸 動物 で 200 瓦 以 上 を 追加 使用 する に 是 等 は 比較 的 長期 克 験 に 堪え る を 
Sie, SRE IE LR Bis S LORRGEKR SEBO, HMR 7 COWIE 
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い 主 食 を オカ ラ と し 時 に 玄米 を 代用 , ZHICARR LIMO O.T.A. 色素 を オリ サー プ 油 に 溶解 
HnmLrZzeRRIRF ER: 多く 本 買 験 例 よ りゃ 早期 に 沿 死 する を 認め 耐 か も 1 HS 
義 南 儲 る る の を 認め な か っ た 。 

KEREM: 20 匹 中 柄 痛 を 見 た の は 2 頭 の 多き に 達し 各 例 と る 常に 簡 立 的 多 且 性 に 内 臓 
MER. Ed, ARR, 十二指腸 慮 , 腸 癌 多く 次 で 騰 肝 膚 で ある 。 肝 次 は 僅か に 2 例 で 常に 胃 
壁 に 接する 小 分 葉 に 胡 白 色 の 小結 節 を 認め られ た 。 別表 の 如く 1 MISH 6 FH 135 日 目 に 第 2 fl 
は 第 6 名 253 日 目 で 常に 小結 師 に と ど ま る の は , [HO WHO HOMME CHIT SHCHS 
う 。 獲 長期 に 生存 すれ ば 必ず 巨大 なる 肝 痛 を 柄 生 する も る の と 期待 し て いろ 。 然し か か る 小結 部 
癌 腫 が 良く 可 移 征 性 を 示し た 事 で 第 6 光 の 場合 は 失敗 し た が 第 9 HO PIS RIO Wn < BS BA 
され 現在 狼 果 代 移 丁 が 行わ て て いる 。 

上 逃 第 6 HAAG, TIERE Ba FERNS b AROUND 
る 事 は 子宮 冶 の 成 生 を 見 た 事 暫 で ある 。 子宮 は 通常 の 3 倍 以上 に 腫 大 し 伴 度 固く 断面 は 胡 白 色 
Bite CRBC ERR CH D, 子宮 和 粘膜 上 皮 細 胞 も 強く 異形 的 増殖 を 示し 子宮 筋 訂 まで 
破壊 的 浸潤 する を 示し た 。 弄 唄 管 も る 甚 し く 肥厚 上 度 細胞 の 異形 的 増殖 に ょ り 管 腔 が 閉塞 され て 
いる 。 FRAME 1 例 で ある が 甚だ 興味 ある も る の と 思う 。 

胃腸 部 の 閣 腫 は ルル て 腺 席 で あっ た 。 勝 腕 は 甚 し く 肥厚 し 断面 克 白 色 に て 病 用 た る と とこ が 棄 
CALAIS BAS Ie, MBER OM Le aL, 其 虚 に は 局 相 上 皮 病 的 所 見 は た 
We 

POM: Mao, SEMICH > CHL LOT 253 日 目 敢 て 致死 を し め た 。 経過 
中 150g © BEE SAU LIF 400g に 達し た 事 も あっ た 。 未 期 は 論 
WL 360g を 示し た 。 着 検 検 争 す る 別表 の 如く 本 例 も 内 臓 諸 臓 器 の 猫 立 的 多義 性 虎 を 示 レ 
た 。 MS AMM BCAA 1cm の 財形 の 癌 腫 結節 を 認め , 十二指腸 の 絶 較 騰 管 開口 部 に も 
si ERIC HARA HEL ¢ ALA EL. BEBHCHTIR ACH REEL BOCES 
PEEL PRE EAT © SL, MATRA RSS ICD EHER TFT. FIC ARS SL 
BEL MEK UIC Bt a > CGD rd, WH O—ME RRA S 2 ICH, B 
HRD 2—-HOBEMGBAT SEBH7e, 肝臓 は 一 般 に 腫 大 し 小 副 葉 の 部 位 に 年 米粒 大 の 
結節 を 認 む 。 結 節 は 髄 様 胡 白色 を 呈す 試み に 同種 移植 を 試み し に 幸 に 可 移 植 性 を 示し 別記 の 如 
く 狂 現代 に 互 っ て 移植 宮 験 が 重ね られ て いる 。 組織 像 は Hepatom の 像 で あっ た 。 其 の 他 注 
目 す べき 事項 と し て 本 例 は 勝 腕 癌 の 殴 生 を 鉄 如 し た 味 で 他 の 長期 100 日 以上 に 及ぶ も の 又 短 期 
前 2 ヶ月 前 後に 鉛 死 し た も る の に 凡 て 閣 腫 化 を 見 た る に 本 例 は 不思議 に も る と を 見 な か っ た 。 KR 
表 に 示す 如く , 他 の 10 例 に 於 て も 華 吉 を 認め 常に 狼 立 的 多 策 性 な る 由 は 田中 教授 の 家 兎 成績 
と 一 致し 甚だ 興味 深い る の と 思う 。 
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肝 意 へ バト ー ム (第 9 競 系 ) の 同種 移植 に 就 て 。 約 米粒 大 切片 を 健康 海 猿 背部 に 移植 , 初 
代 1 週 間 目 小豆 大 と な り 以 後 義 育 停止 吸 履 縮小 の 傾向 を 認め る 10 日 目 A,B 2 匹 移植 す , A 
は 不可 消失 , B に 成功 ,B よ り 10 日 目 3 代 と し て 2 匹 に 移植 する に 2 匹 共に 7 日 目 に 於 て 消 
失 す る 。 然るに 幸い に る 2 代 B の 摘出 部 位 に 19 HACHEHAH AND BERN TFT. ZK 
更に 3 代目 と し て 2 匹 に 移植 果 代 既に 11 代 に 及び 移 西 腫 瘍 は 4 代目 より 悪性 強く 有 臓 , FR, 
肺 臓 , 光 巴 腺 に 韓 位 を 示し 昨今 移植 動物 は 10 日 以内 に 腫瘍 死す る に 至る 。 

9 系 肝 閣 へ パト ーッ 同種 移 視 表 





=>» | 
< || 


% ti Hit ı 1:4 | 3 ech re ee 8 | 9 10 | 11 
BE Te NEE | EA 
St RP La ee ee ee ee 
Bo tk a8 9 -129 | 50 | 100 | 1CO | 160 | 100 | 100 | 100 | 100 | 100 | 100 


\o 
ぐ 
に ュ 
| © 
qn 
くつ 


ak EN es 


Baer O.A.T. 名 素 に 貼る 海 狂 内 臓器 の 多発 性 発 癒 表 


Bi) VE | ES 価 色 EH , WEDHE FH BILD OMB 


4 | ee | mt | w | + Wo | nF | me ab ee ae | x 
番 | OH 1... je ||| me me | | oe | 8 
| | 7 | u | | | 











» | 列 | 数 |we| x ee ee a ee ee ae 
t | 100 y ieee wad Se | a SR poy tee 
1 65 | in | 28 |+|+] 一 | | + | a 
= | | 
2 20 | 1 | 210 -/-|-|-|-|- |- | -|-| - 











3 2 | 35 | キー トト 
| 120 | | 
4 8 20 2:90: | と トー トー トー テト っ こも ae ER 
soa | | Py 
130 | Ya | 
5 3 | 40 100 | ee we FO Naa ol al 
| | | | | | | 
| 150 | 。 Po re | 
6 ? 125 | た 趣 1 キキ キオ オキ キー トト ず 1 Sn EEE, 
| | 300 4 に | 
2 | = | 150 BY L BE eee hae | WER a ges 
petal ee 130 トー See ee ee pe 
8 5 | 0 | 0 “reine chet bee 
| ee ll BG tay PO ee ates SS gh 
9 8 1-28 ME ELSE DE SEE 0. le eS 
| 100 | | 
10 | 20 1.40 | 一 | 一 一 | 一 | 一 | 一 | | 一 | 一 | 一 | 一 
| 100 | | | 
| = 200 | | | | ae 
11 155 124 |+/+|+1-|1-|+4 | epee st fs 
| ~ Wa: Be OE kd 
12 a | 13 | 23 | 104 |+|+ ee 1 キキ トート + 
13 we oe Ar -|-|-|-|-|-| eA Rar feet 
| Aa Ana Aa: a a Si 
14 が | eo]. SS | ame | + | + ay yr |-|- ー|+ 
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15 8 ie | 2 | jeo | + | + |} —| > —|-|-]+ 
16 4 | vn | 10.3 | + | + ォ ーー En Eu Er | > 
17 8 | @ 120 | LATS TER -|-|- 
18 8 50 10 | ee Pe STERNE ee 
19 8 | 200 に で AHS & +| | 一 i po + 
20 8 u. ae | ela le tele lots bis peta pee 








対照 実験 Ckit, オカ ラ と OAT. 





200 


ae Uae, a に BE ak ie ee 
BR | 260 | ey aes Pe? 

ey | 880 | 0 | -|-|=|-|-1=|-|-|-|-|- 
| 250 Sa | | ] | | 

Ey De 10|0|10 |=1-1-1- -|- |) =) - = 





86. 過剰 栄養 と Dimethylaminoazobenzol Ic th 2 HERNE 
の 多発 癌 の 成 生 に 就 て (第 2 回 報告 ) 
小川 義 照 京都 府立 医科 大 学 病理 学 第 2 数 室 ) 
On the development of multiple visceral cancers in guinea-pigs 


through excess nutrition and dimethylaminoazobenzol. 
YOSHITERU OGAWA. 


EMG CNS SRS CRAB, BH, 理 學 的 の 三方 面 に 互 っ て 追求 せら 
れ て いる が , 之 れ が 防 法 に 敵 し て は 未だ 定説 な く 暗 中 模索 の 状態 で も る 。 過 そ 疾 病 の 死 防 と 
は その 疾病 を 艇 裕 せ し むる 原因 を 追求 し 之 れ を 捕え て 遂 上 に 置く と と に 依っ て 初め て 解決 する 
も の で ある 。 然るに 悪性 腫瘍 殊 に 閣 腫 に 下す る 質 防 的 考察 に 関し て は 漢 然 と し て 急 一 する 誹 
き 現 状 で ある 。 従 來 問 腫 の 誤 生 原 因 は 理 學 的 , 化 移 的 , 乃至 微生物 學 掃 性 刺 戦 若しくは 遺 俺 性 
な らむ と 考え られ て いた が , 慢性 刺 戦 や 遺 偉 が 如何 な る 成因 機 序 に 依っ て 衣 燥 全 し むる も る の な 
る か , 此 の 課題 に 圭 し て は 唯 え 想像 懐 読 の 世界 を 初 筆 す る の み で ある 。 民 うに 古米 臨床 家 は 疾 
病 に 掛 し て は 一 般 療法 と 共に 食 生 活 の 重要 性 を 認識 し て 之 れ が 研 錯 を も 怠ら な か っ た が , 一 度 
絹 困 が 融 見 せら る る や 疾病 の 治療 並び に 質 防 法 は 専ら 此 の 方 面 に 集 注 せ られ 食 錠 療 法 の 如き は 
ERS LOL LCHSMMES SSICHYD, AFOMRRS LMHS 4 AUK HEB 
ANCE TO Baws PRICE UT A HORA AT ARO CAMO RICH 29H 3 
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事 質 に 開 し て 検討 を 加え る 學 者 は 汐 に 客 ぇ た る 有 様 で ある 。 余 は 此 の 由 に 鑑 みる 虜 あ っ て 田中 
教授 指導 の 下 に 義 冶 現象 と 過剰 染 杖 と は 一 脈 の 敵 連 性 が ある な らむ と の 想定 の 下 に 如何 な る 誤 
滞 性 化 移 物質 を 経口 的 に 挿 取 せしめ て る 最も る 策 上 至 難 な り と せら る る 海 狂 に 就 て 炊 の 如き 寅 験 
試み た 。 最 る 時 節 柄 宴 験 動物 の 入手 難 の 般 め 敷 の 上 に 於 て 意 に 充 た ぬ 冊 が 多々 ある が 便宜 上 
HRS 20 頭 , HMA RR 6 頭 に 就 て 質 行 し た 。 な お 成績 表 は 頁 の 開 係 上 第 10 Hie 
し , その 他 は 制 愛 。 


同一 
記載 
* 験 方 & 





K 2 20 Ec 対す る 答 1 日 投与 飼料 是 





Battergelb | | EN fig, 油 +p 粉 野 茶 小 # 
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KR. 第 RUE LAIN 190 HB LE. 服部 ぶり 少量 の 唐木 FIR 
は 中 等 度 に 四 岩 し 帯 黄 友 白色 , 極め て 貧血 所 見 を 呈し , 膳 開 の 表面 に 乳 講 状 隆 起 を 認め , Bit 
PCA ORGRE Bt. FORRMB A RERICIAL, 表面 凹凸 不 生 で ある 。 断面 は 少し く 
大 白色 を 呈す 。 営 該 部 位 を 健康 海 人 に 移植 を 試み た る に 可 移 徒 性 を 示し た 。 検 鐘 上 明 に 肝癌 の 
ReBtr. POMP HRS FLOR e Rts. PUMICE Sh. 幽門 部 は 肥厚 す 。 
十二指腸 の 縄 較 騰 管 開口 部 は 結 委 状 に 了 診 起 し , HMOBME Bt. BT BBO 
膜 閉 し く 肥 厚 し 腫瘍 を 認め , 腸管 は に 所 に 結節 状 隆起 を 認 む 。 第 19 競 は 買 験 開始 後 150 日 生 
存 , ABNCHTEIE ES 毅 化 は 幽門 部 に 於 ける HEPEBMEIT CHAM} SER, FTE ARERR 
色 , BOI MPL, 胃 は 著しく 膨 隆 す 。 噴 門 部 に 於 て も 白色 の 結節 隆起 を 認 む 。 十 二 
指 の 練 載 有 管 開口 部 位 は 著しく 粘膜 肥厚 粗 類 に し て 瘍 性 化 を 認 む 。 膝 臓 は 著しく 腫 大 し 周 園 光 
巴 腺 の 腫 央 を 認 む 。 勝 肝 に は 著 明 な る 肥厚 を 認め ず 。 肝臓 は 著しく 腫 大 し 特に 舌 葉 部 は 表面 粗 
糖 結節 状 隆 起 を 認 む 。 然 し 未だ 癌 腫 の 形成 を 認め ず 。 腸 の 回 盲 部 附近 は 結 役 状 に 厚 隆起 し 粘 
PRES IC LU CHEE ete. KECHAIRRÄER 62 日 間 で 既に 胃 , 十二指腸 に 遍 性 織 化 を 見 
た が その 他 の 騰 器 は 陰性 で あっ た 。 然 し な たがら 100 HOFER TRITT, + 
Zr, BEDE, 甲状腺 の 肥大 , 膝 臓 の 獲 化 等 を 示す 。 な お 第 1 ROM MAKMAR A 
下 な お 織 績 中 で ある 。 其 の 他 第 11 ROMs ls RH 13 日 間 で 胃 に 見 事 な 局 下 上 友 冶 の 融 生 を 
示し た 。 然るに 動物 性 蛋白 質 と 脂肪 を 除去 し た 雪花 茶 と B.G. HAMM RM ICH cL BR 130 
日 間 に し て 内 臓 に 何等 痛 性 化 傾 向 を 示す に 至ら な か っ た 。 

結論 。 海 獄 に 如何 な る 閣 原 性 化 學 物質 を 経口 的 に 搬 取 せしめ て も る 融 部 至難 な り と の 見 解 は 従 
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來 先 人 の 齋 し く 認 むる 慮 で あっ た が , HOBMCM ECAH < BMRA CELTS SAH 
冶 原 性 化 學 物質 と 共に 奥 を えさ を すれ ば 王 閣 不可 能 な ら ず と の 意見 を に 強調 し た い 。 多 ち 田中 
教授 の 主張 する 過剰 筑 養 と 華 二 と いう 課 題 に 下す る 余 の 賀 験 的 研究 成績 が 此 の 謎 の 扉 を 開い た 
と いう と と が 出來 る と 思う 。 光る 余 の 研究 は 僅少 の 例 に 就 て の 質 双 成績 で ある か ら 之 れ の み を 
以 っ て 上 凡 て を 律する と と は 笑 断 の 誹 り を 葛 れ な いか ら 自 戒 せ ね ば な ら ぬ が , FI LL KRRIC 
依っ て 義 部 原因 の 一 つ は 過 和 穫 養 と 一 須 相 通る と と を 示唆 し た も る の と いう と と が 出來 る と 思 
う 。 従っ て 癌 の 殊 防 法 の 一 つ に 過剰 委 槍 の 制限 と いう テー マ が 六 に 登場 し た と 云い 得る る の と 
思考 する 区 第 で ある 。 な お 余 は 目下 動物 性 看 白 質 , EHEN LS TRO 
強弱 , 遅 速 に 開 す る 比較 賀 験 を 績 行 中 で ある か ら 不 日 稿 を 改め て 其 の 缶 験 成績 を 華 表 する つる 
り で ある 。 


海 狂 の 過剰 栄養 と P-Dimethyluminoazobenzol 混合 飼 伏 実験 






































i) 性 実 i= に 内 臓 語 臓 器 の 発癌 の 有無 及び その 他 の 事項 
5 |e | の | # | 骨 | +] 腸 | 肝 |» | 時 の | we] 腹 | & 
| | | 変 4. = 状 BA FE 
te | A | 化 Tit 指 vw | 腺 有 | の je 
| | Wo a . | 変 r 
ala CHD] CKD | MH | | MH | MH | HM [KM] oe] ak 
oe | 190 | | | Ka 
1 & | 130) 359 | 9.1 時 + + + _ | _ + + | & 
| 120 | | Way EEE ee eee ere eee 
2 8 20) io| 1-4 | ~ | a 
| 130 | | 2 Ar.gur ee ee ee te 
3 Q 30) 129) 21 | Te | & 
|: | 8 DM ıual+|+|-|-|- | -!- | - |” 
| | | 3 
A | 150 | | っ px PR = ey > 不 
| 120 | | 昌和 
| 380 | | | 
7 | 8 | 120) 499 | 8.4 | sat ne er Er zu 
| 470 | | | 
s | 3 | u7| 66 10.2 | そま に も Ne 
Bi En a | | 
の た 223 | 415 | 15.61 | + ko ME Ze ME ー + + _ 4 
7 | 130 | 人 
10 | 3 | ioo| +2 可 
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・ 87. 過剰 栄養 と ズ ダ ン TI N DER PIE Oo ERNE 
PERT て 京 都 府立 医科 大 学 第 二 病 理学 数 宝 ) 
Experimental study on visceral cancers of guinea pigs due to excessive 
nutrition and Sudan III. SHUNSUKE NAKATANI. 


KERZE NZ BL AX eT Ss FT Y baa ric I jaeBER EL ABO Ke 
AICI SM 7eo MISAPRROWMKARRO-K L し て 同 教授 指導 の 下 に 家 兎 を 海 然 に 代え 
ズ ダ ン I と 過剰 薬 槍 で 質 験 を 試み 下記 の 成果 を 得 た か ら 報 告 す る 。 

海 狼 は 従来 か ら 非 常に 誤 義 座 が 少 い る の と され て いた 。 森 氏 の 寅 駿 腫瘍 學 に ょ れ ば 海 狼 に 於 
て は 腫瘍 の 自然 病 生 は 20 例 に 去 た な いか ら 私 は 宴 験 動物 と し て 海 獄 を 使用 し た 。 

RE & 1S A PALO AMR BES Hy CHIN S RGRRORANWEBACHSSLW5Hick 
り 試 験 動物 1 eye) 10gr 豚 脂 又 は 植物 油 約 Igr, ラフ リン 約 1gr, CHL RAO 
粉末 約 2gr を 飲食 させ た と と を いい , 之 に 適量 の 雑草 を 奥 え た 。 

APY III は シャ ー ア ラッ ハ 赤 と 共に 芝 冶 物質 と し て 着目 され て 來 た が 故 梅原 教授 が 大 黒 


の 乳腺 に 自然 引 生 し た 良性 の 腺 織 維 腫 を ズ ダ ン III オリ ー プ 油 を 局所 に 注射 し 悪 性 の 肉腫 と し 
Z&eBHRAR し た 汎 し い 成 果 を 除い て は 未だ 注目 すべ き 成 績 が な い の で , 私 は 過剰 栄養 と いう 
條 件 の 下 に ズ ダ ン III を 使用 レ た 。 


貨 験 動物 は 現在 で IE, A AB 250 日 に 及ぶ る の も ある が その 中 59 日 乃至 164 日 の 間 に 
死亡 し た 6 例 に 於 て 十二指腸 , BAM, 勝 腕 等 に 多 琴 性 内 臓 載 の 成 生 が 見 られ た 。 

十二指腸 に 於 て は 腸管 開口 部 泰 粒 大 に 有 取 大 し その 周 園 浸潤 性 に 肥厚 し 腸 貫 毛 が 乳 味 汰 に 増殖 
し 隙 上 皮 が 所 々 に 於 て 筋 膜 を 破り 異 所 増殖 を 示し 縮 胞 は その 大 き さ に 不 揃 を 生じ 契 染 し 園 柱 上 
RHOBE XB. | 

WEHRT CRIA © FG eC ARTE HE FIR L7H Ar 
に 異 所 増殖 を 示し , SLI HE REICHEL, MPIC PED OD BETRETEN BSD D 
DEEPEIELTUDG. 

肝臓 に 於 て は 肥大 あり , FICHIRET ISIEA BY CB ams APB LAD, 肝 細 胞 は 排列 
Hix RUIL, 大 小 不 整 で 柴 色 液 拓 濃 染 の 傾向 あり , 飼育 日 敷 252 日 及び 164 日 の 動物 の 肝臓 を 海 
狼 に 移植 損 験 を 行っ て いる が , 後者 は 現在 12 世代 で ある が 未だ 韓 移 を 起 さ 才 , 前 者 は 現在 第 
3 世代 で 結果 は 不明 で ある 。 未 だ 韓 移 性 の な い 可 移植 性 の 肝 腺 腫 と 思わ れる 。 

勝 腕 に 於 て は 騰 腕 粘膜 肥厚 し 組織 學 的 に 灯 膜 は 乳 様 に 増殖 し 所 に よっ て は 筋 膜 の 破壊 あゆ 
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冶 性 化し て いる 。 

其 の 他 胃 粘膜 , 小腸 粘膜 に 於 て る 乳 味 様 培 殖 を 認め る 。 

以上 の 所 見 に より 充 席 性 無き も る の と され て いた ズ ダ ン Ill を 用 い , 過剰 染 養 の 海 狼 に 十 二 指 
腸 , MARROBRSCSREARACBH, 肝臓 , 骨 , 小腸 等 に 増殖 性 角 化 あり , MIET 
WF SPHRBBM PCH S~ 


験 動 物 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 No. 7 
38 H 数 56 5 64 &9 159 164 
ö ö ö + 回 
時 300 に 290 an. ° 0G 
時 390 480 


ni 


3 
fi 





88. 過剰 栄養 と Pellidol (Diacetylamidoazotoluol) |x FH 2 ifesz 
ABH OFEATIC mm CHINA MEE) 


Study on the development of visceral cancers in guinea pigs through 


excessive nutrition and pellidol (diacetylamidoazotoluol). 
TSUGIO FUKUSHIMA. 


佐々 木 , 吉田 氏 (1935) 440 O-Amidoazotoluol ic h}4 7 » FF RO RAN ZERO 
Hohe RIC, 橋本 氏 は O.A.T. を 家 兎 に 経口 的 と 投 奥 し , Zoos, その 大 
部 分 が diacetyl 化し 抽出 せら れ た と と を 報じ て いる 。 そ と で 私 達 は O.A.T. を 酷 化 し た 
diacetyl] 購 で 上 皮 増 殖 促進 剤 と し て 市 販 の pellidol を 用 い , と れ に 田中 教授 の 所 詩 過 剰 栄 
HCH, 長期 飼養 に より 海 狼 に 於 て 内 臓 宣 性 性 瘍 を 人 工 的 に 形成 し ょ うと 企 て , APR 
績 行 中 で ある が , ある も の に 於 て は 之 等 刺 戦 に より 溝 に 内 須 粘 膜 上 上 の 増殖 , 異 所 的 増殖 , 異 - 
型 的 増殖 妃 至 類 腫瘍 を 形成 する の み で な く , 皿 性 腫瘍 特に 悪性 腫 場 を 形成 する と こ = が 出 来 た の 
で 宙 験 例 は 未だ 落 い が と りあ え ず 報告 する 。 

富 験 方 法 並 に 材料 : Pellido1 (Bayer) 乃至 saxy1 (武田) を 適 営 測度 (122 一 5% ) の 植 
物性 油 (オレ ー フ 油 又は ヒモ マシ 油 或 は 大 豆油 ) 溶液 と し て , と れ に 騰 水 ラフ リン 1 瓦 を 加え そ 
の 5c.c. を 砕い た 米 又 は 小 変 500 HICH CHIC HER FI ULTRA Hei, 肝臓 ) TÜR 
灯 し た も の 8 瓦 を 混 じ て 主食 と し , 乾 魚 野 楽 等 を 副食 と し て 適宜 奥 え た 。 動 物 は 生 熱 海 狼 Ci 
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雄 共 250 一 300 KH) で ある 。 飼養 日 敷 は 出来 る だ け 長 期 に わた る 様 注 意 し , TOMICREL 
る の を 材料 に し た 。 な ゎぉ pellidol の 毒性 の た めか 40 匹 に 垂 ん と する 海 獄 が 日 た な ら 才 胃腸 敵 
TERS CREEL, HRM IMBC 2 RD I 匹 に 過ぎ ず , 目下 飼 杖 法 の 改善 を 試み 
ABATHTHS~ 

ABM: 2 AM RRAWOARMAT TL: 色素 費 投 奥 量 6.50 瓦 , 舌 粘膜 全般 に 乳 嗜 腫 様 
増殖 し 一 部 粘膜 下 組織 へ の 侵 入 を 認め , 叉 黄 丸 細 精 管 上 皮 の 増殖 その 他 腫 瘍 化 を 思わ せる 徴候 
を 認め た 。 

97 HERRON SL: 色素 費 投 奥 量 7.76 瓦 , 胃 噴 門 部 並 に 十二指腸 騰 管 開 ロ 部 
CHAR LBS SSS DO, 又 膝 島 部 に 六 性 化 を 思わ せる 異 所 的 増殖 を 認め る 。 
130 AN ZAREMONRT SL: . 色素 費 投 典 量 10.4 瓦 , 十二指腸 騰 管 開口 部 並 に 直腸 鶴 部 
に 著 明 な 腺 癌 像 を 認め た 。 

以上 何れ の 場合 も 弊 死 し た 動物 の み で 可 移 丁 性 を 験 する と と が 出来 な か っ た が , pellidol に 
よる 海 狼 内 臓 貞 悪 性 腫瘍 形成 の 嗜 光 を 得 た る の と 云う べく 目下 質 験 績 行 中 で ある 。 





89. Butter yellow 混合 の 過剰 栄養 に 直る 家 鳩 , RABO NH 
発生 に 関す る 研究 特に 肝癌 成 生 に 就 て 
田中 秋 三 , 今 木 重 雄 , ARCH, 宮崎 治 , 牧野 弘 三 て 京都 府 立 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
Development of visceral cancer in pigeon and fowl caused by surplus 
nutrition and butter yellow, particularly on generation of hepatoma. 


AKIZO TANAKA, SHIGEO IMAGI, NANAMASA NAITO, OSAMU 
MIYAZAKI, KOZO MAKINO 


BHO MRRP Klhi L 7. Ed, 穀類 を 少し く 奥 を それ に 代 る に 豊富 な る 人 魚肉 の 乾燥 
物 を 奥 ぇ , 之 れ に 脂肪 后 取 の 角 め ラノ リン を 溶解 更に オリ ー プ 油 に 溶解 せしめ た 艇 物質 の - 
butter yellow を 上 記 乾 燥 物質 に 混合 , 随時 野 茶 を 奥 ぇ て 飼 奏 し た 。 B.G. 色素 の 投 奥 量 は 家 
WNL MPs SSH 0.05 より 始め 次 第 に 増量 0.5g まで 一 日 量 と し て 奥 ぇ えた 。 RMR L 
り 0.07 一 0.1g を 投 奥 し た 。 

FRE: RMT Heme ACRE LZ, HSH 1 Hid 69 AR, 2 Rid 82H, 第 3 
Bik 84 HAIRED. RER 3 Arh 2 Aa 30 A AIcHOW  CHBEL eA 1 HORM 
頑健 に 307 H IO FERRIC HER 7. 

PRE OF CET SL > TAMER ARPLO PAAR ICA Hi EN RHEE Mi Re 
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特に 肝臓 に 於 て 冶 腫 の 殴 生 を 確認 し 得 た 。 HS, RMOB1 RLB2 RICK CHCA MICS 
る 右 葉 の 背面 下端 中 央 の 小葉 断 端 部 に 米粒 大 の 胡 白 色 の 結 飼 旅 起 を 見 た 。 鳥 類 の 竣 癌 研究 は 甚 
PWV. TIA BRCM LHR, 藤原 氏 等 が 家 鶏 を 使い 巡 葉 腫 の 悪 企 化 試み OAT. 色素 
の 筋肉 内 注射 損 験 を 行っ た 業績 が ある 。 其 の 外 に 家 傘 や 家 鳩 に 就 て 底 癌 を 企 園 し た 文献 を 見 な 
Wo 一般 に 自然 山野 に 生 棲 する 鳥類 に は 自然 王寺 は 極め て 此 い が 鳥類 も 人 と 交渉 の 多い 家 次 に 
は 自然 腫瘍 績 生 が 比較 的 多く 認め られ る 。 之 は 他 の 鳥類 と 異な DKORBRAHA ALA AHO 
雑 合 性 に 基く も る の と 思う 。 家 然 の 自然 腫瘍 も 冶 腫 は 稀 で で 紡 鍵 形 肉腫 と , TRAAM RHIC 
KU 5 2 KANN LEARN, ABRGORBAM, Rous の 肉腫 が それ で あろ 

う 。 確 宮 に 連 験 時 に 鳥類 に 内 臓 語 を 形成 し た 報告 は な い 。 特 に 肝臓 慮 へ バト ー ム に 於 て は 自然 
義生 の 症例 ある を 知ら な い 。 

HERE, 家 鳩 に 就 て 内 臓 虜 を 損 現 むん と し 今 木 , 宮崎 等 は 家 鳩 に 就 て 失 営 し 内 藤 は 家 負 
に 就 て の 研究 を 描 営 する 様 に し た 。 

ROI : 昭和 24 年 5 月 7 日 より 質 備 宮 験 と し て 着手 し 最初 家 和 鶏 3 補 , REIMCH 
て 行い 次 白 色 腫瘍 結節 は 容易 に 誠 別 し 得 た 。 

家 爺 の 場合 は 肝 容 積 は 正常 の 5, 6 倍 に 達し 生え 帯 黄 克 白色 に て 手 省 大 以上 も あり 重量 200 ・ 
瓦 あり 一 見 し て 肝 彰 た な る を 推定 せしめ た 。 此 の 時 の 私 共 の 興奮 と 嬉 び は 今 猫 忘れ 得 た い 。 其 の 
AS CAS AKAs SMD DREI TER AS 重量 15g を 示し 正常 の 約 5 倍 も る あっ 
た 。 肺 臓 に は 微細 な る 白色 結節 汰 の 癌 韓 移 を 少 敷 な が ら 認 め ら れ た 。 腹腔 内 に は 約 30cc OFF 
黄 透 明 の 腹水 を 得 た 。 

肝臓 表面 は 比較 的 歪 滑 な る も 虜 え に 小 指 頭 大 の 結節 隆起 あ り 肝 容積 ( 縦 11X( 横 )6 厚 X 5 
燃 葉 の 膳 誤 は 勝 汁 で 充 浦 され , 帯 補 色 の 膳 汁 され る 色素 結石 敷 個 を 認め た 。 

肝 席 の 組織 所 見 : C4) 家 鶏 ペ ト ー ム の 換 験 例 に 於 て 肝 肛 各部 位 より 敷 片 を 得 之 を 観察 する 
に 各 片 何れ も 同様 な る 完成 し た る 冶 所 見 に て 正常 細胞 より 悪性 化す る 前 階級 的 導 化 を 示す 鹿 を 
得 な た か っ た 。 抑 ち 全 語 野中 韻 部 分 は 藍 吾 色 に 残存 する 正常 肝 組 織 は エニ エ オ ジン に 強く 反 鷹 し て 赤 
く 其 の 封 照 は 極め て 鮮明 で ある 。 病 部 位 の 細胞 群 は 個 え の 排列 を 負 し 定型 的 な 花冠 汰 的 集 園 
は 索 潜 配列 を 示さ ず 又 個 え の 細胞 の 形態 も 常に 不正 形 な polygonal の 形態 を 取り 桜の 腫 大 著 
明 に て 強 き Hyerchromasie あり , 又 原 形質 も 強く 膨 須 し 時 に は 之 れ が 粘液 化す る 所 あり , 
正常 肝 組 織 は 極め て 基 く 閣 細 胞 の 礎 排 性 又は 破壊 的 増殖 に よっ て 吸 政 常に 消失 せん と し , MS 
様 又 は 線 状 紐 帯 的 に 僅か に 其 の 名 残 を 示す , 血管 は 残存 肝 細 胞 問 に あり 策 々 充血 し て 中 に 有 根 
赤血球 を 容 て る 。 一般 間 質 結 締 組織 の 増殖 た なく, 従っ て 本 例 は 肝 連 質 細胞 の 一 方 的 増殖 より 
悪性 化し た る 肝 韻 へ パト ー ム ふと 考え られ る 。 家 人 鶏 ヘ へ パト ー ム は 未だ 學會 に 報告 され 考 内藤 の 寅 
験 的 成 生 を 以 て 嗜 矢 と する 。 
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(=) RER ARTE RAO HEME SER, ヘマ トキ シリ ン E 濾 
染 し 藍 青 色 に 着 染 され 肝 細 胞 は 著しく 腫 大 且つ 不定 形 と な り 排 列 を 劉 し 又 慮 々 に Rosetton-bi 
ldung を 呈す る あり , か か る 細胞 群 は 集 園 結節 を 形成 し 周 衝 健康 肝 組 織 を 礎 追 性 に 又は 浸潤 性 
に 侵 二 する あり , 外 ち 悪性 化 を 示す ナ も の に て 肝 冶 へ パト ー ム と 認 む 可 き も る の と 信ずる 。 か か る 
腫瘍 組織 内 の 間 質 は 策 々 強く 増殖 し Van Gieson fie hit IC KBs SHRM RESTE 
未だ 肝 便 獲 症 の 存在 を 思わ し め ず 徒 っ て 本 例 も 肝 連 質 細胞 の 直線 的 培 殖 より 和義 展 し た る 肝 冶 へ 
バト ー ふ と 思考 され る 。 

第 1 名 賀 験 例 の 肝 所 見 は 肝 細 胞 の 増殖 強く 且つ 肝 細 胞 の 大 小 不 同 , 排列 の 不 規則 性 あ り 特に 
か か る 増殖 細胞 群 中 特に 原形 質 と 富み 腫 大 曲 隆 する 細胞 の 出現 , CNAME BOMA, ヒ ペ ル 
クロ マデ ヂ ー を 任 い 多 敷 出現 する を 認 む , Mol GMwCoORKREM A CE され る 。 即ち 本 例 ぁ 又 
肝 便 差 定 を 伴 は ざる Hepatom の 績 現し た る の と 認め る 。 か か る 腫瘍 結節 の 周 園 健康 肝 細 胞 
は 史 迫 甘 縮 し 又 一 部 は 悪性 化し た る 増殖 細胞 の 破壊 的 浸潤 を 受け る 所 見 を 認 む 。 第 2 ROM 
織 に 於 て は 時 細胞 の 腫 大 , 増殖 を 認め 一 部 Rosetten の 形成 ある も 未だ 韻 成 化 を 呈 せ ず 。 以 
上 私 共 は 3 例 の Hepatom を 鳥類 に 於 て 買 験 的 に 病 生 せしめ た 。 





90. 士 日 眞 の 果糖 肉腫 の 白 応 に お ける 異種 移 西 に つい て (第 三 報 ) 
篠崎 忠吉 〈〒 葉 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
On heterotransplaniation of the laevulose sarcoma of the mouse into 
the white rat. TADAYOSHI SHINOZAKI. 


RIO EZ TH AR A LIICESN RAR AH & RO HR BL 
#5] D FS HANES ES AIC L TUN 5 SHB RET DICOW CMR LZ. MS MO 
FSA IE ASS AAR 1-2 週 日 間 缶 指 頭 大 に 迄 , iS TIL RAFLTEORRKESNKARMO 
に 初回 移植 より 移植 成績 が 全く 陰性 の 結果 と 終っ た 白 尿 に 封 し て 前 回 の 移植 より 最少 10 日 か 
ら 最高 156 日 の 種々 な 間隔 で , 又 回 敷 に 於 で も 最高 5 回 に 至る 種々 の 回 敷 に 於 て 同一 自 必 に 圭 
し 反 器 移植 を 行っ た 。 本 連 験 に 於 て は 初回 移植 の 成績 が 一 時 級 育 後 吸収 せら れ た も の と 初回 移 
植 よ り 全 く 陰 性 の 結果 に 終っ た も る の と に 開 ら ず , HBVOA1 回 異種 移植 肉腫 が 一 時 的 で は ある 
る が 極め て よく 散 育 し た の に 反し て 第 2 回 以後 の 後 移植 は 全て 陰性 の 結果 に 終っ た 。 我 そ < は 次 
いで と れ ら の 後 異種 移植 後 一 定時 間 (72 計 間 ) の 後に み ら れ る 組織 移 的 所 見 を 初回 異種 移植 の 
場合 に み ら れ る 組織 學 的 所 見 並び に 廿 日 思 に 於 ける 同種 移植 後 72 時 間 の 組織 學 的 所 見 に つい 
て 比較 検討 し た 。 
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初回 異種 移 植 及 び 廿 日 恨 に 於 ける 同種 移植 の 場合 に 於 て も 移植 肉 肝 組 織 片 の 中 央 部 に は 肉 用 
WOME, 壊死 が み ら れ , と と と は 多 桜 白血球 及び 財形 細胞 の 浸潤 が 著 明 で ある が 周 導 部 及 
び 新 生 し た 毛細 血管 周 園 の 肉腫 細胞 に は な お 著 明 た 桜 分 裂 像 を みとめ , 周 団 組 織 の 中 に 盛ん に 
浸潤 し て 増殖 する 傾向 を みる 。 然 も 表 の 第 2 回 以後 の 移植 の 場合 に 比較 する と 肉腫 細胞 と 封 す 
る 周 園 組 織 に 於 ける 間 葉 反 應 は 極め て 軽度 で ある 。 と れ に 反し て 第 2 回 以後 の 移植 の 場合 に 於 
て は 移植 し た 肉腫 の 周 園 組 織 は 極め て 浮腫 性 で , 高度 の 多 桜 白血球 (一 部 エ オ ジン 嗜好 性 白 血 
球 ), 園 形 細胞 の 浸潤 及び 繊維 芽 細 胞 の 増殖 が み ら れ る 。 RIOMMOm PAM ICI THOM 
走 細胞 の 高度 な 浸潤 を みる 。 肉 腫 組織 は 周 園 組 織 か ら 明 腔 に 分 書 せ られ , 肉 狂 細胞 は 第 1 回 移 
植 に 比較 し て 配列 が 粗 と な り 原 形質 の 潤 濁 , Birke BRE OR TELM cHECS 
り 周 衝 部 に 於 て も 概 分 像 像 は 殆 ん ど み と め ら れ な い 。 と れ ら の 凶 化 の 強弱 は 移植 回 敷 に は 無 開 
係 で ある が , 前 移植 と 後 移植 と の 間 育 の 長短 に よっ て 一 定 の 相 闘 性 の 券 化 を みる 。 多 ち 初回 移 
Hite 10 日 前 後 の る の ょ り 念 次 著 明 と な り ぃ 。ー3 週 で 最高 に 達し 1 ヶ月 内 外 の 持 績 を 以 っ て , 
その 後 駒 克 下降 する 。 長 期 の 間隔 て 約 5 ヶ月 後に 再 移植 せら れ た 症例 に み ら れる 組織 光 的 所 
見 は , 初回 移植 の 場合 に み ら れ た 組織 學 的 所 見 と 類似 し て 了 肉腫 細胞 に 著 明 な 増殖 傾向 が み ら れ 
る 。 い : 
DEOM SL BRIS SCREAM O WE] RBIS TORE ko CARRAIC, これ に 詩 
F SIRE S RAGED) PABA CRB AOI THe BAG LHS HD LER INS A TD 
る 。 


31. FANIAR SRIF, 腸 癌 の 海 獲 に 於 ける 異種 移 檜 に つい て 
今 木 重雄 京都 府立 医科 大 学 第 二 病 理学 数 室 ) 
Experimental study on heterotransplantation of Tanaka’s rabbit- 
hepatoma and intestinal cancer into guinea pigs。 SHIGEO IMAGI. 


田中 家 兎 肝癌 , Mio MMBRHES 6c RE DRS Neds, 私 は 更に 
Cl) 本 肝 名 腸 韻 が 異種 動物 の 皮下 組織 内 に 於 て 移植 世代 を 重ね 得る か ど うか 。 そ の 移植 可 能 陽 
性 座 は 如何 で ある か 。 
(2 ) 異種 動物 皮下 組織 内 移植 に 於 て , 世代 を 重ね る 時 起 る べき その 腫 場 の 組織 及び 内 臓器 官 の 
SMEICHEUNTE 
(3) 異種 移植 よ ) CLG UELI AT HET BB 2>~ 
以上 3 PRDHO  LICARORMRKOMS KM H7C0 
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KR: 田中 教授 の O-Amidoazotoluol KFFENREMEICH S53 HRA 575 AH 
KRELZTHEROE 6 RRR 247 HAICBEC SMOG ER RE PRA 
種 移植 に より 世代 を 重ね た 肝 韻 第 15 代目 , 腸 冶 第 11 代目 の 移植 痛 腫 を 損 験 材料 と し , Ki 
動物 に は 下 均 3kg 家 兎 及び 邊 均 250g 海 狼 を 用 いた 。 

(1) 異種 移植 及び その 陽性 率 に 就 い て 。 家 兎 肝癌 , 腸 瘍 同種 移植 韻 腫 の 一 部 米粒 大 を 夫々 海 
狂 度 下 組織 内 に 第 1 代 3 頭 宛 , 第 2 代 ょ り 第 4 代 迄 各 2 頭 宛 , FES HDF 1 ICA LAR < 
100% の 陽性 成績 を 得 た 。 多 ち 皮下 組織 内 に 移植 され た 米粒 大 痛 腫 片 は 移植 後 2 AIC TE 
BANG & te) hie 28K 5 A AICPA RK, 7 日 目 に は 抽 指 頭 大 より 鳩 卵 大 の 大 いさ の 
腫瘍 を 形成 し 自然 に 沿 死 する 。 生存 日 敷 は 肝 冶 邊 均 8 A, 腸 癌 10 日 で ある 。 HMI AT 
り 708-808 減少 する 。 肝 痛 は 現在 第 28 代 , 腸 瘍 は 第 21 代 に 達し 何 世 代 を 重ね て いる 。 

(2) 異種 移植 せら れ た 痛 腫 の 組織 及び 内 肛 器 官 の 遂 化 に 就 いて 。 移 西片 は 大 部 分 短 時 日 に 衝 
2 DRTTERREIC IA り 周 邊 部 に 残 在 する 極め て 小さ な 靖 腫 組織 か ら 再生 現象 が 認め られ , 次 第 に 
移植 玉 と 被 移植 母 組織 と の 疹 合 が 成立 し 念 速 に 増生 し 始め 振 大 し て 次 に 浸潤 性 に も 増殖 し て 行 
くも の で ある さよ 考え られ る 。 1HAOK THM OA MS AMATICEHC ARM ICA Tc HR 
白色 を 呈し , 肝 冶 を 異種 移植 せる 場合 は 原形 質 多 和 形 な る 肝癌 細胞 を 認め , 腸 癌 の 場合 は 粘液 
HOME CRAG, 用 終 に ある 粘液 癌 細胞 を 認め た 。 貞 死 後 の 内 臓 所 見 は 肝 瘍 腸 冶 共 に 肝臓 
錯 臓 肥大 し 白色 結節 性 の 冶 韓 移 を 10022 に 認め る 。 その 他 臓 器 に 韻 韓 移 は 肝 韻 移植 の 場合 , 肺 
臓 及び 各 酒 巴 腺 に 30%, 腎臓 に 10%, 更に 50% 腹水 を 認め た 。 腸 瘍 移植 の 場合 , 肺 臓 及 び 
各 滞 巴 腺 に 30%, ic 60% 腹水 を 認め た 。 そ の 他 に 閣 甲 移 は 認め られ な い 。 ( 表 1, &2) 





























1 APE SAMAK k SEHR, 表 2 BERHBHCK 3 IRIE 
(第 10 世 代 ま で ) (第 10 世 代 ま で ) 

ge \ " な RR i i 移 fe m i i ee . 
RN m zen Du BEER S| 5 |g BR BER Br, Mk 
第 1 代 | 8 | 10| 80#| せ |+ ー| 一 | 12/50) | #|—|—)—| + 
第 2 代 |?|1| 60 せ | せ | 一 | 一 |+| 一 s|sjn/#|# | +|-|+) + 
第 3 代 | 8 | 5 40+ | 一 | 一 | 一 | 一 $ | 6140|+| エ | 一 一 | 一 | 一 
$6410] % | 36) 150 HH | HH] + | —| + + 8 }11/50)#/#) +!/—l| +) 4 
H5IG | 3 amelie et 3 6/13/80} +| + | 一 | 一 | + 
第 6 代 | 8 | 6| 80+ | 一 | 一 | 一 | 一 る 8 |101901 上 | 一 | 一 | 圭二 
第 7 代 | 8 | 3 u a Os OR de ie es 8 | 10 cod Be Sach Caml Wa Oak Ba 
第 8 代 |$114| Me eye) +) + | + ¢ | SOT S13 =f Ta 7s 
第 9 代 | 8 sad Reyes gale Sgth Sept 2 Ce eee 3 Sr ony ea 
Kor| 8 | 4| H+) | 一 | 一 | 一 | 一 人 






































(3) 復 帥 移植 及 び 交 代 移植 に 就 い て 。 異種 移 杭 世 代 を 重ね る 海 狭 皮 下 組織 内 肝癌 及び 腸 冶 の 
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米粒 大 組織 片 を 家 兎 皮下 組織 内 に 移植 し 約 1 週 日 に し て 小指 頭 大 の 腫瘍 を 鯛 診 し 得る 。 更 に 移 
植 後 2 週 日 に し て 抽 指 頭 大 の 腫瘍 を 形成 し 得 た 。 肝癌 4 例 , 腸 冶 3 例 賀 験 の 結果 100% DA 
移植 陽性 答 を 示し た 。 皮 和 下 に 復 帥 移 村 さ れ た 腫瘍 組織 所 見 は 海 作 へ の 異種 移植 の 場合 と 同様 で 
肉 臓 所 見 は 肝臓 , 腫 臓 の 肥大 及び 閣 韓 移 を 認め 腫 臓 の 癒 韓 移 は 100% CH oe. HARE 
復 帥 移植 の 場合 特に 著 明 で ある 。 漂 巴 腺 韓 移 は 25% に 見 られ その 他 に 韓 移 は 認め られ な い 。 
更に 復 急 移 西 せ られ た 家 兎 皮下 組織 内 病 腫 よ り 海 狂 に 移植 可能 に し て , その 移植 冶 腫 毅 化 及び 
内 臓 所 見 癌 甲 移 は 前 逃 の 所 見 と 同一 で ある 。 以 上 に よっ て 交 代 移植 $ 可能 で ある 。 

(4) 血液 所 見 : 肝 冶 賜 冶 を 海 狭 に 異種 移植 せ る 場合 , KERN DT. EN 
ち , PAPA A LR 1 SAFER 6000 を 鼻 へ 移植 後 第 3 日 5500, 第 5 日 3400, 第 6 
日 2500, 第 7 2400, 第 8 H 2300 で ある 。 赤 血球 敷 は 移植 前 牌 均 320 萬 , 第 3 日 278 5, 
第 5 日 313 高 , 第 6 H 287 &, 第 7 H 260M, 第 8 日 251 高 を 敷 え 大 購 減 少 の 傾向 は ある が 碧 
血球 程 に 著 明 で は な い 。 血 色素 量 は 60%-85% に し て 移植 後 策 ぇ 減少 の 傾向 見 られ る が 著 明 
CL. ABADI ICRGE ( 念 性 ) を 起す る の で な いと 考え ら 和 る 。 

結論 : 田中 家 兎 肝 韻 , 腸 冶 は 特に 海 狂 に 於 いて 可 異 種 移植 性 を 有 し , 復 師 移植 及び 交代 移 
植 も 可能 で ある 。 移 植 織 績 て ょ っ て 何 血 液 所 見 等 研究 中 で ある 。 





92. 人 類 冶 の 家 兎 及び 海 狂 に お ける 尋 種 移植 研究 
田中 秋 三 , 今 木 重雄 , 三村 文男 , PRR 京都 府立 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
Study on heterotransplantation of the human-cancer into rabbits and 
guinea pigs. AKIZO TANAKA, SHIGEO IMAGI, FUMIO MIMURA, 
SHUNSUKE NAKATANI. 


AMM CRRA RBS ST と は 容易 に 成功 を 見 な い が , 私 共 は 人 胃痛 を と れ ら 
に 異種 移植 する こと 成功 し , 更に 世代 を 重ね る 移植 痛 組 織 に 人 の 種 特異 性 (Artspecifitat) 
が 保 た れ て いる と と を 沈降 反 應 に よっ て 誇 明 し た 。 

PRT: 特に 被 移植 初代 家 兎 に は 私 共 の 過剰 革 養 法 に て 長期 間 (230 日 ) 肉食 に 馴 致 せる 
家 兎 を 用 いた 。 

思 者 臨床 的 経過 : 48 才 婦 人 に し て 昨年 6 AX » HR, IER EER 10 月 初診 時 全身 
See, RC 特記 す ナ べ きも の な く , 上 腹部 中 央 に 紗 卵 大 弾力 性 便 質 の Mes em 
診 。 胃 部 腫 拐 の 診断 の も と に 手術 し, MPO HY 2/3 ICRC, AADC HE 
卵 大 敷 個 の 汐 色 腺腫 劇 を 認め た 。 中 山 氏 骨 切除 術 を 施行 , その 切除 部 を 本 質 残 材料 と し た 。 組 
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織 移 的 所 見 は 粘膜 深層 の 腺 固 有 膜 と 痛 細 胞 多 敷 瀬 其 性 に 浸潤 し, 痛 細 胞 は 類 園 形 , BoA 
淡 明 で 印 環 細 胞 を も 認め られ , 粘膜 下 組織 内 に ゃ 浸潤 結 締 織 は 著しく 増殖 し 筋 層 に も 浸潤 し て 
いる 。 還 純 痛 一 部 腺 細胞 癌 と 思わ れる 。 

異種 移植 経過 : 手術 に て 摘出 せる 交 組 織 米 粒 大 を 無菌 的 に 前 逃 の 被 移植 初代 家 兎 皮下 組織 
内 に 移植 し , BHR 15 日 に 鳩 卵 大 の 腫瘍 を 形成 , 更に と れ よ り 第 2 代 へ , 以下 第 4 HERE 
2 頭 刀 至 5 頭 に 移 丁 。 第 4 代 よ り 海 狭 2 頭 に 異種 移植 し 邊 均 1 週 に て 抽 指 頭 大 腫 場 を 形成 。 以 
下 海 狭 に の み 移 植 し 現在 第 20 代 に 達し て いる 。 移植 陽性 系 は 第 1 代 100%, 第 2 代 33%, 第 
3 ft 50%, 第 4 代 40% に し て 第 5 代 以 下 海 狼 の 場合 は 10022 の 陽性 奉 を 示し て いる 。 
移植 痛 所 見 : 家 兎 の 場合 は 移植 後 敷 日 間 内 診 され 才 1 週 後に 大 豆 大 , 2 週 後 鳩 卵 大 を 越え 
た 。 海 狂 の 場合 は 移 徒 3 日 に し て 大 豆 大 , 1IMCUCHHRRAU LEA DET S. BATS 
の 組織 學 的 所 見 は 中 心 部 壊死 強く , RDI LAR CEG SIL, Tore Ag 
を 認め 得る 。 

内 臓 所 見 : RRECHTINKCH ES OTH 5 I TERRA FRE RO AERO 
HR 890, 区 認め , FRE 95% 認め た 。 肺 有職 に は 閣 韓 移 5322, 透明 な る 腹水 を 
有する も の 32%, その 他 洪 巴 腺 腫 農 を も 認め た 。 RL) 


























[ 表 1〕 ATES 移入 wi 例 (第 LOWERS > [ Sa IHR 血液 所 見 
en [ala “m 6 Dur” soon | 移入 | ir | aot 
| 移 | | we | F ] 、| 前 3 H ; SH | 6F TH 
me) aR ene wee Ss — 
ん 少 Hi | の u 5 | 
代 Fam a | HE) Be | Bi OBE 7k | 他 ay | 305 | 290] 255 | 250 | 240 
ES 373 : CH) | 
1 | RRA 450 28) # -|-|-|=|- nas 5.2| 4.9| 2.8 ah 1.2 
2 KM? 30032) + 一) 一 | 一 | 一 | 一 が 血球 | 289| 349| 272| 267| 223 
22 に [1 に 万) | 
きす mie | 70| 68| 62| 60| 65 
4 | 家 兎 6 27037|+ -Ii-|-|-|- C%) | | 
5.| WS 7516]+| 一 | キ | 一 | 一 | 一 
6 | aes 40015| せ | He] +e] +) + 
7 | WS 30 7) #1 +) + at oe 
8 wns 40 6|+|+|+ エ | 一 | 一 | 一 
9 | Was | 30010| 二 | せ | せ ] 二 一 | 二 
10 海 寂 る 8 | 35 7|+」+| エ | 一 | 一 | 一 


血液 所 見 : HRS, Fr, 血色 素 量 は CK 2) の 通り で 白血球 敷 減少 が 著 明 に 
見 られ る と と に よっ て , 炎症 で な いと 考え られ る 。 

人 胃 韻 異種 移植 組織 の 種族 特異 性 (Artspecifitat): 異種 移 西 さ れ 世 代 を 重ね る 冶 組 織 は 果 
し て 人 の 種族 特異 性 を 示す で あろ IDLE う 疑 問 か ら 三 村 は 沈降 反 鷹 を 利用 し て 爽 の 成績 を 得 
7c; 
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CARTE): 1 抗原 一 海 狂 に 移植 せる 人 胃 冶 第 16 代目 の 組織 を 魔 砕 し 生理 的 食 堅 水 を 加 
zZAMLLCDHTKE £m) GRRE 05% の 割 に 加え て 保存 し た 。 

IT 抗 血清 一 家 兎 を 人 血清 で 欧 商 し て 得 た 。 

抗 血清 B 一 家 兎 を KE TERLTHR, 

(ABR: Ri C1) KE を 沈降 反 應 の 抗原 と する 方 法 〔 表 3〕 

抗原 一 紅 E を 未 心 沈 注 し た 上 清 。 @ 抗 骸 一 抗 血 消 A OR IE Trac Hse 
下 , 挑 原 を 上 と す 。 @ 封 照 K 一 生理 的 食 臣 水 (抗原 稀 竹 用 ), K, 一 人 血清 , K—1% アラ ビ 
アゴ ふっ 生理 的 食 世 水 CHEE. G 結果 一 1 HNKOPET 〔( 表 3 〕 の 如く 陽性 。 

Ei IL)……KE を 感 作 抗原 と する 方 法 。 

① 抗 原 一 人 血清 。 @ 抗 槍 一 抗 血清 Bo Okc LOPE, 抗 障 を 上 。③ 着 
照 一 Ki 一 122 FRET AAAI BKK, K.—KE, 6 結果 一 1 時 間 後 の 剣 定 で 〔 表 41 


















































ie 3) 
ren, | 2 
N DE | 
NF) 0 1/2|3|4|s|6|7 8 | 9 | 10 Ki K 
Be 本 | a et} + | - me ne ee ee ee ー | i 
| En EN ee ee と こそ et Se Se 
1 |#|#1-|-|-|-|-|-|-|-|- ー | tt 
Ea ah ec i aM ld Sd ae ae Pe 
| 8: 14 +1#+|-|-|-|-|-|-|- ー | it 
= に に に に に HEIBIEIWEIE 
> | | 4 
ea se ee 
ee tun ber bee bare ie Selig RR Ak 
kl- に に に に ー に に に ーー| トー 
(# 4) 
Bun 体 。 | (0x25) 
oN 5 | 
9 Itl213|4l5lel7lsls| | kK 
[2TN] 0 itt | ++ # + an ? — || 一 ー is | | 一 
a Ho} ) HH Gt +|-|- ー| 一 | | - 
2 J] | sh ee ee に マ 1 = 
s.J#|+ +!+lz212|-|-|-|-| | - 
ギー の あー SES, | 3 1] 
| nd 
a hele fetes e]=I-1= 121 fe 
a は RE eg ee, Bk ld Lop os | | - 
al に Bes | 
| | | 
SEEIEIEIEJEIEIEIE + | | - 




















の 如く 陽性 。 

PLE DA RREHEDUCSRHIFSHEL CH 16 (EEC EARL AO SH 

ある と と が 訟 明 さ れる 。 

結論 : と の 異種 移植 は 被 移植 家 兎 に 私 共 の 過剰 英 養 法 に て 長期 肉食 馴 致し た 家 兎 を 用 い 
た 貼 に 意義 ある る の と 考え られ , 世代 を 重ね る 移植 冶 腫 の 組織 學 的 所 見 及び 血清 沈降 反 鷹 哲 験 
i に より て 人 類 靖 異 種 移植 陽性 を 確 設 し た と 信じ る 。 

生 移 民 以外 に 人 乳 病 及び 人 四条 4 例 を 半 通 食 家 兎 に 異種 移植 し た が 化 膜 等 お と し 移植 
陰性 に 終っ た と と を 附 記 する 。 





93. 単 一 細胞 及び 無 細胞 腹水 液 に よる 吉田 肉腫 の 移植 実験 補遺 


細川 國 次 郎 Further research on transplantation of Yoshida sarcoma with 
single cell and with cell-free tumor ascites. KUNIJIRO HOSOKAWA. 
(Pathological Institute, Tohoku University.) 


A. Single cell transplantation. Ishibashi has proved that even one sarcoma 
cell would make transplantation of Yoshida sarcoma possible. This experiment 
was made by using a drop of a highly diluted tumor ascites examined through the 
microscope. By using the micropipet a droplet containing a single cell was sucked 
up, and introduced in the peritoneal cavity of normal rats. But Ishibashi’s single 
cell transplantation was very rare case; it was positive in one out of two experi- 
ments. So I repeated Ishibashi’s experiment in order to know the percentage of 
transplantation with a single cell. For the details of the method of experiment 
see Ishibashi’s paper (this journal, vol. 41, p. 1, 1950). 

Result and Consideration :—The experiment has been done in 114 animals and 
46 out of them showed positive response. Yet, 13 examples out of 114 died within 
10 days after the ‘transplantation and failed to give any clear result. And one 
example proved that this animal was insusceptible to Yoshida sarcoma cell. There- 
fore usable experiments were just one-hundred, the percentage of the positive being 
46 percent. But we must further consider following points concerning this result. 

1. A single cell which is sucked in the micropipet may not always enter into 
the peritoneal cavity. For instance, if it happens to stick to the glass, this 
single cell might not enter into the peritoneal cavity. This is the problem 
to think. So, a single cell which is sucked in the micropipet was blown out on ° 
a slide glass, not inside of the peritoneal cavity. Then I counted the exact 
percentage of cell existence by the microscope. By repeating this one-hundred 
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times I found the cell in about 83 times, but I could not fiind any cells in about 
17 times. Therefore we can say through this experiment, that even we do hundred 
transplantations, actually there will be only 83 valid transplantations of a single 
cell ; this 83 percent must be a very reliable figure. 

2. It isa problem whether a single cell picked tp by the micropipet is a sarcoma 
cell or not. For instance even a normal monocyte can not be excluded. So, in 
the first place I stained the cell which was blown out on the glass. It was quite 
difficult to make it fixed and stained ; I could not examine them all but 34 out of 
83. These 34 cells were all sarcoma cell. Therefore a single ceii taken out by 
the micropipet is likely to be in all cases sarcoma cell. 

Considering these two points the percentage of the transplantation of a single 
sarcoma cell is fourty-six eighty-thirds (46/83)—fifty-five point four percent (55.4%). 

This experiment needs a skill and a very delicate handling, and a great difference 
is seen at to the results if we compare the early to the later, more experienced 


trials out of my hundred examples. 
































Table 1 Table 2 
Number for | Number for | a PRS, 05% 
previa 1-50 | -100 pre 1-20 | -40 -60 | -80 | -100 

Number 0 | a 
effective 41.5 ” effective 16.6 ‘es ” | 5 ” 
Positive ‘Positive Ere re 
number 17 29 number 7 5 9 | 14 1 

= mp a REN Fe io ss en u | en EE 
Percentage = Fe Percentage に の PER IF の 
of positive 1 だ of positive „2 % ll] OR % 
elect 40.9 69.8 effect 42.1 30.1 | 54.2 24.3 | 66.4 














The percentage of the positive effect is gradually higher to the later part of 
the experiment as we understand through the above two tables. It is necessary to 
have skill and careful technique when this experiment is done, and as the experi- 
menter becomes more skilled and careful the higher becomes the percentage. The 
later part of the transplantation shows above 55.4%, which can be made much 
higher yet, by increased skill. It is very interesting that this one single cell 
transplantation percentage is much higher than we first thought. Therefore by 
continuation of this research, I hope to obtain a really correct result. 

B. Transplantation of tumor ascites without any cell. I tried the transplanta- 
tion of tumor ascites without any cell in 34 animals. Five out of them died within 
five days, so excluded them from the experiments. So there were 29 valid examples, 


and they were all negative. 
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94. 吉田 肉 種 の 腹腔 内 移植 座 Eu 


Transplantation rate of intraperitoneally transplanted 
Yoshida sarcoma. 
HARUO SATO (Pathological ‘Institute, Tohoku University. 


Yoshida sarcoma was discoverd at the Pathological Institute of the Nagasaki 
Medical College in June, 1934. In Nagasaki (from June, 1948, to August, 1944), 
Zinichi Sasaki was in charge of the successive transplantations of this tumor (1st 
—38th generations). In August, 1944, Yoshida was transferred to the Professor 
of the Tohoku University, Sendai, bringing with him this sarcoma (the strain of 
this tumor left in Nagasaki was lost with the destruction of the Nagasaki Medical 
College by the evils of the war). The strain of Yoshida sarcoma, kept for 8 
months at Sasaki Institute in Tokyo, was brought to Sendai-in April, 1945. 
Toshiji Sakai was in charge of this transplantation in Tokyo. 

Since April, 1945, I have been in charge of the successive intraperitoneal trans- 
plantations of this tumor, which continues up to now,amounting to 177 genera- 
tions at the end of 1949 (from 67th to 243rd generations). Through my experiences 
and my records about the transplantation of this tumor, I beliebe, I am capable, 
of saying something about the transplantation rate of the Yoshida sarcoma. At 
the same time, having received the exact records from Z. Sasaki, I can examine 
the transplantation rate of the first 38 generations in Nagasaki. By this report, 
therefore, we are able to see almost exactly the general rate of the transplanta- 
tion of this sarcoma. All the animals shown on this statistical table are only 
those transplanted intraperitoneally. (I will say later about the subcutaneous trans- 
plantation.) The animals employed do not belong to any pure strain, but to the 
mixture bought from dealers. , 

On the next day or two day after the transplantation, it was always confirmed 
by the examination of the peritoneal fluid, that the tumor cells had been really 
introduced . After this, the increase of the tumor cells in the peritoneal fluid 
was examined by the priodical observations. 

After the death of the animals, it was determined whether they were killed by 
the tumor invasion or by other causes. The animals that died soon, i. e., within 
a week after the transplantation because of pneumonia, enteritis, or other diseases, 
or by unexpected accidents, not from the tumor transplantation, were excluded 
from my statisical treatment. 

In the course of the growth of this tumor, it happens in a few cases that the 
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tumor cells show an abrupt decrease in number, finally vanishing completely, so 
the animals survive (spontaneous regression). The animals of this kind always 
show the same phenomena by repeating several transplantations. These animals 
are shown on the table as the animals of negative results (insusceptible). 

I have experienced several cases, in which the tumor cells, intraperitoneally 
transplanted, had shown no-increase in their number, but they formed the tumor 
in the subcutaneous part of the abdominal wall in the course of 10 to 20 days 
after the intrapenitoneal transplantation. In these cases, I think, the individual 
condition of the specimen would play the great part in the tumor-growth. 

According to my research, the transplantation rate of Yoshida sarcoma is 93.6% 
This rate, shown on the table, can be said to be fixed for the last 
five years. In the table, it seems that the rate is lower at the beginning but 
higher later. But the difference of the rate is very small and it need not be men- 
tioned. Therefore the rate of this tumor can be said to be fixed, and even after 
the many successive transplantations, the increase and decrease of the rate can. 


in average. 


not be found. 
When the transplantation could not be made, we see usually that the animals 


are insusceptible. Therefore the rate of this tumor is almost constant and the 
rate is concerned with the natural frequency of these insusceptible animals, based 


on hereditary disposition. 


Transplantation rate of Yoshida sarcoma, 


intraperitoneally transplanted. 


















































ーー ター TE, OP Number Of auımals 1 
Year ne No.| Generation ee 2 に a 2 - 
Fete eee} Valid. SD ee capitis | - cones 
1943— ur (in RM 1—38 (38) | 385 45 u 340 a. 301 39 | 88.2 
1944 [es saki) | | a 
1945 | 10011095 | 67— 87(21)| 81 15 66 52 14 | 738 
1946 | 1102-1316 | 88 一 119 (32) Eu 18 116 108 8 | 93.1 
1947 | 13171453 120-159 40) 120 | 7 113 109 4 | 96.5 
1948 | 1454—1549 159-196 38)| 77 | 18 59 57 2 be 97.6 
1949 | 1550—1683 |197—243 (47)| 117 5 112 110 2.| Br 
Total | 1001-1683 67-243 (177) 529 | 63 | 466| 436 30 | 93.6 
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95. 田中 家 兎 肝 燃 へ バト ー ム の 同種 実験 移 西 に つい て 


田中 秋 三 , 三村 文男 , MEK, + BE < 京都 府立 医科 大 学 第 二 病 理学 数 室 ) 
On homoiotransplantation af Tanaka’s rabbit hepatoma. AKIZO 
TANAKA, FUMIO MIMURA, TSUGIO FUKUSHIMA, YAZO TSUJI. 


ZAEDSUODERN DD FC AURD SF N F- AOBHUCHETIEN 

O.A.T. PRR ABD 51258 3 FE CRRAM575 A) ROE 8H CMRAM 774 A) の 二 系 
の Hepatom を 得 た 。B.G. HBEABHOS 3H (RHARM3I60 日 ) か ら 又 一 系 の Hepatom 
を 得 て 居 る 同時 に 本 例 に 於 て 骨 韻 , 勝 眺 凛 姓 か ら る 可 移 植 性 閣 系 統 を 得 た が 之 に 帳 し て は 舟 來 
報告 の 考え で ある 。 

初 づ O.A.T. 第 3 跳 に 就 て 逃 べ る 。 本 例 は 盟 西 地方 病理 學會 に 於 て 一 度 報告 し て 置い た 。 
DSH PEASANT A HED RRO HATE 得 た の が 買 に 本 例 で あっ て 印象 深く , 又 張 力 に 現在 
る 名 移植 が 織 績 され て いる 。 mt #575 HB, 死期 の 近 き を 績 見 開腹 し , 腫 大 且つ 凹凸 の 甚 
し く な っ た 策 副 葉 時 の 表面 に 只 起 し た 胡 白 色 の 小豆 大 結節 の 一 片 を 摘出 し て 先 づ 之 が 瘍 腫 か 壌 
死 倫 か 兎 に 角 健 康 家 兎 の 背部 に 移植 し た て 替 ま る 。 幸運 に も ゃ 移植 片 は 4 日 目 に 手 に 血 れ 得る 固 
き 睡 場 と し て の 和義 暴 を 暗示 し た 此 の 詩 に は 未だ 切片 の 組織 標本 も 完成 し て な か っ た が , 私 共 は 
MERIC CH SZ STE HY NER DTHE, WH O— Tp @ Re Le Ste Zk 
EECCA S TEMAS bo, ES RHR R, HO MOM ick CIEL C HREILO RIE 
が 軽い , RR LIEMIPARUL ALU MITA 2 ae Kom IC HIG ER SOR 
L7H LEASE HME IC RENTS 5 ER LTR, 見 ち 常に 彰久 へ パト ー ム で 
ある 。 かく し て 最初 の 肝 冶 を 得 た 。 初 代 移植 痛 は 10 日 目 に 殆 で 母 指 頭 大 と な り 其 れ 以 上 琴 展 
sr ae oe 
FC UDB Pe ICE LC SIR LO ARE IM LHS & BM I Dao7e. PMRLZKA 
以後 に は 肝臓 , UR, Erd, 世代 を 経る に 従い 強く な り 一 般 に 移植 家 兎 は 

週 目 乃至 1 ヶ月 目 に は 腫瘍 死す る る も の で ある 。 特 に 韓 位 は 晶 臓 に 於 て 題 著 で 巨大 な る 腫 腫 を 


on ee eee 


onal で , BERALTEIBHO HR FT, BAAS RE CHR FIG を 示し て いる CH 
表 参 照 )。 PRAM CIA FORCE LET I ko TE TE SEEN 
た 。 本 例 の 16 代 ま で の 移植 成績 は 下 表 の 如 し 。 
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su 世代 |1|218|4|5l6|7|sl9|10l1l12|13|14|islie 























動 物 数 |1lslslz2lslslslzls 2|3|4|3 3|2|3 43 
腸 性 数 |112|13|21213|12|2|3 21213|213 2|2136 
陽 #: 48 て 多 ) |100] 67 |100| 100| 67 |190| 67 |100| 100 |100| 67 | 75 67 |100|100| 67 | 83 








第 2 系 Hepatom の 原 基 は O.A.T. RRR 8 F774 AA LDH. Mb27H#U LOR 
験 に 堪え た る 興味 ある 暫 険 例 に て 死 の 直前 に 開腹 し た 。 肝臓 は 甚 し く 腫 大 帯 黄 大 白色 表面 は 策 
AMELROMAS HH SFRESTEDR sc EKom Add, 本 例 の 舌 副 葉 時 組織 に 諾 々 白色 の 結 
部 部 位 あり 該 部 を 捕 出 移植 原 と し た 。 営 時 健康 な る 家 兎 を 持ち 合 さなか っ た 編 め 誤 弱 し た 家 兎 
を 使用 し 又 一 面 試み 本 騨 瘍 結節 の 小片 を 海 鍵 皮 下 に 直接 異種 移植 を 試み た 。 家 兎 は 陰性 と な 
っ た が 幸い 海 導 に 於 て 成功 移植 後 10 日 目 に 母 指 頭 大 に 隆起 する に 到 っ た 。 印 ち 之 を 再び 家 兎 
に 復 師 移 西 し た る に 又 能 く 移 植 可能 を 訟 明 出 來 た 。 然 し 本 例 は 家 兎 及び 海 鍵 に 於 て る 母 指 頭 大 
以上 に 義 育 せ ず 以後 潤 克 痕 縮 吸 履 す る に 到 る 。 

第 3 系 Hepatom: 本 例 は Buttergelb RB 5 7 BOTEREREIH, HERA M 
560 日 目 か ら 得 て 居る 本 例 る 同様 舌 副 葉 時 の 小豆 大 白色 結節 か ら 得 て い る 。 此 の 場合 家 兎 の 皮 
下 移植 を 試み る と 同時 に 海 狂 皮 下 移植 を 試み し に , 不幸 に し て 家 兎 の 同種 移植 宮 験 は 陰性 に 終 
っ た が , 海 狂 の 場合 よく 移植 に 成功 す 。 再び 家 兎 に 人 復 包 する に 此 の 場合 も 良く 移植 する に 到 っ 
た 。 現 在家 兎 及び 海 狂 に 皮下 移植 が 績 行 さ れ て いる 。 詳細 な っ る 報告 は 次 期 學 會 に 於 て 逃 べ る 考 
ZCFAMABRE UTHPTSRGCHS~ 


96. FANART OD In ARRAN © WBE Ic BET 


BARS, 三村 文男 , 中 谷 俊介 , ARCH, JER COM RAE CEE) 
On the results of transplanting Tanaka's intestinal cancer in rabbits。 
AKIZO TANAKA, FUMIO MIMURA, SHUNSUKE NAKATANI, 
NANAMASA NAITO, YOSHITERU OGAWA. 


De ie 


AR IS (粘液 冶 腫 Ob PICHIA 234ES ALA Die AIc O.A.T. 色素 を 混 
入 し て 飼養 し 昭和 24 年 3 月 14 A BTRIZE PAS PASE IC CTE UL 7e BIER CBR PALO 
FEA IC QAO RMA LA BOT, 之 が 最初 に 得 た 家 兎 内 騰 韻 の 可 移 植 性 風 場 で あっ 
て 特 近 印象 深き 症例 で ある 。 本 報告 は 既に 本 會 大 阪 市 に 於 ける 第 8 回 學會 に 報告 し 且つ 又 第 1 
回 開 西 地方 病理 移 會 に 於 て も る 報告 し た る の で ある 。 本 買 験 動物 は O.A.T. RHEE Ric cH 
RAM 247 日 目 に 営 る 腸 痛 以外 に 十二指腸 冶 , 勝 腕 交 等 の 獲 立 的 多 融 痛 を 示し て いた 。 原 衣 腸 
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冶 は 廻 腸 部 未 端 痛 賜 と の 移 2 ARI Bc: LIE HEN CHEN SMT’ DE x > 
ei 2 


Zohn (, アル ュー ル の み を 使用 , DHVEMKHOV vr ikeTtrr are ン 
デ ゲル 液 中 に 浸し た る 切片 は 化 膜 移植 不能 と た なり, 却って アル ュー アル に 浸 LSU CHS c HA 


) 2744 


DK L7eo BIC VER ERTIEPITD 3. SHPRSACH AIC HELD 

て 置く 次 第 で ある 。 

PUSS 10 日 目 に 約 母 指 頭 大 と た り 後 増大 縮 せ ん と す 。 此 の 時 期 に 摘出 第 2 代 の 3 
頭 に 移植 す , 摘出 冶 腫 は 多量 の 粘 流 低 包ま れ , ビン モッ ト に て 保持 し 難く , よく 粘液 冶 の 特質 
を 示し た 。 移植 力 は 極め て 強く 皮下 移植 に 於 て 狗 卵 大 に 到 し た る 場合 も ある 。 然し 一 般 に 母 指 
頭 大 が 頂上 に て 2 週 日 目 以後 より 多 縮 する 傾向 あり 此 の 時 期 近 到 れ ば 家 兎 は 消 炊 奏 弱 し 長く も 
1 ヶ月 以内 に 仙 死 する 。 半 ち 内 臓 に 於 て 所 重要 臓器 に 韓 位 し 特に 腸 臓 , 肝 , 肺 に 韓 移 す 。 
BRAERZASZMECHLENSBSCH RAR IG FEE AN AU CHS © 

BHO ORT REES EN TI ART DIE 
質 は 淡 明 , BERKBABT TERN N FRISEUR EL TÜR ART 
場合 も ある 。 

其 の 移植 座 は 極め て 猛烈 に て 世代 移植 20 代 ま で の 下 均 値 を 取れ ば 84% を 示し , 皮下 移植 
片 が 贅 育 不 充分 の 場合 に 於 て 移植 不 能 例 と 認め た る 症例 が 40 ARTPRICE c PE LMT UE 
多 敷 の 韻 韓 移 を 示し 腫瘍 死な る 事 が 恨 々 経験 さん て いる 。 本 腫瘍 の 悪性 に 骨 し て 今 木 助手 は 海 
狗 に 異種 移植 の 可能 な る を 認め , 又 之 れ が 囚 血 に よっ て 家 兎 を 腫瘍 死 せ し め る 事 哲 を 認め て い 

Do HAR 20 代 ま で の 成績 を 示せ ば 下 表 の 如き 成績 を 得 た 。 


3 4 | 5 | 1. | T W819 j10 ol 13. 14 15 16 16 17|18|19 20| ar 





移 en itt 代 1 


do 


my me lilslalataie lala elalaie eal 2/3|2|2 3 3 51 
9 性 数 |113| 213121312] ASS 31212| 2|2 2 213|2 43 
5 性 At (96) 100100 67 7 |100 100 67 67 5024 100 67 100100 100 67 |100 67 100100100 67| 847 





97. ic KS ARIE, PEO BHO 


今 木 重雄 ER ZTRETER) < 
Study on transplantation of Tanaka’s rabbit-hepatoma and 
intestinal cancer by ihe transfusion of blood. SHIGEO IMAGI 


田中 家 兎 肝 瘍 , 腸 韻 は 同種 移植 性 で ある と 共に 谷 異 種 移植 性 ある と と は 報告 し た が , FICHE 
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TRA OBC PALA ORES AR A, 短 時 日 に て 肝 腺 , MBL, Li PAs. BES Be SB KD 
PEHHEIO mk & GHEE UCKOMS ME He. RPM ICiAY 250g 海外 及び 家 
兎 を 用 いた 。 

C1) RRP, BH ABSA INK ERIC RN SRR. RAT (O-Amido- 
azotoluol KFAMRRUIC X 575 AACR) ROB CHF RR LC 247 HAIR 
WD ERRZECHHSHE LEICHE KIC PPA UCD 日 一 7 HECK FRE SHH 
KL EICHE LEHE DORF Ko CLIK 1.0cc~2 Oce Fr F— + 0.1cc EF 
U) NOR TRANG Le, RRs A AIC TR RE FON EHER EEE > 
し 5 AVE 7 日 に し て 抽 指 頭 大 以上 の 腫瘍 と な り て 貞 死 する か , 或 は 較 血 部 位 の 血液 は 完全 に 
WYa-biL TE 10 日 に て 弊 死す る * | 

解剖 所 見 : Ru CMG RES oral 2 例 に 認め られ , 他 は 血液 吸 
直せ られ 腫瘍 を 形成 され な い 。 腸 癌 の 場合 は 較 血 局所 の 血液 吸収 され 質 験 2 例 共 に 腫瘍 認め ら 
れず 。 較 血 局 所 腫瘍 は その 中 心 部 は 退行 幾 性 に 陥 り , 江 終 部 は 肉眼 的 に 購 様 白色 に し て 組織 學 
的 に 被 移植 母 組織 と 疹 合せ る 部 分 に 原形 質 多 徹 形 な る 肝 韻 細胞 を 認め 得 た 。 

BRM Jeg OT CHAM EIB RK LIV BO も る すべ て 100% に 内 臓 に 著 明 な ZH RD DIT, El 
SH PMROHKROBRA BEERO MMO HIRES 100% に 見 られ , その 他 肉 眼 的 に も る 題 
微 鏡 和 的 に る 肺 臓 672, 心臓 17%, RER 50%, 胸膜 腹膜 , Fick 17% ONG eB 
め , 更に 腹水 を 有する も の 80% 認め られ た 。 ( 表 1 ) 


素 1 MICK SM PARI, BO CHIZOWAD 











uit | fe | fe | fast | LE. 移 CO 

| oe ae u 麻 | 上 
“ 材 | | Ei] 少 | 局 形 | 巴 

| He | | ee CHD ER RE BE KO Ok 腺 腺 腺 7k 
1 {ere | 3 |23| 70 | + | we | we | +] + | + [+] +] +] # 
2imeme is) 8) 1 | 一 +] + | + エ | 一 一 人 ト 一 | 一 | 一 | 一 
3 | WRK | 8 8| 10 | 一 + + ー ー | _ ーー の ca の + 
ak) 7 35 | + せ | + | eH] +) - | - I +) 一 | 一 | キ 
SMR OT tae やす ee gab anh teh tena eae 
6 | me, 5) 7| 10 | 一 ER Se. ー ー| 一 ! 一 ー | - + 











(2) RRIF, Wa Rh RER Re AR RE EHER 
海 付 に 異種 移植 し , HERERASNTO PEAS FHEZSHHEMADLEICH ORAL RE FH 
腸 冶 の 場合 夫々 2.0cc〈( 較 血 用 チト ラー ト を 含む ) LHC Ko TRAIL Ar FI HOR 
BARACK CRI Le, 肝 冶 の 場合 は 較 血 後 25 日 に て 弊 死 し 購 重 は 夫 血 前 に 比 し 800g 
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減少 し た 。 腸 冶 の 場合 は 較 血 後 19 日 に て 発 死 し , 箇 重 は 輸血 前 に 比 し 600g 減少 し た 。 
解剖 所 見 : 雨 者 共に 肝臓 , 肝 左 の 肥大 は 著 明 で 且つ 和正 色 結 分 刀 の 痛 韓 移 が 認め られ た 。 特 
に 肝臓 に が ける 交 韓 移 は 腸 冶 の 場合 に 著 明 で ある 。 ( 表 2 ) 
32 HIT A SAAN, WMO BME. CROWS 





tt me 性 EN 体重 減少 | 
2 日) 4) m | その 他 
1 | IF oe | fe | 25 | &00 | a 中 | <3 
2 | 腸 背 8 19 600 | + # | 一 


以上 賀 験 例 少 な たい が 田中 家 兎 肝癌 及び 腸 冶 は 同種 移植 及び 異種 移植 ( 海 狼 に 於 いて ) 可能 で 
ある と 共に 更に 海 妥 に 於 いて 異種 移植 操 験 中 その 被 移植 海 狼 血 液 を 較 血 する と と に よっ て も を 移 
植 可能 で ある 。 

WIC Hd PR ITH ROD HILE O LIK IC BIG E LHSXMARBSATLERAMRS. € 
OXMMCOW TAB MARR LT (FHP CHSeTLEMT So 


98. Es VICK) BEHSIH AO RAB OBMER (第 二 報 ) 
MRE, 杉下 正孝 , 太田 光 金 子葉 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
Transplantation of skin cancer in-mice produced by quinones. 
NOBUJIRO TAKIZAWA, MASATAKA SUGISHITA, MITSUKANE OTA. 


昨年 の 本 會 に 報告 し た パラ ベン ゾ ヒ ノン 0.2% RKO MPRBIC ko CHAELO+AARK 
憎 癌 の 移植 質 験 は 引き 績 き 行 われ て 現在 で は 54 代 に 達し , 其 移 植 座 は 皮下 移植 で は 68% で , 
腹腔 内 移 西 で は 70% に 陽性 で ある , 現在 の 移植 冶 組 織る 初代 の も る の と 同様 に 紡 鍵 形 細胞 冶 の 
RCHD_. MONRAHHALCKBECRREAACES, NE SH CHRBAN EI ER 
ARLIEERTRD LDS B BIT BHD SHRM OL OLE KOM ICS ¢ Ro CHS(AMBSS.~ 
Ze ER ET I Cl (BARA Ip ERICH E SAS YD, 花冠 状 を な する も の 
DILOMBDo ¥ —RAROMBUSHIBAA ICI <ALL, OBC WER ER E> Hp HE 
OEE BATCH ORE SNS, L-MICis pH ROME ¢, 1 — % ARSTER 
AICRAL し 一 部 は 中 桜の 一 極 に 集 っ て 見 られ る る の が ある 。 又 ギー ム ザ 染色 で は や は り 要 の 一 
PRICUE ¢ RAL O MASE, 其他 は 原形 質 内 に 散 外し て 居る 。 原 形質 は 一 般 に 孔 基 性 に 上 染 ま 
る 。 

Wi S PEE ARO UE AE MRIS Ld. 5 ly MO ANIC Ro CHS BOLBA SN, 特 
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殊 の 細胞 の 形態 學 的 特徴 こ 言 う ょ より は , 閣 腫 の 様 な 未 熱 な 分 裂 増 殖 の 著しい 性 格 に よる 像 と 思 

a; 

KICK ZEA ICA LFI EFF MERRIE KO 0.3 FE 1.0cc を 二 十 日 最 の 尾 
URAC LAI k SABES ES hi, od, 卵巣 等 に 靖 必 博 移 結 師 が 多義 性 に 生 
ずる と と を 確 め 得 た 。 殊 に 肺 臓 に 於 ける 轄 移 の 陽性 な も の は 13 匹 中 で 8 例 に 見 られ た 。 HE 
瘍 結節 の 大 さ は 注射 後 45 日 内 で は 粟 粒 乃至 米 粒 大 で ある 。 組織 學 的 に は 肺 胞 璧 の 小 血 管 を 中 
心 と し て 周 園 肺 胞 際 内 に 充 質 性 に 埼 殖 し , 桜 は 不正 形 で 一 部 に 概 分 裂 が 見 られ る 。 其他 に は 心 
筋 組織 内 並 に 卵巣, 副腎 等 に る 痛 性 韓 移 結 節 を 認め た 。 

次 に 本 腫瘍 組織 の 凍結 明解 試験 を 行っ た 。 メ ヌメ タフ ノー ル に ドラ イア イス を 加え た 寒 剤 で 出血 性 
痛 性 腹水 を 約 —70° 位 に て 凍結 させ 之 を 37°C に 15 分 開 温 め 融 解 し , と の 操作 を くり 返し 
て 5 回 行い , ZE1ME 30 SH DPRL, 其 上 清 並 に 沈 湾 を 二 十 日 忌 の 皮下 組織 又は 腹腔 
内 に 0.5 乃至 1.0cc 宛 注入 し て 其 の 腫瘍 の 増殖 を 検 す る と , 注入 後 17 ASH 33 日 の 範 園 で 
は 凍結 融解 の みのる も の で は 9 例 中 の 1 例 に 陽性 の 結果 を 得 た が 更に 遠心 沈 減 後 の 上 清 液 注入 の 
11 例 並 に 洗 査 例 11 例 で は 何れ も 移 杭 陰 性 で あっ た 。 a 

KIC PEN ARIR ICH F 1 度 の 氷室 に 保存 し 腹水 採取 後 30 分 の 7 例 , 1 時 間 の 5 例 , 3 
時 間 の 2 例 , 5 時 間 の 2 例 , 6 時 間 の 3 例 , 24 時 間 の 6 例 , 2 日後 の 3 例 , 4 日 後 の 5 例 , 7 
日 の 2 例 , 14 日 の る の 3 例 に つい て 移植 試験 を 行っ た が 水 当 保存 4 日 迄 は 陽性 で あっ た 。 と の 
際 は 腹腔 内 注入 の 方 が 皮下 注射 より 著しく 移植 陽 性 に な り 元 い 。 

次 に 二 十 日 最 の 皮下 組織 に 移植 し た ヒノ ン 痴 腫 を 注射 針 内 に 吸引 し , それ を 0.1 TE 05% 
宛 皮 下 組織 に 果 代 移植 する と 現在 第 2 代 迄 陽性 で ある 。 と の 方 法 で は 閣 腫 の 増殖 は 第 1 代 の と 
きよ り 第 2 代 の 時 の 方 が 其 出現 時 期 が 延び て 18 日 乃至 22 日 に 初め て 確認 され る と と が 多い 。 

費 括 する と と ノン 痛 腫 細胞 に 見 られ る 中 性 赤 頼 粒 は 桜 内 の 一 極 に 近く 存 し , FROME HE 
い 細 胞 に 現われ る 中 心 小 醒 周 園 の 中 性 赤 天 燈 の 集 園 と 考え られ , 之 れ だ け で は 特殊 細胞 を 意味 
し た い 。 

彰 性 腹水 の 静脈 内 注射 に より 肺 臓 韓 移 を 起す こと が 出来 る か ら 痛 韓 移 質 験 に も 利用 出來 る 。 

冶 性 腹水 の 凍結 融解 試験 だ け で は 移植 可能 で ある が 之 を 境 心 沈 滅 し た 上 清 で は 不 成 功 で あっ 
た の で 濾過 性 病原 杜 の 存在 は 今回 も 陰性 で ある 。 

次 に 皮下 移植 韻 腫 か ら 直 接 腫瘍 組織 を 吸引 し て 他 に 注射 し て も 移植 が 出來 る 。 
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99. BIETET ES Ar ven 


WiH—E, KMSH CHP AN 
On the result of the diagnosis ef the female genital cancer by vaginal 
smear methods. KAZUMASA MASUBUCHI, YOSHIO TENJIN. 





1949 年 8 HERR abe A Sra MEIC Ph Le AR 169 POEM RAI x 


SLA RRC CREF So 

FEERIFORMS, ゴム スポ イト 附 策 子 ど ビ ペ ベット に て 後 腔 彫 蓋 より 吸引 し た が , 必要 に 鷹 じ 外 
子宮 口 よ り 頸管 分 泌 液 を も 吸引 し た 。 原 則 的 に 2 枚 の 標本 を 作製 し て 検査 し た が , 必要 に 應 じ 
更に 多 敷 を 作製 し , 或 は 反復 採取 も 行っ た 。 ik, 固定 等 は Papanicolaou に 従い , wait 


EA 36 使用 に よる Papanicolaou 改良 法 に 依っ た が , EA 36 HAH light green の 代り 


に , water blue を 使用 し た 。 に 

1) 臨床 診断 並 人 に 組織 検査 に 依り 子宮 痛 と 確定 され た 75 例 中 本 り 剖 性 細胞 を 認め た 
る の 56 例 (74.7%), 異型 細胞 を 認め ぬ た も の 8 例 (10.6%), 以上 合計 64 Hil (85.3%) で , 全 
く 異常 細胞 を 認め 得 な か っ た も の 11 Hil (14.7%), その 内 課 は , 放射 線 照射 後 の る の 3 例 , 術 


Bee 2 Pil CAH, BRICHT を 認め な い ), 探 取 時 出血 多き た め 標 本 不良 の る の 1 
Pil» 他 の 5 例 中 早期 頭痛 3 例 , ie FSSA 2 例 で あっ た 。 

2) 臨床 上 並 に 組織 概 査 に より 非 癌 と され た 94 例 中 識 性 細胞 を 認め た る の 2 例 (2.1%), 
その うち 1 例 は 老人 性 膝 疾 と 診断 し 組織 移 的 に は 膝 部 上 度 細胞 の 縮 像 を 星 し た も の で , 他 の 

1 例 は 軽度 の 膝 部 府 衣 を 認め , 診査 切除 片 の 組織 像 は 険 性 偽 礎 底 を 呈し , 反復 腔 購 宮 概 査 に 
り 毎 回 悪性 細胞 を 認め 得 た の で 子宮 列 除 を 釣 め た が 育 ぜ ぬ た め 確 診 し 得 ら れ て は いな い 。 AM 
絹 胸 を 認め た も る の 8 例 (8.52 ) で , その うち 更年期 婦人 3 例 , El, 頸管 ポリ ー プ 1 
Bl, bY zEr+aAKee1 例 , 結 桜 1 例 で ある 。 異常 細 胞 を 全く 認め な いも の は 84 例 (89.4 
22 ) で あっ た 。 

3) 膝 脂 宮中 悪性 細胞 を 認め た も の 58 例 中 確 貨 に 癌 で あっ た も の は 55 例 (94.82 ) で , 然 
LT, 膝 購 育 に て 腺 瘍 と 推定 し た も る の 3 例 あ り , その うち の 2 PIMA, 他 の 1 PITH 
部 届 邊 上 皮 冶 で あっ た 。 異型 細胞 を 認め た 16 例 中 8 例 (502) IAHERICH eB LZ. 

4) JOPRMBN DS ARS PO 書 竹 細胞 出現 と の 間 に は 特別 な 開 連 は 見 出さ れ な か っ 


5) 碧 聞 進行 鹿本 法 に よる 悪性 細胞 本 見 率 と の 開 係 を 見 る に , BI BE 12 例 中 9 例 ^752) 
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第 II BE 15 例 中 14 例 (93.3%), 第 III 度 26 例 中 24 fi] (92.3%), 第 IV 度 7 例 中 6 例 (85.7 
%) で あっ た 。 何 , 1 例 に 於 て , 本 法 に ょ り 悪 性 細胞 を 明か に 認め , BHR Ice Carcin- 
oma in situ と 診断 し , 子宮 別 除 に ょ より 更に 之 を 確認 し 得 た る の が ある 。 

以上 の 成績 か ら 考 える に , 既 倫 多く の 學 者 の 唱 う る 如く 本 法 に て か な り の 高座 に 部 を 診断 し 
得る 。 然し 生 ら , 本 法 と 診査 切除 に ょ る 組織 移 的 診断 と を 比較 する に , Ke RMS) CHIC Hh 
を 代用 する 事 は 出来 な た い 。 従っ て 日 常 診療 に 喉 し て は , 雨 法 を 原則 的 に Rit BASEL 
い 。 特 に 早期 痛 を 疑わ し め る 例 に 於 て 確 診 し 得 な たい 場合 , 本 法 の 反復 概 査 が 極め て 便利 且つ 有 
用 な も る の と 思わ れる 。 HL 本 法 は 操作 簡便 な り と は 言え , その 検 状 は 極め て 慣 重 で な けれ ば 
HCC り 易 いと と を 銘 記 し て 周到 を 期す べき で ある と 思う 。 


100. FR PEA IC KT TH S AIAN HE IT RO BJ HI Or TON 
山田 寛一 Cha AAR AE ae HEHEHE) 
Role of reticulocndotherial system, especially spleen in cancer anemia. 
KANICHI YAMADA. 


諸 種 の 貸 血 に 封 し て 測 内 系 特に 腫 が 腫 大 な 了 開 係 を 有する と ょ は 周知 の と と で ある が , MAR 
OBEREN, 腫 の 除去 或 は 逆 に 肌 臓 物質 の 投 奥 が 痛 性 貧血 の 紙 生 に 百 し て 如何 な る 影響 を 及ぼ 
すか を 追及 し た 。 略 験 動物 と し て は 家 兎 を 用 いた 。 家 兎 に 聞 鮮 冶 組 織 こ キス を 注射 する と , 赤 
血球 敷 並 びに 血色 素 量 の 減少 , BAAMMERILO PSY 7 HF D. 

CI) 潮 内 系 圭 寒 有 の 別 除 及び 雨 者 を 同時 に 行っ た 後 癌 エキ ス を 注射 し た 場合 

イ ) END +H = ATER 

r) CHAAR + OH = REIN 

x) GABAA ASSEN + CN I+ = ATER 

4) = ) >) ORBICHCRMEHMO LOL MRICS, 

(II ] iy ECR BAB ee A TE LIGA 

A) HRD EEL EDS Et CH EU 

RAO 10 倍 生理 食 障 水 エ キス 1 日 量 15 VEC. APES. CHHEUGOREC 
は 赤血球 敷 並 びに 血色 素 量 の 減少 を 見 才 , 潮 赤 血球 敷 に も 獲 動 が 認め られ な い 。 冶 エキ ス を 同 
時 に 注射 する と 半 照 と 同様 の 貧血 が 起 る 。 

2) 腫 臓物 質 投 奥 量 が 大 量 で ある 場合 

RRO 10 倍 生 理 食 牙 水 エキ ス 1 日 量 35 半 を 連 績 4 日 間 皮 下 注射 す 。 邊 エキ ス を 大 量 に 
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注射 する と それ だ け で 貧血 が 起り , と の 上 に 更に 痛 エ キス 注射 を 追加 し て も 靖 エ キス の 催 貧 血 
作用 が 現われ て 洲 な い 。 脱 エキ ス 注 射 が 造血 機能 に 相 営 高度 の 障 旭 作用 を 及ぼ し た 結果 と し て 
既に 貧血 が 起 っ て いる の で , 痛 エ キス 注射 が その 上 と 追加 され て も , も は や 全く 反 座 し な いも 
の と 考え られ る 。 痛 エキ ス の 催 貧 陣 作 用 の 出現 が 腫 = キ ス の 大 量 注射 た よっ て 抑制 され た と は 
言い 得 な い 。 峠 エキ ス の 大 量 注射 に よる と の 様 な 造機 能 障 得 は 肛 = キ ス 特 有 の も の で は な く 
一 般 組 織 奏 と し て の 作用 で あっ て , 正常 組織 エキ ス 注射 に よっ て も 同様 現われ る が 隆 委 の 各 
度 は 晩 エキ ス 注 射 の 方 が 大 で ある 。 | 

MEETS Ly Klin ra ERREICHT 3 Plc 
» 綱 内 系 填 楽 も , SRA AME & POM rt 5 8 る その 何れ も 


HU, POR 
影響 し たい 。 肝 臓物 質 の 投 奥 は 少量 で ある 場合 に は 何ら の 影響 を も 及ぼ さ た 


た Ak phe } 4 
$A Mh. OFEN IN 


い が , KECHSH AIC 4 AMO BEICHS SHAE © BH LBV. 


101. fp SU ES OBR ONE O AN A (第 一 報 ) 
室岡 一 GHAR AR, HOCK PR ERE AEE) 
Postoperative infection and bacilli found in the vagina and 
abdominal cavity in cancer of cervix uteri. HAJIME MUROOKA. 


FEB 103 PC REV CHEATS PETE © BERK LCM, HEV 123 例 (94.696), 溶連菌 42 例 
(32.3%), ®RE EA 45 fi] (34.6%), 非 溶連菌 38 例 (29.2%), ARE 90 例 (69.2%), A 
ii 17 fi) (13.0%), Déderlein #5 14 fi (10.7%), Gram (+) #4 49 例 (37.6%), Gram 
(+) MER 21 Pl (16.122 ) に 検出 され た 。 此 を 冶 浸 潤 度 別に 分 け て る 特異 傾向 は 表れ ず , 各 
菌 種 共 大 骸 在 等 に 分 布 す る が , デ 各 菌 の み は 一 度 妃 至 二 度 に し か 認め られ な い 。 岡林 式 廣 江 性 
子宮 娘 出 術 に 於 いて 術中 種々 の 部 位 か ら 細 菌 概 出 を 行っ た 所 , SARE RC Ze PRADA PF) 
で は 158 個 に 就 い て 腺 内 容 は 全部 陰性 ( 漂 巴 腺 一 部 を 消 赤 綿 で 拭 め 此 虚 より 切開 を 入れ 内 容 を 
FABrHRT,) で ある に , その 周 園 の 汚染 奉 は 41.1% で あっ た 。 又 世 結 合 織 (左右 合せ て 
125 例 ) は 子宮 台 出 前 に Tupfer で 検 し た が , 28.0% 細菌 陽性 と な っ た 。 と の 内 韻 浸潤 ある 
46 例 で は 細菌 陽性 は 23 例 (50%) で ある が , HRA 79 例 で は 僅 12 Al (15.2% ) 陽性 に 
出 た か ら 導 浸潤 ある 所 に は 細菌 が 既存 する の か 或 は 浅 油 に より 手術 操作 が 困難 と なり 細菌 が 
混入 し 易く な っ た の か が 考え られ る 。 更 に 子宮 別 除 人 後 腔 断 端 か ら は 53 PIC 24.5% Ic, FRE 
MID» Six 36 BIT 36.1% に 細菌 陽性 で あっ た 。 (HME LUCERO mM SEK 27 Pc 
き 37.0% 陽性 ), 検出 され た 細菌 は 連 菌 , AKT, AW, Gram (+) 程 菌 で ある 。 HR 

248 











fi. 
て 
も 
に 


mo 


1 








前 に 手術 野 に 化 膜 菌 陽性 だ と 二 次 感染 を 起す 可能 が 大 い が , Penicillin 使用 に ょ り 陽 性 例 で も 
起 し て いた い 。 営 教室 の 統計 で は べ 非 使用 68 例 で は 重 篤 感 染 せ る も の 33 例 (48.52), ~ 40 
高 箇 位 使用 で は 60 例 中 14 Pil (23.394), 50 高 宣 位 以上 使用 で は 56 例 中 僅 3 例 (5.32) と な 
っ て を り , RPREICNIEMG 26 例 で は 8 fi] (30.77) 感染 せる に べ 10 萬 晶 位 撤 布 の 90 Pi 
で は 9 例 (10.02) 感染 と 減少 し て いる か ら , べ は 50 KREDIT ER I 10 BG 
旧 位 搬 布 すべ き を 知る 。 此 を 裏書 する 事 質 と し て か か る 治療 を 施し た 愚 者 に 就き 腔 断 端 か ら 骨 
BEL SR INICHREL 72 11 例 で は (先端 の 閉 お た ガラ テス 管 を ゴム 膜 で 包み , 腔 断 端 
を 過 る 頃 此 を 破り 白金 生 を 挿入 , 之 を 管 の 先端 旭 く に ある 丸 窓 より 出し て 探 菌 す ^。 その 一 白 
金 耳 を 血液 寒天 培 奏 する と 人 逐 日 その 集落 敷 は 減少 し 遅く も 3 日 目 に は 無菌 と な る を 知っ た 。 MU 
Si FM RO RRMA E Uc Ruge-Philipp'sche Probe が ある 。 細菌 の 毒 力 は 細菌 の 
BT) & [AHORA ORT LS 02 5 BARE MLICZOBABORN RO 
量 を 泥 ぜ 直後 及 3,6 時 間 37°C cw CREM L 24 時 間 後 の 菌 集落 敷 を 敷 え その 増減 
に より 有毒 , 無毒 と 考え , 夫 + そ の 珠 後 を 不良 , 良 と 強 測 す る の で ある が , 予 は 脱 織 維 血 を 得 
BRK S OR. 4c.c.( 桁 橋 酸 曹達 0.5c.c., 人 血 3.5c.c.) に 加 る に ブイ ョ ン 1c.c. に 
腔 分 泌 物 1 白金 耳 の 浮 江 液 SASHES, その 10c.c. を 8c.c. の 寒天 に ょ り 主 板 培養 し 間隔 
は 3 時 間 毎 と し た 。77 例 の 子宮 冶 患 者 に 就き 最も 感染 を 起 し 易い 廣 性 子宮 如 出 術 47 PIES 
チッ ウム 頸管 挿入 例 30 例 に 就き 行っ た 所 , 5 倍 以上 の 集落 敷 の 培 加 を 示し た 中 等 毒性 の 3 例 中 
1 例 が 軽症 労 結合 織 疾 を 起 し , 2 例 は 無 熱 に 経過 し た 。 2 倍 前 後 の 増加 を 示し た 懇 毒 性 の 5 例 
は 全 例 無 熱 に 経過 し , 集落 敷 の 策 減 少し て いっ た 洪 伏 毒性 の 16 例 中 2 PASHIEBRARK Z 
4 PDE SAR ZL, 10 例 が 無 熱 に 経過 し た 。 集 落 敷 の 著しく 減少 し た 無毒 性 の 23 
例 中 4 DSP EL, 19 例 が 無 熱 に 経過 し た 。 か く の 如 く Ruge-Philipp 陰性 で 無 熱 に 
経過 し た 方 の 一 致 率 の 高い の は 全 例 が ペニシリン を 使用 し た か ら の 一 致 と 思わ れる 。 然 ら ば ペ 
= ニシ リン を 使用 せ ね ラ ヂ ッ ウム 頸管 挿入 例 で は 中 等 毒性 の 4 例 中 3 例 迄 重症 子宮 溜 臓 を 1 例 が 軽 
症 子宮 溜 膜 を 起 し た 。 面 も 此 の 1 例 の み 珠 防 と し て べ 40 MALE Leo BBE 6 例 中 3 
例 迄 重症 子宮 溜 膜 を 起 し 3 例 は 無 熱 に 経過 し た 。 潜伏 毒性 の 7 例 中 1 例 が 重症 子宮 溜 膜 を 1 例 
BRAZIL, 5 例 が 無 熱 に 経過 し た 。13 例 の 無毒 性 例 で は 3 MOB: 10 例 の 無 熱 経 
過 を 見 た 。 依 っ て 733% の 一 致 と な り 陽 性 例 の 一 致 は 75.0%, 陰性 例 の 一 致 は 69.2% と な 
る 。 溶連菌 が 存在 する と 二 爽 感染 起 し 易く Ruge-Philipp’sche Probe は 陽性 に 出 易い か ら 此 
を 概 索 する 必要 が ある 。11 例 の 溶連菌 陽性 例 中 7 例 (63.62) が 重症 子宮 溜 膜 を 起 し , 4 例 が 
無 熱 に 経過 し , 19 例 の 溶連菌 陰性 例 で は 1 例 (6.79) が 重症 子宮 溜 膜 を 4 POSE AE AL 
14 例 が 無 熱 に 経過 し た 。 さ れ ば 溶連菌 板 出 の 方 が 重要 か も 知れ な い 。 (AIS 50 例 の Ruge- 
Philipp'sche Probe で 脱 繊 維 血液 使用 の 場合 と 本 機 酸 血 液 使用 の 場合 に 表れ る 菌 集落 芝 の 増 
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減 状 態 を 比較 せ し 所 , 3 例 の み 僅 た 差 を 示し 他 の 47 例 は その 側 定 全く 一 致 せ る を 知っ た 。 


102. 胃癌 に 於 ける 胃 内 細 赦 相 と 其 の 意義 
BE BR 岡山 大 学 岡山 医 科大 学 津田 外科 数 室 ) 
Gasiric flora in gastric cancer and its significance. KIYOSHI INADA. 
外科 的 胃 疾 患 , 特に 胃 冶 , 骨 ・ 十 二 指 腸 潰瘍 の 胃 内 細菌 移 的 研究 は Meyeringh, Lohr, 山 
OSSD, 略 一 定 の 成果 を 得 て い る 。 私 は 特に 嫌気 性 菌 の 検出 に 留意 し , 又 組織 學 的 細菌 検査 
を 行っ た 。 羅 葵 材料 は 還 て 党 孝 室 に 於 て 外科 的 手術 に よる 摘出 胃 内 容 , FR 
揃 取 培 論 に 用 う 。 習 照 と し て 胃 ・ 十 二 指 腸 潰 の 潰瘍 底 の 一 部 を , ROVER AKO 


部 を 用 いた 。 寅 験 方 法 と し て は , 好 気 性 培 槍 法 は 普通 寒天 , MER, 遠藤 培地 , 糖 加 プイ ョ 


YO 4 種 を 用 い 一 般 培 柳 法 に 準じ て 行っ た 。 嬢 気性 培 本 法 と し 次 の 3 種 を 行っ た 。A) MER 
料 を 流動 パテ フィ ン 重 層 下 糖 加 時 に ブイ ョ ン に 培 誰 後 , BEART C Zeissler 氏 血 液 寒天 に 分 離 
移植 する 。 B) Weinberg ORR, 糖 加 時 に 77 3 VRENSHRRA ERM, 

Hall 氏 試験 管 分 離 培養, C ) 流動 パラフィン シ 重 層 下 0.5% RRB 4 3 > SRS CMH 
高層 寒天 に 移植 分 離 , 印 ち A は 芽胞 黄 の み , Bid COMBE, CICERO He 
目的 と する 。 爽 表 の 結果 を 得 た 。 


if 気 性 瀬 Ww “ 
BE | RH | File 
fi ii 4 1.2% | 47.6% | 77.5% 
Hi ii p 98, 8% | 52.4% | 22.5% 
1. 5 IR = | 85.0% | 30.1% | 14.3% 
2% -s EM | 84.096 | 14.3% | 4.1% 
En un 酸 Ww wm | 48.7% 22.29% | 6.1% 
1. 醸 首 | 37.5% | 28.1% | 16.3% 
5 Ww BR ww 30: 026 | 8.0% | 0 
6. FFE MR | 17.5% | 6.3% | 2.0% 
. 22mm 苗 | 10.0% | 6.3% | 0 
8. ミク ロ ュ ックス 必 | 10.0% | 4.7% | 2.0% 
se; 形 aw | 6.25% | 3.196 | 0 
10. グラ ッ 陰 性 小笠 | 6.25% | 8.0% | 2.0% 
1. #% wy ii 6.25% | 4.7% | 0 


PPR EIS AA = A 7) > SEERA, Aal B. coli communis et com- 
munior, B. lactis aerogenes, B. acidi lactici, B. faecalis alkaligenes の 5 種 を 含む 。 
乳酸 菌 は 主として Boas-Oppler 氏 菌 , AiARRAILAMDINAMET HS 
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F 5} 
ER | As5) | BGO) | CGO | 
検 用 痛 さき | 
yore に: を | ees | 
Cl. sporogenes | 3 7 | 
乳 酸 om 1 
sii AOR | | 3 | 

=; ee 


into FC RRR BRAC 95 Pil rp Hae 


表 の 如く 痛 と 洪 瘍 で は 著 明 の 差 が ある 。 此 は 先ず 第 一 に 胃 内 酸度 の 相違 に 
は 3.6-7.8 に 反し , 


定 (94 中 66) の 胃液 PH 


で も ゃ も : Tie BI と = 有 酸 症 で は : HO が ある ( 表 略 )。 ) 
は 克 の 方 が 多種 多量 で ある 。 之 は 煽 で は 組織 衣 填 ず の 度 


を みる と , 無 酸 症 66 中 IT MY 22, WI BW 


な る 。 郊 ち 酸度 に 将 す る 條 件 は 


以外 の 2 群 に 分 け て みる と 雨 者 の 間 に 著 明 の 差 が ある (Ki). 
より る 手 組織 崩 壊 の 有無 , 程度 
血 並 に 円 血球 散 と 細 赦 相 を 比較 概 討 し た が 雨 者 の 間 に 特 別 の 陳 係 は 認め られ た な 
細 は 企 血 の 原因 或 は 慢性 疾 衝 源 と は な ら な い 。 丈 に 
\ 色 , 同 越智 氏 背 法 を 行い 検索 し た 。 (35 例 ) SHEA SL 


CACHLW. El DAE 


を 組織 切 刻 よし て グラ テム ュ 染 


その 表層 壊死 部 に は グラ テム 陽性 の 多 敷 の 細菌 が 存在 する 。 殊 に 
(RFR SILI. TFL (10 例 ), ü TEN ava (15 A) と 比較 , Ha 


し それ より 深部 を の 細菌 浸入 
組織 内 閣 質 細胞 浸潤 度 を みる と , A, E 
細 肥 浸潤 著 明 で ある が , それ 
So Hil SHIRA 
ERAS, DEORE 
1. Bier» rat 
好 気 性 画 に 比べ 甚だ 少 い 。 
骨 内 細 菌 相 は 胃 内 酸度 に , TI fad 
上 痛 に 於 て は , 胃 内 細菌 相 と 血液 像 と 
骨 内 細菌 相 は 病 , 潰瘍 の 進 異 に は 影響 
朋 内 細 菌 相 は 胃 冶 韻 質 細胞 肖 潤 と 


ee Ee 


ME, AY RNA-—PEK~ 28 fil, 


BAL SMCCHS. HHO 5 SIS 


Ck ARHIVA Sa RABICILSOAT, 


で は 胃 内 細菌 相 は 量 的 並 に 質 的 に 


yE Ww 
FL gate 5 


H Rm 導 _ hoes 


AC20) | B(35) | ©0385) | AC20) | BC20) C20)" 


a Er 

1 I oo 
=] | 1 

0 e bing 


25 例 に 認め た 。 上 
re Do Ei ち HH EEK 


正常 或 は 過 酸 症 で は 26 以上 で ある 。 Wi 
し か し 同 酸 度 で も 骨 交 と 潰瘍 で は , 細菌 相 
が 強い 久 と 思わ れる 。 閣 型 と 酸度 の 且 係 - 


11, IV 型 19 で , SHAW ios 2/3 が 無 酸 症 と 
Ov IV 型 と , IV B 
殊 に 紡 鍵 状 菌 , ス ピロ ヘー タダ 
が より 開 係 大 で ある 。 KICHBAOR 
We EIS AA 
FLU, io 
と 一 致 し て , 

IV 型 以外 で 著 明 で ある 。 し か 


組織 學 的 細菌 検 人 


支 貞 で は 共に 表層 部 多 ち 壊死 層 より 粘膜 筋 板 層 迄 は 


より 深部 に 向い 潤 家 減少 , 深部 で は 乳 郊 と 同様 極め て 軽微 で あ 


冶 組 織 間 質 細胞 浸潤 は 細 南 相 と 


より 爽 の 結論 を 得 た 。 < 


ま 明 の 差 が ある 。 嫌気 性 菌 は 


晶 型 に 嗣 係 する る 事 大 で ある 。 
と は 開 作 が な い 。 


#2 


eHMZWe HSA AMIS AIC HS~ 


RAS V0 
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103. 肺 臓 の 悪性 胎 見 性 腫瘍 の 一 章 検 例 
野中 RB (生葉 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
An autopsy case of the malignant embryonic tumor of the lung. 
HIROSHI NONAKA. 


本 例 は 48 才 の 漁夫 で 昭和 19 EICHE LET LMHS. 既往 症 に は 本 病 と 特に 
開 係 の ある る の は な い 。 本 病 は 昭和 23 年 6 AR, 心 惨 元 進 , PPR, Rue CHE D 8 
AA REMC, Zion, ASH LRA EIRO MIATA 5 BOR 
aD 7e. MALSMBRE MICH Sv FORTE DL bE RAK 
Lr, HORM, ZUPFZORKoFER OHR O FIR RR ZIEL 9 月 3 日 呼吸 困 
難 の 下 に 死亡 し た 。 解剖 し て 見 る と 前 縦 隔 洞 に 大 人 手 徐 大 の 腫 韻 が あり 左 肺 上 葉 前 面 と 固く 癒 
着 し て いる 。 左 助 時 に は 繊維 素 の 極め て 多い 血性 液 が 約 1400c.c. 入っ て 居る 。 左 肺 の 制 面 を 
見 る と 腫瘍 は 主 に 上 葉 の 前 面 23, 下 葉 で は 前 面 1/3 を 占め 弾性 便 で 各所 に 答 々 黄色 を 呈す る 
BBD DMILORCES. COKSAMBO POMC S LRAT FICIAL EKER AO 
PETS VAAL) CHS. COMBLASER MECH CAMP BCU TED 
LARCH > AAN TEL S. DPIC 50c.c. が ある 。 AK 
IRSA LUCKAFBEK Lio CHS. BARRE AAA ICMALTHS. 肝臓 に 


AABKO AMS MAAS 3. ARIPITHEIPKICMIEICMAAL CWS, TOMAR 、 


CMG ROH ERROR ISDN, 條 奇 静 脈 及 び 右 肺 小 動 脈 に は 腫瘍 血栓 が 出來 
て 居る 。 その 他 の 獲 化 と し て は 左 肺 の 出血 性 硬 寒 , 會 腔 水腫 が 主 な る の で ある 。 組織 學 的 に 調 
べ る と と の 腫瘍 を 構成 する 細胞 は 小形 の 桜 質 の 多い 紡 鍵 形 の 細胞 と 淡 明 な 要 で 原形 質 の 比較 的 
多い 細胞 が あり 互 に 入 混 り 或 は 集団 を な し て いる 。 銭 銀 標 本 で は 明か に 格子 織 維 と これ 等 の 細 
胞 と は 密 に 絡 絡 し て いる 。 又 一 部 で は 原形 質 突 起 で 連繋 し た 上 度 様 細胞 の 集まり も 見 られ る 。 
その 外 に 偽 花 冠 洪 構 造 及び 腫瘍 細胞 の 石 大 化し て 行く 像 も る 見 られ た 。 腫瘍 組織 の 軟化 は 左 肺 で 
は 各所 近 見 られ た 光 巴 腺 及び 副腎 に は な い 。 次 に 左 肺 上 葉 の 坦 種 で ある が , FERNEN 
液 狂 性 の 組織 で あり , AK 1 層 又 は 2 層 の 局 牌 な 細胞 と より 履 わ し て いる 。 一 部 で は 内 腔 に 
迄 腫瘍 細胞 が 侵入 し て いる 。 と の 粘液 腫 性 の 組織 は Em to kin 血管 粘液 腹 性 の 部 
分 , 購 肪 細胞 の 多い 購 肪 粘液 本 性 の 部 分 も ある 。 と の 粘液 用 性 組織 の 中 に は 洪 世 球 撲 小形 細 
AOR, 脂肪 組織 , 局 相 上 皮 業 及び 回 形 石 胡 沈着 が 見 られ る 。 と の 組織 と 周 園 の 腫瘍 組織 と 
の 境 は 比較 的 明瞭 で ある 。 以上 より 本 例 は その 壁 に 外 朋 葉 及び 中 肝 葉 組織 を もつ MIX Hho 
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た , 組織 學 的 に は 肉腫 様 構造 を 示 し た 胎児 性 和 性 独 才 の 稀有 な 一 例 で 先 に 草野 氏 が 胎生 的 肺 騰 
用 場 と し て 報告 され た 一 例 ( 癌 : E38) LBRO BOTHS~ 


104. 慰 仁 晴 型 腫 の 一 例 中 谷 俊介 , 池田 栄三 て 衣 都 府 立 医 科大 学 病理 学 数 室 ) 
A case of malignant teratoma. SHUNSUKE NAKATANI, EIZO IKEDA. 


DIRECT Lc RG IEDs NR OUTER RICHES LA ER EIS > AI 
CBAL, その 間 試 験 的 に 手術 を 施行 し , 死後 割 概 を 行っ た の で その 結果 を 報告 すろ 。 

臨床 事項 : 患者 は 65 才 の 無職 の 女性 で 遺 人 的 則 係 に 特記 ナ る と と な く , 既往 定 と し て 中 
年 より 気管 支 喘息 の 贅 作 が 展 * あっ た 以外 に 著 思 は な か っ た 。 現 病 磨 と し て は 昭和 23 年 1 月 
頃 右側 の 背部 , 腹部 及び 腰部 に 激しい 限局 性 の 自然 痛 を 訴え 其 病 院 で 締 経 痛 と 診断 され 治療 を 
受け 約 2 週間 で 軽快 , 同年 4 ARAB ABRICM LIE B LEV 5 AD ATH ICI EO 
WS SP KOIG & BOAR LCAAMMREGS, 6 月初 より 食 思 不振 , TRAD dix 
右側 腹部 , HAROEMERZTZD, 右側 腹部 に 特異 な 腫 韻 を 認め 入院 , 入院 時 所 見 と し て は 
Bam, REZ, 顔面 蒼白 , 脈 捕 整 , 緊張 良好 , 心臓 濁 理 上 界 正常 , OIE, PK 
BB HCH ch, 右側 腹部 腸 肖 棋 の 上 部 に 小児 頭 大 の 境界 策 々 明 本 な る 弾力 性 の ある 
RA HeOe RACKS, WHS), 又 右 季 助 部 に 好 卵 大 の 同様 の 腫 癌 を 認め , 何れ も 移動 
性 少く , 右側 腹部 に 浸潤 様 硬度 の 抵抗 を 角 れ る 。 赤血球 は 350 HH, 白血球 8,000, 血色 素 90, 
血液 像 略 々 正常 , 赤 沈 1 時 間 50, 血 170/80, SefHowss C+), 潜血 反 應 て 二 ), 胃液 正 
常 , 尿 は 糖 和 蛋白 共 に 陰性 , ウツ = ビリ フー ゲン (〈( 十 ), 少量 の 白血球 を 認め , MAH: C+), レ 
線 検査 で 特記 事項 な レ , 有 有 側 腹部 腫瘍 と 診断 し 7 月 1 日 試験 的 開腹 術 施行 右 後 腹壁 膨 隆 し 腹腔 
臓器 が 左側 に 惑 排 され て いる ほか 臓器 に 異状 を 認め ず , 後 腹壁 の 腫 癌 は 厚 き 結 締 織 の 被膜 を 有 
し , 之 を 切開 すれ ば 白色 年 透明 の 用 様 物質 に て 充 さ れ 腫 癌 は 後 腹壁 廣 範 園 に なり 術 創 より 精査 
する と と は 困難 で あっ た 。 条 後 診断 は 脱 様 病 , 患者 は 経 週 良好 で 2 週間 後退 院 し た が 到 年 1 月 
下旬 より 症 洋 悪化 し 右 下 肢 商 痛 食 思 不 振 , WCE peice ALD Raz 2 月 22 日 死亡 す 。 
剤 検事 項 : BAM MADMALTERBT, 死後 強直 は 既に 消失 , 背部 に 軽度 の 死 
BED), AERBEHRELNARSBÄICHENR, DEHRHEBENGIE, ALAR FIEBIKO— NO REGIE 2 
SBONLTEOKTROMM ERST, MRSA CHR HOME) REM CE 
SMS > ARERR BUD RKOMGHES 0, HOUOMBCALOMICHIM, 動脈 
BUEIC X SUR, 大 動脈 に は 動 販 硬化 , 肺 臓 に は 気 腫 , EEN, MES IC x SHE 
Re, 腎臓 に は 糸 球 購 細 尿 管 腎 災 , CBHLRBARIC iL, 周 導 脂肪 沈着 , Nici BBR 
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ROVER REPL, SRC AEA RE, 大 膳 に は 散在 性 輸 光 出血 , 動脈 硬化 等 の 所 見 を 


認め 子宮 に は 異状 な し 。 
腫瘍 の 所 見 と し て は 上 部 は 第 9 助 号 の 高 さ 下部 は 腸 骨 橋 に て 前 後に 分 岐 LEHRER ROT 
毅 深 底 に 瓦 り 左 限界 は 傘 柱 に 至る 右 側 後 壁 の 大 部 分 を 占め 重量 1900gr, 容量 38cmx22cmx 


9.5cm の 腫瘍 で 表面 に 凹凸 あり 赤色 又は 白色 を 呈す る 部 分 混在 多 有 た なり, 便 度 は 中 心 に 語 汰 柔 
軟部 あり 雨 端 骨 様 硬 の 部 分 あり 複 難 な 様相 を 呈し , 割 面 の 中 心 部 は 腫瘍 の 約 1/4 RE 
状 で 約 300c.c. の 黄色 脱 様 液 を 含み , その 上 下 雨 端 に 凡 様 白色 部 , 赤褐色 部 を 認め る 。 腫瘍 各 
部 を 精査 し 代表 的 た る の に つき 組織 學 的 所 見 を 逃 べ る 。 突 様 白 色 の 部 分 は 草 純 冶 の 像 を な し 間 
質 結 締 組 織 間際 に 大 小 様々 え の 痛 巣 の 浸潤 あり 韻 業 は 選 染 色 性 , 多 型 性 の 張 い 上 度 性 細胞 より 成 
D LTS PAR RRR EO RA. RI FTEREHEZTR UT LEI RAR TR BRO 
(R % LILO MIS BBEITIA > CWS. ZEÄCK oTILIGROBMBG MER, 或 は 脂肪 組 
Kir ROSE ORAL LE ORE RE Be 

PPLOMAB TAM, A ARBRE, SSCA 2 EB LE Oo 
MEnRLTUZ. 

DEON ¢ MGS PG ROTO BRET AS PR, 脂肪 腫 , RE, ROBIE Cie 
HERDS kD MSI C45) = GFCHA, RL TONMERDOBHLIC LD 


AFD Witt ~ OWS DD, ZIRBLTELHELLTIOTDZ. 


S 
ON 
Ei 
or 





105. ABB BEI BEBER IC VL Ic KEANE 2 LAME EMO Fale Bi 
ABLE < 耳 葉 大 学 医学 部 病理 学 数 宝 ) 今井 守 , BRB 〈 同 第 二 内 科 数 室 ) 
An autopsy case of giant teratoblastoma of the right ovary and 
peritoneum. MITSUKANE OHTA, MAMORU IMAI, 
KYOSUKE TAKAHASHI. 

APL 15 才 の 少女 で 双 生 兄 で あり , ANERROHREECH CHIT NS & LORE. 
昭和 24 年 8 月 下旬 より 全身 違和感 が あっ た が , 9 月 4 日 茶 中 に より 腹部 に 腫 韻 の ある と と を 
義 見 され た 。 MAMA AKA (i) 9 月 18 ABE り は 腹部 の 彫 隆 も 目立つ よう に た り , 
20 日 頃 より 義 熱 を 見 た の で 22 日 本 挿 第 2 内 科 に 入院 し た 。25 ACKER 
る 腹水 を 得 た 。10 月 15 日 頃 よ り は 腹部 の 膨 隆 も 可 成り の 大 き さ と な り 腹 水 も 高度 と な っ た 。 
其 後 腹水 容 刺 を 度 え 試み 其 の 都度 1000-2000c.c. を 排除 し た 。 腫瘍 は 和 盆 え 大 と な り 庄 症 も 次 
Bich 10 月 12 日 終 に 提 籍 に 入っ た 。 


ss 
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割 概 す る と (剖検 番 146, 1949 年 ), 内 格 は 年 抽 に 比 し や や 大 きく , 薬 養 奏 え 全身 蒼白 の 
慣 購 で 腹部 は 高度 に 膨 隆 し , 皮下 滞 巴 腺 は 鯛 知 し な い 。 陰 毛 は 僅か に 績 生 を 見 , Megan 
CRELTWS. Milt. 腹腔 を 開く と 腔 内 に は 約 1000c.c. OF} Ars 
腹水 を 容れ る 。 大潮 膜 は 騰 部 上 方 に 推 き 上 げ られ 腹 壁 腹 遇 に 線維 素 線 維 性 の 癒着 を 示し , 小豆 
Kia b MAAC KR SPIRO HICK t 5 HIM EEO MUERERG & DUB 5. AIBIIRAA 
頭 の 二 倍 大 の 腫瘍 に た っ て いて 重量 2700 KS TARE k OIE AIC LCS. 表面 は 滑 
ECHO, 凹凸 不 邊 で , 孝 卵 大 より 手 徐 大 の 結 箇 困 々 と レ し 一 部 は 間 種 に た っ て いる 部 も る あ 
り , 一 部 は 充 買 性 で ある 。 割 面 は 極め て 複雑 で , 性 も る 大理石 様 光 絞 を 示し , 結 疫 内 に 出血 を 認 
め ら 和 れる 部 も る あり , 又 表 振 が 血液 で 浦 さ て れ て いる 部 も ある 。 HERE, 軟 及 び 波 動 を 示す 
る の 等 様々 で ある 。 腫瘍 の 一 部 に 短小 の 毛 奨 を 極め て 少 敷 認め 得る 。 又 小骨 盤 内 に も ゃ ダグ ラス 
Azad 小児 頭 大 の 睡 瘍 が 見 られ , 外観 内 容 共 右 卵 業 の ゃ の と 同様 で ある が , 直腸 こと 
に S 字 汰 部 並び に 子宮 と 線維 性 に 固く 癒着 し て ぃ る 。 其他 財 の 左右 雨 葉 の 境 で その 後 下面 に 鳩 
卵 大 の 腫瘍 結節 が あり , 且 骨 周 園 に る 抽 指 頭 大 か ら 郷 卵 大 に 及ぶ 次 白色 , ARE, 弾 竹 硬 の 
腫瘍 結節 が 散在 性 に 見 られ る 。 横隔膜 の 腹 只 面 に る 鳩 卵 大 か ら 粟 粒 大 の 大 白色 の 結節 が 多 敷 に 
SL OAUTH 8 MEE CH ACEEL TUNG. ARE, 弾 竹 硬 の も の が 大 部 で ある が 
ー 部 俗 粘 素 様 の 内 容 を 有する も る の も ある 。 ROMA BEECH DT MLD REA L 
て いる の が 見 られ る 。 小 賜 走 行 は 募 常 で ある 。 腸 間 諾 汐 巴 了 は 小指 頭 大 に 隆 劇 せる る の を 見 る 
が , 割 面 は 大 部 分 岩 様 一 部 出血 性 像 を 示し 特 弁 瘍 韓 移 の 像 を 見 な い 。 胸腔 内 に 駐 瘍 結節 は 全 
然 見 られ な い 。 心 , 肺 , 肝 , 腫 , 膝 及び 腎 等 の 臓器 に は 著 角 な く 又 此 等 の 臓器 に 腫瘍 の 韓 移せ 
る 所 見 は な い 。 左 卵巣 は 示 指 頭 大 で 局 牌 , 卵 狗 の 対 育 は 未 圭 で ある 。 放 瘍 の 組織 像 は 比較 的 分 
化 せ る 胎生 的 三 及 葉 より 成り , AMEE LT, 表 皮 に 類似 せる ii PLRARMC Eon TE 
胞 , ER, 皮脂 腺 , 汗腺 , 色素 細胞 , 歯 夏 の 原 基 , 紳 経 脱 組 織 利 経 線維 及び 多 敷 の 血管 等 が 見 
られ , と と に 紳 経 組織 は 作製 る 各 標 本 の 虜 々 丘 散 多 く 見 られ る 。 中 及 葉 と LCA, 骨 , 
脂肪 組織 , 結合 織 , HEB, 腎 統 侍 環 の 原 基 標 組織 及び 光 巴 販 組 織 等 が 見 られ る 。 内 用 葉 と し 
er FEMA RES EEK (無道 の 原 基 ) 腸管 粘膜 様 組織 等 が 見 られ る 。 耐 し て 作製 
せる 標本 の 何れ に も 細胞 の 異型 像 は 認め られ な い 。 特異 た の は 横 隔 遇 下面 に 懸垂 せる 腫瘍 及び 
腸管 の 苦 膜 面 に 見 られ る 多 敷 の 小結 節 で , 何れ る 視 経 腫 組織 より 成り 血管 に 富み 結合 織 線 維 に 
ょ り 圏 まれ て いる 。Helmke は 手術 に ょ っ て 硬 出 し た 一 例 の 時 形 芽 腫 の 標本 を 検討 し , AWE 
び 腹 膜 こ 多 敷 に 認め られ た 締 経 脱 組 織 の 小結 節 は 何れ も 時 形 芽 腫 より の 播種 で あり 原 腫瘍 より 
離れ た 斑 経 脱 組織 は 腹膜 面 に 附 着 し , その 生 育 條 件 は 孤 腔 内 に 於 て は 特に 良好 で ある た め 吐 盛 
な 生育 を 営む も の で ある と 云っ て いる 。 そ し て それ は 又 大 立 の 中 に も 盛 に 侵入 し て 行き 花環 凌 
に 排列 する 視 経 膨 組 織 の 結節 を 作る 所 見 を 見 て いる 。 紀 経 脱 組 織 の 播種 を Helmke は Glio- 
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matose こい う 語 で 表し て いる が 我々 の 例 も る Gliomatose と 云い 得る と 考え られ る 例 で ある 。 

DEES SL, HNÄCKELTEISHESURE IC BON SHE RL, 其 の 大 部 分 は 
TREE C 2) HORB ERENTO SH W—PlC Helmke Offa 
Gliomatose こと る 稽 す べき 所 見 を 得 た る も の で 我 國 廊 献上 に も 稀 な る 例 と 考え を られ る の で と と 


に 報告 する る の で ある 。 


106. 18 地 の 男 子 の 前 終 合 に 原 角 LM ED — BI 
谷内 泰 寛 , He Ye An autopsy case of cancer originated in the 
mediastinum of a man aged 18 years. 


YASUHIRO TANIUTI (Department of Pathology), TADASI MANABE 
(Department of Internal Medicine, Niigata Medical Ctollege). 


The reports of the cases of cancer, evidently orginated in the human mediast- 
inum and without any relation to teratoma are extremely rare. Only Nakazawa, 
as far as we have been able to find in the literature, has reported on a case of 
cancer originated in the heterotopic tracheal epithelium of the bifurcation region. 
Recently having experienced a case, which had been clinically diagnosed as pleural 
endothelioma but autopsy revealed to be a cancer, probably originated in the con- 
genital tissue malformation, we will report on this case. 

Clinical data: A man aged 18yrs. Little of note in his family and past history. 
Since April, 1949, the patient had complained of sensation of faintness, coughs, 
sternal pains radiating to the back, and fever with chilly sensation. On a med- 
ical examination, a shadow over the upper field of the left lung and exudation in 
the pleural cavity were detected. Early in June, a thumb-tip sized tumor appeared 
on the upper part of the sternum. On July, 9 the tentative diagnosis of exudative 
pleurisy and peripleural tuberculosis was given and he was admitted to our clinic. 
The status recorded at the admittance was: bad nutrition with pale, edematous 
and painful countenance. On the left margin of the sternal angle was found a 
thumb-tip sized non-reddened tumor, the upper portion of which being elastically 
soft and the lower portion firmly adherent to the sternum. All over the left lung 
there was remarkable dullness of percussion sound and weakness of vesicular breath- 
_ ing, where the chest roentgenogram revealed a diffuse, intensive shadow. The 

‘total leucocytes 12,000 cells per cmm., with a shift to the left (14%). The blood 
sedimentation rate 66.5mm, (mean value). The punctured liquor from the left 
pleural cavity was yellowish white and somewhat cloudy, the specific gravity of 
which being 1.012, the amount of protein 3.8% and Rivalta’s reaction positive. 
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The pressed sensation on the chest and the sternal pains radiating to the back 
increased gradually. The tuberculosis bacilli were negative in culture from the 
pleural punctate at three times. Since Aug. the said tumor became as large as 
a fist and another nodule of azuki size appeared near the attaching portion of the 
right 3rd rib to the sternum. On Aug. 5, malignant tumor cells were found in 
the specimen of both the tumor nodules and also in the pleural punctate. 
On Aug. 9, the roentgenogram revealed a few shadows of chestnut size over 
the lower field of the right lung. On Aug. 15, the patient died and the cadaver, 
with the diagnosis of pleural tumor (endothelioma?) was subjected to autopsy. 
Autopsy data: Macroscopic findings: 1) Main tumor; on the upper front 
chest wall, there exists a tumor measuring 10x9x3cm. and extending from the 
clavicule to the 3rd ribs. It proved to be a part of the intrathoratic tumor, 
protruding through the chest wall, which is located in the anterior mediastinum, 
having no relationship with trachea, bronchi and esophagus, etc. These organs 
are situated behind the tumor and somewhat compressed by it. Upward it ex- 
tends to 3cm. below the lower end of the thyroid cartilage and downward to the 
diaphragma, -covering the front surface of the heart. On the left, it protrudes 
remarkably into the left thoracic cavity, compressing the lung latero-posteriorly 
and in some parts invades the tissue. On the right, it swells slightly from the 
right margin of the sternum and in its lower end adheres to the lower lobe of the 
right lung. The tumor is totally encapsulated, with a gross nodular surface and 
soft consistency. On the section surface, it appears grayish-white and here and 
there are seen foci of necrosis, bleeding and suppuration. Neither cysts nor hairs 
are in sight. 2) Metastatic faci; a) in the both lungs are detected numerous 
metastatic foci of to thumb-tip size, with round sharp boundary. b) On the right 
parietal pleura, especially on its diaphragmatic surface, are disseminated a num- 
ber of fungous nodules of from soy-bean to thumb-tip size. On the left pleura, 
parietal as well as diaphragmatic, a number of disseminated nodules are found 
‘adhered. c) Lymph-nodes of mediastinal, bifurcation and pancreas-head regions 
are more or less swollen owing to tumor metastases. d) In the spleen is seen a 
walnut-sized tumor nodule without sharp boundary, protruding from the front 
surface. e) In the liver there are numberless tumgrous spots of grayish-white 
color on its surface. 3) As a note-worthy finding, there is an accessory thyroid 
gland of soy-bean size on the right upper margin of the sternum. Microscopic 
findings: 1) Main tumor: medullar cancer consisted a most from pleomorphic or 
spindel-shaped tumor cells, forming in some parts a distinct tubular or alveolar 
structure and showing a figure of papillomatous adenoma. The tumor tissue is 
often fallen into profuse necrosis, and in some parts foci of bleeding or suppura- 
tion are discernible. Especially the portion, corresponding to the thymus is care- 
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fully examined in many Section preparations. Although here exists highly atrophic 
thymus tissue, this tumor cannot be regarded as thymus cancer. 2) In some parts 
the metastatic foci consist from papillomatous cancer but in greater parts from 
solid medullar cancer. In the hilus lymph-nodes metastases are detected only in 
some of the bifurcation and paraesophageal regions. Summary: From the above- 
mentioned data, we assured that this tumor is a cancer. As for primary focus, 
tumors of the spleen, lymph-nodes and liver can be regarded as metastases, judg- 
ing from their macroscopic and microscopic findings. All the tumor nodules of 
the lung are spherical and can be regarded as metastases. On the other hand, 
metastases of the hilus lymph-nodes are only two or three in number and the 
main tumor has no relationship with any lymph-nodes. (Not a metastasis in the 
nodes !). So we cannot take this tumor as originated in the lung. Thus only the 
mediastinal tumor remains in consideration. Since the tumor és located in such 
a region and protrudes into the thoracic cavity, it seems that we might take 
pleural endothelioma in consideration, which, however, can be denied by its ex- 
tension and histologic figure. Thus again remains the mediastal tumor as our 
problem, but as stated above, this tumor clearly has no relationship with esophagus, 
trachea and thymus. Finally we should regard it as originated in some epithelial 
tissue malformation. Moreover, the fact that the patient is aged only 18 years 
and has a heterotopic thyroiud gland in the thoracic cavity, would probably sup- 
port this view. 


107. 家 更 腹腔 内 悪性 光世 管内 度 細胞 性 の 一 例 
FROB HH 正武 C 大 阪 赤十字 病院 研究 科 ) 
A case of malignant lyrphangicendothelioma in the abdomen of rabbit. 
SHIRO ASHIHARA, MASATAKE HAYASHI. 、 : 


FURR AI TT LC 70 RO EEA — PR IC AA SE AE Lc ER eT — 
例 を 経験 し た の で 報告 する 。 

割 検 的 一 側 腹腔 内 窟 腺 CHI KOMI OW Me)» 全景 が 心 肛 形 に て 表面 が 下 導 汰 に 思 上 
を 示し , 腎臓 は 腫瘍 地 と 一 つ に た っ て いて , 且つ 腫瘍 弄 の 上 端 に あり 年 園 形 と 膨 隆 し て 居る 。 
AMARALCHRTSH ot, 昧 臓 内 に も 腫 痩 の 増殖 ある も, 覧 の 皮質 及び 丹 質 の 一 部 は 残存 
L 鍛 質 部 の 腫瘍 は 外部 の 腫瘍 と 加 績 し て いる 。 

組織 的 に は 大 部 分 が 駿 韻 の 如く 管 腔 を 形成 し た 細胞 索 か ら 成 っ て を り , RFBOLKCHS 
の で , 緒 臓 原 誤 腫瘍 を 思わ せ た が , 精査 する と , 細胞 の 形 は 多種 多様 で , 他 の 部 で は 細胞 
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索 が 相 連 っ て 潤 様 構造 を 示し 互 に 細胞 索 の 突起 で 連 り , 所 所 管 腔 を 造る 傾向 を 示し , 腔 内 に 光 
HORMR WH CAN, 又 他方 腫瘍 細胞 は 雑然 と 増殖 し 編 鍵 形 妃 至 突起 を も っ た 細胞 と な り 相 
連 る 傾向 あり , その 部 で は 間 質 と 連 質 細胞 と の 調 係 が 密 で あっ て 肉腫 様 に 見 える 。 又 他方 多 敷 
ORE FORBES), その 内 皮 が 腫瘍 細胞 化す る と と ろ も 見 える 。 嗜 銀 織 維 染色 に 於 て も, 
腺 痛 様 構造 の と と ろ は 買 質 内 に 見 られ る が , 肉 幅 様 構造 の と と ろ は 客 質 内 細胞 間 に 細 い 織 維 が 
多量 に 細 織 を な し て 入っ て 居る 。 従っ て 本 例 は 一 見 六 腫 構造 を 示し た 坦 性 汐 包 管内 皮 細 胞 腫 と 
考え られ る 。 





108. 盆 類 星 瘍 と 人 類 腫 場 の 比較 研究 特に 色素 細胞 性 腫瘍 に 就 て 
高橋 敬三 

Comparative study of fish and human tumors. KEIZO TAKAHASHI. 
AVE AMIS 155 Pile RT. 1. LEMS 10 例 ( 良 性 4, AH 6), 2. RR RRRPEM 18 
例 (良性 6, PR 12), 3. TN 2 Pl, 4. PIE 1 例 , 5. 色素 細胞 性 腫 場 5 例 (黒色 腫 3, 
新 色素 腫瘍 “Gauanophoroma,"” “Allophoroma,” 4 1 例 ), 6. 混合 腫瘍 3 Pl, 7. RTH 
fil, 8. 骨 腫 114 例 。 

Ell SNE Be < 7a EA AS ZS 

魚類 と 人 類 と は 外 製 及び 生活 環境 の 隔絶 せる に 係ら ず , LRT OM RMB ILE L < 
近似 す , 但し 魚類 の 色素 細胞 中 メラ ノ ホ ー レ ン 以 外 は 人 類 に て は 之 を 机 く が 如 し 。 従 っ て 十 者 
用 場 に 必然 的 異同 あり , FEN EIER, FREI CHM S 例 , PAIS Bil, Me 
腫 3 fl, FMS Pl, MICA CHIE 102 Pl, MAMA 1 例 , 鮭 類 の 肉腫 3 例 , 方 頭 魚 の 4 例 等 
な り 。 魚 , 錠 に 於 て 断然 多 敷 に し て 素因 的 肥 係 を 思わ し め 鋼 の 崩 腫 は 局所 的 素因 の 外 に 骨折 と 
OC) AIRE RES FORD. 5 例 に 於 て 著 明 な る 韓 移 形 成 を 認 む , 24 例 に 於 て 高度 の 
BIRR EB. KIRA HOMO LKMO—N & US ICH LCS る の な り 。 ROH 
AFL EABAEC REF, 此 腫 瘍 を 移植 せる も 成績 陰 た な りき 。 魚 の 胎生 遺 残 組織 なる 頭 
PEK D BEL SHIM 3 例 及 び 生 殖 器 附属 腺 た る 指 鈴 腺 を 母 組織 と せる 互 大 た る 瞳 病 の 1 例 等 は 
策 々 魚類 腫瘍 の 特性 を 示す も る の な り 。 其他 3 MOREMRORRO LRM, HiME, 肉腫 , 繊維 
NE, 脂肪 腫 , 血管 腫 , Te, 骨 腫 , 軟骨 腫 , 混合 腫 等 の 質 駿 腫瘍 例 を 研 討 す 。 要 する に 騨 瘍 
は 其 分 類 學 的 又 肉 限 的 及び 組織 學 的 其他 の 踏 に 於 て 人 類 腫 瘍 と 大 同 小 異 な り 。 唯 色素 細胞 性 腫 
場 に 於 て は 黒色 腫 以外 は 大 い に 其 所 見 を 異 に す 。 

魚類 に は 生理 的 に 其 細 胞 内 に 特殊 の 色素 を 含有 し 特殊 機能 を 融 押 す , 4 種 の 色素 細胞 あり , 
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Mellanophoren, Guanophoren, Allophoren, Xanthophoren, 印 ち 之 れ な り (以後 頭字 
M. G. A. X. を 用 う )。 M OAC AMBRE RD, G は 細胞 内 に プリ ズム の 作用 
を な す 短 針 状 の グ ァ ニン 結 唱 を 充 滴 し 銀 白色 の 光 交 を 放ち X, A の 色調 に 反映 し て 懲 光 鱗 光 
を 放ち 局 光 装置 題 微 鏡 に て 強く 光 を 重 屈折 す 。A は 其 細 胞 内 に 尿酸 類 を 成分 と し 主として 黄 

& AS ZURECHT CREE T AUIXFIER REF RAFT, ZUG Lo 
と す 。 又 な る も の は 其 細 胞 内 に 赤色 , 赤 黄 色 妃 至 赤 黄 補 色 の 色素 を 含有 し 組織 の 化 學 的 性 状 は 
不詳 の 貼 あ る も 主として リポ クロ ー ム スム を 含む も る の と , コレ ステ リン エス テル を 含有 し 局 光 鍼 検 
鏡 に て 十字 形 に 重 屈折 を 示す も る の あり 。 以 上 4 細胞 は 色 逐 を 構成 し 其 消長 は 魚類 の 宰 色 胡 換 現 
象 と 大 闘 係 あり 、 以 上 G, A, X の 色素 は 鐘 物 性 酸類 , アル カリ 液 類 及 び 其 他 の 特殊 の 薬液 に 
て 容易 に 溶解 す 。 殊 に A 及び 双 は すべ て の 脂肪 溶解 液 に 容易 に 溶解 ナ す (但し A, と ええ は 其 
溶解 に 多少 の 差異 あり )。 此 事 餅 は 隆 瘍 組織 の 固定 , 便 化 保存 標本 作製 及び 染色 等 に 於 て 特に 
注意 を 肝要 と す , と れ が 人 久 切 類 の 天然 色 保存 法 の 未完 成 の 所 以 も 赤 と と に 起因 す 。 

余 は アイ ナメ の 腰部 償 面 友 磨 の G より 績 生 せる 特殊 の 新 色素 腫瘍 を 質 験 す 。 MIAME 
る 外観 及び 其 切断 面 は 銀 白 色 を 時 し 強く 光 を 反射 す 。 鯛 る れ ば 特殊 の 鯛 感 あ り , 切片 標本 に て 
は 白色 を 呈し 不透明 な り 。 組織 的 に は 腫瘍 細胞 内 に は 本 腫瘍 の 特徴 た る 短針 状 の グ ァ ニン 結晶 
充 漬 し 鋼 人 に 桜 を 認 む る 事 困難 な り 。HE., HEV. 氏 法 染色 法 に て 銀 白 色 妃 至 銀 白 帯 黄金 色 の 光 
PRE A LESER He ER Oi MT. BR TRUE 
織 は 透明 と な り 細 胞 及 び 桜 は 明確 所 認識 し 得 。 組織 的 に は 肉腫 の 像 を 早 す , Miet M 
及び A の 撤 立 的 或 は 群 在 性 に 所 々 に 存在 する を 認 む 。 

余 は きみ よ の 角 幹 度 下 に 於 て A より 毅 生 せる 新 色素 腫瘍 を 得 た り 。 鐵 卵 大 に 論 起 し 割 面 は 
所 々 に 終 色 妃 至 線 黄 福 色 の 色調 を 早 す る 所 あり , 此 部 分 の 腫瘍 細胞 に は 終 功 色 の 滴 汰 の 色素 頼 
粒 充 浦 し 此 色 素 は 選 光 鏡 概 針 に て 全く 光 を 吸 履 す 。 其他 腫瘍 細胞 に は 色素 を 含有 する も の さ 含 
有 せ ざる も の と の 相知 ある も 此 雨 者 を 屋 別 し 得 才 一 般 に 肉腫 の 父 を 呈す 。 余 は 前 者 に “Guan- 
ophoroma,” 後者 に “Allophoroma,” な る 腫瘍 名 を 冠 せ り 。 | 

ARIZ er - ASHAMED, ACRE AT ZERO LH 
DARE LARA Is. S % BAP ICIRG HL | RC TAT. PRS IC LA BEIEZE PIC TEE 
る も る 容易 に 宰 色 せ ず 。 今 角井 氏 に 依る 江 出 , BEBREROME EMT SRAM EAD 
似 た る 所 ある る 宰 色 度 は 全く 異 れ り 。 多 ち クロ ロー ム 色 素 と 魚 度 の A 及 駐 の 色素 と は 似 て 非 
な る も の な り 。 

結論 魚類 腫瘍 の 知見 より すれ ば 人 類 ク pp 一 ム は 色素 腫瘍 に 非 ざ る の みな ら ず 候 正 独 瘍 と 
認 む る に 由 無 し 。 

有 す る に 魚類 腫瘍 の 本 熊 は 分 類 學 的 肉眼 的 及び 組織 移 的 所 見 に 於 て 人 類 腫 瘍 と 大 同 小 異 な る 
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る, 唯 色素 細胞 性 腫瘍 は 時 色 腫 以外 は 大 に 其 所 見 を 異 に す 。 

魚類 は M, G, A, 叉 の 4 種 の 色素 細胞 性 腫瘍 の 外 に 中 等 半 多 の 混合 型 腫 瘍 の 存在 可能 に し て 
水色 腫 に 限定 せる 人 類 腫瘍 に 比 し 多種 多様 多彩 の 腫瘍 出現 す 。 余 の 所 詩 “Güanophoroma,” 
肥 “Allophoroma” は 之 れ を 立 誠 す 。 基 れ 雨 者 の 種族 帝 生 星 上 の 組織 構 進 に 鍛 け る 根本 的 差 
異 に 起因 す 。 





103. Dystropnia adiposogenitalis を 伴 つ た Craniopharyn- 


gloma の 剖検 例 wur A 正 

(国立 東京 刈 二 病院 外科 , 病理 科 , 東大 病理 学 数 室 ) 
Autopsy report of craniopharyngioma accompanied with dystrophia 
adiposogenitalis. YOSHITANE WATABE, TADASHI TAKEUCHI. 


Babinski-Frohlich (1900-1) が 脳 下垂 租 腫 瘍 に 伴う 性 器 帝 育 障害 を 報告 し て 本 疾患 の 義生 

機 韓 に 新知 見 を 奥 ぇ , 其 後 Erdheim (1904) が III 騰 宣 壁 に 限局 し た 隆 瘍 に よる 性 器 縮 性 
HPI (以下 Dys. adip.) を 記載 し て 以 挫 人 日 所 BRRORERECHL TIEFER 
並び に その 王 及 間 騰 の 部 位 的 差異 , 相互 間 の 関連 性 を めぐ り , KO DS EN U CH 
た 。 又 該 部 の 腫瘍 が 腫瘍 分 類 上 如何 に 扱 は る べき か , その 融 生 母 地 に 就 い て も 多く が 論 ぜ られ 
て いる 。 

此 等 の 問題 と 圭 す る 一 斉 料 と し て 自 験 例 を 次 の 3 軒 に 注目 し て 簡 押 に 記載 する 。 1) Alk 
ICR SBOP DOPEATIH. 2) TAO ALR BEN IITT FL 3) 主として 内 分 泌 臓器 
所 見 。 

臨床 事項 。 17 才 , 女 , BENS 年 。 死亡 前 4 ヶ月 か ら 念 激 に 頭痛 を 訴え , 同時 に 左右 相 前 後 し て 覗 力 

極度 に 減退 C0.06)。 入院 時 体 騙 小 , 皮下 脂肪 豊 宮 , 両 須 宮 陰部 無 毛 定 。 局 一 経 以外 に 異常 な く 脳 守 撮 

影 に より , 1II 脳 室 拡 大 , トル ュ 鞍 附近 の 石 大 沈着 を みる 。 血糖 不詳 , 血 像 は 70 % Sahli, 3427, 

白血球 7800, Mono 18 %, HAHESERITIE 420, Nonne, Pandy (一), 細胞 9/3, 左前 頭 切開 で 腫瘍 

摘出 を 計 つ た が 不 成 功 。 術 後 数 時 間 で 死亡 。 

病理 事項 。(P. Mo. 19 St.) 1) AGEEMICIR A L7cHHER ACH ERR, — a ic ME 
CRathke 氏 王 ) ZI HE CPLR ICH LG LCS. BMA RC, A 
We, PRS Aik RE OR IRE ~ HE ORIARO LOLANTWHS, Aa. comm. 
ant. と の 癒着 な く , 汐 巴 腺 共 他 を の 韓 移 も な い 。 I PRR ICM ha LU CHET 3 
が 腫瘍 と の 直接 の 連なり は な い 。 と の 穏 に 左側 の Gyr. subcallosum, Area adolfactoria が 
評 迫 され て いる 。 腫瘍 は 前 方 は Lamina terminalis cinerae 及 chiasma, 上 方 は Commi- 
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Sura rostralis に 及ぶ が Foramen interventr. (Monroi) を 閉ざさ な い 。 後方 は Hypoth- 
alamus 域 に 及ぶ が Corpus mamillare に は 達し て いたい 。 下 方 は 漏斗 状 部 及 Tuber cine- 
reum を その 中 に 取り 入れ 胸 底 部 区 突 出し て いる 。 腫瘍 は 前 生 で は 主 に II BSH ERICH 
し て , 有 壁 を 張 く 歴 飼 し て いる が 中 部 か ら 右 壁 えも 侵入 し 後生 で は TTT MSE FAB Mb © fa 
む 如 く 位置 し , 右脳 千 上 度 下 に 軟化 業 あ り 。 組織 學 的 に は 脳 宮 質 と の 境界 は 不明 上 肛 で 少く も 
Azan Oise. Azan で 騰 操 質 よ り 濃 赤 染 する 間 質 の 中 に 1) 彫 柱 細胞 を 基底 に 持 
SASL PER CHMEN7CRIEASS 0, 壊死 物 及 血液 を 容れ て いる 。 2) RPM sess 
業 状 を な す 部 分 。 3)syncytial な 互 細 胞 を 伴う cholesteatom 様 構造 あり , これ に 更に 
(a) EPROME Cb) 板 凌 第 裂 状 の 部 分 と を 陳 別 し , Ca) に は , 中 心 部 より する 種々 な る 
REO AREAS AILS, Ch) で は 掲 色 ネ 素 含有 細胞 が 叶 集 し て いる 。 此 等 の 所 見 は Cranio- 
pharyngioma (Cushing, Bailey), miscellaneous tumor (Ewing) 力 至 は Hypophyseng- 
angstumor (Erdheim) と 呼ば れる も る の で あり , Duffy の 分 類 に より 最も よく 包括 され る 。 

2) KT, 及 内 臓 周 園 の 脂肪 著 増 。( 策 々 白色 , 粘性 の 少 い 脂 肪 ), 雨 肝 高 及 陰部 の 無 毛 症 。 
3) Asa SL. HS PHEW, 350mg, 被膜 厚く , 球形 。 前 葉 中 部 に 血 量 多く , Kaas 
基 性 細胞 で , 少量 の 主 細胞 (7- 細 胞 -Romeis ) を みる 外 Eosin 細胞 は 全く な い 。 部 分 的 に 小 
線維 化 あ り , と と は 主 細胞 の みよ り 成 る 。 多 ち 肥大 期 を 過ぎ て , Hk ko Kraus DK 
縮 期 の 像 と 考え られ る 。 PHI Azan 淡 青 の コ ェ イド を 容れ る 小渡 胞 あ り , その 附近 に 上 皮 
柱 排列 を と る 端子 潜 細 胞 群 が 内 腔 を 園 み 血液 を 容れ る 。( 手 術 の 航 か ?), 後 葉 は 幅 が 狭い の み 
で 線維 化 も グリ ヤ 増 殖 $ る ない 。 甲状腺 13gr. Zn. 淡 褐色 , 均等 の 小 濾胞 , Azan jr 
染 , どく 少量 の Sudam III 欄 微 滴 皮 中 に あり , 間 質 の 油 巴 装置 は 見 営 ら な い 。 血管 正常 。 
副腎 。 雨 側 合 せ て Sgr. RicHM (esc, Zona reticularis ZU < BHKItPu, KAA 
Sudan II 次 赤 染 小 球 豊富 で ある が , 中 i に Nilblau HED LO も ある 。 MIR Wer. Lew 
的 胎生 見 型 の Hassal 氏 小 磐 $ も み ら れ る 。 EMERR. MA primordiale Eier KL, 黄 
Mr, 又 そ の 残 遺 た 考え を られ る Tea 細胞 園 も み ら れ る 。 KR 何故 か 自家 融解 甚 綴 く 所 
見 を と り 得 な い 。 松 菓 腺 Kind. FUR 雨 側 共 小 。 分 泌 腺 小型 且 乏 し 。 子宮 portio か ら 
底 ま で 3cm, 底 の 幅 1.3cm。 HOWE, 

4) 其他 の 臓器 所 見 。 心 臓 120gr. HMA PHS. 肝臓 520gr. 黄 掲 色 表 面 滑 。 gefa8pol 
に 局 在 する Sudan III PARC, 必ず し も Nilblau KRG CHEW b ODAC D DV, 
細 葉 未 栓 部 に 於 て 生々 大 滴 。 TCORMEROMRL-HLiv. 星 細 胞 の 脂肪 化 な く , 軽度 
Disse 腔 振 大 。 

Piko # 60gr., Mk logr., HHA CHA» RAMS. Mi 1360gr. グリ ヤ の 増殖 は 
閉 明 で な い が 左 側 Nucl. dentatus jhRtamur. KH MPEIR «3. (Jacob) 
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要する に 本 例 は (Craniopharygiom) が 1) III 騰 室 壁 を 破壊 し , 2) 漏斗 状 部 か ら 琶 を 
切断 し , 3) 耐 も 胸 下垂 帆 は 腫瘍 直接 の 侵 組 は うけ て いな い に せ よ Kraus の 意味 で の 姜 縮 , 
低 機 能 の 途上 に ある 。 等 の 條 件 下 に 起 っ た Dys. adip. と , Simmond 氏 病 に み ら れ る 
Splanchnomicrie (A t##iE) と が 伴 績 し て いる 。 HEIDRRORE : BEER TO 
附近 に 求め る と すれ ば , Bsrblinger. 木下 , の 如く 間 入 及 膳 下垂 幅 を 一 系 統 と し て 扱う の を 
BEETS De 


110. BAR by ev ARE & AAD IP Te ae OP] 
木 村 Bo ( 汐 本 医科 大 学 病理 学 数 室 

A case of craniopharyngioma illustrating elinically Simmonds 
cachexia. ISAMU KIMURA. 


TEEN O BRR SBA EEE RS ¢ FLOM SASA PIA RRA TREE OF 1S HR LS 
HEBER CRILICBA CWS. 

臨床 経過 : 41 歳男 , 死亡 前 2 年 頃 よ り 頭痛 , MH, SR, A282) ASHICME, 

肪 過多 症 が 現 は れ た を た 。 又 同時 に 精 締 活動 $ 鈍 く な っ た 。 そ れ よ り 以 後生 年 間 程 の 間 に 全身 久 
痩 が 次 第 に 著 明 と な り , BSR, 口 喝 が 依然 と し て 持 績 し 間もなく 嗜 眠 柱 と な り 時 * 激 し い 哨 吐 
を する 様 に な っ た 。 以 上 の 症状 で 入院 し た が 営 時 雨 側 性 耳 側 性 合 衣 が 設 明 せら れ , 顔面 筋肉 の 
ESF D , FAME NS TE. PRUE FLEA Ko 騰 脊 租 液 は 細胞 敷 や や 増加 し Nonnet+) 
Pandy+) 黄色 調 あ り 。XX 線 害 軸 で は トル = ュ 締 が 軽く 前 後に 拓 張 し て いる 様 で ある 。 以上 の 所 
見 か ら 覗 丘 下 部 腫瘍 と 診断 せら れ 騰 下垂 内 後 菜 ホ ネル モン の 注射 並び に 和牛 肛 下 垂 骨 の 大 駆 部 筋肉 
内 移植 を 行っ た 庶 諸 症状 は 目 に 見 えて 甘 快 し た が 1 週間 後に は 再び 前 の 状態 に 戻っ た の で 再度 
和牛 下垂 骨 の 全 葉 を 移植 し た 虚 一 時 的 に 再び 軽快 。 其 後 症状 は 一 進一 衣 を 績 けた が 肺炎 を 起 し て 
PEt 7c, AH 2 ヶ年 , Wasserman 反 鷹 際 性 。 

EURO LCA BEGG. 1948) : 説 下 骨 下部 前 作 部 より 義生 し た 踊 井 で 大 き さ は 大 息 4X2X2 
糧 で 前 後に 長く Infundibulum の 方 向 に 向っ て 突出し, 和 突出 部 は 線維 性 の 可 成 厚い 被膜 に 蔽 
は れ て いる 。 と の 被膜 は 既存 の 賜 昧 膜 が 肥厚 し た る の で あり , Infundibulum, Lamina ter- 
minalis cinerea は 腫瘍 の 般 前 方 に 臣 迫 せら れ 肥 厚 し て 一 つの 要 状 の 形成 物 と な り , chiasma 
optici は 其 外 側 に 局 邊 化し て 密着 し て いる 。 Corpus mammillare, Tuber cinereum は 何 
れる 腫瘍 の 久 破 填 せ られ , 又 腫 場 と 騰 質 質 と は 割 に 鋭利 に 境 せ られ 雨 側 の レン ズ 概 は 多少 征 ら 
腫瘍 に 依る 礎 迫 を 受け て 閥 形 , 凌 縮 を 起 し て いる 。 bX ARMBSMBLA dich AL, HK 
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部 の 大 肛 膜 は 著しく 肥厚 する 。 騰 下垂 骨 は 鞍部 と 固く 疹 着 し て 居る 。 騰 下垂 骨 は や や 肥大 。 柄 
部 に は 不明 肛 で ある 。 

腫瘍 は 全 骨 と し て 軟 く , ERPERBTEL, 一 見 粘液 腫 様 の 外観 を 呈し , 切断 面 を 見 る と 
一 部 分 に 小 衰 腫 を 可 成澤 山形 成 し て いる 。 石 次 の 沈着 は 起 っ て お ら ぬ が , 慮 メア テ ョ ーッ 形成 
を 示す 。 組 織 學 的 に は 腫瘍 の 表面 に 近い 部 位 に 於 て は 乳 叶 腫 様 の 上 皮 に 蔵 は れ , 一 寸 と 見 る と 
Papilloma chorioideum の 様 な 感 を 奥 え る が , よく 見 る と 本 上 皮 腫 の 上 皮 は 2 乃至 3 層 よ り 
な る 重層 局 相 上 皮 で , 細胞 桜 は 色 質 に 乏しく , 又 桜 分 割 像 も 稀 。 乳 踏 の 中 心 部 を 形成 する 基質 
は 水腫 様 , 粘液 腫 様 の 組織 か ら 成 り , 又 一 部 の る の は 全く 友 子 質 化 を 示す 。 基質 内 を 走る 血管 の 
周 園 に は 白血球 の 浸潤 を 見 , 之 等 の 細胞 は 上 皮 を 通過 し て 下方 に 海 出 し つつ ある 。 AHLER 
と を 境 す る 基底 膜 は ご く 非 薄 で は ある が 明 上 典 に 存在 し 本 腫瘍 が 良性 上 皮 腫 で ある 事 を 示し て い 
る 。 上 度 細胞 層 を 形成 する 細 層 は 有 東 細胞 が 大 部 分 を 占め て いる が , MICK), 基底 細胞 の み 
か ら 成 っ て いる 箇 虜 も る 見 られ る 。 各 乳 味 は 相互 に 密集 し, FAB FLL ICIS RUE Lek 
皮 細 胞 が 融合 し て , アテ ョ ーッ 様 物質 を 形成 し つつ ある が , 完全 な 角 化 は 起 っ て いな い 。 腫瘍 
基部 即 大 肛 組 織 に 接し た 部 位 で は 基質 内 に 大 小 種々 の 小 王 腫 が 形成 せら れ 中 に 液 醒 の 沙 汐 が 見 
BAILS IC EIA MICA TWD 又 捧 鐵 細胞 の 小郡 が あ ち と ち 基 質 内 に 散在 し て ぃ 
So 腫瘍 に 接し た 大 騰 組 織 に は 脂肪 頼 粒 組 胞 が 出現 し 脳 組織 衣 壊 の あっ た 事 を 示し , HE 
の 充血 を 見 る 。 騰 下垂 骨 前 葉 に は 組織 學 的 に 病 見 せら れ た 堅 基 性 細胞 よ りな る 腺腫 が 生じ て い 
る 。 松 果 腺 に は 石 次 の 沈着 中 等 度 。 騰 以外 の 腺 器 所 見 と し て は 画 側 副腎 に は 可 成 著 明 な た 共 縮 が 
RPA ICRo TW Se MCSA ERM AORE LOD, 左 肺 下部 に は 大 き な 出 血性 便 宗 一 ケ 
EU TuS, WAAR, 胸骨 共に 用 様 基 縮 を 示し , HERITAGE EWR 
が 到 る 應 認め られ た 。 和 何 大 朋 筋 肉 内 に 移植 せら れ た 和牛 臓 下垂 幅 を 調べ て 見 る に , 周 園 筋 , 結 締 
Rid 558 DAE Ze AAS PHARMA ICRC L, 移植 が 成功 し た 事 を 物語 っ て いる 。 





lll. 副 功 ク ロー ム 親 和 細 胞 腫 を 件 つた レツ リン グ ハ ウ ゼ ン 氏 


WO 8 BW. eh ER Kun C 械 洗 医 科大 学 病理 学 数 室 ) 
A case of Recklinghausen’s disease accompanying chromaffin cell 
tumor of the adrenal. HIROSHI KISHI, SHIGENORI HAYASHI, 
NORIO OTAKI. 


46 MOR, MH dH cK. BESICH ZA EETB NR. 雨 系 の 宜 父 母 及 父母 は い 
ずれ も 死亡 し 死因 は 不詳 。 同 胞 3 名 あり , うち 姉 1 名 は 本 病 類 似 の も の が ある 由 。 子女 は 4 名 
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あり , いずれ も 異常 は た い 。 24 蔵 に て 長子 分 庄 後 より 全身 に 柔軟 た 大 小 の 腫 癖 が ある の に 気 
付い た と いう 。 と れ ら の 腫 交 の 敷 が 増加 ナ る の みな の で , 其 の 後 放 置 し て いた が , 48 年 12 
月 どろ ょ り 左 鎖骨 下 に いま まで の 腫瘍 と 異な る 腫 韻 が 殴 生 し , 49 年 3 月 どろ か ら 全 身 傘 怠 。 
件 痩 呼吸 促 飼 が ある の で は ぢ め て 違 師 の 診察 を 受け , た だ ち に 入院 する も 全身 汰 態 増 宮 し 入 
院 後 6 日 に し て 死亡 し た 。 

入院 時 の 所 見 の な か か ら 主 要 な も る の を 記す る , BIRR, EHEBUNGES, 高度 の 難 鞭 , wy 
WIN Le LASS YD, 皮膚 は 全 贈 に うす 黒く , 頭 部 , 功 幹 。 四 有 に わた り 栗 粒 大 か ら 全 米粒 大 の 
光 閉 状 の 腫 癌 を 無 敷 に 認め られ た が , BH, 足 中 に は みとめ られ な か っ た 。 上記 の も る の と 性 状 
の 異なる 基 砥 の 廣 い 比較 的 可動 の 柔軟 な 年 球状 の 腫 交 が 左 第 1 助 衣 の 上 に みとめ られ , か び 同 
ORBEA LC We, MBE PSC WL, HBR IT FRE ATE RLU 
突起 下 13 PIC ML, WILMA Linvy, ZTERFESHENT, WERSATAEL, 病 的 反射 は 
みとめ な い 。 COMMAOBRORR, 尿 め ウェ ビ リ フー ゲン ( 財 ), VREVYC+), 血液 で は 
赤血球 165 BE, 血色 素 34 %, 血色 素 係 敷 1.0, 白血球 敷 13.400 CHEER 53 %, HURRY 
血球 12 %, 分 葉 概 白 血球 30 %, 画 桜 球 4 %, エ オ ジン 嗜好 白血球 1 2), 血清 高田 氏 反 鷹 
AH» BOHRER 38, FEHR RA C+), 血液 比重 1.030, 血 頑 比重 1.020, 蛋白 5.12gr/dl, 
へ モグ = ビン 33 gr/dl, ヘマ トリ ッ ト 10, mish, 1.48, アル プ ミ ン , グロ ブリ ン 比 
53/47, で 弟 度 の 貧血 が あっ た 。 

測 枚 に よっ て た し か め た も の の な か か ら 主 要 な 所 見 を 記す と , 外 方 か ら 和 観察 され た 皮膚 の 腫 
癌 の 組織 像 は , 錯 絵 し た 繊維 束 か ら な り , 一 部 に 硝子 化し て 細胞 すく な く 桜 は 柚 配 列 を 示し 
まっ た く 定 型 的 な 視 経 織 維 種 あ っ た 。 い っ ぽう 内 方 に つぎ の ょ うな 腫瘍 を 見 出し た 。 

左 副腎 の 中 間 部 笑 質 に 柔軟 を な クルミ 大 の 腫 韻 が あり , HMBC, BROKANEL 
た なり, 周 園 の 組織 と は 明瞭 に 司 分 され て いた 。 組織 學 的 に は クロ ー ム 親和 細胞 腫 で あっ て , 細 
胞 は 球形 で 不 規則 な ゼット 様 の 揃 列 を し て いる 。 

肝臓 は 高度 に 腫 有 世 し その 重量 2800 KT, 諸 虚 に 克 白 黄色 の 結節 が 散在 し , その 大 いさ は ク 
ルミ 大 か ら 肝 卵 大 で その 割 面 は 克 白 黄色 の 均等 な 物質 で 充 消 し て いる 。 

その 組織 像 は まっ た く 副 臣 と 同じ で ある 。 腹腔 内 汐 巴 腺 も 多数 腫 肛 し て いる が , WIN Bal 
幼 の ク ェ ー ス 箱 和 細 胞 腫 の 韓 移 像 を 示し て いる 。 外 方 よ り 見 られ た 左 第 1 助 骨 上 に 見 られ た 皮 
描 腫 癌 も る 韓 移 に よる も る の で あっ た 。 小 膳 に は ほぼ 中 角形 の や や 隆起 し た ソラ 豆 大 の 白 色 の や 
PTW LACM D D, 錯 総 する 硝子 化し た 繊維 が あっ て , TOMI SNe 
細胞 が ある 。 
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12. FEINEN: FE- Oo Hp 


HERZB BH-B 新潟 大 学 医学 部 病理 学 数 室 ) 
An autopsy case of spinal ependymoma. TOKUJIRO TAMIYA, 
ICHIRO MOMOI. : 


症例 : 64 ROLE, 16 一 17 年 前 胸 背 部 の 絞 搾 痛 を 以 て 績 病 , 5 — 6 FERIEN 
不全 症 と し て 帆 療 を 受け , 其 後 下肢 の 運動 障 旭 , MBL FORMBRED 0 FRHOBBO Fic 
治療 され 或 は フイ ロー ゼ と し て 虚 置 され る な ど 適 確 な 診断 を 下さ れ ぬ まま 選 症 療法 を 侯 つ の 外 
く 過 し て きた 。 昨 年 始め 項 か ら は 全く 起立 不能 と な っ た が 吐い 狂 る と と は 出來 た 。 同 年 末 超 

床 の 際 腰部 に 劇 痛 を 米 し , MBSA ERIC ko CH HEMUIGIC k SPPHOMIBIC LSRORSAL 
逮 は れ た が 4, 5 日 し て 腰痛 も 去り 祭 椎 に は 異常 を 認め な か っ た と 云う 。 此 頃 か ら 下 肢 は 全く 
動か まず 加 えて 牽引 痛 甚 だ な しく ため に 晒 眠 も る と れ ぬ 程 に な っ た 。 更 に 騰 肝 直腸 障 如 が 加 は り , A 
杉 異 常 は 乳 了 以 下 下 人 生身 に 及び 雨 下肢 は 痛 引 が 全く な く な っ た 。 本 年 2 ARRAY ROM MD 
り , 4 月 頃 か ら は 40°C DBAS り 禅 病 感染 及 腎 逢 疾 と し て 治療 され 一 時 下 熱し た が 5 月 か ら 
は 37*ー40*C DIR ODE, SEBMRDEICS5N 23 日 死亡 し た も ゃ の で ある 。 
ROHR, IMHO SS 4 2-5 8 8 に 及ぶ 小指 大 胡 白 色 務 軟 の 腫瘍 が 脊髄 の 中 央 大 部 分 を 占め 
JEDIT (id THRO RE e ROCA, な お 本 腫 を 中 心 と し て 側 及 後 索 の 下行 
性 一 部 上 行 性 の 遂 性 並 に 胸 , 腰 及 び 上 衣 詳 後 角 の 高度 の 破壊 を 認め た 。 し か し 直接 死因 と な っ た 
る の は 衰弱 に も よる が 雨 肺 下 葉 の 細 葉 性 並 に 小葉 性 増殖 性 或 は 兆 出 性 結 要 症 と 全身 性 粟 粒 結 概 
症 で あっ た 。 

俗 髄 腫瘍 は 組織 學 拘 に 定型 的 な 腔 上 皮 上 腫 で Kernohan の Cellular ependymoma に 相 営 
する も の で あっ た 。 

計上 度 隆 は 頭 構内 に 共 け る より も 符 生 に 見 られ る こと 用 くそ の 緒 は 1: 10 で ある ERBE 
いる が , 我 國 に 於 て は 何故 か 其 の 報告 極め て 少く 大 正 15 年 か ら 昭 和 24 EC 
田 , 岩原 (て 昭 11), 原 ( 昭 13), =A CHA 15), Ar Ca 16) の 4 例 の 外宮 本 CHG 11) ORB 
に 於 ける 1 例 と 併せ て 5 例 を 渉 斑 し 得 た に 過ぎ な い 。 よ っ て と と た 1 例 を 追加 ナ る KCB 
る 。 














113. KEVLAR T PES RT HBO Bl (硝子 物質 の 
形成 に 就 て ) BEER CH EPR 
- 梅村 慣 一 郎 , 武藤 幸治 (mim) 

A case of hypernephroma of kidney showing widciy spread hyaline 
degeneration (on the formation of hyaline substance). SHIGETOSHI 
FUJIOKA, SHINICHIRO UMEMURA, KOJI MUTO. 

8 MOBE, 3 年 前 より 年 敷 回 の 融 作 性 血尿 が あっ た が 排尿 痛 等 の 自 算 症状 は 全く な か っ 
た 。 昭和 23 年 3 月 14 日 血尿 を 主訴 と し て 入院 。 AAAI S NRHP 
弾力 性 で あっ た 。 左 腎 の 叉 線 腎 逢 像 は 歴 迫 され て 上 下 に 細長 く 所 計 里 状 で あっ た 。 左 側 腎 腫 
意 の 診断 の 下 に 同年 3 月 16 HARTEN. 約 2 年 後 の 現在 術 健 康 で ある 。 BHBROHRR 
760 H, 大 さ は 17.5x11.0X10.0cm。 型 の 如く 大 割 を 加え を て みる と 略 々 手 答 大 の 腫瘍 結節 が 
夏 中 央 より 邊 え 上 極 に 近く 存 し 繊維 性 被膜 を 以 て 残存 臣 組 織 と 鮮明 に 境 い され て いる 。 腫瘍 組 
織 の 大 部 分 は 腰 様 万 至 次 自 色 維 性 で あっ て 副 野 謝 に 特有 な 胡 白 次 色 条 軟 な 部 分 は 遼 結 分 周 
江 部 殊 に 直 側 指 頭 大 地 較 汰 刀 至 小豆 大 由 汰 に 残存 し て いる に 過ぎ な い 。 何 小 出 血 菓 が 克 白 
黄色 入 の 中 妃 至 近 修 に 認め られ る が 載 死 人 梨 は 少く と る 肉眼 的 に は 殆ど 之 を 見 な たい 。 腎 番 は 上 逃 
の 腫瘍 結節 の 感 追 を うけ て 獲 形 し て いる が 腫瘍 組織 が 腎 二 内 腔 に 破れ 出 て いる 所 は 認め られ た な 
い ぃ い 。 又 菅 静 脈 に 腫瘍 組織 が 侯 入 し て いる 所 見 も 肉眼 的 に は 見 られ な い 。 

副腎 種 の 特色 と し て 脂肪 織 性 , 出血 , 壊死 が 起り 極め て 多 稼 た 色調 を 呈す る 事 が 多く 出血 菓 
刀 至 圭 死 巣 の 器質 化 に よっ て 瞭 痕 化 お 起り 胞 を 形成 する と と が ある と 云う の が 一 般 の 通念 の 
様 で ある 。 然るに 本 例 に 於 ける 脱 様 乃至 克 白 色 織 維 性 の 部 分 は 組織 學 的 に 調べ て 見 る LHS 


PETIT LC WS DE ICE BO BSE (LO SER PMT BETZ. EDA RR 
OXLETC H Bi SHR LC BAKA KAM TE (En FOB) CRAIC MEISTE 


ee ance ea 縮 消 失 に 至っ た も の と 解す べき 所 
AT», TOMTE AT SARHOMT BEDS ER BON, MROMF BE EA 
FREE En PIPE SET MET CHES Bern. MT 

LUO RA FY EMERT HEBD =A FT RROMRMROM LRM = 2 Fv BROW 
ERBE TREE DALI TÜRE KW. 

ILONA b RIPE © BME HM BER DB EC LS boot ANNO 
OR ORMMGBH Bt LY SH FRORRENTIETL ES LORHSe LETH LZ 
いと 思う 。 
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RICH FBHEO Bo Tis WAL eB F CHS CHS & RAMA BIH A 
Fe Po MORE C HE EASE Fd» © HK BBO {tic Tr ORF PHASED TS < CHPKT ik— 
見 肉腫 様 に 見 える 部 分 , 更に 個 え の 細胞 が 編 鍵 形 細胞 で ある 部 分 又 細 尿 管 上 皮 の 如く 内 腔 を 形 
成 し て 一 種 の 腺 冶 構造 を 示す 部 分 等 が あっ て 決し て 昌一 で は な い 。 RRL NT IC 
さ 硝 子 滴 毅 性 を ボ す もの が ある 。 引 ち 簡単 に 腎臓 内 に 迷 入 し た 副 時 皮質 の 悪性 化 と 云 う 事 は 出 
RI EGG. 新 る 意味 で Lubarscn の 副腎 腫 様 腫瘍 と 云う 表現 は 誠に 含 著 が ある と 云え る .: 


で あろ う 。 





114. 肝 に 原 績 し た 悪性 形質 細胞 腫 の 1 割 検 例 
徐 昌 仕事 北 大学 病理 学 数 室 ) 
An autopsy case of malignant plasmatocytoma of the liver. 
MASAHITO JO. 

症例 . 643 ヶ月 , 9, 199 HRI VARMA. 6 月 下旬 より 上 腹部 に 
芝 痛 を 感じ 該 部 の 腫瘍 に 気付 く 。 入 院 中 血液 像 は 略 々 正常 , REAR. 10 月 20 日 死亡 。 

ER. AR: 中 等 大 , RER, 軽度 の 黄 六 を 認め る 。 NR: 肝 は 上 下 に 腫 大 し , b 
失 が 左 方 に 偏在 し て 居る 。 

腫瘍 : (1) 肝 (3250, 27x20X13) 前 面 被膜 下 に 雑 卵 大 の 腫 癌 が 寄り 集 っ て 手 傘 2 倍 大 に 
達する 。 (2) WCARARE). (3) KH ( 抽 指 頭 大 , JERK DORE). CO 
門 部 , AEE EIR (一 部 は 相互 癒着 , 抽 指 頭 大 以下 )。 

肝 割 面 : 上 記 に 相 営 する 結節 を 認め , その 周り に 疲 豆 大 前 後 の 小結 人 節 を 散見 し , si 
腫瘍 細胞 集 園 は 随所 に 見 られ る 。 各 結節 は 境界 が 明 腔 で 丹 様 を 呈し て 軟 か く 湖 機 帯 青 白 色 を 
呈し 割 面 より 強く 膨 隆 す る 。 小 結節 に は 純粋 に 白色 を 呈し て 膨 隆 し な いも の も あり , RR 
園 は 振 張 し た Glisson 氏 還 に 多く 見 られ る 。 腫瘍 に 接する 部 分 の 肝 細 胞 索 は 其 縮 を 示し 奏 他 
の 部 分 に は 便 券 を 認め た 。 

三 瘍 は 略 え 回 形 の 細胞 の 集合 より 成り 特殊 の 造 構 や 配列 を 示さ た い 。 間 質 は 極め て 少 い 。 細 
胞 購 は 堅 基 性 で 大 きく 桜 は 幾 分 偏在 性 で ある が 車輪 状 は 明 須 で な い 。 多 桜の 互 細胞 及 分 像 像 も 
認め られ る 。 Unna-Pappenheim Chie, Meta, 是 を 認め る 。 Russel Kl 
は 認め られ ず 出 血 そ の 他 の 退行 毅 性 科 は 散在 性 に 見 られ る が 要 粒 大 以下 で ある 。 腫瘍 栓 売る 設 
め ら れる 。 : ; 
考案 並 結論 . (1) AAA TINO FMABR LARD oD, FORMAT 
大 で 他 の 結節 は 小さ (, PHBPAMICRONCHSZOCH CHB cr 
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(2) WIG ASIC HALL, 内 臓 普 注 巴 腺 韓 移 を な せる 申 皿 正 悪性 腫瘍 と 考え る 。 
(3) 日 本 に 於 て 内 臓 原生 の 形質 細胞 腫 は 本 例 が 最初 で あろ う 。 





115. SEE ERHMO N Be Cl 市 民 病 院 汗 科 ) 
橋本 敏雄 , 武藤 幸治 CH 本 大 学 医学 者 病理 学 数 室 ) 
A case of multiple papilliform carcinoma of stomach. MASATOSHI 
TAKAHASHI, TOSHIO HASHIMOTO, KOJI MUTO. 


54 ROBE, RKREL CLAS 438 MOWA HCH LILA TWICE NE OK 
Wo 既往 定 中 に は 本 症 と 開 係 が ある と 思 は し る も の は な い 。 

現 定 : W234 7 AA LOAM RICOARORMRC HAM IC ko Cl AA 
r) と 診断 され 加療 を 受け た が 軽快 せ ず 同年 10 月 中 MNRAS ei [SEA] 
の 診 記 の 下 に 入院 加療 同年 11 月 中 名 軽快 退院 し て 自宅 に て 加療 を 受け て いた 。 同 年 12 AD 
Ok DBC DA RORG ZZ RO ER E ER A BCE CASE IFICAT ORME 
PATS ERIRWAREERS. KWCH 24 年 1 月 16 日 再び 川口 市 民 病院 内 科 へ 入院 加 
療 を 受け た が 軽快 せ 才 幽門 狭 塗 の 鍵 いで 同 病院 外科 へ 入院 し た 。 

X 線 検査 に よる と 胃 は 中 等 度 に 下垂 し 同時 に 幽門 部 狭 冠 所 見 を 認め た 。 多 ち 約 5 時 間 後 造影 
剤 は 殆ど 胃 底 に 残留 し 球 部 出現 不良 で あっ て 幽門 部 特に 小雪 に 怠 痛 を 訴え を る が 明らか に 腫 場 或 
は 洪 瘍 を 思 は せる 様 な 所 見 を 認め た か っ た 。 

以上 の 如く 幽門 狭 容 の 原因 は 明らか で な か っ た が 中 谷 氏 の 胃下垂 に 装 す る 盲腸 鞭 縮 術 追試 
骨 部 板 査 を か ね て 開腹 し た と と ろ 盲 腸 は 著しく 移 動 性 を 示し て いた の で 之 に 封 し て 謀 腸 災 縮 術 
ZTWOMPCA RCMB LU CAS CHAMBRE DO ARICA DR AD)PBKOB WBE BH 7 
DEM AR ETF CHM CBR, 手術 後 食 称 る よく な り 腹 痛 も 去っ た が 術 後 第 12 日 
頃 か ら 再 び 術 前 の 症状 が 現 は れ 夜 間 底 腹 時 心 高 部 痛 の た め 安 眠 出 来 た く な っ た 。 

Katıam 24 年 4 月 26 日 第 2 回 目 の 開 腹 を し て ビル ョ ー ト 氏 第 2 法 に より 胃 を 切欠 レ 
骨 腸 史 合 術 を 行っ た が 手術 後 の 経過 不良 で 術 後 3 日 目 に 死亡 し た 。 

切 洗 し た 胃 を 大 女 に 溶 う て 切 り 開い て 見 る と 胃 内 面 に は 前 後 壁 に 極め て 多 敷 の 指 頭 大 の 結節 
TRIGA AE LAIR LH SIR ER TB DS. 結節 の 表面 は 歪 滑 の 部 分 が 多い が 展 
ネ 部 分 的 に 定型 的 乳 嗜 を 形成 し て いる 。 

以上 の 和 肉眼 的 所 見 か ら は 何 虜 に も 原 策 業 と 思 は れる も の が な く 全 く 多 策 性 の 腫瘍 と 認め ざる 
を 得 な た い 。 残存 胃 粘 膜 は 切除 断 端 に 僅か に 認め られ る が 各 結 分間 に は 殆ど 表面 か ら は 残存 粘膜 
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が 見 られ な い 程 度 に 各 結節 が 密 在 し て いる 。 組 織 標 本 を 作製 の 目的 で 敷 ヶ 所 か ら 組 織 訂 を 切り 
出し て みる と 細い 柄 を 以 て 胃 避 と 連 ら な る ポリ ー プ 湊 結 人 節 も ある が か な り 度 底 を 以 て 胃 礎 と 連 
ら な る 結節 も る ある 。 噴 門 部 側 の 残存 胃 粘 膜 は 一 般 に 舌 誤 閉 明 で 肥大 性 胃炎 の 印象 を うけ る 所 も 
DDS AE O FEAF HARRIS HY S Date Z HE C HE HE CRU CHE BARD LDS HE 
PAM cS EKBIC—F OAKES BH SULOATCEO FUCA HE IAM = He. 


(iy ASB (SETA IPR IK RAEI T Hh ¢ RE LT So 

ERREHNZE ARE LBONT 2 2 ASHE > PRE CP ERS & ELAR 5 1c A: BR > 5 nF 
上 皮 更 に 角 化 に 至る 移行 父 を 示す 所 も ある 。 多 ち 定型 的 了 類 冶 の 組織 像 を 示す 所 が か た なり 多 
い 。 腺 類 痛 の 組織 華 生 に 就 て は 古 浴 議論 の ある 問題 で ある が 本 例 の 所 見 は 腫瘍 細胞 に 化 生 を 認 
BETELLIATHÄELBZ LEI STOHCHL TAN ECHTEN FT SRETCHS. 
RACAL BBP ARGE EAD EL (DIC HAGA RE HA Pp CI LC SMAPS EO 
TEILE HRBEELTED Aloe & AK-BICHEK LCG EIB BTS 2 BV REEAS GB ID 
られ る 様 な 所 見 は 見 営 ら な た い 。 RMOBE ICIS IEPE EAB 2 LEN Ci. Z 
に 反し て 残存 胃 粘 膜 は 繊維 化 の 傾向 が 明らか な 掃 性 炎 の 組織 像 を 呈し 胃 了 は 全く 鉄 如 し 僅か に 


表面 上 皮 で 蔽 は れ た 無 腺 症 の 状態 を 示し て いる 所 と 反 半 に 粘膜 層間 質 の 慢性 炎 定 像 は 同様 で あ 
る が 胃 腺 が 情 々 杯 細胞 と 化し 耳 つ 埼 殖 し て 認 胞 を 形成 し た り 又 は 粘膜 筋 層 妃 至 粘膜 下層 に 異 所 


性 に 増殖 し て いる 所 も ある 。 と の 異 所 性 夫 殖 を 示し て いる 部 分 で は か な り 退 形成 を 示す 上 度 も 
見 受け られ る が 之 が 明らか に 病 組 織 と 如何 な る 立 嶋 的 開 係 を 持っ て いる か は 未だ 明 ら か で な 
We 和合 粘膜 下層 , 筋 層 並 に 殴 膜 に 極め て 慢性 の 症 像 が 著しく 回 形 細胞 浸潤 , RATA IB 
形成 と 共に 脱 原 繊維 の 増殖 が 認め られ る 。 多 ち 胃 壁 全 層 に 於 ける 慢性 増殖 性 炎 が み られ る 。 
さて 肉眼 的 並 組 織 移 的 所 見 か ら 多 義 性 冶 用 で ある と と に は 異論 は な いと 思う が と の 多 王 性 
痛 腫 が 如何 な る 週 程 で 成立 し た か の 問題 に 就 て は 必ず し ゃ 一 義 的 に 断定 し か ね る 。 即ち 先天 的 
に 多 装 性 織 維 腺腫 ET eee 
が 癌 腹 化 し た も る の が その 決定 は 極め て 困難 で ある が 我々 は 現在 の と と ろ 後者 の 成立 機 序 を 是認 
・ し た い 傾 向 を 持っ て いる 。 何れ と の 因 に 敵 し て は 更に 精査 し て 後日 論議 し た いと 思う 。 何れ に 
し て も る 本 例 は 胃 の 多義 性 聞 で ある と 同時 に 類 冶 の 組織 像 を 示す 二 踊 に 於 て 極め て 稀 ら し い 症 


例 で ある と 思う 。 
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116. 胃 の 瀬 慕 性 滑 在 筋 性 の 一 剖検 例 RER nern 


An autopsy case of leiomyoma diffusum of the stomach. 
HIKOROKURO UEHARA. 


DS HMA CRESS RMR LAV LOCH SAS, BEM BRCM ICT 
れ ば 著しく 稀 で ある 。 

著者 は 胃 の 沿 邊 筋腫 で 種々 複雑 な 組織 構造 を 示す 例 を 割 概 し た の で 簡 に 報告 する 。 

了 臨床 事項 : 38 歳男 性 , 家族 有 歴 に は 父系 家父 が 胃痛 で 死亡 し た 他 特 記す ナ べ きも の は な い 。 
4 年 前 か ら 骨 部 に 鈍痛 が あり , その 後 , KT, 全 便 中 の 血液 混入 等 を 見 , 1 年 3 ヶ月 前 頃 
か ら は 次 第 に 忠 下 障 如 が 増加 し た 。 KR AEC LOE TRO Gi ARM & IE FBO RARE BE IC 
その 上 部 の 振 張 と を 認め , 更に 種々 検査 の 結果 , 悪性 腫瘍 か 英 症 性 苦 痕 か 上 肛 性 潰瘍 か 不明 な 
BSEAOAWME Le. 然るに 術 後 の 経 過 悪 く 2 日 目 に 死亡 し , 着 概 し た も の で ある 。 

WMA: 胃 の 内 了 腔 は 寧ろ 狭小 で 飲 僚 胃 の 形状 を 示し , 噴 門 並 に 客 修 部 に 2 Hoi 
あり , 噴 門 部 の 夫 は 6xX3.5X2cm に も 及び , MOICHMOATILMEORELAL, To 
膜 面 は 中 央 洪 い 浪 瘍 と 化し , 周作 部 は 肥厚 隆起 し て いる 。 割 面 で は 骨 壁 の 著 明 な 肥厚 を 認め る 
DS, 層状 構造 は 整然 と し て 一 見 還 な る 胃 璧 の 限局 性 肥厚 の 如く 感 ぜ られ る 。 此 の 部 の 茸 膜 面 に 
. 密 着 し て 鳩 卵 大 家 様 硬度 の 結 部 個 が 認め られ , その 割 面 に は 多少 の 白色 斑紋 様 構造 を 見 出す 
DS, 概して 無 構造 で 石 友 化 乃 至 化 衣 し て いる 。 容 邊 部 の 腫瘍 は 3X2x1.3cm 大 で 境界 は 大 骨 
明 腔 で ある が 鯛 れる と 壁 内 に 抵抗 を 感じ , 一 側 で 噴 門 腫瘍 と 連絡 する 様 に 思わ れる 。 割 面 は 前 
者 同様 で 腫瘍 の 表面 は 肥厚 し た 粘膜 に 被 わ れる が 潰瘍 の 形成 は 認め られ な い 。 

次 に 食道 は 全 購 と し て 其 の 形 潜 徳利 様 で 下端 は 強い 狭 空 を 示す が その 上 方 は 撲 張 し て いる 。 
克 の 割 面 を 見 る と 下部 は 強く 肥厚 し , 厚 さ 1.3cm に も 及び が 壁 の 層状 構造 は 入れ て いな い 。 

組織 學 的 所 見 : 噴 門 部 潰瘍 で は 粘膜 面 中 央 の 潰瘍 部 は 一 部 固有 膜 消失 し , 粘膜 筋 必中 に は 
異 所 性 で 生々 異型 の 腺 組 織 を 認め る が 痛 の 像 で は な い 。 正常 と 思わ れる 胃 粘 膜 で る 腺 組織 ま 縮 
性 で 所 に よっ て は 消失 し , 結合 織 の 増殖 之 に 代り , 且 此 の 結合 織 内 に は 測 誤 條 に 多 敷 の 滑 相 筋 
線維 が 認め られ る 。 粘膜 下層 及び 筋 層 は 著しく その 幅 を 増し , 前 者 は 主として 結合 織 並 に 多 敷 
の 洪 巴 渡 胞 よ り 成 る 。 向 之 等 増殖 し た 結合 織 の 間 に 散 在 す る 多 敷 の 個々 筋 線維 に は 肥大 が 見 ら 
れる が 異型 像 は 之 を 鉄 ぎ , 所 に より 粗 密 , RWIS SASHA BERET UCHR 
に 配列 し て いる 。 筋 層 や 打 膜 部 に ゃ 結合 組織 や 汐 巴 濾胞 の 増殖 が あり , 筋 層 内 の 個 え の 筋 線維 
も 肥大 し て いる 。 上 苗 膜 部 の 筋腫 結節 は 中 等 度 の 厚 さ の 結合 織 性 被 庄 に 包 園 され , 腫瘍 細胞 の 桜 
は 概ね 雨 端 園 味 を 帯び 細胞 は 原形 質 に 乏しく , 紡 鍵 形 を 呈し , 桜 を 園 織 し て いる 。 此 等 の 細胞 

271 











AMEE TICRIIL CHORE: Ly 種 な 方 向 に 交錯 し 桜 は 場所 区 より 棚 潜 に 或 は 魚群 の 名 
く 或 は 渦 飼 を 形成 する が 如く 配列 し て いる 。 V-Gieson 染色 で は その 間 に 赤 染 す る 東 状 の 或 は 
織 細 な 結合 織 線 維 の 存在 を 認め る 。 結 の 中 心 部 に は 放射 状 に 線維 性 畿 化 を 來 蘭 る 像 が ある 。 
KOCHBUCH LER IE ER BI ON, その 内 部 は 全く 化 骨 し 筋腫 同様 


nn 


OHHBEROMETERD DD, KuRZIANTcH ERTL REES ON LZ. 5 
PETES SEAT LICHT SREBLWS. 

PEF BCAA CHAR Oo OR eo 
を まし , Hx of rd, to TEICHE RE NR 
IS. 

DEAT OME RAEO NEAT) BHC IS IER ODOUR LER DILF, Lx OMG 
HEC IAAT ON SMe BOM MIR. COMORROB{(EL LTITH LY ZORMED 
ee, FREIES oi iti 2 ERENTO AT OB TEL Han 
な か っ た 。 

績 括 及 び 結 語 上 逃 の 所 見 を 線 合 する と , AMET RO RHO DRO GEIR SACL 
た も の で ある 。 MERRON ROME HIE LO ROILT L7cHGRS D, 且 骨 壁 内 に は 既 
存 の 筋 層 の 取 大 増殖 ぶ が あ る 。 そ の 間 に 結 合 織 及び 光 巴 渡 胞 の 夫 殖 を 認め , LHEGRAEO HE 
性 増 殖 が 見 出さ れる 。 然 し 個 え の 筋 線維 に は 肉腫 に 見 る 様 な た 異型 性 は 認め られ 才 又 箇 移 も 形成 
され てい ない 。 

要する に 本 例 は 筋腫 に 下 す る 先天 的 素因 が あっ て , 先 づ 筋腫 結節 が 生じ に より 骨 運 動機 能 
の 障 旭 を 來 し 粘膜 が 損傷 され 磨 識 用 至 浅い 潰瘍 を 生じ , 其 虚 に 感染 を 來 し , BIEGEN 
織 炎 を 起 し , その 治 癒 伴い 結 含 織 及び 光 巴 渡 胞 等 の 増殖 を 挫 し た も る の と 思わ し る 。 そ の 際 恐 
らく 素因 i に より 正常 に 存する 滑 容 筋 線維 の 潮 募 性 の 増殖 を 招 索 し た も も の で あろ う 。 





117. 骨 企 滑 筋 肉腫 の 1 例 Beem, 田中 B 
A case of leiomyosarcoma of stomach. 
TOMOO HOSHINO, MAKOTO TANAKA (Cancer. Institute) 


Non-carcinomatous malignancies of the stomach are rare. Lubarsch (cit. 
Borrmann, Henke-Lubarsch’s Hb. 4/1 ; 1926) found only 9 sarcomata of the stomach 
in comparison to 2738 cancers in the same period. We have found 3 such cases 
between Sep. 1947 and Dec. 1949, during which time 207 gastric cancers were 
operated. Two of them were reticulosarcoma of the stomach and the third re- 
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vealed itself to be a leiomyosarcoma on pathological examination. Leiomyosarcoma 
of the stomach is very rarely seen. According to Golden & Stout they have seen 
5 of such cases during their 26.5 years’ experience. (Surg. Gynec. & Obst. 73 (1941) 

Clinical history: S.M. 42 yrs. 7 mos. female. Present disease began in Nov. 
1947, when epigastric pains were first complained in hungry hours. Hypersaliva- 
tion was noted. On June 15, 1949 the patient was admitted to our hospital because 
of increasing epigastralgia in hungry hours since May 6 of the year. 

Status at the time of hospitalization: under-nurished, markedly anemic (Hb- 
48% Sahli) and subfebril. Resistance with slight pain was palpable in the left 
hypochondrium when she laid herself on her right side. On fluoroscopy passage 
through cardia was free ; air bubbles were not seen. A filling-defect of hens’-egg- 
size was found in the region extending from the lesser curvature to the posterior 
wall near the cardia. Clinical diagnosis was a cardia-cancer (Borrmann’s lst 
type). Gastric juice was slightly turbid and hemorrhagic, containing at the highest 
24 of free HCl after administration of coffein. Faeces showed slight positive 
benzidine-reaction. 

Operation: resectio cardica was performed by Dr. T. Kajitani on June 22, 
1947. Postoperative course was smooth except that slight disturbance in passage 
through the esophago-gastric juncture occurred about two weeks after the resec- 
tion, which disappeared later. The patient left the clinic completely recovered on 
July 15. 

Findings on the resected materials: A well confined, round and elaslic hard 
tumor of 8.0X7.0 cm size is situated with its broad basis on the anterior wall of 
the cardia-fornix region of the stomach. The oral boundry of the tumor basis is 
protruding into the esophagus by 1.0cm. The gastric passage is narrowed by the 
tumor only partly. It has grown exclusively into the lumen under cover of thin 
mucosa, the serous surface being almost completely smooth except that at the 
centre it is somewhat elevated into the tumor. The surface view of the tumor is 
grossly gyrated and has certain resemblance with that of the brain. No ulcer is 
founed but several parts are erosive. On cutting the gyrated character of the 
tumor give even more complete image of a miniature brain. The remaining parts 
of the gastric mucosa are more or less atrophic. 

Microscopie findings: The tumors has grown mainly in the submucosa with 
sharp boundary toward every direction. The mucosa with its muscularis and the 
muscularis propria are reduced to extreme thinness. Eventurely the tumor has 
overstrided the muscle layers and has grown in flatly elevated form in the sub- 
serosa. At such points the muscle layers are elevated toward the lumen and 
lost in the tumor. But in the major parts the inner ring and middle longitudinal 
layers of the muscularis propria are, although being compressed by the tumor, dis- 
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tinctly maintained. 
The muscularis mucosae is more or less atrophic but relatively well traceable 


in the mojor part of the area. At some points it has been divided in several 
layers by invading tumor tissues, some of which can be traceable into the mid- 
dle of the tumor and are lost in it. 

On section the gyrated masses consist of massive tumor tissues divided by 
delicate fibrous septa. The former is built of long spindle-shaped cells with 
elongated rod-shaped nuclei, running parallel, forming bundles, which in turn 
cross each other. Regimentation of the nuclei was not seen. 

The cytoplasm stains rose-red by Azan, pale-red in H-E, shows often typical 
leiornyofibrils in it by Heidenhain’s iron-hematoxyline. The nuclei are not very 
pleiomorphous, nor are hyperchromatic. Giantnucleus was not found. Mitotic 
figures are very rare. 

Lymphadenic metastases: One of 7 regional lymph-nodes in the cardia-group 
contains a nodulous tumor-metastasis of the same character as that of the original 
tumor. 

On the origin of the tumor: To search a decisive finding to testify which of 
the muscular coats should be regarded as origin of this tumor is dertainly difficult 
as it is full-grown now. 

The gyrated nature of the affected area with muscularis mucosae irradiating at 
least in several points, into the tumor mass and also the fact that several leiomyo- 
fibrous nodules are found in the oral part of the muscularis mucosae, might be 
regarded as supporting the hypothesis that the tumor has originated from the 
mucosal muscle-coat with multiple myofibromatous malformations. 

Summary: 1) A case of leiomyosarcoma of the stomach with submucous growth 
in a female of 42 yrs. old was reported. 

2) Some part of the muscularis mucosae near the cardia is supposed to be the. 
origin. 

3) One of the regional lymph-nodes was found to contain a nodulous metastasis. 

4) Resection of the cardia brought about the complete cure. 


118. 納 載 騰 管 癌 の 一 例 + 季 男 , WBLE, rw 
て 京都 府立 医科 大 学 病理 学 数 室 ) A case of common bile duct cancer. 
SUEO TSUJI, KOZO MAKINO, SATORU TAKEUCHI. 
患者 , Y.O. 75 蔵 の 男子 會 視 員 。 主訴 , ZICH 2. DRA, EEE ERER 
を 知ら ず 。 現 病歴 。 1949 年 4 月 頃 よ り 変 腹 時 心 祝 部 に 鈍痛 を 訴え る に 到 り , 6 月 頃 よ り 商 痛 
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は 表 第 に 強く な っ て 來 た 。 8 月 20 日 頃 よ り 全 身 の 皮 膚 が 黄色 を 呈し て いる の に と 無 付き , その 
頃 よ り 夜 間 に 特 に 導 痛 が 強く 度々 嘱 吐 を 訴え た 。 併 し 王 熱 宮 塞 は な か っ た 。 MMH Mie 
睡眠 は 良好 , 便通 は 一 日 一 行 , 8 月 26 日 に 入院 す 。 

入院 時 所 見 。 BRREHSE KRUSE BAT. 舌 は 一 面 に 厚く 白 苔 を 被 
2. WERE, 緊張 良 , 一 分 時 約 80, 肺 肝 境 界 は 右側 地 腺 上 に て 第 六助 間 腔 に 位 し , TRS 
上 心臓 に は 異常 を 認め ず ず , 肺 臓 は 聴診 上 到 る 所 , PRES MBCH So HRT RISA RIFLE 
に て 助 骨 弓 下 二 横 指 径 に 角 れ , FIIR AREA. BRENNT, 其 の 他 特 記す べき 事 
な し 。 

血液 所 見 。 8 月 29 日 , 赤血球 第 440 高 , 白血球 第 6700, 血色 素 量 70 % て デー リー) 自 
血球 像 。 中 好 球 710 2, PEER 20.5 %, エ オ ヂ ン 林 球 3.0 %, PERO, KBR 
行 型 5.5 %, 

血清 ビリ ルビ ン 板 査 。 定 性 試験 , 直接 反 應 , 陽性 , 間接 反 鷹 , 陽性 , 高田 氏 血 清 反 鷹 , 陽 
性 。 9 月 13 日, 血糖 220mg%( ク レツ エリ ッ ウス) 血清 ビリ ルビ ン , モイ レン グラ ハト 法 , 
130, 10 月 1 日 , 赤血球 300 高 , 血色 素 量 80 2, 血清 ビリ ルビ ン , モイ レン グラ ハト 法 230, 
比重 , 全 血 1.046, 血清 1.023, 赤血球 の 姜 透 抵抗 力 , 最小 0.40 %, 最大 0.26 2, THAR 
Me, 陽性 , プラ イス ジョ ー ン ス 氏 曲線 は や や 右 方 に 偽 し て いる 。 

尿 所 見 。 看 白 (一 ) Ah 糖 ( 一 ) [ニー ランデル ァ 〕。 ビ リル ビン て ( 二 ) 〔 中 山 氏 法 〕 
ウロ ビリ フー ゲン ( 十 ) 〔 ア ル デ ヒ ー ド 法 〕 尿 中 チ ァ スタ ー ゼ (オー ル ゲ ュー ト 法 ) 32 

EMT. SAU 日 及び 9 月 7 日 の 概 査 で は 共に 銅 起 卵 を 認め , 潜在 性 出血 は 陰性 , 9 月 
12 日 サン トニ ン , 0.08gr 二 旬 上 服用, 9 月 14 日 , Hill?) BISA, 2049 23 
日 , 10 月 7 日 概 査 で は 寄生 此 卵 を 認め ず 。 浴 在 性 出血 は 陽性 , 8 月 30 日 及び 9 月 3 日 に 圭二 
指 腸 メン デ を 施行 せる る 何れ る 咽 中 激しく 採取 不能 , 上 記 の 所 見 より 肝 冶 の 病名 の 下 に 治療 中 
o%, 10 月 20 日 和 途 に 泉 籍 に 入る 。 

RT A ZIOHREN. 肝臓 は 大 き さ 穫 常 に し て 硬度 柔軟 な り , RMP, RAS 
黄 染 す 。 静 脈 は 振 張 せ ざ る る, FASER EL, 有 道 内 に 黄色 の 胸 砂 を 多 敷 認 む 。 肝 小葉 紋 
理 は 強く 潤 濁 し 明 上 腔 を 鉄 く 。 間 質 の 軽度 の 増殖 を 認 む 。 脂 燈 壁 は 強く 注 腫 状 に 肥厚 し 其 の 中 に 
黄色 の 膜 様 粘液 を 充 漬 し 白色 の ュ レ ステ リン 結晶 を 混 ず 。 膳 王 粘 膜 は 強く 充血 し 黄 染 す 。 縄 較 
有 管 壁 は 肥厚 し 髄 様 白色 を 呈し 粘膜 は 一 部 融 赤 レー 部 次 敗 し 膜 汁 を 以 て 被 は る 。 腎臓 は 雨 側 共 
CAS ABH, MACE CRAFT. KHORMCHMORTKORMR OME REE BT. 
HRA BST. 一 部 充血 し 出血 す 。 KEN BEREITETE REIT 
D, PRAT E CHL RRORREORMRICHAT. Wi, 増大 す 。 被 膜 は 緊張 
Li > KELLER FT EHE ze Le. ORT, 肉眼 的 出 
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TLE BDF. MAMET SL MARIS LAHORE AL, 瘍 胞 菓 は 粘膜 下 組 織 よ ょ り 
筋肉 組織 に 迄 及ぶ 。 客 質 細胞 は 其 の 形状 彫 柱状 た る も の , 椿 園 形 , 多角 形 等 多 型 性 を 示し 要 に 
も 大小 不同 著しく , 時 に は 合 胞 性 多 要 と な り , BER, 桜 分 像 像 も 散見 し 得る 。 と の 様 な 園 柱 
上 友よ り 成 る 閣 胞 巣 は 周 園 の 結合 織 間 際 へ 侵入 し 細 小 冶 巣 の 浸潤 を 示し て いる 。 と れ 等 の 瘍 胞 
HUSK HOP DECREE Bt FT. AR ARIS LPR IC DHL FREE 
ics. HO MM CHE RAOHRORN£ Bits. FMI EL, BS EICH 
OMFS. COP MAMBIC BA L7HAiTE Be. HMI, 恒 細 胞 に は 多 敷 の 膳 汁 色 素 の 沈 
着 及 び 播 取 が 見 られ , MATES, DRE LAS. 但し 何れ の 部 分 に る 韓 移 乱 を 認め ず 。 B 
BR SRG RER HER FR LOK ZELL 胸 汁 周 境 を 形成 し 虜 々 に 膳 汁 色 素 の 沈着 及 
ORR Le ts, MRSS AH. 有 臓 , 被膜 は 邊 滑 な る も る 席 に より 組 維 性 に 肥厚 
し , 腫 臓 は 軽度 に 増殖 す 。 肝 臓 動脈 の 内 膜 は 肥厚 す 。 中 心 動脈 の 内 膜 は 硝子 様 閥 性 を 認め , 中 
PRIMES 2 RDNRFED IES LWP RRB BE RAL x PEK LR OA IC HIRES ZH 
BEERS. PHO A MAME OMRERISIEA LITER, DROMERRO PMR EHE 
Fo BREIT LEERE UAE. ANETTE SCH 
BL, KALT, ATA ICMIF RRO phe eB 

DEORE ROM IL CERAT SIC, ASAE RI EC BE EB BR ELAS IE 
ii, MER RAMI TE LBC IML IK CHEE S BO LAE 


119. HR PUD 2 77 2 REPEL RIO —Pi, 
及び その 化学 的 検査 と 組織 像 の 関係 
MER, 島内 俊雄 , AR hh 島崎 昌義 , 諏訪 道雄 
A case of chorioepithelioma with remarkable splenic metastasis, 
and its chemical analysis. 

KINYA OKANO, TOSHIO SHIMAUCHI, SUSUMU SUEHIRO, MASAYOSHI 
SHIMAZAKI, MICHIO SUWA (2nd Department of Pathology, Osaka 
University) 

Our research centers in the importance of the organo-chemical study of 
chorioepithelioma, especialy in the relation between hormone and diastase besides 


histochemical analysis of an autopsied case. 

Report of case : 55 year-old woman, parturiated a mole ten years ago, menopause 
since 5 years ago, was admitted with chief complaint of hematuria since May of 
the last year. After admission, by palpation, blood and many other clinical ex- 
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aminations, it was concluded that there were metastasis of tumor in the lungs, 
kidney, brain etc. In the urine the chorionic gonadotropin (100,000 rabbit unit 
per liter) was proved. Died November 26. 

Autopsy: Tumor in the anterior part of right hemisphaerium cerebri, walnut- 
sized; in both lungs, multiple tumors; in the left kidney macroscopically almost 
necrotic tumor tissue ; moreover in the spleen a white, knotty, metastasized tumor 
weighing 90g: and in the apex of heart, a thumb-tip-sized tumor. 

Histological study: The tumor in spleen was less necrotic, typical chorioe- 
pithelioma consisted of the Langhans cells for the most part. The tumor in other 
part was more necrotic and mixed with the syncytium cells and Langhans cells. 

In the hypophysis were recognized appearance of so-called pregnancy cells, 
increase of colloid and interstitial edema. 

The hormone contents of the metastasized tissues in the lungs, kidney and spleen 
amounted to 1.6, 2.0 and 10.0 rabbit units respectively per mg of the sedimented 
substances by Zondeck’s method. The diastase contents of the same organs were 
d 38°/24 h=128, 32, 16 respectively per 0.5g of their dried powder by Wohlgemuth’s 
method, though the contrast was 4 by the normal, mature placenta. 

Compared with the histological study, the hormone contents were in proportion 
to the number of Langhans cells, and the diastase contents seemed to go parallel 
with the extent of necrotic areas. This fact will be considered as a step forward 
from Nothdurft’s opinion, we believe. 

Histochemical analysis: The fat was not double refractable; Sudan staining 
positive; Nile blue sulfate staining pink-violet coloured ; in the Langhans cells it 
formed the fine granules and became larger near the peripheral syncytium cells; 
and in the necrotic areas we found a great quantity of fine and large granules. 

Glycogen was =ttle; the syncytium cells had a small amount of it. Acid 
polysaccharide was much in syncytium cells, especially in giant nuclear cells. 
Moreover in necrotic areas, in the wall of blood-vessels of capsules and in the 
connective tissue cells it appeared in considerable amount, but in Langhans cells 
it was very Small. 

Iron was hardly visible in syncytium cells. Vitamin C granules showed a trace 
by Tonutti’s method. . 

As other findings, hypertrophia and proliferation of panceatic insula, interst- 
itial colloid infiltration of the thyroid gland, etc., were found. In ovary there 
were many old corpora lutea, but no lutein cyste. This ovarial change might 
be connected with the patient’s age. 

Comment and Conclusion: 1) By the chemical researches of chorioepithelioma 
considered as a- placental tissues without foetus, we wanted to give some idea of 
the relation between the chemical independence and the tumor bilding character 
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of the placental cells themselves. 

As the results, we could prove that the tumor had almost no glycogen and 
little vitamin C—in this point it differed from placenta, and that diastase and 
hormone contents had a inverse relation to the Langhans cells and the necrotic 
areas. 

2) To endorse the glyco-proteid theory of chorionic gonatropin, we tried the 
mucin staining, polysaccharide staining, Unna-Pappenheim’s staining, glycogen 
staining, etc., but we could reach no conclusion about it yet. 

3) Fat staining: Our results agreed on the whole with the conclusions of 
studies of normal placenta by Fujimura and of chorioepithelioma by Tamagawa. 

4) Supporting the opinions of Meyer and Guggischburg, we affirm the regres- 
sive degeneration theory of Langhans cell into syncytium cell according to the 
fat staining, polysaccharide staining, histological studies and its transitional 


forms. 


120. 二 茨 的 子宮 膝 部 腫瘍 に つい て 太田 邦夫 
On ihe secondary malignancies of the uterus and portio uieri 


KUNIO OOTA (Cancer Institute, and Pathological Department of 
Tokyo Medico-Dental College) 


Secondary malignancies of the uterus are not rare as is generally believed. 
But it is not easy for a clinical pathologist to give proper diagnosis when a small 
specimen is given him for examination. We have experienced three such cases 
during 1948 and 1949 which were proved by autopsy. 

"Case 1, (S-19, R-936): F. H., 43 yrs. old, has been complaining for 3 years of 
epigastralgia and symptoms of pyloric stenosis. Because of hemorrhagic vaginal 
discharges, a biopsy was made from the eroded portio a week before her death. 
Histology showed an adenocarcinoma, with gelatinous degeneration in parts but 
mainly a simplex-type growth in the partly eroded submucosa. A. metastatic 
tumor was suggested. 

On necropsy the stomach was found to be extensively infiltrated by scirrhous 
adenocarcinoma. Diffuse carcinomatous peritonitis was present associated with 
severe ascites. Both ovaries formed typical Krukenberg’s tumors of over hen’s 
egg size. Among others, a ped-sized metastasis in the right mammary gland was 
noted. 

The uterus, as a whole, was not infiltrated, but the right side of the portio 
uteri showed a diffuse endometrial swelling making a rather flat elevation with 
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an eroded surface. On microscopic examination the cancer was found in the deeper 
mucosa and upper layers of the myometrium, forming a triangular focus with apex 
directed to the parametrium, where permeation of the lymphatics by cancer cells 
was seen. ; ; 

Case 2, (SV-126): I. T., 35 yrs. old, suddenly developed severe persistent hemor- 
rhagic discharge from the genital tract a month before death. Ten days before 
death a hard tumor, as large as a child’s head, was found in the lower abdomen 
associated with tumorous swelling and ulcers of the portio uteri. The diagnosis 
was secondary anemia following bleeding uterine myoma. Blood findings on April 
28 were: RBC 1.5 mil., WBC 9,500. Repeated blood transfusions achieved no 
success in. stopping bleeding. On May 5 blood count was made for the second 
time: severe leucopenia (3,400) with marked increase in lymphatic cells (36.3%) 
was found. Exitus occurred on the following day. 

On necropsy, in addition to generalized greenish medullary swelling of the 
lymph nodes and marrow of bones, many chloromatous tumors were found in the 
mediastinum. The liver was atrophic (730 g), the spleen moderately swollen (220g) 
with atrophic follicles and markedly hyperplastic pulp’; the kidneys have diffuse 
and nodular infiltration with hemorrhage in the cortex (160: 140g each). 

The ovaries were not markedly swollen, but histologically were diffusely infiltra- 
ted. The uterus, the parametria and the vaginal wall also showed diffuse infiltra- 
tion which was most intense in the myometrium including several fibromata. The 
portio uteri contained shallow ulcers of gangrenous character. 

Diagnosis of leukemic chloromyelosarcomatosis was properly given after 
thoroughly re-examining the sections and blood smears made ante-mortem. 


Case 3, (SN 145): N.T., 47 yrs. old, had been complaining of hemorrhagic 
vaginal discharge, and was admitted to the clinic because of complete retention 
of urine since the day before. A hard tumor filling the pelvic cavity was found. 
The vaginal cavity was totally filled with medullary tumors which made the 
portio uteri invisible. The uterus was found to be of over man‘s fist-size on 
bimanual palpation. A primary cancer of the uterus with secondary involvement 
of the ovaries was the most probable diagnosis. The patient was given radio- 
therapy and after a short remission died suddenly on Sep. 14, 1949. _ 

On autopsy it was found that the main tumor originated from the right ovary 
completely filling Douglas’ pouch and was as large as an infant’s head. The left 
ovary also was enlarged. Continuous centripetal periaortic lymph node metastases 
up to the level of the kidneys on one hand and multiple hematogenous metastases 
in the lungs, liver and kidneys on the other hand were noted. Bilateral hydroneph- 
rosis caused by compression of the ureters by the tumor was one of the causes of 
sudden death. 
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The uterus was involved by the tumor by continuity from behind, especially 
at the fundus and at the cervix, the main part of the corpus being spared. At 
the cervix the protruding mass formed a bulky, hen’s egg-sized polypous tumor 
with ulceration at the apex. 

Histology showed a medullary adenocarcinoma with remarkable polymorphism 
of the cancer cells and nuclei. It had broken through the posterior lip of the 
portio by continuity. 

Commentary: Three modes of invasion can be thought for the secondary 
malignant tumors of the uterus, especially of its cervical part. 

1. Lymphogenic metastasis, as in the first case, would have the following mode 
of invasion: a minute metastatic nodule is implanted in the depth of the Douglas 
pouch, from which the cancer cells are carried by retrograde extension through 
the rich lymphatic plexus around the cervix to the cervical mucosa. 

2. Hematogenous metastasis, as seen in the second case, occurs only on very 
rare occasions. A highly generalizing character of the malignancy concerned or 
a hormonal infiuence would probabiy be necessary to its occurrence. Leucemic 
chloromyelosarcomatosis itself is of very rare occurrence. Involvement of the 
uterus in that disease is of utmost rarity. 

3. Invasion by continuity by cancers of the ovaries and of the parametral and 
urinary organs, primary or secondary, is not so rare as is supposed, but it is not 
always easy both for clinicians and for pathologists to decide which organ is the 
primary site of the tumor. 


121. Ak A hh の 3 Bi 


eR ER, 土屋 忠彦 , PERT (京都 府立 医科 大 学 病理 学 数 室 ) 
Three cases of mammary sarcoma. SHINTO CHIN, TADAHIKO 
TSUTIYA, SHUNSUKE NAKATANI. 


私 共 は 最近 3 年 間 の 試験 切除 片 の 組織 學 的 検査 に 於 て 乳腺 腫瘍 81 例 の 中 , 肉腫 3 Heme 
し た 。 乳 腺腫 瘍 を 大 別 す る と 炊 の 如く な る 。 

部 性 腫瘍 ) HE 60 例 , ( 卓 純 痛 45 例 , Iren 7 例 , BRS Hl, 乳 味 腺 腫 3 例 , 基底 
KH OF Br 1 例 ) 

2) 肉腫 3 例 , ( 編 鍵 形 細胞 肉腫 , 多 形 細胞 肉腫 , 粘 涼 肉腫 各 1 例 ) 
良性 腫瘍 1) 繊維 王 胞 腺腫 12 例 , 2) 繊維 腫 6 例 , 

肉腫 は 全 乳 腺腫 瘍 の 3.7 22, 悪性 腫瘍 の 4.8 2 を 占め , KA 20 ICH L 1 例 の 頻度 に 営 る 。 
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第 1 例 , 紡 舞 形 細胞 肉腫 , 21R, 2, 未婚 

臨床 的 経過 , 約 1 月 前 か ら 左 乳房 下條 部 に 鳩 卵 大 の 腫 癌 に 無 づき , 軽度 の 導 痛 が あり , AU 
に 増大 し て 來 た の で , 左 乳 房 の 全 独 出 を 受け た 。 そ の 後 再 柄 た く 経 過 し て いる 。 

肉眼 的 所 見 , PERK, 球状 で 境界 は 比較 的 明 腔 で 周 園 組織 と の 疹 着 は な たい 。 人 硬度 は 生え 洪 , 
表面 は 年 滑 , 割 面 は 帯 赤 胡 白色 , 年 透明 で 中 央 部 に 獲 卵 大 の 泥 潜 款 化 業 が あり , Bisons 
を 入れ て いる 。 

組織 學 的 所 見 , 間 質 の 義 育 が 悪く 胞 集 構造 の な い 類 組織 仁 像 で , 大 小 不同 の 短 紗 鍵 形 細胞 か 
ら な る 富 細 胞 像 を 呈し , 血管 に 富み 出血 及び 載 死 を 随所 に 認め る 。 腺 管 の 混在 は な い 。 概 は 概 
・ ね 編 鍵 形 乃 至 卵 園 形 を 呈し , 色 質 に 富む 。 細 胞 骨 ぁ る 略 々 紡 鍵 形 を 早 し , 部 位 に より 繊 維 形 成 が 
見 られ, 東 状 に 排列 し 繊維 肉腫 え の 移行 像 が 見 られ る 。 

第 2 例 , 多 形 細胞 肉腫 , 26 歳 , 2, 未婚 , 

臨床 的 経過 , 1 年 前 に 偶然 左 乳 羽 上 部 に 境界 明瞭 な 規 卵 大 の 腫 癒 に 握 付 き , TOBMMICE 
育 し た の で 嫌 出 を 受け た 。 そ の 時 の 大 き さ は 略 々 手 省 大 で あっ た が , 臨床 的 に は 周 園 組 織 と の 
WHS <, Mh, 悪 液 質 の な いと と より 良性 腫瘍 と 考え られ , 周 時 組織 の 清掃 は 行わ れ な か 
っ た 。 1 年 後 再び 同 部 位 の 外側 に 小さ な 腫瘍 に 気づい た 。 そ の 後 再 び 迅速 に 衣 育 し , 用 に 皮膚 
面 に 破れ た 。 

肉眼 的 所 見 , 腫瘍 は 手 浴 大 , 球状 , 硬度 は 生々 軟 で ある 。 表 面 は 邊 滑 で 周 園 組織 と の 疹 着 は 
軽度 で ある 。 割 面 は 帯 赤 胡 白色 , PBA, 上 端 部 に 花 卵 大 の 出血 業 を 認め る 。 

ARENT LR, RBS VICAR AC, OTTO ER L, 間 質 の 大 部 
分 は 紡 鍵 形 の 細胞 , 一 部 は 財形 細胞 より な る 。 間 質 よ り 胞 巣 構造 内 に 血管 を 伴っ て 来 心性 に 結 
合繊 織 維 が 進入 し , 個 え の 腫瘍 細胞 問 に 排列 する 像 も 見 られ る 。 血管 に 富み , 出血 業 も よく 見 
SiS. MAORI. WHA CRA OD Si), TORRE, IMI, Ki 
ae, 椿 園 形 等 を 呈し , BRtBRCH ONS, BAS—-MICRRT ODS, ICSE 
HS, 細胞 幅 は 回 形 で 比較 的 原形 質 に 富 せ も る の , RAF UCHR SÄRMTHERENTE 
の , PRIS CHET RHF S も の 等 が 混在 する が , LRM ARTS LBM SMART 
ル しない , 

第 3 例 粘液 肉腫 64m, 9 

臨床 的 経過 左 乳 房 が 念 に 大 きく 腫 農 し , 左 年 部 に 腫瘍 を ょ ぁ . れ , 中 心 部 に 波動 を 誇 明 し た の で 
別 出 術 を 受け た 。 そ の 時 の 腫瘍 は 略 々 手 和 省 大 で あり , 周 園 と の 疹 着 が 少く , 韓 位 業 も る なく , B 
液 質 の な い 皿 より 臨床 的 に 良性 の る の と 考え られ , 周 団 組織 の 除去 を 行わ ず , その まま 放置 さ 
れ た と と ろ , 1 年 後に 再 績 し , 始め は 同 乳房 の 左 征 部 に 小指 頭 大 の 腫瘍 を ふれ た が , BRICK 
FL 途 に 皮膚 に 破れ , 噴火 口 状 の 潰瘍 を 生じ た 。 AL Hitt, BRATEN SN d»o7e, 
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肉眼 的 所 見 i, RMI L Bx FBK, MERC, 軽度 の 凹凸 が ある 。 割 面 は 作 透 明 , 
Hite CMM He BLS. 

組織 學 的 所 見 BARC CA PERIC PER LESS SIN, REE, BOR 
LD S_ COMMS AMMO RICE LH AR EL SILSDS, 大 部 分 は 長短 不同 の 突起 
CFF RER LO HU 57S. TORRAEN TAI HK LE CHIREEL, 細胞 
間 に は 粘液 性 物質 が 見 られ る 。 再 語 部 位 で は 陣 管 の 混在 は な く , HAE EROBREROMM, 
粘液 細胞 か ちな っ る 。 MECHA, 出血 集 も 多 敷 に 見 られ た 。 と の 例 で は その 組織 像 部 ち , FR 
部 位 で は 一 部 三 胞 繊維 足 腹 並 に 粘液 肉腫 の 像 が あり , 再 柄 部 位 で は 粘液 肉腫 の 像 の み が 見 られ 
る と と か ら , kein, 後に 悪性 化し た も の と 考え られ , 興味 深い る の が 
ある 。 


122. 肺 臓 韓 移 を LENA DREN A FA 


MCA ges Ee) 
Chloro-hepatoma with lung metastasis. YU USIJIMA. 


15 BA, 家族 , LRT RE BOT, LAW RAD, RICE Dd, 
ZEN, KWCH LEITERN, 約 1 ARTEN ER 5. LO. Iii 
を 伴い , MAMET. BOKER, FFU TAT, TARA TH BB “PE 
KRHA KOBE BOC. FF RMAC kD Hepatoma の 診断 を な し た が 所 見 
上 細胞 郡 を 構成 する もの は 幼 若 な 時 細胞 に 近似 し , 原形 質 は 好 究 基 性 と 令 く が 桜 は 柔 か く 細 胸 
は 答 ォ 大 型 で 異型 は 著 明 で は たく, 間 質 は 少く 毛細 管 より な る 腫瘍 組織 で あっ た 。 肝 細胞 へ の 
類似 の 度 が 弘 く 組織 参 断 に 恨 重 を 要 し た 。 Tie, BET. FFIR 2550 HK, 22( 長 )x20( 幅 ) 
X15( 高 さ ) AM 12 HL, 表面 は 非 薄 な 結 笠 機 に 蔽 は れ 形態 は 特に 右 葉 増大 が 著 明 , 質 度 や や 
am 青 絡 色 を 呈す 指 頭 大 より 鶏卵 大 の 腫瘍 節 で 凹凸 , 不 規則 に 分 布 し 且つ 融合 し て いる 。 特 
に 下面 は 凹凸 の 度 強く 膳 栓 は 終 色 の 肘 汁 で 充 滴 及 隆 し て いる 。 雪 SEAL EIER 
め ら れ て お り , MAME AKD NEO OT Lb Edt Hb 
較 汰 を な し 更に 出血 に より 黒 掲 色調 を 時 し, REC MIC も と ずく コ ョ イド 汰 午 汰 
物 が 見 られ る 所 も る あり 大 な る 血管 並び に 肝 管 は 不明 腔 と な っ て いる 。 右 葉 中 心 部 は 壊死 に 傾き 
肝 組 織 と 思 は れる 部 は 殆 ん ど 残 在 し な い 。 肝 中 央 部 上 面 に 近く 白色 で 騰 汁 色 を 全く 鉄 いた 腫瘍 
部 が 目立ち , 肝 内 部 に 近い 所 は 終 色 調 の 張 い 腫 瘍 飾 が 多い 。 左 葉 は , 左端 終 部 は 終 色 の 腫瘍 で 
占め られ 小 出 血 を 伴う が 他 は 時 組織 で あっ て その 中 に 米粒 大 の 線 色調 を 帯び 結 締 織 に より と り 
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ま か れ た 面 場 秘 を 認め る 。 全 購 と し て 腫瘍 組織 の 分 布 を 見 る に 肝 左 右 雨 葉 の 境界 , 肝 内 部 に 近 
い 部 に 特に 総 色 の 強い 組織 が あり , と れ が 前 右上 方 , 後 左上 方 に 比較 的 連 績 的 に 諸 育 し 後面 上 
部 表面 に 及 ん で いる 。 後 面 に 近い 割 面 右 葉 中 心 上 部 附近 が 結 締 織 の 不 規則 な 増生 を 伴い 組織 の 
不 規則 性 は 纏い 。 前 輝 上 面 中 央 部 の 白色 腫瘍 組織 部 は 限界 明 腔 , AE SMIKTHS. LH 
葉 の 表面 に 近く は 小指 頭 大 以下 の 淡 線 色 の 用 瘍 分 が 一 面 に 占め 各 え 結 締 織 に より 地図 汰 に 代入 
され て いる 。 特 に 飛び 離し て 増生 し て いる も の に も 林 色 調 の 強い る の が ある 。 其 の 他 左 葉 に は 
米粒 大 より 大 豆 大 の 腫瘍 委 が 比較 的 散在 性 に 分 布 し て いる 。 肝 残存 部 は 質 度 増加 を 認め る が 特 
に 肉眼 的 に 粗大 た 結 締 織 の 増生 を 伴っ て いな い 。 肺 臓 。 左 , 大 き さ 形 態 藝 常 で ちる が 助 膜 肥厚 
し 表面 より 10 敷 個 の 跳 豆 大 線 色 周 形 の 腫瘍 節 を 認め る 。 制 面 に は 大 豆 大 より 小指 頭 大 の 腫瘍 
部 が 散在 , 特に 助 膜 面 直下 に 近く 増生 , 中 に は 敷 個 近接 し た も の も る 見 られ る 。 正 に 青 競 豆 を 見 
る 如き 感 あ り 。 全 左 肺 に 敷 個 の ぃ づれ も る 小指 頭 大 の 淡 黄 白色 で 他 の 終 色 の も の (1 個 の 大 き さ 
は ほぼ 大 豆 大 ) EF Sd CMS LG SMASH 514. ili ARAMA Le Alii 
RIT AR EKO MIO ARs BCE BD SASH ICRA A CHICA LO CTS 
URE EHO WEE EBD 5. MER HRA eH SASH RALMBICET 
BDSM MER MR ET DAs BEARD ON. USUAOA MAIC IL IT ~ 2 
化 は 認め られ な い 。 以上 の 如く 肝臓 部 は 大 合 腫 瘍 に て 占め られ , 肺 有職 に も 青色 を 呈 せ る 腫瘍 部 
を 認め る の で ある が 肉眼 的 に 注目 すべ き は 腫瘍 部 に 震 秋 色 を 早世 る る の と 胡 白 色 の る の と 明 須 
に 人 必 別 出来 る 二 種 を 認め る 由 で 前 者 は 肝臓 部 に 於 て 比較 的 連 績 的 病 育 を な し と れ 等 の 間 に 淡 縛 
調 の も る の を も 認め る が 後者 は 限界 明 腔 な 節 汰 を な し て いる 工 , Me HET OF MSE 
HEHE LFSNHBKELTIHLTVSEHT BZ. 肝臓 部 の 青 線 
色調 を 時 せる 腫瘍 部 の 組織 的 所 見 は 肝臓 に 極め て 類似 し た 索 状 に 排列 を せる エ オ シン に 淡 染 す 
る 原形 質 を 有 し 桜 は や や 大 , 革 分 大 小 不同 を 呈 せ る 踊 を 認め 間 質 部 は 内 皮 細 胞 に 蔵 は る 毛細 間 
際 ょ りな り , 腺 管 様 構造 を な す 部 で は 終 色 騰 汁 物質 を 入れ て いる の を 認め る , 部 位 に より 細胞 
骨 の 大 小 不同 性 を 加え 会 胞 状 に 傾き 桜の 不同 性 が や や 題 著 に な っ た 部 を 見 る が 排列 は 不 規則 な 
ー 列 索 状 で 未だ 肝 肛 構 造 と 類似 の 鷺 が 強い 。 他 方 白色 部 は 細胞 索 は 極め て 増大 し 切断 面 で は 比 
甲 状 を な し 間 質 は 毛細 管 よ りな り 腫 瘍 細胞 の 原形 質 は 好 久 基 性 に 傾き 桜 は 細胞 骨 に 比 し 比較 的 
Kr Try VI RR ERT, 耐 し て 此 ら は 腫 場 部 部 に が が て は 一 様 の 組織 像 を 星 す る 
の で ある が 他 の 腫瘍 瘍 部 に 於 て 此 等 の 間 の 移行 型 と 考え られ る 組織 像 を 認め る 事 が 出來 る 。 境界 
部 は 結 締 織 増生 , 肝 残 存 部 は 著 明 な 人 縮 状 を 呈し て いる 。 肺 臓 部 に 於 ける 青 株 色 部 は 前 逃 肝臓 
部 の る の と ほぼ 同様 , 肝 腺 組 織 こ の 類似 が 強く 騰 汁 成 生 を 認め る 。 又 白色 部 は 腫瘍 細胞 が 治 其 
HkickrH, 肝 部 白色 , 腫瘍 部 の 組織 像 に 於 て 更に 一 段 と 索 状 が 拓 大 間 質 部 の 構造 が 密接 し た 型 
を 呈し て いて 肝 部 白色 腫瘍 部 と 頻 似 が 張 い 。 い づれ ゃ 腫 間 境 界 部 に 於 て は 肺 組織 は 應 近 無 所 肺 
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状 と た り 結 締 織 成分 の 増生 を 伴っ て いる 。 以 上 の 如く 本 腫瘍 が 肝 細 胞 由 来 の も る の で あり 肝 原 
紙 し 肺 臓 助 膜 へ 韓 移 を 來 せ る 事 は 明瞭 で ある が 原紙 部 に 於 ける 分 化 違 型 の 強 朋 に 段階 あり , と 
れ ら が 機能 と 在 行 せる 式 は 営 然 と し て る 二 移 部 人 拓 下 て と れ ら 貴 型 度 を 異 に する 二 型 を 明らか に 
恒 別 し 得る 別個 の 腫瘍 万 と し て 共存 せる 踊 は 福 織 的 環境 を ほぼ 同じ と 考え 得る 本 例 に て は 興味 
SEUCTHBMCH CT, 腫瘍 培 生 の 過程 で 分 化 型 , 未 分 化 型 と 移行 を 生ずる 場合 それ ら の 各 段 © 
附 よ り 韓 移 を 來 せ る と き は 韓 移 部 に 於 て も る 原 段階 に 類似 し た 型 を 各々 取る と と を 思わ せ 更 に 二 
次 的 な 修飾 が 加わ る と し て も る 腫瘍 組織 像 の 巻 化 が 腫瘍 衣 育 部 の 組織 的 環境 に ょ る 支配 の みな ら 
ず 腫 瘍 細胞 分 像 増生 過程 中 に 於 ける 内 在 的 仁 質 の 胡 化 に 路 す る 事 を 考え し め る 味 で ある 。 更 に 
又 本 例 に 於 て は 肺 臓 部 に 於 ける 腫瘍 の 騰 汁 産生 で 腹 瘍 細胞 韓 移 に 際 し 間 質 を 伴 は な いと 考え る 
場合 肺 臓 より の 如何 な る 組織 が と の 機能 に 参加 する か 或 は 又 韓 移 に 際 し 間 質 を 伴う る の も ある 
か に 一 應 の 問題 を 提出 する 例 と 考え る 。 


123. EREPESIIH Ze ANT NH TE Joe ZELTE O — Pi 
田崎 勇三 , 若杉 不死 男 cays 
A case of renal carcinoma with lung metastasis showing delayed 
proliferation. YUZO TAZAKI, FUSHIO WAKASUGI. 


1) 経過 及び 主 な る 所 見 , 60 +5}, MMANBNORICML. 1943 年 1 A 21 BRO 
WEBEL. WRMODM. 19454212 月 15 ALD MEDD PAB. 1946 年 夏 再 び 
MES), RGFCOBENOMICHS>d Labs. 1946 年 11 月 7 日 初診 。 レ 線 撮影 ic x 
り 左下 肺 野 に 径 7.5c.m. の 財形 陰影 あり 肺 韓 移 と 診断 す ナ 。 1947 年 2 月 4 AACN LICH 
KEVERS IC も 陰影 現 る 。 同年 12 月 2 日 右 肺 門 部 に 投 指 頭 大 韓 移ら し き 陰 
影 を 認 む 。 1948 年 2 月 7 日 入院 , 同月 13 日 より 左 肺 韓 移 に レ 線 深部 治療 (20 回 計 4000r.)。 
同年 3 月 11 日 左下 肺 野 の 陰影 と 左 肺 門 部 陰影 連絡 振 大 す 。 右 中 肺 野 に も 2 一 3 個 の 示 指 頭 大 
陰影 現 る 。 4 月 23 日 退院 。 同年 5 月 11 日 右側 胸痛 起 る 。 同 年 8 月 2 日 右 助 膜 腔 に 兆 出 液 を 認 
む 。 

同年 10 月 9 日 血尿 を 見 , LAMAR WOH. BSL. 20 日 血尿 一 旦 止む る 25 日 再び 現 
So 9226 HEREIN. 11 月 9 日 呼吸 困難 強く 正座 性 呼吸 と た な る 。 同月 16 日 より 
Ait SICH LER BAKE C12 回 計 2400r.)。 各 陰 影 増大 し 胸水 増す 。12 月 6 日 より 忠 下 時 に 心 
高 部 激痛 を 訴 う 。 同月 10 日 死亡 , AR 

2) 着 検 所 見 。( 太 田 邦 夫 博 士 ) (Ci) A HBCH ER BDA. (ii) AE PRICE 
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Also), 恐らく 韓 移 性 の 乳 叶 腺 痛 で 硬 性 の 部 分 も 見 られ る 。 Citi) 腹部 大 動脈 左右 十 側 光 
Ses. FAROE. FARO. Civ) 肝 右 葉 と 指 頭 
K, ARCH L RUBIKS 1 fl. Cv) 膝 頭 部 に 玩 豆 大 韓 移 2 個 。 (vi ) 左下 肺 葉 
の 下方 前 件 部 を 占 む る 便 性 を 帯び た 韓 移 。 左上 肺 葉 肺 門 側 征 分 を 占 む る 廣 範 な 韓 移 。 その 他 
全 肺 野 に 散布 せる 最大 計 卵 大 に 及ぶ 多 毅 の 韓 移 。 (vii) HORB. > BHERIKE URES 
Cviii ) ERDE ( 小 出 液 1200c.c.) (ix) PL り 侵入 せる 瘍 が 横隔膜 右 條 分 を 浸潤 す 。 
Cx) 心 語 全般 的 に 疹 着 し 心 王 火 を 起す 。 (X) AECHIK, 十二指腸 と 抽 指 頭 大 一 室 あ り 。 
肝 , 左 腎 及び 前 立 腺 に 栓 腫 を 認め , Avid, 

3) BRD) HlickunT 

a). 1943 EICH ANCA BOMMTH BM PEN TV 3 IHRER 5 oe 
も 知れ な い 。 条 怒 性 再 凌 は 先 づ 左 肺 に 起り 次 いで 左 臣 CHTUWBo 

b). EFROMECARDM MR ONCE Uc HAL ER 45 WAEKE >: 
性 本 種 は その 事 を 示唆 し て いる 。 然 し 病理 組織 學 的 見 地 か ら の 可能 性 を 考慮 し た 方 が 笑 営 に 因 
レデ : 

ii) ARH ISEZ CHAD IC FT iH A BIE PE MD T WE We BE THREE 
OFF R & LEMS STRBRR ZW. 

ii) [iP BOJER CEVREROBECSRARVEAO RACH, PRWMO FUT 
は 一 般 に 比較 的 良性 で あっ て , 成長 が 非常 に 遅い 傾向 が 見 られ る 。 そ れ に し て も る 肺 韓 移 形成 後 
の 生存 期間 は 異常 に 長かっ た と 見 徴 し て 宜しい 。( 全 経過 は 5 年 11 ヶ月 で あり , 入 韓 移 形 成 ょ 
り 約 3 年 で ある ) 
m 此 の 場合 病 区 至 す る レ 線 深部 治療 の 影響 は は よっ き り し た い 。 


124. 臨床 的 に Brown-Sequard 氏 様 症状 を 主訴 と し た 右側 
肺 臓 韻 の 一 剖検 例 に つい て U 務 広島 医大 病 理 )・ 


An autopsy case of lung cancer clinically showing the Brown-Sequard- 
like syndrome. TSUTOMU YAMAMOTO. 


ASAE DBT RE 2 BAAS BH D ASS, BAPAC DAO LE RAST 7 I, Fin 
を 主訴 と し た 一 例 で ある 。 

RARER. 53 才 の 女子 , 22 才 と 左 乳 販 疾 の 手術 を 受 く 。 23 FHERENKRICHER, 
BEE) 昭和 24 年 5 AK, 重い 物 を 持っ た 際 一 過 性 の 腰痛 , 6 月 18 日 , 7 月 1 日 該 部 と 激 
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痛 , 7 月 8 日 右 助 膜 疹 着 な る 診断 を 受 く 。 8 月 初旬 反 装 側 に も 同様 導 痛 あり 。 9 月 2 日 以 來 左 
側 背 部 より 腰部 に か け 耐 え 難 い 末 経 痛 様 導 痛 初 ま り , 9 月 14 日 営 大 學 和 田内 科 に 入院 。 〔 現 
hen ee end 
IHRER, APPR. ZEEDD. FRIEERDT. 血 
a igus ca ae a 
場 の 如き 陰影 を 認め ず 。 CABBIE) 37.5°C~39°C の 不定 の 施 張 せる 熱 型 を 示し , 9 月 27 日 
レ 線 療法 せる も 著 牙 な し 。 腰 部 選 部 痛 は 下肢 に も Bao AREA IEICE, 痛感 鈍 
Wi, 11 月 7 日頃 よ り 右 乳房 部 外側 度 下 に 小指 頭 大 軟 写 便 の 腫瘍 を 認め , 腹部 皮下 に も 同様 腫 
eS. 12 AM MEMO XE, HAMMAN TEE aT, KEIRA, 
HO SICA CEU TR DICE, VERONA, MRRP OF. DEREN: 
微動 に 依り て も 激痛 を 訴 う の で 検査 十分 で は た い が , 高度 の 障 旭 は 無い 様 で ある 。 12 Ah 
REA, 騰 腕 膨 浦 感 消失 , SERIE, 25 年 12 月 21 日 永眠 す 。 

剖検 的 並 組織 學 的 診断 。 (1 ) 右 肺 中 葉 第 2 克 包 管 支 附近 を 中 心 と する 腺 病 。 (2) Kili, 
右 乳房 部 , Make, 肝 , 5 HER CASEI), 皮膚 に 於 ける 冶 韓 移 。 (3) BAR 
OMe: (4) 雨 側 肺 全 野 に 互 る 助 膜 腔 組 維 性 , 繊維 素性 癒着 。 (5) 中 等 度 心 臓 の 褐色 
ee, (6) APE. (MD 中 等 度 大 動脈 硬化 定 (分 岐 部 )。 (8) EBEN 
(9° AENMPEREBER 

ER CE) EBUTEENF EN FEIER  , 左側 は 右側 ょ り 高 度 。 HAIR — 
横 指 外側 に 示 指 頭 大 , 硬度 硬 た る 腫瘍 1 個 あ ちり 。 そ の 部 の 皮膚 に 3 cm KOMELMHES D 
肝 を 中 心 と し 小指 頭 大 , BRR, 硬い 腫瘍 5 EMTS. 〔 胸 部 所 見 〕 雨 側 助 膜 腔 は 肺 野 全般 
IK) MEME, 繊維 素性 癒着 を な し , 特に 右側 強く , rl VI 一 XII 胸椎 に 及ぶ 間 は 高度 に 
REEL» SRIMERE AE TAME.) 5 FEMI RUE C Bibi, 合 祭 量 常 , 特異 の 所 見 を 認め 地 。 肺 門 
部 漆 巴 腺 は 示 指 頭 大 に 肥大 せる る の 3 個 を 見 る 。 右 肺 下條 部 は や や 硬く , 割 面 上 , 下 葉 は 概ね 
Si, 中 葉 は 全 葉 に 豆 り , 克 白 色 の 腫瘍 組織 に 依り 置き 換え られ , 特に 第 2 AMELIE 
明 。 腫瘍 組織 は 一 部 壊死 に 了 り , 主 な る 気管 支 相 膜 面 に は 和栗 粒 大 白色 小結 作 敷 個 を 認 む 。 肺 の 
BBC MOMMA SIH ARS Sb, HARE UL OSU HME り 。 
Ni RPE DR ORE FP RE RAR AICI AE Dg RAN A SMASH RE IRA NE 
MAMBOTS. FF, PACHA ons. CARRE) 12 Wear 
L, AeBILEA ERD SNF. 7 胸椎 は 12 OHEOMN < MRR SYS BIL eB 
ica Awe Mts. WHMIS AN LBD. 

組織 學 的 所 見 。〔 右 肺 一 中 葉 第 2 KERNE) 此 の 標本 に 依る と 無 管 支 軟骨 周 導 に 僅か な 
ERDE ETC ILS ERT ICE, 一 部 気管 支 上 皮 が 残っ て 居る が , その 
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周 園 は 瘍 細胞 が 充 消し て いる 。 小 形 の 賠 柱 型 , RFBOMMMAMREED, BAR FAT], 
略 々 園 形 比較 的 大 きく , 此 等 痛 細 胞 は 如何 に も 粘液 を 含む で 膨 化し て 居る 様 で ある 。 交 化 の 進 
ん だ 所 で は 細胞 は 指輪 状 を 呈し , B-HIChHL, 原形 質 の 明る く 見 ゆる も の , LRBBHS 
れ 才 原形 質 が 底 胞 の 様 に 見 を る 所 も る あり, 肺 胞 壁 の 残っ て いる 所 で は 肺 胞 に 一 致 し て 痛 細 胞 が 
あり , あたかも る 肺 胞 上 皮 か ら 柄 生 し た か の 如き 所 見 を 早 する 所 も る ある 。 Cie Wr 
肥厚 し , 前 逃 の 如き 導 細 胞 が 腺 状 の 痛 業 を 作っ て いる 。 肺 胞 の 原形 は 認め られ ほとん ど 痛 縁 
胞 に 依り 埋 っ て 居る 。 〔 左 肺 一 上 葉 〕 健康 な る 肺 組織 の 所 々 に 小さ な 園 形 多 形 の 閣 細 胞 菓 が 
肺 胞 を 埋め て いる 。 そ の 周 園 の 肺 胞 は 了 さ れ 無 気 肺 状 と 成っ て いる 。 桜 は 小形 , 園 形 又は 類 三 
角形 を な す 。 
CHIT] ED) 芋 靖 染色 を 行う と 右 後 索 に 髄 輔 の 染色 性 減 到 し て 居る 部 を 認め た 。 CF 
柱 一 VII XII 胸椎] 椎骨 中 心 部 は 殆 ん ど 脂 肪 で し め ら れ 靖 浸潤 は 骨 周 筐 部 に 多く , WMRLETE 
Dy RE ER EIER LE OL し て いる 所 も ある 。 HT XII 胸椎 に 
高度 で ある 。 
V. 結語 本 例 は 了 臨床 的 に Brown-Sequard 氏 様 症状 を 呈し 乳癌 の 骨 儲 韓 移 を 圧 わ し め た 
DS, 右 肺 中 葉 第 2 次 気管 支 を 中 心 と する 腺 痛 で あり , WS < MSHMIRERICBLE 404 
考え られ る 。 





15. 胃 冶 の 判 栓 に 見 出せ る コレ ステ リン 胸膜 央 の 一 例 . 


ASE, 竹内 fe 〈 械 泊 科大 病 内 科学 数 室 ) 
A case of cholesterin pleurisy found at autopsy of gastric cancer. 
AKIRA NAGANO, MAKOTO TAKEUCHI. 


臨床 記 銚 . 患者 : 72 才 , 男子 ,(1949 年 4 月 29 日 入院 , 5 月 29 日 死亡 退院 )。 RE : 結 
BR, OR. ERBE: 41 才 の 時 念 性 肺 災 に 航 り , それ に 績 下 し て 左側 次 出 性 
胸膜 送 に な っ た 。 BiB He Zc, 出血 性 (て? ) 港 出 液 が 出 た と いう 。 BE: 1948 
年 10 月 頃 よ り 心 宮部 に 膨 浦 感 , Rd, 区 第 に 食 谷 が 不振 と な っ て 來 た 。 1949 年 1 月 
下旬 か ら 悪 寒 を 伴っ て 35°C (hE CORMAN BASH 40 日 に 互 っ て 績 き , ペニシリン を 
使用 し た が , FRLI Dok, BEDBEEBSRBRÄEREL, キ ニ ー ネ 剤 を 使用 し て 3 月 
中 旬 解 熱し た 。 4AM MP SRR, ER, "EH, Ed, AA FTIR 
STR 4 月 中 旬 か ら 右 顎 下 リ シンパ 腺 の 腫 央 に 気付 いた 。 

Rik: FPS, REKR. ROMA. BRAM. 顔貌 生々 苦 問 状 。 顔 色 稽 ォ 若 白 。 
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WHR 60/ 分 , HGR, Me. Hain 36.8*C。 呼 吸 20/ 分 , 胸 腹 型 , 呼吸 困難 な し 。 AREA 
+o WFLA, TEA, ACRE, 四 連 反 射 正常 。 右 眼 老 人 性 白内障 。 舌 は 温 潤 で 革 
は た ない 。 局 桃 際 腫 眠 な く , ロ 腔 内 に 出血 壊死 は な い 。 右 吾 下 リンパ 腺 が 鳩 卵 大 に 性 肛 し , 左 
顎 下 腺 に も る 蹴 豆 大 の 腫 岩 が ある 。 Toto) ン ポ 腺腫 肛 は な い 。 肺 肝 境 界 右 乳 線上 で 第 6 助 骨 
ti LDREERR: 心理 純 。 第 2 肺動脈 埋 軽度 に 元 進 。 血 礎 120 一 60。 左 側 胸部 前 肝癌 線 に て 
第 7 助 凡 以下 濁 埋 , Raia. AY PRAM AUT aS, PREMIER RR 
し て 軽度 に 膨 隆 する も る, 緊張 は 略 正常 。 肝臓 終 を 鯛 知 し た い が , 右上 腹部 に 抵抗 が ある 。 心 宮 
部 は 生え 緊張 し て 磨 痛 が ある が , 腫 癌 を 鯛 れ な い 。 少 量 の 腹水 が あり , 波動 を 鯛 知 する 。 静 脈 
怒 張 は な い 。 麻 骨 校 に 浪 跡 的 の 注 腫 を 認め る 。 MERAH ~ ee. 赤血球 敷 416 高 。 血色 素 量 
76 %— FAMLERB 6500 C 好 中 球 70 %. リン バ 球 21 %, BAERS 2。 好 酸 球 4 2。 ) 尿 に は 異常 
な く , 殿 に は 潜血 反 鷹 陽 性 , 虫 卵 を 認め な い 。 

経過 : 4 月 25 日 入院 後 奏 朋 強 度 の た め , 用 に 月 レン トゲ ン 検 査 を 施行 する こと が 出來 な か ・ 
っ た 。 携 帯 レ ント ゲン で 撮影 し た 胸部 所 見 は , 雨 側 の 上 肺 野 に 硬化 性 結 桜 菓 と , PARR pF 
MR BD So APA PROMS SHC 5 月 3 日 に は 小 難 卵 大 と たり, 左 顎 下 腺 も 抽 指 頭 
大 に な っ た 。 腹水 は 次 第 に 増し , 5A4 ARB (20cc) OFF RAR, 黄色 , Mid 
濁 , リヴ メタ 氏 反 應 陽性, 蛋白 含有 量 は 3.6 %。 腫瘍 細胞 を 認め たい 。 腹水 の た め 上 腹部 胃 
の 輸 邸 が 見 える 様 に な り , KERRY, 幽門 部 に 相 営 し て 雛 卵 大 の 腫瘍 を 鯛 知 する 。 増加 
する 腹水 と , 悪 液 質 の た め に 5 月 29 日 死亡 。 了 臨床 診断 : 幽門 痛 

Elek. 病理 解剖 學 的 診断 : 1 胃痛 (幽門 部 髄 様 瘍 ) 2) BRENNER 3) 雨 側 性 
全 癒 着 性 胸膜 類 技 テコ レス テリ ン 胸 膜 炎 ④) 動脈 硬化 症 5) 動脈 硬化 性 壮 縮 只 6) obits 
wa 7) 限局 性 線維 性 心 本 災 8) 肝臓 褐色 葵 縮 9) aka: 10) 腹水 11) 全身 
RAI CHAKA) 

MCLEE. ARPA) HOK, BATA ICHIKOMMAS 3. 

ASKER SL: 腹膜 は 薄く 光 澤 性 で , 限局 性 の 病 獲 を 認 ほ な い 。 BERICHEEND RESET 
3 立 あ る 。 胃 の 幽門 輪 より 約 8.5cm に 豆 っ て 幽門 部 を 取 欠 いて 腫 間 形成 が あり , AN 
は 方 形 皮 を 基 と する 腺 冶 の 像 を 呈し て か る 。 /\ HMO Y > ン バ 腺 に 冶 韓 移 が 認め られ 
So Hi (630gr) は 掲 色 で 表面 は 頼 料 状 で 壮 縮 が 強い 。 割 面 は 著しい 褐色 を 呈し , PER 
が 明か に 見 える 。 門 脈 の 主幹 が 骨 の 腫瘍 に よっ て 歴 迫 され て いる 。 膳 王 に は 策 々 薄い 膳 汁 を 充 
L, その 粘膜 は 壮 縮 し て いる が , 限局 性 の 病 差 は な い 。 MER (55gr) は 半 縮 し て , WERKE 
を 呈し , RHCSRHOMEDSS D, 割 面 は 赤色 で 血液 量 は 少く 肖 材 は 著 明 で ある が , Wwe 
明らか で な い 。 写 臓 (左右 と も 100gr) の 被膜 は 市 離 困難 。 表 面 は 策 々 粗大 な 頼 粒 状 を 呈し 
割 面 は 災 白 色 の 淵 濁 を 伴う 赤色 で , 皮質 部 は 稽 々 薄い 。 副 覧 は 雨 側 と も 肉眼 的 に は 異常 を 認め 
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な い 。 

胸腔 所 見 : 胸膜 腔 は 左右 と も 全面 に 互 っ て 線維 性 癒着 が 著 明 で , ECHT Sc LEE 
で ある 。 特 に 左側 下部 は 義 状 を 呈し , その 中 に 光 澤 を 放つ 白色 物質 約 150cc が 含ま れ て いる 。 
と の 物質 は 題 微 負 的 並 に 化 時 的 概 査 に より コレ ステ リン 結 唱 で ある と と が 確 め られ た 。 

心 状 腔 は 黄色 透明 液 小 量 を 容れ , 上 行 大 動脈 の 前 面 に 営 る 部 分 に 軽度 の 疹 着 が ある 。 閉 動 脈 
に 著しい 蛇行 を 認め る 。 DPC RMAC AT SA, 限局 性 病 妖 は 認め られ な い 。 


126. 肉腫 様 変 化 を 起 し た 茸 状 肉 非 腫 の 1 例 Zue-B, REEL 
A case of Mycosis fungoides sarcomatodes with autopsy. 
(One aspect of the pathogenesis of the disease) 
ZENICHIRO ISHII, NOBUYUKI UCHIDA (Dept. of Pathology, 
Matsumoto Medical College) 


The pathogenesis of the so-called Mycosis fungoides is not yet fully clarified 
and is often designated recently as the ‘‘ Reticuloendotheliosis ‘‘ or “Aleukemic 
Reticulosis ‘‘. The various concepts as to the nature of the disease however re- 
present it to be of an infectious, leukemic or neoplastic nature. We have encountered 
a case which lead us to consider of inflammatory origin and showed partially sar- 
comatous growth. 

Clinical history; A 25-year-old male. Six months before excitus this patient 
developed erythematoid or excematoid dermal lesions on the face,.the schoulder 
and the pectoral girdle, which spread successively over the entire body except 
the scalp. Soon the nodular tumors of indurations in varions sizes appeared in the 
entire skin with localized pigmentation, followed by the generalized swelling of 
the lymph nodes. The excemalike lesions gave slight itching and the tumor of 
the right shoulder formed the irregular ulcer; these dermal lesions however 
showed spontaneous regression partially, leaving slight desquamation, The relapsing 
fever of 38° 1-40°C continued from the onset of the disease and the patient died 
of pneumonia. The blood tests were made several times but noteworthy findings 
were not obtained, only slight leukopenia and lymphopenia being always present. 
The blood picture showed Hb 79% R.B.C. 403x160‘, W.B.C. 4000, No eosinophilia. 

The diagnosis was not decided until the anatomical and histological examina- 
tions were performed. 

Autopsy findings: Multiple bluish-red colored, well defined somewhat elevated 
nodules or simple induration from 5mm to 1.5cm in diameter over the entire body 
surface. Generalized lymph node swelling especially of the mesenteric, paraaortic 
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and of the neck. Moderately enlarged spleen (220g) of firm consistency. Multiple 
dissemination of the tumor in various sizes in the tonsils, spleen, lung, liver, 
adrenal, kidney, bone-marrow and fat tissues of paraaortic, para-adrenal, and 
epicardial regions. The both testicles are enlarged and possessed entirely by the 
tumor mass. Marked anasarca. 

Microscopic examination:— The cutaneous noduli are diffusely infiltrated by 
the monocytic or lymphoid cells and degenerating leucocytes from the cutis down 
to the muscle layers. 

The silver impregnation reveals those monocytic or lymphoid cells to lie in 
intimate relationship to newly-formed reticulin fibrils, the frozen sections stained 
with Sudan III and Nil blue sulphate demonstrate no lipoid in these cells. The 
emigrating leukocytes are almost fallen into karyorrhexis or karyolysis and their 
nuclei or chromatin fragments are dispersed like dust or cocci and are engulfed 
abundantly into the monocytic or reticulum cells. Among these cells are sprink- 
led small Sternberg‘s giant cells. The infiltrating cells form granulomatous growth 
in the perivascular spaces and some of them are invading into the lumina. In 
the subcutaneous tissue are also seen such granulomatous growths where the 
argentophile fibers are well formed. Some necrotic foci are present in the deeper 
cutis. 

The most typical changes are found in the lymphatic tissue, where the diffuse 
hyperplasia .of the reticulo-endothelial cells is markedly predominant, round 
macrophages are migrating into the sinuses and the Sternberg cells are more 
abundant than in the dermal tissue. The small necrotic foci are often met with 
in the subcapsular spaces. The occurrence of the necrotic foci and the appearance 
of the Sternberg cells seem to show some correspondence. 

These macrophages are engulfing the dark stained nuclear fragments of the 
leukocytes and the erythrocytes just like in the case of typhoid. 

Among these reticulo-endothelial cells round lymphoid cells are dispersed. No 
eosinophilic leukocytes or granules are present. The silver impregnation proves 
that the inundating cells, in the sinus are intimately related to the reticulin fibers, 
and contain no lipoid. 

The lymphatic tissue in proper shows atrophy by the proliferating cells and 
well defined from the sinus by the reticulin fiber. In the dermal cutis and in the 
lymphatic parenchyme, there are=some foci of erythropoiesis. 

The changes of the spleen is somewhat similar to that of the lymphnodes. 
The liver shows slight enlargement, the small perivascular granuloma formation 
in Glisson’s sheath, Kupffer’s cells are intensively mobilized and hypertrophic, 
engulfing the small lymphoid cells and erythrocytes. The lung is grossly mottled 
by the tumor masses which are ill or well defined from the surrounding tissue. 
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The testis is entirely sarcomatously infiltrated by the lymphoid cells. No necrotic 
foci and giant cells. 

The tumors of the testis and the lung show some destructive growth and in 
this respect we suspect the reactive proliferation of the reticuloendothelial cells 
is going to sarcomatous overgrowth. The fat tissues of the paraaortal regions 
and elsewhere show the granulomatous growth interlacing with the reticulin fibers 
and this finding corresponds with Zink‘s description. 

Discussion: The histological changes of various organs lead us to consider an 
inflammatory origin. In some organs (testis, lung) the sarcomatous growth is 
observed, but a definite lack of anaplasia is against the view of the true sarcoma. 
It is most appropriate to put this case between the reticuloendotheliosis (The type 
of non-lipoid histiocytosis, Foot) and reticulosarcomatosis (histiocytic type, Ogata). 


127. EMHERNIFZIBEO- HD] Er BREMER 
An atypical case of Hodgkins disease. DAISUKE KAMIJO. 


ERICH Fr LOWS CRS, Ei, MLO RRR Fr VER 
病 の 像 と は 可 成 か け 離 れ て 細 汗 肉腫 に 近い 組織 像 を 早 す る 異型 例 に 就 て 逃 べ る 。 

臨床 経過 : 14 FT, 死亡 前 1 年 位 , 頸 部 に 腫 閣 を 握 づ き 浦 次 培 大 , DRM, IR 
忠 部 に も 融 生 , 全身 特に 四 破 の 浮 用 著 明 と な る 。 入 院 営 時 は 腹水 の 漠 汐 高度 軽度 の 鍵 血 , AR 
減退 あり , 全身 の 汐 巴 腺腫 大 特に 頸 部 の それ は 著 明 で , 呼吸 困難 を 訴え る 。 又 線 照射 療法 に 依 
る る 光 巴 腺 星 大 は 消 退 せ ず 。 染 杖 家 第 に 奏 え て 1 ヶ年 の 経過 で 死亡 。 生 前 敷 回 に 互 る 血液 の 検 

査 の 結果 は 常に 軽度 の 貧血 及び 11.000 程度 の 白血球 増 多 症 が 訟 明 せ られ た が , 別に 酸 嗜 好 性 
_ 白血球 の 増加 は 認め られ 才 , 骨 丹 細 胞 妃 至 後 骨髄 細胞 が 5 一 10 % 位 の 割合 ic 流血 中 に 訟 明 せ 
られ た 。 

ROHR: SHREROK ARE, BROMM, 特に 腸 韻 膜 , 後 腹膜 尿 忠 部 , 頸 部 , MER 
部 等 に 著 明 で , 相互 融 着 の 傾向 未 な く 且 填 死 を 起 し て 居 ら ぬ 。 骨 詳 は 胸骨 , ABA 
i に 富む 赤色 倍 を 星 す る 。 腫 は 軽度 に 増大 し (125gm.) 硬く , 割 面 は 斑 岩 隙 の 如き 外観 は 見 ら 
れず ー 様 で 征 ょ 血 量 に 乏しい 。 肝 消化 管 其他 に は 肉眼 的 に 著 巻 を 見 な い 。 腹 腔 内 に は 10 立 以 
ERS BR T OBALTON, 雨 側 胸腔 内 に も 同様 多量 の 濾 出 液 が 溜っ て いる 。 

組織 持 的 所 見 : 頸 部 光 巴 腺 は 江 線 容 を 除い て 増殖 し た 細胞 の 久 殆 ど 其 正常 構造 を 消失 し , 
被膜 は 肥厚 し て いる が , 其 虜 に 浸潤 する 細胞 は 極 く 僅か で ある 。 増殖 細胞 は 主として 上 皮 様 細 
胞 , 単 球 様 の 細胞 並び に 酸 嗜 好 性 白血球 より 成り , 之 等 細胞 群 が 肉芽 腫 様 増殖 を 應 ん で いる 。 
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各 細 胞 は 場所 に 依っ て 其 混 合 の 割合 は 一 定 し て 居 ら ぬ 。 Sternberg 氏 巨 細胞 は 存在 し な た い が 
稀 に 小型 の 不 規 則 な 要 形 を 有 つ 巨 細胞 に 遭遇 する 。 肉芽 腫 様 形 成 物 は 時 に 光 巴 腺 内 に 存在 す ぁ る 
WEE Let ESE EWE CBAC ALCS. 銭 銀 上 染色 を 施し て 見 る と 等 増 獲 細胞 の 間 
に は 密 な 鍼 銀 織 維 装 が 形成 せら れ 各 細胞 特に 還 球 様 細胞 と 密接 な 開 連 性 を 示し て いる 。 江 選 腺 
組織 刀 至 培 殖 細 胞 介 内 に は 壊死 集 は 認め られ な い 。 洛 弥 容 は 白血球 及び 細 滑 内 皮 に 依っ て 充 凍 
せら れ て いる が 銭 銀 染 色 に 依っ て , 整然 と その 正常 構造 が 維持 せら れ て いる 事 が 分 る 。 然 し 一 
IIT AEC D DEBS DHSRLBHS. LM ABE MAMI IC RE kD BE 
BIR ALIENS THO TALE & HEL CLS CHIC Cra 8 AT RIC 
EXRET RD WHR, WOT LBD ON, 其 一 部 に 限局 し て , ARAM SD SA 
ORL LHR SNSA LOO/MMBMULET 2 ICR. MILAM LE L-CHE 
CMNKLOK ML TERRA, UWE L, RARER, MAL CHR 
se IMM ICEAT 5. LI, 被膜 に は へ モジ デリ ン 色 素 が 可 成澤 山 沈着 し て い 
る 。 弾 力 繊維 は 腸 材 , 腫 臓 に 著 明 に 増殖 し , 鶴 周 園 を と り 園 む も る の は 肥厚 し て いる 。 

I, FE, 心 に は 特別 の 導 化 を 見 ぬ 。 

以上 の 所 見 を 総合 し て 考え て 見 る の に , 汐 包 販 の 差 化 は 従来 記載 せら れ で いる 疾病 範 暗 の 何 
MICS CAB CHL SWRA, ホ ヂ キン 氏 病 , MEERE, 細 綱 肉腫 等 の 疾患 群 中 , 
最も 考え られ 易い の は 「 ホ 」 氏 病 で あろ う が , 細 綱 肉腫 の 妊 い も 捨て 切る わけ に は ゆか な い 。 
“Hodgkins sarcoma”? と し て 米 國 雅 誌 に 散 刀 する る の の 中 に は 本 例 の 様 な も の が 含ま れる 
の か も 知れ な い 。 本 例 の 腫 の 券 化 は 所 詩 「 フ ィ プ ロア デニ ー」 の 像 に 近い ぃ が, と の 閥 化 を 二丈 
的 な 毅 化 と 考え る か 又は 本 疾患 帝 生 と 開 連 性 を 持た せる べき か 7 PMA ICME RAR 
化 に 比較 する と 甚だ 軽度 の 夫 殖 細胞 浸潤 が 見 られ る だ け で ある 。 _ 

AREAS FLL LCLEOMR RAGA AIC BA LICE 1 > ARCHE AER EE 
Hix EU CHINTZ. 


追加 , FR Ec k OMAR ORI 石原 俊二 
Examination of special bacteria in cancer by blood culture. 
TOSHIO ISHIHARA 97, Nakajin-cho, Takamatsu. 
By smearing “cancer milk’ on object glass and then using Gram staining 
we can find some round particles, large or small, Gram positive, besides cancer 
cells and leucocytes. After culturing them, we can get a certain kind of bacteria. 


These bacteria show various forms, ranging from extremely small particles just 
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like dots to long rods, 10/ long. 

Most of them are Gram negative, but we can find some round or unshaped 
Gram positive particles among them. Some of these round particles of Gram 
positive are as big as erythrocytes, others are so small that they can hardly be 
seen through the microscope. 

Cultivating these particles in agar, they grow on the surface or deep in agar- 
layer. Bacteria cultivated from plant cancer show a similar nature. They can 
hardly grow in normal agar culture-medium. They need glycerin. 

The following culture medium are most suitable for them. 


Agar agar - 1.5—2% 
Potato starch 2% 
Peptone 1.5% 
Sugar 1.5% 
Glycerin 1.5% 
Bouillon (neutral) R 100 


The best method to cultivate these bacteria is blood culture. Dissolving the 
above-mentioned culture medium and keeping it 40°C in a test tube, we put 1.5cc 
of venous blood of the cancer patient in the tube and mix it. Then we leave it 
at the ordinary temperature in the room and put it in incubator at 35°C. We do 
not find any bacteria next day, but after 48 or 72 hours, the bacteria increase 
vigorously in number at the bottom of the test tube. 

According to my experimentation culture was positive in 55% of 40 cancer 
cases, but I could not find single positive case among 11 Control cases. 





Cancer of the uterus 31 positive 18 negative 13 
Cancer of the breast 4 positive 3 negative 1 
Cancer of the stomach 2 positive 0 negative 2 
Cancer of the esophagus 2 positive 1 negative 1 
Cancer of the urethra 1 positive 0 negative 1 

Total R 40 cases 22(55%) 18(45%) 


In treating cancer patients it is effective to inject a small amount of autovac- 
cine of the bacteria at an interval of one week Especially cancer of the breast 
contracted remarkably and never reccurred during five years. 

Conclusion: We can get special bacteria from cancer patient blood in more 
than 50% of the cases by using special culture medium. Vaccine from thess 
bacteria are especially effective for cancer patients. 








en (SE): 一 言 御 挨拶 申 上 げ る 。 先 づ 今日 の 費 會 が と の よう に 盛 舎 で あっ た と と 


に の 熱心 な 御 協力 に よる も の で 特に 感謝 の 意 を 表す る 。 

義 表 が 非常 な 多数 に の ぼっ た た め , HRTEVEN BOTH, 時 間 の 都合 上 止む 
を 回 わ さ な けれ ば な ら ぬ と と に な り , I, 演説 の 割 営 時 間 も 少 なく, 出題 者 に 種々 
ff , 責任 者 と し て 誠に 恐縮 し て いる 。 御 寛容 を 題 う 次 第 で ある 。 

で 論ずる の る 如何 か と 思う が , MAAS OMS A 50~60 位 の る の で あっ た 。 
第 6 回 (大阪) の と き に 30 に 減じ た が , 第 7 回 (京都 ) 88, 昨年 の 第 8 回 
( 本 年 は 約 130 と な り 区 く 可 き 新 記 銚 を 作っ た 。 


と 日 本 の 痛 研 究 は 戦後 非常 た 勢 で 勃興 し つつ ある と と が 明か で , 誠に 御 同 慶 の 到 
, 我々 が と と で 大 い ぃ に 反 省 す べき と と は , 研究 の 偵 値 は 量 に 非 ず , 質 人 と ある と い 
7 ぇ は 日 本 の 痛 研 究 が , か くも 盛ん を に な っ た と と を 喜ぶ と 同時 に , 質 の 上 に 於 て る 
大 き な 和 同上 を も る たら す よ うに 努力 し な けれ ば な ら な い の で ある 。 

BER OEMIICHHTHDNZOT, 本 會 も その 一 分 科 會 と し て 4 月 初旬 東京 で 
Bs る 。 瀬 期 は 今度 は 2 AMICERTS. HKROELGRALPAE, HRZLHS 
御 病 表 下 さる よう , $PoMBMEUTH<. 

と れ を 以 っ て 第 9 Bl AAS SMA CASS. 


Ss 


loin 


AAS & AREA (Honorary Members of the Japanese Cancer Association). 
昭和 25 年 4 月 3 日 幹事 省 に 於 て 炊 の 2 氏 を 新た に 推薦 議決 し た 。 

勝沼 精 蔵 (Seizo Katsunuma ) 

> 和裕 CYutaka Kon) 
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核酸 化学 っ 洛 革 (牧野 堅 )・ 核 酸 の 構造 (平田 義  KRRKKA ROM 4oRAK (ri) - 
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HARM 学会 会 費 
昭和 26 年 度 も 会 費 400 円 で す 。 会 員 に は 「 冶 」 第 42 大 ( 第 1 号 - 第 4 号 ) ERB LET. 


BER 
東京 都 中 央 区 木挽 町 2 フ 17 意 研 究 所 内 日 本 大 学会 事務 所 
日 本 訪 学 会 の 振替 口座 は 東京 174423 番 で す 。 


HE 誌 「 問 」 の MA 
「 痛 」 は 当分 の うち 1 年 1 会 (第 1- 第 4 号 ) BTL, 日 本 褒 学会 総会 記事 の ほか , 日 本 の 閣 研 
進歩 を 海外 に 示す べき 原著 を の せま す 。 原著 は 英 交 を 原則 と し , 和 交 要旨 を つけ て 下さ 
Wo 図版 は 実費 を 頂く か も 知れ ませ ん 。 原著 こ 限 り 別 刷 は 50 部 崎 呈 致し ます 。 
原稿 廷 り 先 は - 
東京 都 中 央 区 木挽 町 2 ノ 17 FRET oH OU Fn Bb 
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